
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ここには、もう、絶望しかない。
















　　　幕間　遺産　～Ultimate One～







　なぜこんなことになったのか、という問いには意味が無い。

　幾千、幾万回と問い返したところで、現実が覆くつがえることは無い。

　発端は南なん極きよくの上空に浮かぶ大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せい。生み出された雲は世界の全すべてを終わりの無い闇やみに塗り込め、人類から生きる術すべを奪い去った。人々はわずかな糧かてを求めて互いに身み喰ぐい合い、我先にと滅亡への道を転げ落ちていった。

　最初の魔ま法ほう士し、人類の次の世代を担う新たな生物種たる少女を虐しいたげ、追い詰め、未来とささやかな幸福を奪った代だい償しよう。当然の報むくいと言うには重すぎる結果であっても、為い政せい者しや達が自ら望んで自らの滅びの引き金を引いた事実は変わらない。

　石器時代から数百万年を数えた人類の歴史は、間もなく終わる。

　──認めねばならないのだろう。

　つまり、我々は失敗したのだ。




　アフリカ大たい陸りく消滅の知らせが届いたのは、二日前のことだった。

　シティ共通の一般回かい線せんを介して世界中に伝わったその通信を、私は、このモスクワ地方の地下深くに隠された研究室で聞いた。

　複数の太陽光発電プラントの同どう調ちよう暴ぼう走そうによる爆ばく発はつ──大戦前に私が論ろん文ぶんの中で訴えた危険は、予想とは少し異なる形で現実の物となった。生み出された熱ねつ量りようは概算で旧世紀の熱核兵器の数千発分。衝しよう撃げきによって抉えぐり取られた大地には周囲の海水が流入し、かつて大陸が存在していたその場所には幾つかの島が点在する広大な海が広がっているという。

　おそらく一ひと月つきを待たずに、大戦は終結する。

　世界を覆おおう狂乱の炎は消え去り、悔かい恨こんに彩られた黄昏たそがれの時が訪れる。

　地ち球きゆう上じように残るシティは全部で十二。その中のさらに幾つかは終戦までの間に消滅するだろう。最盛期には二百億を数えた世界の総人口も現在では数億。かつての栄華を思えば「わずか数億」と表現すべきその程度の数の人間であっても、化石燃ねん料りようや地熱を利用する補助的なプラントだけでは到底その全てを支えることは出来ない。

　銃など撃うち合っている場合では無い──その事に、人類はついに気づかなかった。

　シティの為い政せい者しやが戦争という道を選び、市民がそれに賛さん同どうした瞬しゆん間かんに、世界の命運は既すでに決していたのだ。

　……それもまた、人々の選択なのだろうな……

　咳せき込んだ拍子に喉のどの奥から血が零こぼれ、タッチパネルを赤黒く濡ぬらす。数ヶ月前から患わずらっていた肺病は悪化の一途をたどり、ここ数日は痛み止めの薬も大した効果が無い。紀元前の昔から存在していたこのありふれたウイルス性疾しつ患かんは今ではシティを失った難なん民みんの間に蔓まん延えんし、日々新たな死者を生み出しているという。

　あるいは、シティという揺ゆり籠かごに守られた百年の安あん寧ねいが、人類という種そのものを脆ぜい弱じやくにしたのかもしれない。

　そうであるなら、自分がこの病に倒れることもまた、歴史の必然なのだろうか。

「……なんとも、壮大な話だな……」

　呟つぶやき、タッチパネルの血を拭ぬぐって両手の指を置く。周囲に浮かぶ無数の立体映像ディスプレイの一つ一つに、ゆっくりと視し線せんを巡らせていく。

　映し出されるのは、この地下施設での研究の成果。

　他シティによる攻こう撃げきの混乱に乗じて神こう戸べの街を出しゆつ奔ぽんしてから半年、休むことなく積つみ上げてきたその一切に、厳げん重じゆうなロックを施していく。

　シティ・神戸の指し導どう者しや、七なな瀬せ司令には既すでに話を通してある。

　私は今日きようをもってこの施設を閉へい鎖さし、神戸へと帰き還かんする。

　このまま誰だれにも知られることなく人生の幕を引くことも可能ではあるが、司令には義理があるし、何より残してきた子供達のことが気にかかる。自分の才能を受け継いだ息子むすこと、また別種の才能を開花させた娘。自分の死後も不自由なく生きていけるだけの準備はすでに調ととのえてあるが、最後の時を共に過ごすのは親の務め。それに、シティ・神こう戸べの今後について司令に何か一つ二つでも助言が出来れば、あの子達の助けになるかも知れない。

　出しゆつ立たつの時刻は、もう間もなく。が、その前に片付けておかねばならないことが一つ。

　部へ屋やの中央、巨大な培ばい養よう槽そうに浮かぶ、小さな命。

　人として形を得たばかりのその幼子に、私は最後の調ちよう整せいを施す。

　小さな手を握りしめ、羊水の中に微睡まどろむ幼子。育成が順調に進めば半年ほどで五歳程度には成長し、黒髪に黒い瞳ひとみのごく平均的な日に本ほん人じんの容よう貌ぼうを獲かく得とくするはずだ。接続された計器の幾つかには既に情報制御の兆候が見られる。あとは教育プログラムの自動処理に任せておけば、自然に魔ま法ほう士しとしての能力を発現させるだろう。

　設計の基き礎そには最初の魔法士たる少女、アリス・リステルの遺い伝でん子しを用いた。故に、これは全すべての魔法士の基本である。

　そこに、私が想定する『Ｉ─ブレインという装置が持ち得る究極の機き能のう』を与えた。故に、これは全ての魔法士の最終形である。

　私の最後の作品となる魔法士。

　その少年に、私は希望を託す。

　私の死後数年のうちにはこの子は自らの力で培ばい養よう槽そうを抜け出し、自らの足でこの世界を歩き始めるだろう。この子の存在は世界に変革をもたらし、人々に選択と決断を迫るだろう。

　その結果がどうなるかは、私にも到底予測出来ない。

　あるいは、私の選択は、この星を滅ぼすことに繫つながるかも知れない。

　それと見届ける役目を息子むすこか娘に引き継いでもらえないものかと一度は考えたが、やはり止やめておくことにした。このような重責、たとえ肉親であっても押し付けて良いものではない。あの二人ふたりには二人ふたりの人生があり、二人の選択がある。そして私は私の選択をする、ただそれだけのこと。私は全すべてが終わってしまったこの世界に、私なりの一つの終着点を用意する。

　アリス君を救えなかった罪滅ぼし、などと無粋な言い訳は口にすまい。

　これは、どこまでも私の流りゆう儀ぎ。

　物理学者、天あま樹ぎ健けん三ぞうの好奇と探求の行き着く果てなのだから。













　　　第一章　開戦前夜　～World War～







　燃もえさかるのは紅ぐ蓮れんの炎。全てを焦がし、溶かし、灰かい燼じんに帰すそれは憤ふん怒ぬの色。

　噴ふき上がるのは闇やみ色いろの黒煙。全てを塗り込め、覆おおい隠し、消し去るそれは憎悪の色。

　銃声と轟ごう音おんと怒号と悲鳴、あらゆる音が入り交じり、連なり、衝しよう撃げきとなって大気を鳴動させる。吹き飛ばされた軍用フライヤーの残ざん骸がいがアスファルトの地面に四散し、あるいは街路を紙かみ屑くずのように転がって至る所で新たな破砕音を撒まき散らす。

『各かく機き、後退しつつ隊列を再さい編へん！　研究棟への接近を許すな──！』

　飛び交う三十機のフライヤーの中央、隊長機から指示が飛ぶ。シティ・マサチューセッツ第十階層北東地区、第六情報制御研究区画。階層の天てん井じようまで続く三重の巨大な壁かべに円形に遮さえぎられた閉へい鎖さ空間──その唯一の出入り口である巨大な通路の前には五個小隊のフライヤーが半円形の隊列を敷しき、機首から突き出た荷電粒子砲を通路の闇の奥、一点に照準している。

　黒煙の中に浮かび上がるのは、三つの人ひと影かげ。

　いずれも黒い外がい套とうを身に纏まとい、フードを目ま深ぶかに被った小柄な一団が、周囲の炎に照らされて姿を露あらわにする。

「……魔ま法ほう士しどもめ、もうここまで来やがった……」

　立体映像ディスプレイ越しにその光景を見つめる警けい備び兵へいの間から絶望的な声が上がる。フライヤーの隊列の後方、高い塀に囲まれた研究棟。機関銃に対たい爆ばく仕様のボディスーツ、個人携帯用の小型ノイズメイカーという完全武装に身を包んだ十人の兵士達は建物の二階部分までを貫く巨大な資材搬入口の金属隔かく壁へきの陰に身を潜ひそめ、薄うす闇やみの中に映し出される外の戦場の様よう子すを為なす術すべも無く見守っている。

　前列の二人ふたりは隔壁の隅に設けられた通用扉のわずかな隙すき間まから銃口を突き出して構えているが、いずれも引き金を引こうとはしない。

　そんな攻撃には何の意味も無いと、ここにいる全員が既すでに思い知らされている。

「──通信はどうなってる！」

　兵士の一人ひとりが拳こぶしで壁を叩たたき、耐えかねたように叫ぶ。壁に押しつけた拳を小刻みに震ふるわせ、血走った目で背後の仲間を振り返り、

「本部への連絡は！　何な故ぜ繫つながらない！」

「敵のハッキングだ……」携帯端末を操あやつっていた兵士が青ざめた顔で首を左右に振り「ただの通信妨害じゃ無い。軍用回かい線せんが丸ごと乗っ取られて、こっちから出した緊きん急きゆう信号が全部『異常無し』に書き換えられてる……！」

「どうにかしろよ！　敵は目の前なんだぞ！　このまま嬲なぶり殺ごろしにされるつもりか！」

「出来るならとっくにやってるさ……！　俺おれだってこんなところで死にたく……」

　隔かく壁へき越ごしに響ひびく轟ごう音おんが、兵士の言葉を遮さえぎる。半ばまで砂状に崩れた軍用フライヤーの機き体たいが立体映像の向こうの戦場を落下し、地面に叩たたき付けられて無数の強化プラスチックと金属の破片を撒まき散らす。

　血まみれになった兵士が、息も絶え絶えに操そう縦じゆう席せきから這はい出す。

　その背に銀ぎん青せい色しよくの剣の切っ先が突き立ち、兵士はわずかに痙けい攣れんして今度こそ動かなくなる。

　闇やみに煌きらめく銀光。亡なき骸がらの傍かたわらに立つ黒い外がい套とう姿すがたの人ひと影かげを立体映像の前の全員が凝ぎよう視しする。吹き抜ける風が外套をはためかせ、人影が目ま深ぶかに被かぶったフードを取り去る。

　赤みがかった金髪に茶ちや色いろの瞳ひとみの、十代後半と思おぼしき白人の少女。

　その手が死体の背から剣を引き抜き、刀身を濡ぬらす血を一振りに払い落とす。

　少女の足が地を蹴ける。頭上から降り注ぐ荷電粒子の砲ほう撃げきを数メートルの跳ちよう躍やくで回かい避ひした少女は冗じよう談だんのような動きで研究棟の外がい壁へきを垂直に駆け上がり、手近なフライヤーの上に飛び移る。閃ひらめく銀光と軋きしむような金属音。フライヤーの黒い機体が演算機関の収められた後部を中心に砂状に崩れ落ち、錐きり揉もみしながら落下していく。

　声を上げる暇さえありはしない。

　一つ、また一つ。フライヤーからフライヤーへと飛び移りながら少女が剣を振り下ろすたび、黒い機き体たいは機能を失って為なす術すべ無く地面に叩たたき付けられていく。

「ノイズメイカーはどうしたんだ！」

　たまりかねた様よう子すで兵士の一人ひとりが叫ぶ。年若い兵士は通用扉に身を寄せる格好で銃を構え、狙そ撃げき用ようの照準を必死の形ぎよう相そうで睨にらんだまま、

「こっちの機体には全すべてノイズメイカーが積つんであるはずだろ！　なんで使わない！　それも敵の妨害だってんなら──」

「……使ってるよ」

　別な兵士の声。

　驚おどろいた様子で振り返る仲間達に、兵士は自分の端末を操そう作さして立体映像のグラフを示し、

「フライヤー部隊三十機、全機ノイズメイカーは正常稼か働どう中ちゆう。もちろん敵は抗体デバイス使ってない。情報制御の効率は少なくとも本来の十分の一以下に落ちてるはずだ」

　笑い出す寸前のような、引きつった声。

　兵士は強化コンクリートの壁かべにもたれて息を吐き、そのまま崩れるようにその場に座り込み、

「きっちり効いてる。効いててあれなんだ。……魔あ法い士つにとっちゃ、あんなのは全然本気の動きじゃ無い。でなきゃ俺おれ達全員、とっくに一人残らず殺されてるさ」

　立て続けに幾つもの衝しよう撃げき音おんが響き、立体映像の戦場を紫電が走る。フライヤーの機首から放たれた荷電粒子の砲撃がことごとく空を切り、あるいは騎き士しの少女の周囲に出現した半透明な結晶の盾に受け止められる。

　目標を逸それた紫電の槍やりが模造品の街がい路ろ樹じゆを直撃し、噴ふき上がった炎が周囲に散乱する物体に燃もえ移る。

　至る所に倒れ伏す無数の兵士の亡なき骸がら──物言わぬその体が炎に包まれ、闇やみの中に黒煙を立ち上らせる。

　かすかな電子音が端末から響ひびき、立体映像の時刻表示が『西暦二一九九年十月十四日午前０時』を示す。戦せん闘とう開始から正せい確かくに五分。わずかそれだけの時間しか経過していない現実に、その場の全員の顔に絶望が浮かぶ。ほんの少し前までこの場所には五百人を超える彼らの同僚が配備されていた。マサチューセッツ陸軍警けい備び部ぶ研究区画警備部隊一個大隊。フライヤー十個小隊と空中戦車三個小隊に歩兵四個中隊で構成されたその部隊には軍の中でも大戦の経けい験けん者しやである古参兵が多く割り当てられ、最さい新しん鋭えいの対魔ま法ほう士し装備に身を包んで日夜訓練を重ねていた。

　賢けん人じん会かい議ぎによる『人類殲せん滅めつ』の宣言から一ヶ月。シティに対する魔法士の襲しゆう撃げきは日を追うごとに頻ひん度どを増していた。他ほかのシティで情報制御の研究所が壊かい滅めつしたらしいという噂うわさは日々耳にしていたし、このマサチューセッツでも幾度かの攻撃によって政府関係の施設に少なからぬ被害が出ていた。

　今日きようにも、今この瞬しゆん間かんにも魔法士敵は襲おそってくるかも知れない──その事実は、この場に生き残った十人のみならず、自じ治ち軍ぐんに属する兵士の全てが理解していた。

　油断していた者など、一人ひとりもいなかった。

「逃げ場はねぇのかよ！」隔かく壁へきの前で銃を構えていた兵士がその銃を放り捨てて隣となりの女兵士に摑つかみかかり「非常口でも作業道でも何でも良い！　閉へい鎖さ区画って言ったって一つくらい何か残ってんだろ！　そこから抜け出して司令本部まで突っ走れば」

「あるわけ無いでしょそんなもの──！」女兵士は真まっ青さおな顔で襟えり首くびを摑む手を振ふり解ほどき「ここは最高レベルの機き密みつ施設！　外部からの侵入を防ぐために出入り口はバイパス道一つだけ、あとは通信ライン通すためのパイプ一つまで完全に密閉されてるって、教練で習ったの聞いてなかったの──？」

　襲しゆう撃げきは唐突に、何の前触れもなく始まった。区画入り口の正門前で警けい戒かいに当たっていた当直の兵士は侵入者の接近に気づいて警報を発し、その瞬間に氷の槍に貫かれてこの戦せん闘とうにおける最初の犠ぎ牲せい者しやとなった。知らせを聞いた兵士達はすぐさま門を中心に半円形の防ぼう衛えい線せんを構築し、現れた四人の魔ま法ほう士しに対して交戦を開始した。

　この至近距きよ離りまで敵の接近に気づかず、結果としてノイズメイカーの完全起動前に炎使いに一撃を放つ猶ゆう予よを与えたのは、致命的だった。

　設置型の大型ノイズメイカーを全すべて破は壊かいされてしまえば、残るはフライヤーに搭載された中型と兵士が個人で携行する小型タイプのものだけ──それでは、おそらく第一級カテゴリーＡに分類されるであろう敵に相あい対たいするには到底足りなかった。

　警備部隊はそれでも善戦した。歩兵とフライヤーの連携による半包囲攻撃は四人の魔法士の侵攻をわずか数分とはいえ食い止め、その中の一人ひとり、騎き士しの青年に手傷を負わせてこの場から退しりぞかせることに成功した。

　が、それが、友軍の成しえた最大の抵抗。

　魔法士達の攻撃は五百人を超える兵士達の防ぼう衛えい線せんを機き械かいじみた正せい確かくさでそぎ落とし、押おし潰つぶし、瞬まばたきする間にその体を物言わぬ骸むくろの山へと変えていった。

　ここに残った十人はいずれも数ヶ月前に教練を終えたばかりの新兵だ。待たい機き室しつにアラームが鳴なり響ひびいた瞬しゆん間かん、銃を手にして駆け出す彼らの動きは古参兵に比べて一瞬遅れた。その未み熟じゆくが彼らをほんの少しだけ『死』から遠ざけた。防衛線の最も後方で戦せん闘とうに参加することになった彼らは魔法士達に対して有効な攻撃を仕掛けるタイミングを見失い、結果として戦場全体を俯ふ瞰かんする立場となった彼らには総崩れになる味方を盾にこの研究施設まで後退する猶ゆう予よが与えられた。

　が、その幸運も既すでに尽きた。残存兵力はわずか。外で交戦しているフライヤー部隊が全滅すれば、後は本当にここにいる十人がこの研究区画に残された戦力の全てだ。

　退路は無い。

　戦って死ぬか、戦わずにただ死ぬか──その二つの選択しか、彼らには残されてはいない。

『……交戦は継続中……陸軍全部隊は速すみやかにマザーコア周辺に……繰くり返す……』

　ノイズ混じりの切れ切れな音声が、唐突に通信素子から流れ出る。小さなディスプレイが闇やみの中に出現し、断続的な映像の向こうに研究区画とは別の戦場の様よう子すを映し出す。

　巨大な卵形の建造物──マザーシステムと、その周囲に林立する魔法士量産システムフアクトリーの無数の中層建築群。

　数百を超える空中戦車とノイズメイカーに守られたその周囲を幾つもの小さな人ひと影かげが跳ね回り、飛び交う荷電粒子の光と爆ばく発はつの炎がシティの灰はい色いろの天てん蓋がいを眩まばゆく照らし出す。

　警けい備び部隊は続々とマザーシステムの傍そばに集結し、防ぼう衛えい網もうは一秒単位でその厚みを増していく。対する魔ま法ほう士しの側はディスプレイに映る騎士だけでも二十を超える規模の大戦力で、万を超える自治軍を相手に一進一退の攻防を繰くり広げている。

　賢けん人じん会かい議ぎからの一方的な通告と共に始まった、マザーシステムに対する大規模な攻撃。

　それが研究区画への襲しゆう撃げきを隠すための偽装だと気づく者は、立体映像の向こうには一人ひとりもいない。

「……通信……」呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた兵士が仲間の手から携帯端末をもぎ取り「通信だよ──！　映像はここまで届いてるんだ！　だったらこっちの音声だって……」

「無む駄だだよ……」端末をもぎ取られた兵士はコンクリートの床に座り込んだまま手のひらで顔を覆おおい「敵は電波を妨害してるんじゃ無い、通信データを書き換えてるんだ。向こうからの通信は届いてもこっちの通信は届かない。だから……」

「やってみなくちゃわかんねぇだろ──！」端末を抱えた兵士は血走った目でディスプレイを睨にらみ、狂ったようにタッチパネルを叩たたいて「気づけよ……なあ、おい、気づいてくれよ……！　そっちは囮おとりなんだ、敵の狙ねらいは最初からこっちなんだよ！　なあ──！」

　一際激はげしい破は砕さい音おん。兵士が叫びの形に口を開いたまま動きを止め、視し線せんを通用扉の方に動かす。前列で銃を構えていた二人ふたりの兵士がわけの分からない悲鳴を上げ、銃を抱きかかえて転げるように仲間達の傍そばへと飛とび退のく。

　わずかに開いた扉の隙すき間まの先、炎に照らされた闇やみを、巨大な影かげが横切る。

　強化コンクリートの灰はい色いろと地面の土つち色いろでまだら模様になった、小さな建物ほどの大きさをした人間そっくりの『腕』。

　それが軍用フライヤーを空中に摑つかみ、握りつぶし、玩がん具ぐか何かのように地面に叩たたき付ける。

『腕』は蛇の鎌かま首くびのようにゆっくりと拳こぶしをもたげ、その先を兵士達の正面、研究施設の金属隔かく壁へきへと向ける。たった今破は壊かいされたフライヤーが友軍の最後の一機きであったことに兵士達はようやく気づく。

　来るぞ、という誰だれかの叫び。別の誰かがわけの分からない雄お叫たけびでそれに応こたえ、その場の全員が絶望的な表情のまま数十メートル四方の資材搬入区画内に散開する。

　通用扉の最も近い位置に残った一人が、我に返った様よう子すで扉の脇わきのタッチパネルを叩く。

　周囲からせり出した金属板が扉に幾重にも覆おおい被かぶさり、隔壁を完全に密封する。

　兵士達はそこかしこに置かれた機き材ざいや空きコンテナの陰に身を潜ひそめ、各おの々おの取り出した数個の携行型ノイズメイカーを自分の周囲にばらまく。三人の兵士が区画の一番奥に駆け寄り、設置されている大型ノイズメイカーの操そう作さ盤ばんに飛び付く。一人ひとりが出力を最大にして隔かく壁へきの方向に焦点を合わせ、残る二人ふたりはその陰に準備しておいた歩兵用の小型荷電粒子砲を二人がかりで構え、

　──すさまじい衝しよう撃げきと、金属音。

　高さ十メートルを超える重厚なチタン合金の隔壁。それを突き破って出現した巨大な五本の『指』を、兵士達は呆ぼう然ぜんと見上げる。

　それぞれが人の身長の倍ほどもある五本の指は厚さ五十センチを超える金属の壁かべに外側から突き立ち、なおもその身を資材搬入区画の内部へと食い込ませる。強化コンクリートの灰色をした指の表面から、砕けた岩塊と金属片が降り注ぐ。

　内ない臓ぞうがねじ切られるような、歪ゆがんだ異音。

　巨大な『手』はわずかの抵抗も感じさせない動きで五本の指を握りしめ、その内側にある金属隔壁の中央部分を紙切れか何かのように握りつぶす。

『腕』は隔壁に空いた巨大な穴から拳を引き抜き、五本の指を静かに開く。空中戦せん艦かんの主砲にすら耐えるはずの隔壁の中央部分が不格好な金属塊に姿を変え、地面に落下して轟ごう音おんを響ひびかせる。衝撃が資材搬入区画のコンクリートの床を震ふるわせる。兵士達が誰だれからともなく意味不明な叫びを上げ、大型ノイズメイカーの照準が巨大な腕を捉とらえ、

　──閃ひらめく銀光。

　動きを止めた『腕』の傍そばをすり抜けて、隔壁に穿うがたれた穴から跳ちよう躍やくする少女の姿を、兵士達は絶望と共に見る。

　とっさに機き関かん銃じゆうの引き金を引く兵士達の前で、黒い外がい套とうを翻ひるがえした少女の体が半透明な球形の揺らぎに包まれる。少女の姿が兵士達の視界からかき消え、同時に隔壁に最も近い位置で苦く悶もんの呻うめきが上がる。

　兵士の背から心しん臓ぞうを貫く、銀ぎん青せい色しよくの刃やいば。

　目を見開いて倒れ伏す兵士の背後で騎き士しの少女は引き抜いた剣を一いつ閃せん。足下に転がる携行型ノイズメイカーに切っ先を突き立て、兵士達にとって唯一の命いのち綱づなであるその装置を砂状の金属塊へと分解する。

　残った全すべての兵士が機関銃の照準を騎士の少女に向ける。少女は目の前に転がる兵士の死体を蹴けり上げて盾代わりにし、手近なコンテナの陰に飛び込む。撃うて、という叫びに紛れて響ひびくかすかな衝撃音。必死の形ぎよう相そうで引き金を引く兵士達はほどなく異変に気づき、一人、また一人と射撃を止やめる。

　周囲に転がる数十のノイズメイカーから立ち上る、細い黒煙。

　手のひら大のその機械の全てに一つ残さず突き立つ、半透明な結晶の槍やり。

　いつの間にか隔壁の隅に出現した小さな穴と、その前で立ち上がる黒い外がい套とうの人ひと影かげ。

　はだけたフードの下から、騎き士しよりも少し幼い、褐かつ色しよくの肌の東とう洋よう人じんの少女が姿を現わす。

　一際大きな衝しよう撃げき音おんが資材搬入区画の奥で響ひびき、兵士達が息を吞のんでそちらに視し線せんを向ける。噴ふき上がる黒煙と、断続的に走る紫電。人の背丈ほどもある氷ひよう柱ちゆうに貫かれて動作を停止する大型ノイズメイカーを呆ぼう然ぜんと見つめ、兵士達は緩かん慢まんとも思える動作で炎使いの少女を振り返る。

　選択の余地なく、ただ機関銃の引き金を引く兵士達。

　その視線の先で、少女は滑なめらかな動作で右手を胸の前に掲げる。

　黒い外套の裾すそから突き出た細い手がゆったりと宙を泳ぐ。目の前の小虫を払うように、少女の手が右から左へと虚こ空くうを薙なぐ。

　少女を中心に放射状に、空中に溶け落ちて形を失っていく無数の銃弾。

　それが、兵士達がこの世で見た最後の光景となった。




　　　　　　　　＊




　噴き上がった熱ねつ風ぷうが、闇やみを陽かげ炎ろうのように揺らめかせた。

　賢けん人じん会かい議ぎの騎士、ロッテ・クローデンは小さく息を吐き、五十三倍速の視界の先にマサチューセッツ自じ治ち軍ぐんの兵士達の末路を見つめた。

　融ゆう解かいした無数の銃弾が落下する暇すらなく蒸発し、闇の中にまばゆい光を放つ。断だん末まつ魔まの悲鳴を上げる時間さえありはしない。炎使いの少女の演算によって解き放たれた膨ぼう大だいな熱ねつ量りようは味方であるロッテはもちろん資材搬入区画の壁かべや天てん井じようや床にほんのわずかも損傷を与えること無く、ただ、区画内の空気とそれを呼吸する兵士達だけを数千度の高温で残さず焼き尽くす。

　音は無い。炎使いが生み出す空気と熱の断層に阻はばまれて、ロッテの許もとにはわずかな熱風さえも届かない。時間にしてほんの数秒。兵士達の体は炎というより純粋な光に包まれ、灰の一粒も残さずに文字通り蒸発する。

　論ろん理り回路による耐熱処理を施された機き関かん銃じゆう部品の残ざん骸がいが、床に落ちて小さく跳ねる。

　静寂の中に響ひびくかすかな音。

　空気の断層がいつの間にか消滅していることに気づくロッテの視界の先で、炎使いの少女は周囲に撒まき散らした熱をたぐり寄せるように頭の上で右手を回し、

「これで全部、ですか？」

「みたいね」ロッテはうなずき、騎士剣『天てん王のう八はつ式しき』を腰の鞘さやに収め「お疲れさま、リーン。怪け我がとかしてない？」

「わたしは全然」リーンという名の炎使いの少女は首を左右に振り、小走りに駆け寄って「急ぎましょう。予定より少し遅れてます」

　そうね、とうなずくロッテの耳に少女のものとは異なるかすかな足音が届く。振り返るロッテの前で巨大な金属隔かく壁へきの隅に生物の口に似た形状の穴が空き、黒い外がい套とうを纏まとった十歳ぐらいの白人の少年が飛び込んでくる。

「外の工作は終わったよ。軍司令部には『異常なし』の定期信号が届くようにしておいたから、しばらくは時間が稼かせげると思う」

　そう言って駆け寄るのは、ルッツという名の人形使いの少年。

　先の戦せん闘とうで負傷して離り脱だつした騎き士しの青年を含めて全部で四人。これが、今回の作戦における研究区画襲しゆう撃げき班はんの全メンバーとなる。

「敵の生き残りは……たぶんいないと思うけど念のために動きそうなフライヤーにゴースト固定してその辺に転がしといたから。誰だれか逃げる人がいたら勝手に攻こう撃げきしてくれるはずだよ」

　ありがとう、とうなずき、左手側、研究棟の奥に通じる扉へと駆け出す。

　途と端たん──

（エラー。蓄ちく積せき疲労が限界値の九十パーセントを超過、演算の停止を要よう請せい）

　システムメッセージと共に脳内をすさまじい痛みが駆け巡り、ロッテはとっさに壁かべに手をついてもう片方の手で自分の口を覆おおう。こみ上げる嘔おう吐と感かん。堪こらえ切れずに床に片かた膝ひざを突き、体をくの字に曲げて必死に息を吸い込む。

「ロ、ロッテさん！」

「大丈夫ですか……？　ロッテ」

「……ちょっとだけ。ノイズメイカーの前で動きすぎたから」

　驚おどろいた様よう子すでのぞき込む二人ふたりの仲間を手で制し、どうにか呼吸を落ち着けて立ち上がる。

　Ｉ─ブレインに命令を送って運動加速演算を一時的に完全停止。足に強く力を込めて自分が歩けることを確かく認にんし、

「行くわよ。予定より少し遅れてる」

　駆け出す。ためらいがちに付き従う仲間の足音を背後に扉をくぐる。ライトの白光に照らされた細い通路。目的の部へ屋やに通じるルートは頭に叩たたき込んである。

　静寂に包まれた屋内に、動く者の気け配はいは無い。

　深夜０時。事前に入手した資料では、警けい備び兵へいを除いた一般の研究員や職しよく員いんはこの時間には全すべて帰宅して不在であることになっている。

「もし誰だれか隠れてたらお願ねがい。今、Ｉ─ブレイン止めてるから」

　足を止めずに声を投げると、背後で炎使いの少女、リーンが「もちろん」と応こたえる。

　少し遅れて、人形使いの少年、ルッツも「うん」と声を返す。

　が、少年はしばし間を置いてから、ぽつりと、

「……今日きようも、たくさん殺したね」

「そうね」ロッテは少年に背を向けたままうなずき「けど、無抵抗の人を一方的に殺したわけじゃない。自じ治ち軍ぐんも私達の攻撃に備えて準備はしていたはずだし、実際に武器を持って戦った。手加減すれば死んでいたのは私達の方だった。それだけのことよ」

「ロッテさんの言う通りですよ、ルッツ君」背後でリーンが後を引き継ぎ「そもそも、シティ連れん合ごうはわたし達を根絶やしにするために大規模な攻こう撃げきの準備を進めています。わたし達が戦いをやめて和平を呼びかけても、シティはこれ幸いとわたし達を滅ぼしに来るだけのことです。……選択肢はありません。最後にあの人達が残るか、わたし達が残るか。道は二つに一つです」

「そう……だね」

　ルッツはぎこちなく呟つぶやき、それっきり黙だまり込む。

　ロッテはしばし言葉に迷い、結局は口をつぐんだまま白い通路を走り続けた。

　シティ・シンガポールにおける惨さん劇げきと同盟の崩ほう壊かいから一ヶ月半。地ち球きゆう上じようの全すべての人間と全ての魔ま法ほう士しを巻き込んで、世界は急速に動いていた。シティは賢けん人じん会かい議ぎという『人類の共通の敵』を前に互いに手を取り合う道を選び、各国の代表は戦後初期の雲除去計画の失敗以来およそ十年ぶりにシティ連合の会議のテーブルに着くこととなった。

　賢人会議の本拠地の捜索と大規模攻撃の計画が提案され、ニューデリーを除く五つのシティがこの計画に参加を宣言した。地球上のあらゆる場所を各国の偵てい察さつ機きが日々飛び交い、幾つかはアフリカ海かいの中央、ロッテ達が暮らす『島』の直近をかすめていくこともあった。

　正確な位置は、まだシティ連合に把握されてはいない。

　が、それが時間の問題なのは誰だれの目にも明らかだった。

　魔法士の排はい斥せきを訴えるデモがシティ内で頻ひん発ぱつし、これまでかろうじてシティに対する忠誠を保ってきた自じ治ち軍ぐんの魔法士達が居場所を失って次々に賢人会議に流れ込んだ。自治軍との全面戦争を想定した大規模な組そ織しき改かい編へんが行われ、新たな指揮系統の元に訓練が繰くり返された。

　シティに対する潜せん入にゆう工作は一日たりとも休むことなく実行され、実じつ験けん室しつで育成されていた多くの同胞が救出されると共に、シティの軍備やＩ─ブレイン開発の機き密みつに関かかわる幾つもの重要な情報がもたらされた。

　シティとの間合いを計りながら散発的に行われていたかつての活動とは明めい確かくに異なる、『全面戦争』を最終目標に据えた間断のない攻撃。

　その動きは、賢人会議の中で様々な波紋を生んでいた。

　組織のメンバー、今や二千を超える数の魔法士。その各おの々おのが、様々な巡り合わせで一つの場所に集つどっている。シティとその市民に深い憎悪を抱く者がいる一方で、Ｉ─ブレインを持たない人々にそれほどの悪感情を持っていない者も当然いる。組織全体としての方針は定まっても、個々人の感情が自動的にそこに追いついてくるわけでは無い。葛かつ藤とうもあればためらいもある。シティとの同盟を望んでいたあの頃ころに戻れないのかと、過去を惜しむ気持ちはロッテ自身にもある。

　だが、賽さいは既すでに投げられた。

　来きたるべき開戦の時。

　その瞬しゆん間かんに備えて、自分達は可能な限りの準備を整ととのえなければならない。

「ここですね」

　リーンの声に我に返り、立ち止まって通路の壁かべに向き直る。一いつ直ちよく線せんの通路の左右に等間隔に設けられた扉の一つ。Ｉ─ブレインの記き憶おく領域から施設内のデータを引き出し、目の前にあるのが間違いなく目的の場所であることを確かく認にんする。

「ルッツ君、お願ねがいします」

「う、うん」

　人形使いの少年が前に進み出て、扉の脇わきに埋め込まれたタッチパネルに手を触れる。

　金属の扉が生物の皮ひ膚ふのように柔らかく波打ち、中央から二つに割れて左右に開く。

　闇やみと静寂に満たされた、狭い室内。

　中央に設置された人の背丈ほどもある黒い立方体──論ろん理り回路開発用の大規模計算装置に駆け寄り、有ゆう機きコードの端子をコネクタに押し込む。

　Ｉ─ブレインの蓄ちく積せき疲労が許容レベルにまで解消していることを確認し、最初のセキュリティロックにアクセス。ルッツとリーンが隣となりに立ち、同様に有機コードで自分のＩ─ブレインを装置と接続、内部情報のスキャンを開始する。

　シティ・マサチューセッツの研究施設の中でも比較的古い、ここ数年は他ほかの計算装置の補助として利用されていたその巨大な情報構造の内部に入り込み、幾つもの壁で厳重に隠いん蔽ぺいされた記憶領域の内部にイメージの手を伸ばし、

「あった……」呟つぶやき、無む意い識しきに装置の表面に当てていた手を離はなし「騎き士し剣けん『陰いん陽よう』の詳細設計。実じつ験けん訓練生『二重デユアルNo.33』のＩ─ブレインとのリンク調ちよう整せいの全ぜん記き録ろく。……データ欠損も無い。完全な状態だわ」

「こっちも見つけました」隣となりのリーンが声を上げ「大戦中の『光使い』の開発記録と、Ｄ３の内部構造の資料です。……ああ、この人がレノア・ヴァレル。セラちゃんのお母かあさん……」

　呟つぶやいた少女が我に返った様よう子すで目を瞬しばたたかせ、慌てた手つきで装置から有機コードを引き抜く。

「細かい交戦記録とかもあったけど、どうする？」と、ルッツ。

　少年はロッテを見上げて何か続けたそうに口を動かし、ややあってためらいがちに、

「……それと、ファクトリーの子達の生産データも」

「全部コピーして」短く答えてから、ルッツの物問いたげな視し線せんに気づいて息を吐き「あの子達のことは、今回は諦あきらめるしかないわ。先週の襲しゆう撃げきでかなり助けたから自じ治ち軍ぐんも警けい戒かいしてる。また別の計画を考えないと」

「わかってる……」

　両手を握りしめて視線をうつむかせるルッツ。

　リーンが手を伸ばしてそんな少年の頭を撫なで、

「撤てつ収しゆうしましょう。囮おとり役やくの皆さんもいつまでも戦ってはいられません」

　そうね、とうなずくロッテの脳内に、データのコピー完了を告げるメッセージが浮かぶ。
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　引き抜いた有ゆう機きコードを巻き取って外がい套とうの裏に収め、振り返って扉に向かって一歩目を踏み出そうとし、

　……何……？

　かすかな違和感。

　無む意い識しきに腰の剣に手を当て、脳内に身体能力制御を呼び出す。

　不ふ審しんそうに口を開きかけたリーンとルッツが、気づいた様よう子すで視し線せんを交わす。コンマ数秒の思考。三人はそろって扉に向き直り、それぞれに情報制御演算を起動しつつ駆け出し、

　──衝しよう撃げき。

　視界に映るあらゆる物が瞬しゆん時じに赤せき熱ねつ化かし、瞬まばたきする間すらなく爆はぜた。
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　幾重にも連なる爆ばく発はつの衝撃が、人工の大地を激はげしく鳴動させた。

　第十階層北東地区、研究区画。三重の壁かべによって閉へい鎖さされた直径三百メートルの円筒形の空間。その周囲を取り囲んだマサチューセッツ自じ治ち軍ぐん警けい備び部ぶ第六師団の五千人の兵士達は、強化コンクリートの壁の中から断続的に鳴なり響ひびく轟ごう音おんに固かた唾ずを吞のんだ。

　壁と壁の間の空間に埋め込まれた二万六千個の指向性爆薬の同時起爆──有事の際にこの区画を丸ごと消去することを目的として準備されていたその爆ばく発はつは閉鎖空間の内部を数千度の炎と衝しよう撃げき波はの嵐あらしで塗りつぶし、あらゆる物を文字通り消し飛ばす。

　情報制御による構造物の強化が施されているとはいえ、一歩間違えればシティそのものに損傷を与えることになりかねない危険な攻撃。

　それを巨大な壁かべ越ごしに見つめる兵士達の後方、指揮車の内部で、師団長である壮年の少将は右手を軽く上げ、

「爆ばく破は第二段階用意。──起爆」

　再度の轟ごう音おんが響ひびき渡り、衝撃が足下の地面を震ふるわせる。最も内側の壁と中間の壁の間に埋め込まれた爆薬を用いた最初の爆破に続いて、その一つ外側、中間の壁と最も外側の壁の間の爆薬を用いた追撃。状況監かん視しのために入り口のトンネル内に設置されたセンサーの数値が一つ残らず振り切れ、立体映像ディスプレイをエラー表示が覆おおう。

「どうやら間に合いましたな」

　傍かたわらに立つ参さん謀ぼう長ちようが、無表情に呟つぶやく。

「間に合った、とは言いい難がたいな。被害は既すでに甚じん大だいだ」少将は首を横に振り、通信素子を口元に寄せ「総員、警けい戒かいを継続。情報制御の兆候を見逃すな」

　マザーシステム周辺で賢けん人じん会かい議ぎによる大規模な攻撃が行われているという司令部の報告から数分。少将が違和感に気づいたのは、各部隊の大隊長に魔ま法ほう士し生産施設の防ぼう衛えいを命じようとしたまさにその瞬しゆん間かんだった。

　先週に続いて二度目のファクトリー施設への攻撃。こちらが警戒度を高めているのを承知で、何ら策を講こうじること無く正面から仕掛けてきた敵──

　少将は進軍の命令を寸前で取りやめ、全すべての部隊に各おの々おのの近きん隣りんの軍関係施設を目視で状況調ちよう査さするよう命じた。

　答えはすぐに出た。第十階層北東地区の外れ。研究区画に踏み込んだ兵士達が見た物は、全滅した警備部隊の亡なき骸がらと異常なしの信号を発し続ける通信機き器き、そして人形使いのゴーストハックによって無人で稼か働どうする軍用フライヤーだった。

　すぐさま区画入り口のトンネルが閉へい鎖さされ、司令部に報告が行われた。が、第十階層のほとんどの部隊は既にマザーシステムでの戦せん闘とうに加わってしまっており、研究区画に急行することが可能なのは第六師団だけ。少将は各部隊に研究区画への集結を指示。司令部に緊きん急きゆう用ようの爆破機構の使用を一方的に要よう請せいすると、自身は指揮車で現場へと向かった。

『第二段階の爆破を確かく認にん。これより突入フェイズに移行します』

　最さい前ぜん線せんの指揮官である少佐から報告が入る。既に敵は袋のネズミ。円筒形の区画の外周沿いにはありったけのノイズメイカーが設置され、最大出力の電でん磁じ波はを区画の内部に投射し続けている。

　それでも確実とは到底言えない。

　爆ばく発はつの衝しよう撃げきが収まるのを待ちかねたように、通信画面の向こうの少佐が部下に命令を下す。

『隔かく壁へき開放──』

　超高温作業用の防ぼう護ごスーツに身を包んだ工兵が区画の唯一の入り口であるトンネルの隔壁に取り付く。内部の温度はまだ千度以上。一般の兵士が遠巻きに銃を向ける中、チタン合金の隔壁が慎重に開かれ、

　──飛ひ翔しようする影かげ。

　わずかに開いた隔壁の隙すき間まから熱ねつ風ぷうと共に飛び出した影が、工兵達の頭上を飛び越える。

　影は兵士達の包囲の中央に着地すると、舗ほ装そうされた地面をもつれるように二転して動きを止める。ぼろ屑くず同然の黒い外がい套とうを体に貼はり付けた、赤みがかった金髪の白人の少女。外套の下にのぞく黒い軍服は至る所が焦げ、露あらわになった皮ひ膚ふは一部が醜みにくく焼けただれている。

　少女が立ち上がろうとして失敗する。おそらく爆発の衝撃によって損傷を被こうむったのだろう。少女の右足は有り得ない場所で有り得ない方向に折れ曲がり、細かな痙けい攣れんを繰くり返している。

　剣を持つ少女の右腕に抱きかかえられているのは、十歳ほどの白人の少年。反対側の腕に摑つかまれているのは少女よりいくらか幼い東とう洋よう人じんの少女。少年の方は外傷を免まぬがれたらしく、ぎこちない動きで立ち上がると仲間をかばうように兵士達を睨にらみ付ける。

　対して、ぐったりと動かない東洋人の少女。

　弱々しい呼吸を繰り返すその右みぎ肘ひじと左ひだり膝ひざから先は黒く炭化し、先の方は既すでに崩れて残っていない。

　そんな仲間の少女を片腕に抱きかかえ、おそらく騎き士しであろう白人の少女は剣を杖つえ代がわりに立ち上がる。片足を引きずるように歩を進めて少年の隣となりに並んで立つと、地面から生はえ出した灰はい色いろの腕が少女の折れた足を支える。

　敵が戦意を失っていない事実と、何よりあの爆発を生き延びた現実に、兵士達の間に動揺が広がる様がディスプレイ越しに見て取れる。

「やはり、そう都合良くは行かんな」少将は息を吐き、通信素子のチャンネルを切り替え「総員、攻撃開始。──物量を惜しむな。一人ひとりでも良い、確かく実じつに敵の息の根を止めろ」

　指揮車の上に設置されたスピーカーから大音量で放たれたその指示に、兵士達の硬直が解ける。『撃うて！』という部隊長の声が幾つも重なり合って響ひびき、すさまじい銃撃音がその後に続く。雨あられと降り注ぐ無数の銃弾を地面から生え出した数本のコンクリートの『腕』が受け止める。騎士の少女が剣を縦じゆう横おうに払い、フライヤーから放たれた高速弾体を次々に空中に消し飛ばす。

『ノイズメイカー急げ！』

　兵士達の怒号。最も近い位置に設置されていた数台のノイズメイカーが三人の魔ま法ほう士しを捉とらえ、電でん磁じ場ばのノイズを放射する。敵の動きが目に見えて鈍にぶる。防御をすり抜けた銃弾が少女と少年の肌をかすめ、見る間に幾つもの傷を生み出す。

　研究区画の外周沿いに展開されていたノイズメイカーが、兵士と共に次々に集結してくる。灰はい色いろの腕の一つがとうとう構造を失い、舗ほ装そうされた地面へと巻き戻る。銃弾が今度こそ少年の右肩に突き刺さり、鮮せん血けつと共に吹き飛んだ少年は倒れて動かなくなる。

　騎き士しの少女が叫びと共に剣を払い、飛来する銃弾のことごとくを弾はじき飛ばすが、それで手詰まり。

　必死の形ぎよう相そうで仲間を守る少女の目の前、飛来した高速弾体は半ばまで形を失った『腕』の防御を難なんなく貫通し、

　──巻き起こる爆ばく発はつ。

　弾体の内部に搭載された爆薬が騎士の少女の目の前で炸さく裂れつ、炎と共にすさまじい衝しよう撃げき波はを周囲に撒まき散らす。

　アスファルトに舗装された地面がクレーター状に陥没する。噴ふき上がった土煙が三人の魔ま法ほう士しの姿を覆おおい隠す。通信素子越しに響ひびく衝撃音。少将はとっさに立ち上がり、立体映像ディスプレイの向こうに目を凝こらす。

「……完了、となれば良かったのでしょうが」あくまでも淡々とした参さん謀ぼう長ちようの声「すぐに司令本部に増援要よう請せいを。空軍によるシティ周辺の封ふう鎖さも必要でしょう」

　その言葉に「頼む」とうなずき、少将は無む意い識しきに拳こぶしを握りしめる。土煙が薄うすらぐにつれて、兵士達の間にどよめきが広がっていく。

　クレーターの中心、一いつ瞬しゆん前まえまで三人の魔法士がいたはずの場所は、無人。

　困惑した様よう子すで周囲を見回す兵士達の視し線せんが、包囲陣の後方、シティの外周沿いに建てられた高層建築の屋上に集中する。

　サーチライトの強い光が、傷ついた三人の魔法士の姿を照らし出す。意識を失った様子で倒れ伏す魔法士達の体を仲間と思おぼしき黒い外がい套とう姿すがたの数人が抱え上げ、兵士達の視界の向こうへと運び去っていく。

　そんな一団を背後にかばい、立ちはだかる一つの影かげ。

　黒一色の魔法士達の中にあってただ一人ひとり、純白の外套を纏まとった人影が、闇やみの中にその姿を鮮あざやかに浮かび上がらせた。




　最大加速で接近した五台の空中戦車が、荷電粒子砲の砲身を人影に突き付ける。

　同時に白い外套が緩ゆるやかに波打ち、人影が全すべての者の視界からかき消える。

　鳴なり響ひびく金属音。残ざん骸がいと化した五台の空中戦車と共に地表に降り立つ人影を、兵士達はどよめきと共に凝ぎよう視しする。強い光。純白の外套の裾すそから突き出る左右の手に握られた二振りの騎士剣が、サーチライトに照らされて闇の中に輝かがやく。

　黒い結晶体が象ぞう眼がんされた右手の物が、騎士剣『陰いん』。

　白い結晶体が象眼された左手の物が、騎士剣『陽よう』。

　二振りの剣を翼つばさのように左右に大きく広げ、人影は兵士達の包囲の中心に佇たたずむ。

　一際強い風が吹き付け、人ひと影かげが目ま深ぶかに被かぶったフードを取り去る。一房だけ長く伸ばされた銀ぎん色いろの髪が緩ゆるやかに風にたなびく。ミラーシェードで両目を隠した銀髪の少年。五千の兵士を前に悠然とさえ見える動きで構えるその両手の中で、二振りの騎き士し剣けんが誘うようにくるりと回る。

　撃うて、という複数の叫び。放たれる数万の銃弾を前に、少年は無造作に足を前に踏み出す。その姿が消失すると同時に幾つもの悲鳴が上がり、数十人の兵士が同時に地に倒れ伏して動かなくなる。吹き荒れる剣風と兵士達の間に広がる混乱。その白い外がい套とうに一滴の返り血すら許すこと無く、少年は踊るように戦場を駆け抜ける。

「……このマサチューセッツに牙きばを剝むくか。応報、と言うべきかな」

　ディスプレイ越しにその光景を見つめる少将の口から、ため息と共に零こぼれる呟つぶやき。

　男は口元を皮肉に歪ゆがめ、全すべての部隊に指示を送るべく操そう作さ卓たくに手を伸ばした。

「デュアルNo.33……いや、賢けん人じん会かい議ぎの『白しろ騎き士し』──」
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　厳げん重じゆうなロックが施された扉が開くと同時に「始めて欲しい」というサクラの声が聞こえた。

　セラはおそるおそる室内に足を踏み入れ、後ろ手にタッチパネルに触れて扉を閉じた。

　立体映像ディスプレイのほのかな光が闇やみの室内を照らし、幾つかの人影を浮かび上がらせる。賢人会議本拠地、軍事棟内三階。『実じつ験けん室しつ』と名付けられたその広い部へ屋やの中央には円筒形の小型の生産プラントが運び込まれ、周囲には幾つかの計器や演算装置と共に数人の魔ま法ほう士しが立ち並んでいる。

　炎使い三人と人形使い二人ふたり。真剣な表情で生産プラントを見つめる彼らのうなじには一様に有ゆう機きコードが接続され、プラント本体や周囲の機器に繫つながっている。

「えぇっと……サクラさん……」

　言いかけた言葉が止まる。

　生産プラントの心しん臓ぞう部ぶ、透明な強化プラスチックで区切られた一メートル四方の立方体型の生せい成せい槽そうに光が満ちる。

　目を細めるセラの前で、光が凝ぎよう縮しゆくし形を成していく。生成槽の中央、円形の台座の上。何万、何億もの幾何学的な紋様を描いて積つみ上がった光は次第に透明な結晶体へと姿を変え、正八面体型の、セラがよく知る物体へと生まれ変わっていく。

　最後の光が結晶体の天頂部分に灯ともり、消える。

　ゆっくりと左右に開かれていく立方体型の生成槽。

　とっさに声を上げそうになるセラの前で、サクラが無言で手を伸ばして出来上がった結晶体を取り上げ、

「見た目は、確たしかにそれらしいな」呟つぶやき、振り返って「良いところに来てくれた。今すぐ試してもらいたい」

　セラは、え、と息を吞のみ、少女が差し出す物体を見上げて、

「これ……」

「ああ、すまない」サクラは、説明が必要だな、と呟き「先ほど、マサチューセッツのディーから報告があった。Ｄ３の生産に関かかわる技術資料の入手に成功したとのことだ」

　少女は生産プラントの周囲の魔ま法ほう士し達を見回し、

「生産部の皆と協きよう議ぎした結果、幾つかのポイントさえ押さえれば通常のプラントでも十分に再現可能ではないかということになり、早速試してみた。これが試し作さく機き一号だ」

　そう言ってなおも差し出される物体を、セラは今度こそ両手で受け取る。

　光使い専用空間曲率制御デバイス、Ｄ３。

　考えるよりも先にＩ─ブレインが情報の海からリンクを構築し、結果をセラの脳の通常部分に伝える。

「えっと……いつも使ってるのに比べると、ちょっと誤差が大きいみたいです」透明な正八面結晶体を宙に浮かべて自分の周りにぐるりと一回転させ、サクラの目の前で静止させて「これ一個だったらそれなりに動かせそうですけど、他ほかのＤ３に混ぜて使うと」

「やはり調ちよう整せいは必要か」サクラは結晶体を片手に摑つかんで一つうなずき「良ければもう少しテストに付き合ってもらいたい。次の貴方あなたの出しゆつ撃げきまでには実用段階に持って行きたい」

　生産プラントを囲む魔法士の一人ひとりに試作品を投げ渡し、黒い外がい套とうを翻ひるがえす。

　よろしく頼む、とすれ違いざまにセラの肩に手を置き、サクラは出口の扉に歩を進め、

「結果は後ほど私の部へ屋やへ。騎き士し剣けんの生産体制の目め処どについても同時に報告してもらえるとありがたい」

　生産プラントの周りの魔法士達が、わかりました、とうなずく。セラも一いつ緒しよにうなずきかけ、慌てて首を左右に振って少女の背中に駆け寄り、

「ま、待って下さいです！　サクラさん！」

　足音が止まる。

　薄うす闇やみの中に翻る、飾り羽根のような長い黒髪。

　サクラは振り返り、静かにこっちを見下ろして、

「何か。セラ」

「え……」

　とっさに、呼吸が止まる。

　扉の隙すき間まから差し込む光を背後に、闇の中から見つめる少女。

　ひどく穏おだやかで、優やさしさすら感じさせるその双そう眸ぼうに射すくめられて、言葉を上う手まく口に出来なくなる。
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「えっと、お話が……」かろうじてそう絞り出し、耐え切れずに視し線せんを逸そらして「……何でも無いです。……ごめんなさい、です」

　そうか、という小さな呟つぶやき。

　サクラは手を伸ばし、セラの頭を柔らかく撫なで、

「すまないが作戦会かい議ぎの時間だ。込み入った話であれば、夕食の後でゆっくり聞かせて欲しい」

　規則的な足音に、扉の閉じる堅い音が続く。

「さて、と」プラントを操そう作さする魔ま法ほう士しの一人ひとりが手を叩たたき「それじゃあセラちゃん、しばらくお願ねがい出来るかしら」

「……はい、です」

　セラは一度だけ、閉ざされた扉を振り返った。

　仲間達に向き直り、どうにかいつも通りの顔でうなずいた。




　軍事棟を後にしたときには、既すでに昼食の時間を過ぎていた。

　賢けん人じん会かい議ぎの『島』の中央を走る広い通り。申し訳程度の街灯に照らされた道は暗く、歩む足取りは重かった。

　向かう先は居住区画の隣となり、子供達が集団生活を営む『学校』と呼ばれる施設。エントランスから階段を上がり、右手の最初の扉をくぐる。

「あ！　セラお姉ねえちゃんだ！」

「お姉ちゃんお帰り！」

「おかえりー！」

　子供達に様々な事を教えるために用意された『教室』と呼ばれる広い部へ屋や。真ん中で車くるま座ざに座り込んでいた何十人かの子供が、慌てた様よう子すで駆け寄ってくる。

　いずれも普通の人間で言えば六歳から八歳ぐらい。揃そろいの白い普ふ段だん着ぎに身を包んだ子供達はセラを取り囲み、期待半分、不安半分という顔で、

「……どうだった？」

「今日きようもダメだった、です」セラは首を左右に振り、訳もなく自分の両手を見つめて「ちょうど他ほかの人達がいっぱいいて、そんなお話出来る雰囲気じゃ全然無くて……」

　言いながら、自分の噓うそが嫌いやになる。たとえあの場にサクラが一人だけだったとしても、自分には話を切り出すことなど出来なかっただろう。昨日きのうも無理だった。その前も無理だった。少女の執務室を訪れる機き会かいはこれまでにも幾度かあったのに、とうとうその言葉を口にすることは出来なかった。

　そもそもが無理な話。賢人会議が人類の殲せん滅めつを宣言し、世界中で魔ま法ほう士しの排はい斥せきが叫ばれ、シティ連れん合ごうがいつ総そう攻こう撃げきを開始するかも知れないこの状況で、言えるはずがないのだ。

　今からでも戦争を止やめて、シティともう一度話し合うことは出来ないのか、などと。

「そっか……」

　子供達が視し線せんをうつむかせ、セラから離はなれる。

　心のどこかで予想はしていたのだろう。子供達は落胆した、というより疲れた様子で思い思いの椅い子すや机に腰掛ける。

「……やっぱり、ダメなのかな」一番近くに座った炎使いの男の子がぽつりと呟つぶやき「ぼくらは普通の人と戦って、シティをやっつけて、ぼくらだけの世界を作って……そういうのしか、もう残って無いのかな」

「そんなことないよ！」隣となりに座る騎き士しの男の子が必死に首を振り「今からでも『人類を滅ぼすのは止やめました。だから戦争は止めましょう』って、シティの偉い人とちゃんと話すれば！」

「それでも止まらなかったら？」さらに隣、人形使いの女の子が暗い表情で「シティの人達に信じてもらえなかったら……ううん、もし信じてもらえても、『じゃあ今がチャンスだ』って向こうから攻めてきたら？　全部のシティの軍がいっぺんに攻めてきたら、ここにいるみんなで力を合わせても勝てない。わたし達、みんな死んじゃうわ」

　死ぬ、という言葉に子供達が顔を見合わせ、うつむいて黙だまり込む。

　セラは教師役のために用意された壇だん上じようの椅子に座り、同じように無言で視線をうつむかせた。

　シンガポールでの同盟の失敗から一ヶ月半、世界はセラや子供達の気持ちを置き去りにしてすさまじい速度で動き続けていた。魔法士擁よう護ご政策の継続を表明したニューデリーを除く五つのシティは連れん合ごうとして協力する道を選択し、人類の敵である賢けん人じん会かい議ぎに対する徹てつ底てい抗戦の共同宣言を発表した。これに賛さん同どうした市民が各地で魔ま法ほう士し排はい斥せきの運動を起こし、軍の重要施設や自じ治ち軍ぐんの魔法士が暮らす居住区を取り囲んでの暴ぼう動どうが頻ひん発ぱつした。

　これまでシティのために戦ってきた魔法士の多くが、シティを離れて賢人会議に身を投じた。

　中にはそれでも自治政府に従う者もいたが、彼らの立場は日増しに悪くなる一方だった。

「……サクラは、どう思ってるのかな」

　子供の一人ひとりがぽつりと呟つぶやく。全員の視し線せんがそちらを振り返り、セラもつられるように顔を向ける。全員に見つめられた男の子は慌てた様子で「いや、だから」と口ごもり、

「だから……サクラはホントにこれで良いって思ってるのかな。シティと同盟して仲良くして、みんなが戦争しないでどうにかなるようにってここまで来たのに、そういうの全部なくして、それで良いのかな」

　……それは……

　とっさに口を開きかけるセラの前で別な男の子が顔を上げ、

「やっぱり、真ま昼ひる兄にいちゃんの仕返しをするつもり……なんじゃないかな」おそるおそる口にした自分の言葉に自分でうなずき「そうだよ。みんなが仲良くなるようにって真昼兄ちゃん一人でがんばってたのに、シティの人は真昼兄ちゃんを殺しちゃった。だったらもういいや、って。シティの人が思ってる通りにしてやれば良いんだって」

　幾人かの子供が、同意するようにうなずく。

　が、教室の後ろの方で押おし黙だまっていた女の子が「待って」と手を上げ、

「じゃあ、どうしてシンガポールから何もせずに帰ってきたの？」周囲の子供達をぐるりと見回し、最後に視線を先ほど発言した男の子に向け「真昼さんが死んだ後で、サクラは『仕返しにこのシティを滅ぼせ』って命令できた。わたし達みんなで力を合わせれば簡かん単たんだった。……どうしてそうしなかったの？」

　問われた男の子は「え」と口ごもり、

「それは、だって……」困った様よう子すで視線をうつむかせ、両手で頭を押さえて「分かんないよそんなこと！　サクラ何も教えてくれないし、みんなは『戦うのが当然』みたいになっちゃってるし──！」

　言い合う子供達を見つめながら、セラは一ヶ月半前のことを思い出す。シンガポールから『島』に帰き還かんし、真昼の葬そう儀ぎを済ませた後のこと。サクラは事件の顚てん末まつとウィッテン博士の最後の研究──雲の除去方法の概要について仲間達に説明すると、「防御を固め、指示を待つように」と言い残して自分の執務室に閉じこもり、食事も摂とらなくなってしまった。

　そんなサクラの許もとには、賢人会議の魔法士達による世界情勢の報告が休み無く届けられるようになった。報告に訪れる魔法士のほとんどは、サクラに危険を訴え覚悟と指示を要求した。彼らの腹は決まっていた。シティと全面戦争を行い、勝利によって自分達の権利を勝ち取る。それ以外の選択肢は存在しない。もはや和平と融ゆう和わの道は絶たれた──そう訴える仲間達の言葉を、サクラはただ無言で受け止め続けた。

　彼らを押しとどめることが出来るものなど、無かった。

　たとえば自分がサクラを説得し、争いを避ける道を選択するよう求めたとしても、状況は既すでにサクラ一人ひとりの意志でどうにかなる範はん囲いを超えてしまっていた。

　いや、それを言うなら状況は最初から決まっていた。シティと賢けん人じん会かい議ぎ、人類と魔ま法ほう士しが互いを敵として争う道。大戦の後でシティが最初のマザーシステムを稼か働どうさせた瞬しゆん間かんに既に定まっていた流れ。その流れをどうにか止めようと命を懸かけた人達がいたから、世界はこれまでかろうじて正常を保っていられたのだ。

　動き出した世界は止められない。

　仮に──本当に仮に、少女が戦いではなく青年の夢の続きを望んだとしても、その気持ちにはもはや何の力も無い。

「……次の出しゆつ撃げきっていつ？」と、女の子の一人。

「ぼくは明日あした」隣となりに座った男の子が答え「ベルリンの生産プラント。ノイズメイカーの生産データを盗んで、出来ればプラント自体を壊こわするんだって」

「ぼくは明後日あさつて」さらに後ろの男の子が小さな声で「オーストラリアのメルボルン跡地。モスクワがメルボルンの人達と一いつ緒しよに作ったマザーコア量産システムを破は壊かいしてこい、って」

　その言葉に、近くの女の子が目を丸くし、

「マリクくん、軍の人と戦ったことって」

「無いよ。シンガポールの時は逃げただけだったし」名を呼ばれた男の子は弱々しくうなずき「みんなは『大人おとなの人の言う通りに動けば大丈夫だ』って言うけど……でも、戦争なんだよね？　ぼくが本気出したら、たくさん人が死ぬんだよね」

　人類の殲せん滅めつを世界に対して宣言したサクラの演説を境に、賢人会議の作戦ははっきりと変化した。これまで「同胞を救い、シティの力を削そぐ」という曖あい昧まいな目的で行われていた種々の作戦が「最終的な人類との全面戦争に勝利する」という明めい確かくな意図の下に再構築された。サクラの指揮は見事だった。少女は真ま昼ひるの喪失によって宙に浮きかけていた幾つものプランをシティに対してより効率的に損害を与えることが出来るものへと書き換え、矢継ぎ早に実行へと移していった。

　膨ぼう大だいな数の作戦を動かすために、これまで半ば非ひ戦せん闘とう員いん扱いだった多くの子供が前ぜん線せんに駆り出された。

　彼らの中には今まで一度もまともな戦闘を行ったことが無い──つまり、普通の人間を殺したことが無い者もいた。

　少し前に、二十一世紀の昔に書かれた本で読んだことがある。軍隊で兵士が受ける訓練の半分以上は、実は「人を殺す時に何も考えないでいられるように」なるために行われるのだという。高度に機き械かい化かされて演算装置のバックアップを受けた銃は、正しく照準を合わせて引き金を引けば誰だれが撃うっても当たる。それなのに銃が目標を外す理由の一つは人の心の中に「他ほかの人を殺してはいけない」という無む意い識しきの障しよう壁へきがあるから。軍隊における訓練とはその障壁を取り除くための作業であり、兵士の人格を根底から作り変えていく課か程ていである──と。

　大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの事故の後で「本当に人が死ぬ戦争」が始まった時、多くのシティは薬物や洗脳処置といった「現代的な」方法でこの問題をクリアした。先天性の魔ま法ほう士しに対してはより単純に、育成段階で脳に調ちよう整せいを加えるという対処が取られた。

　だが、子供達の中には、そういった処置を受けていない者もいる。

　特にマザーコアの開発を目的とした研究の中で生み出された子供に対しては、反逆を防ぐためにむしろ他者に対する攻撃を忌き避ひするような刷り込みが行われると聞いている。

　そんな子供でも現状においては貴重な戦力であり、戦場に立てば相応の戦果を求めないわけにはいかない。今はまだ何とかなったとしても、この先に予定されている計画──シティ連れん合ごうからの総そう攻こう撃げきに対して行われることになっている「ある作戦」においては、賢けん人じん会かい議ぎの構成員全すべての力を結集することが求められる。

　戦いたくない、命を奪いたくない──そんな泣き言が許される段階は、とうに過ぎ去ってしまっている。

　そして、それはセラにとっても例外では無い。

　……どうしたら……

　ここ一ヶ月半の作戦でセラは七度出しゆつ撃げきし、二十隻の空中戦せん艦かんとその百倍以上の空中戦車を撃げき墜ついした。だが、セラの攻撃はその全すべてについて機き体たいを完全に破は壊かいすることはせず、致命傷一歩手前の損害を与えて敵を撤てつ退たいさせ、あるいは乗員の脱出のための猶ゆう予よを与えた。

　味方にはまだ気づかれていない。一いつ緒しよに出撃した大人おとなの魔法士達もセラの戦果を讃たたえ、労をねぎらうだけで不ふ審しんに思っている様よう子すは無かった。

　けれど、それも限界。

　戦いがこれ以上激はげしさを増せば、ほころびが生じる日は必ずやってくる。

　そもそも、賢人会議は最終的な目的として人類全ての殲せん滅めつを掲げている。殲滅、だ。戦せん闘とう員いんであろうと非戦闘員であろうと、たとえ生まれたばかりの子供であろうとＩ─ブレインを持たない者はこの地ち球きゆう上じようから一人ひとり残らず消去するというのが賢人会議の主張なのだ。

　である以上、自分の行為は仲間に対する明らかな背信。

　いや、自分が組そ織しきの中心的なメンバーであることを考えれば、発覚すれば賢人会議の存在その物を揺るがす大事件にもなりかねない。

　ディーには言えない。「君の居場所を守るから」と片時も休むことなく出撃し、今この瞬しゆん間かんも戦い続けている少年にこれ以上重荷を背負わせることは出来ない。セラには何も言わないだけで、きっと彼も気に病んでいるはずなのだ。遠い日、メルボルン跡地で血まみれの少年に告げた「あなたが人を殺すことを許さない」という言葉を、彼が忘れているはずが無いのだ。

　いつか自分が誰だれかの命を奪う日が来たら、その時、彼はどうするだろう。

　たぶん、いつも通りの優やさしい顔で、セラは悪くないよ、と言ってくれるだろう。

　そして、誰にも何も言わずに、一人ひとりで己おのれを責め続けるだろう。

　子供達から「なんとかサクラを説得して欲しい」と相そう談だんを受けた時、セラには他ほかの大人やサクラ自身に相談することも出来た。そうしなかったのはただの逃げ。自分の中にある不安と、自分自身が戦場で手加減をしているという現実から目を逸そらすために、子供達の手を取っただけのことだ。

　ここでこうやって話している時間も、結局はただの誤ご魔ま化かし。

　戦いたくないと嘆く子供が何十人集まったところで、戦わなければ自分達が滅ぼされるという現実の前には何の意味も持たない。

「……とにかく、今度こそサクラさんにお話ししてみるです」かろうじてそんな言葉を絞り出し「みんなの出しゆつ撃げきのこともその時に相談します。戦争を止めるのは無理でも、そのぐらいなら何とかなるかも知れないです」

「ほんと──？」

　子供達の顔に、いくらか明るい表情が浮かぶ。「お姉ねえちゃんありがとう！」と駆け寄って来る子供達をセラは両腕で抱き留める。

　どれだけ考えても、答えは無い。

　セラは強く目を閉じ、子供達の頭を無心に撫なでた。




　　　　　　　　＊




　軍事棟の廊下に高い足音が響ひびいた。

　午後二時。作戦会かい議ぎを終えたサクラは、自分の執務室に至る道を足早に進んだ。

「……以上が、Ｄ３試し作さく機きのテスト結果です」

　半歩後ろに付き従う長い赤髪の少女が、報告書を簡かん潔けつに読み上げる。人形使い、サラ・マイヤー。賢けん人じん会かい議ぎにおける技術開発の責任者の一人である少女はサクラの歩ほ調ちように合わせて周囲に幾つもの立体映像ディスプレイを浮かべ、

「動作は良好。幾つかの修正点はありますが、早ければ明あ日すには実戦投入も可能です」

「感かん謝しやする」サクラは振り返ること無く言葉を投げ「騎き士し剣けんの生産体制については？」

「そちらも計画通りに。通常の量産品であれば一本の生産に一つのプラントでおよそ一時間。生産と生産の間には数分の休止時間が必要になりますから、一日に二十本が現状での生産量となります」少女は別のディスプレイをサクラの行く手に示し「それと、ディーの『陰いん陽よう』などの特殊調ちよう整せいタイプについてもどうにか複製の目め処どがつきました。こちらは人形使いと炎使い数名が丸一日かかりきりとなってしまいますが」

「十分だ」サクラは通路の正面を見つめたままうなずき「例の件については」

「そちらはすでに生産を開始しています」少女は淡々とした声のまま「Ｄ３に比べると構造の簡易な物ですから。今回入手したデータのおかげで最終調ちよう整せいも完了しました」

　サクラは、そうか、と息を吐き、

「では引き続き作業を。プラント移設の準備についてもよろしく頼む」

　そう告げる言葉に、返ってくるのは沈ちん黙もく。

　サクラはそのまましばらく歩を進め、少女の足音が付き従ったままなのにようやく気づき、

「どうした。まだ、何か報告が？」

「はい……」少女はためらうように息を吐き「その……セラちゃんの、ことです」

　足音が止まる。

　サクラは通路の淡い照明の下で初めて少女を振り返り、

「セラが、何か？」

「あ、いえ」サクラより少しだけ背が高い少女は狼ろう狽ばいした様よう子すで視し線せんを逸そらし「彼女のここ一ヶ月の戦せん闘とう記き録ろくなのですが……少し問題が」

　そう言って差し出される立体映像の資料をサクラは見上げる。

　賢けん人じん会かい議ぎの『人類殲せん滅めつ宣言』以降、セラが経けい験けんした全部で七度の出しゆつ撃げき。その一部始終をまとめた資料に素す早ばやく目を通し、最後に記された総撃げき墜つい数のスコアを指さして、

「戦せん艦かんが二十に空中戦車が二千以上。十分な戦果ではないのか？」

「問題はその下です」少女は息を吐き、資料の一点を視線で示して「自じ治ち軍ぐん側の死亡者数、ゼロ。いずれの戦闘でも撃墜された機き体たいの搭乗員は全員が脱出に成功し、敵に人員という意味での損害は出ていません」

「偶然だろう」サクラは一言で切り捨て「敵の機き能のうを迅じん速そくに停止させるために機関部を狙ねらえば、必然的に搭乗ブロックに対する攻こう撃げきは後回しになる。既に戦力を失った敵に追撃を行って乗員を始末するよりは、他ほかの敵機にターゲットを移した方が総合的に見て敵軍により大きな損害を与えることが出来る。死者が皆無というのは一見すると奇異な結果ではあるが、戦場における光使いの役割を考えればそう不可解なことではない」

「いえ、それは、そうなのですが……」

　数秒の沈ちん黙もく。

　人形使いの少女は何度もためらってから口を開き、

「実は、一部の新しいメンバーの中に、セラちゃんの戦い方を疑問視する動きがあります」

「……ほう」

　無む意い識しきに、瞳ひとみを細める。

　それを不快と受け取ったのか、目の前の少女が慌てた様よう子すで首を左右に振り、

「もちろんごく一部です！　ほとんどのメンバーは彼女に感かん謝しやこそすれ疑念など持っていません。ただ……」言いい淀よどみ、唇を嚙かんで「ただ、セラちゃんの出自については賢けん人じん会かい議ぎの全員が知っています。魔ま法ほう士しの母親と通常人の父親の間に生まれた、自然発生した魔法士。──残念なことですが、そのことについて要いらぬ詮せん索さくをする者がいます」

　視し線せんを伏せたその顔に、わずかな怒りをにじませる少女。

　サクラは、なるほど、と呟つぶやき、

「つまり、こういうことか？」立体映像の資料を片手で束ね、少女の目の前に押しやって「我が賢人会議の創設メンバーの一人ひとりであるセレスティ・Ｅ・クラインが、戦場で通常人の命を奪わぬよう手加減をしているのではないか、と」

「もちろん有り得ないことです」少女は息を吐き、指先の動きでディスプレイを消去して「ですが、セラちゃんが賢人会議……いえ、地ち球きゆう上じようのあらゆる魔法士の中でただ一人の、特異な立場にあるのも事実です。今後の作戦計画のためにも、不安の芽は早めに摘つんでおくべきかと」

　一息にそう言い切って、居い心地ごこち悪そうに視線を右往左往させる少女。

　サクラはその長い赤髪を無言で見つめ、なるほど、とうなずき、

「確たしかに貴方あなたの言う通りだ」手袋に包まれた右手で少女の肩を軽く叩たたき「この件については、私からセラに話しておく。要は、戦せん艦かんや戦車だけでなく兵士個人の首を取れば、皆も納得するのだろう？」

「はい！　そうしていただければ！」少女はあからさまに安心した様子で顔を上げ「もちろん光使いの本分は大規模な航空戦力に対する遠えん距きよ離りからの打撃ですから、余計なことに気を取られて作戦進行が滞とどこおるというのも本末転倒です。ですから、ついでにほんの一人か二人ふたり。はっきり記き録ろくに残る成果さえあれば、それで丸く収まるはずです」

「承知している」うなずき、口元を笑え顔がおの形にして「貴方あなたの心こころ遣づかいに感かん謝しやを。組そ織しきが拡大すれば問題が生じるのは必然ではあるが、ここからの作戦はわずかな綻ほころびも許されないものとなる。この問題については、今後も報告をもらえればありがたい」

　了解しました、と立ち去る少女の背中を見送る。

　軍事棟の白塗りの通路に下りる静寂。

　サクラは息を吐き、薄うす明あかりに照らされた通路を歩き出す。

　突き当たりの扉の前で立ち止まり、タッチパネルに手を当てる。闇やみに満たされた執務室に足を踏み入れ、扉の閉じる音を背後に聞く。

　奥の机に設置された小さなライトに光が灯ともり、闇を円形に切り取る。

　無言で歩み寄り、ライトのスイッチを切る。

　執務椅い子すに腰を下ろし、背もたれに深く体を預ける。自分の指先さえも見えない闇の中、真っ暗な天てん井じようをぼんやりと見上げる。

　泥のような疲労が全身に降ふり積つもる。

　自分がろくに睡眠を取っていないことを、唐突に思い出す。

　……次の会かい議ぎは、十五分後か……

　今、この瞬しゆん間かんにも作戦行動は世界の複数の場所で同時に進行し、同胞の魔ま法ほう士し達は活動を続けている。各シティに対する潜せん入にゆう、破は壊かい工作はもちろんだが、多くの者は今後の──来きたるべきシティ連れん合ごうの総そう攻こう撃げきに備えた準備のために世界の各地に散っている。

　無む論ろん、現場で指揮を執とる部隊長は歴戦の強つわ者もの揃ぞろいだから、細かな計画やタイムスケジュールを逐一指示する必要は無い。

　が、今や二千人を遙はるかに上回る数の魔法士の疲労状況や適正、敵であるシティ側の状況から最適な作戦プランを決定し、そのための部隊を編へん成せい、最終的な命令を下すのはリーダーである自分の役目。

　かつてその役目を果たしてくれていた参さん謀ぼうが不在となった今、サクラの責任は重く、成すべき判断の量は膨ぼう大だいを極める。

　……貴方のようにはいかないな、やはり……

　一ヶ月前の『人類殲せん滅めつ』宣言は、賢けん人じん会かい議ぎの内部に様々な波紋を生んだ。半数以上の魔法士はサクラの決定を必然の選択として受け入れたが、疑問を呈する者も当然いた。

　これまでシティと戦うことに賛さん同どうし、血を流してきた魔法士の中から、「そこまでしなければならないのか」という類たぐいの声が上がった。

　サクラは彼ら一人ひとり一人ひとりの許もとを訪れ、説得に当たった。

　賢人会議がシティを打倒し、マザーシステムを無くすということは、長期的に見てＩ─ブレインを持たない人類の滅亡を意味する。それを避けたいなら自分達は戦いをやめ、シティ連合のなすがままに通常人に隷れい属ぞくするしかない。戦う道を選択する限り、結果は変わらない。ただ、直接自分の手を汚すか否かという、方法の差異があるに過ぎない──

　そう説くサクラの言葉を、仲間達は最終的に受け入れた。

　彼らとてシティに憎悪と敵意を抱いていることに変わりは無い。自分達の人間としての倫りん理り観かんを守って組そ織しきを二つに割ることは、彼らにとっても本意では無かった。

　より大きな問題は、これまで実戦を経けい験けんしたことがほとんど無い、幼い子供達の扱いだった。実験室の培ばい養よう槽そうの中で覚かく醒せいするかしないかのうちに助け出され、シティ内の魔法士の扱いについて実経験の無い子供。彼らはシティや通常人に対する悪感情が薄うすく、サクラの宣言に対しても当然のように拒否反応を示した。

　思えばそれもまた、「通常人と魔法士が手を取り合う世界」を最終目的に据えた、あの青年の策だったのだろう。

　戦争では無く対話を、敵対ではなく協きよう調ちようを望む彼らを説得するのは、サクラにとってもひどく手間の掛かる作業だった。

　シティは既に大規模攻こう撃げきの準備を進めている。戦いをやめて交渉を呼びかけたところでこちらが一方的に滅ぼされるだけのことだ──そんなサクラの言葉に子供達はともかくうなずいた。が、それが本心からの納得で無いことはサクラも理解している。不安、不満、不信。そんな感情が子供達の中には今も燻くすぶっているだろう。今からでも戦争を回かい避ひする手段があるのではないかと、子供に特有の夢見がちな発想でそんなことを考えているだろう。

　彼らが助けを求める先があるとすれば、それはセラ。

　賢けん人じん会かい議ぎにおける一般生活の責任者であり、特異な出自を持つ彼女の許もとには、既すでに多くの子供が集つどっている気け配はいがある。

　……さて、どう動く……？

　椅い子すにもたれたまま手を伸ばし、執務机の引き出しに指を触れる。厳げん重じゆうなロックが施された引き出しがサクラの存在情報に反応して開き、ゆっくりと手前にせり出す。

　中に収められているのは、小さな携帯端末。

　あの日、青年の亡なき骸がらと共に残された形かた見みの品を、そっと取り上げて目の前に掲げる。

　パスワード入力を要求するディスプレイが浮かび上がり、ほのかな光が闇やみを照らす。考えるより早く指が動き、一連の文字と数字の羅ら列れつを打ち込む。

　初期起動を終えた端末が、画面の表示を切り替える。

　半透明のディスプレイに映し出される、テキスト入力画面。

　そこには、あの日青年が残した最後の言葉が、今もそのままで映し出されている。

　わずか一行の短いメッセージを見つめたまま、別なディスプレイにファイルの一いち覧らんを呼び出す。最も利用頻ひん度どが高い一つを選んで起動し、携帯端末を抱いたまま目を閉じる。

　スピーカーから流れ出すのは、透き通るような高い女性の歌声。

　大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの暴ぼう走そう事故よりも、魔ま法ほう士しの誕たん生じようよりもずっと昔。五十年以上も前に流行したというその歌に、静かに耳を傾ける。

　夢破れて故郷に帰り着いた青年が、かつての恋人と再会する。全すべてをなくしてしまったと嘆く青年に、恋人は優やさしく微笑ほほえみかける。たとえ全てを失っても、明日あしたに望みが持てなくても、青い空があり緑の草原があり、愛する人が傍そばに居ればそれだけで世界は美しいと──

　彼ははきっと、この歌が好きだったのだろう。

　そんなことさえ、自分は最期まで知らなかった。

「……もうすぐ始まるぞ、真ま昼ひる。全面戦争だ」

　まぶたの裏の闇やみを見つめたまま、呟つぶやく。

　今はもう居ない青年の顔を心に描き、

「酷ひどい手だと笑うか？　だが、私なりに考えた末の結けつ論ろんだ。文句があるなら今すぐここに来て、代わりの策を示して欲しいものだな」

　青年は困ったように微笑むばかりで、言葉を返してはくれない。

　サクラは息を吐き、目を開いて執務椅い子すの上に身を起こし、

「──失礼します」

　部へ屋やの外、扉の向こうから響ひびく声。

　ディスプレイの一つが来客の存在を告げ、この執務室の前で直立不動の姿勢を取る数人の魔ま法ほう士しの姿を映し出す。

「間もなく作戦会かい議ぎの時刻です。第三会議室にお越し下さい」

「了解した」

　短く応こたえて立ち上がり、周囲の立体映像ディスプレイをまとめて消去する。携帯端末を引き出しに収めて元通りにロックを掛け、最後に一度だけ強く目を閉じる。

　脳内時ど計けいが告げる時刻は『午後二時十五分』。

　今日きようもまた、長い一日になりそうだった。




　　　　　　　　＊




『──以上が、我がマサチューセッツの被害状況です』

　かすかなノイズの混ざった音声が、スピーカーから響いた。

　リン・リーは目の前に表示された立体映像の資料に視し線せんを走らせ、一つ息を吐いた。

　シティ・シンガポール第二十階層、首相官邸内、特別通信室。本来は白一色に塗り込められ調ちよう度ど品ひんなど存在しないはずの室内には周囲の機き器きから投とう影えいされた立体映像が隙すき間まなく展開され、仮想の会議場を構築している。四方の壁かべを彩る鮮あざやかな色彩の壁紙に、足下に敷しき詰められた真しん紅くの絨じゆう毯たん。部屋の中央には巨大な仮想の円卓が設置され、リン・リーはその前で、室内で唯一の「実在する」家具である黒い椅子に腰掛けている。

　木目調の重厚な円卓の周囲には、ちょうど人が座ったのと同じサイズの巨大な直方体型のアイコンが全部で四つ。

　そこに会議の参加者が存在することを示す灰はい色いろのアイコンにはそれぞれ「マサチューセッツ」「ベルリン」「モスクワ」「ロンドン」の文字が──つまり、連れん合ごうに参加する各シティの名前が半透明に標記されている。

　シンガポールの代表であるリン・リー自身も含めて五つ。不参加を表明したニューデリーを除く全すべてのシティの代表が等間隔に円卓を囲む。

　百年前のシティ建設当初に構築された通信システムを利用した、遠隔の会議場。

　他ほかの参加者がアイコンで表示されているのはセキュリティ保持のために通信量を最小に抑えた結果であり、回かい線せんの向こうに存在するはずの各シティの通信室においてはリー自身がこの不格好なアイコンで表現されているはずだ。

『生産プラントの破損によってシティ全体の食しよく糧りよう生産に十パーセント程度の損害が出ていますが、これは、皆様のシティにおいても大差は無いでしょう。……だからと言って許容出来る数字ではありませんが』

　張りのある男の声で淡々と語るのは、マサチューセッツ自じ治ち政せい府ふの代表、ウェイン・リンドバーグ上院議ぎ長ちよう。灰色のアイコンに隠されて表情を想像することすら出来ないその回線の向こうで、いまだ壮年の域にあるはずの男は咳せき払ばらいをし、

『いずれにせよ、これまでの一ヶ月で我がシティの被害はマザーシステムと軍事関係施設、それに生産プラントに集中している。皆様のシティにおいてはいかがでしょうか』

『全く同じ状況ですわ』

　と声が上がるのはリーから見て右手側、シティ・ロンドンの席。

　サリー・ブラウニング首相。戦前から二十年に亘わたってロンドンの指し導どう者しやとして君くん臨りんし続けている女傑が深いため息を零こぼし、

『おかげで我がシティでは未いまだ市民の間にパニックが発生していない。……同時に、市民に「自分達が滅亡の危き機きに瀕ひんしている」という実感が不足しているのは憂ゆう慮りよすべき事態ですが』

　人類の殲せん滅めつを宣言しシティに対する攻こう撃げきを開始した賢けん人じん会かい議ぎではあるが、これまでのところ、その攻撃の矛ほこ先さきはシティの政治、軍事、生産の中ちゆう枢すうに集中している。市街地の市民に対する無差別攻撃の類たぐいは未いまだに発生していない。

　が、それを賢人会議との交渉の余地と考えるような愚者はこの場には一人ひとりもいない。

　まさにその事実こそが、魔ま法ほう士し達の人類に対する敵意の証あかしに外ほかならないのだから。

『面めん倒どうな話だな』

　と声を上げるのはシティ・モスクワ代表、セルゲイ・ミハイロヴィチ・ヤゾフ元げん帥すい。

　自じ治ち軍ぐんを率いて大戦を戦い抜いた英雄である初老の男は重々しい息を吐き、

『おそらく市民に対する直接攻撃は最終段階、我々の抵抗力が失われた後という算段なのだろう。……やつらは知っておるのだ。この段階でシティ内における市民の数を減少させることが適切な「間引き」となり、かえってこちら側の戦力増強に繫つながることを』

　仮想の会議室に沈ちん黙もくが下りる。リーもまた、立体映像の円卓を見つめたまま口をつぐむ。

　はっきり口には出さずとも、この場の全員が正しく認にん識しきしているはずだ。

　戦時下の現状において戦力に寄与しない多くの一般市民は単なるお荷物でしかなく、賢人会議が直接市民を攻撃して人口を減らしてくれればその分の生産力を軍備に配分出来る、という冷れい徹てつな現実については。

『……この話はここまでとしましょう』

　沈黙を破る、男の声。

　マサチューセッツ代表は各人の前に新たなディスプレイを示し、

『皆様にお伝えせねばならぬのは、三日前の戦せん闘とうです。我が軍は一個大隊の戦力を失い、魔ま法ほう士し達をあと一歩のところで取り逃がした。交戦記き録ろく、及び結果として奪われたデータの詳細については、そちらの資料に示した通りです』

『拝見しましたわ』とロンドン代表『研究区画を丸ごと破棄した件については同情を禁じ得ません。……が、やはり不手際と言わざるを得ないでしょうね』

『この上ない不手際だな。致命的と言っても良い』モスクワ代表がその言葉に応じ『貴国の魔ま法ほう士し、「二重デユアルNo.33」は今や最強の騎き士しとして賢けん人じん会かい議ぎの旗印となっている。その専用騎士剣の生産データとなれば、敵にとっては何よりも必要な情報だろう。それをやすやすと奪取され、あまつさえ光使いのデバイスに関する資料まで奪われるとは』

『お怒りはもっとも。甘んじて受けましょう』マサチューセッツ代表は言葉とは裏腹に口く調ちようをわずかも変えることなく『ですが、そうおっしゃるからには貴国にも相応の覚悟がおありなのでしょうね？　先だって貴国から奪取されたＩ─ブレインの定期調ちよう整せい作業に関する研究記録の数々、あの責任はどのように取っていただけると？』

　ぬ、と言葉に詰まるモスクワ代表。

　そこに、ロンドン代表が『不毛な言い争いは無しとしましょう』と割って入り、

『我が国も賢人会議に量産型騎士剣の生産データを奪われています。責任問題を論ろんじたところで始まりません』

「その通り。問題は今後の対応だ」リーは後を引き継ぎ「Ｉ─ブレインの調整や騎士剣を初めとする戦せん闘とう用ようデバイスの生産は賢人会議にとって数少ない兵へい站たんと呼べるもの。その全すべてを手中にした以上、もはや敵に『弾切れ』は無い。食料と睡眠が確かく保ほされ定期的な疲労回復が可能である限り、彼らは無限に、永遠に戦い続けることが可能となる」

『由ゆ々ゆしき事態だ』モスクワ代表がアイコンの向こうで息を吐き『この戦争は通常の──これまで人類が経けい験けんしてきたいかなる戦争とも本質的に異なる。敵は我々の戦力を欲しいままに切り取ることが出来るというのに、我々はこの一ヶ月間の戦いにおいて敵側に実質的な意味での損害を何一つ与えることが出来ていない』

　人類の歴史が始まって数百万年、戦争とは当然ながらＩ─ブレインを持たない通常人の間で行われるものだった。世界に「魔法士」と呼ばれる存在が出現したのはほんの二十年足らず前のことで、その後に起こった大戦においても軍隊とはあくまでも「大多数の通常人に少数の魔法士を含んだ戦闘単位」だった。

　人類が初めて経験する、「完全に魔法士だけで構成された大集団」との総力戦。

　その意味を、各国の首脳陣は今や完全に理解しつつあった。

　賢人会議が擁ようする魔法士戦力は二千人近く。だが、その戦力の大半は上位の一握り、第一級カテゴリーＡと呼ばれる百数十人の者達に集約されている。彼らは一人ひとりで通常の軍隊の一個大隊、場合によっては師団に匹敵する戦力を有するから、その命を奪うことは一つの戦闘単位を根こそぎ殲せん滅めつすることに相当する。

　逆に言えば、それが為なされない限り、いかなる善戦を繰くり広げようとも意味は無い。

　一個師団の兵力を投じてその半数を失い、引き替えに一人の魔法士に半死半生の傷を負わせたとしても、その魔ま法ほう士しは一ヶ月もあれば傷を完治して万全の状態で戦場に復帰してくる。シティ側が同様に失った戦力を回復しようとすれば、必要な時間は兵器の再生産だけで半年。兵員の補充に至っては年単位の訓練を一からやり直さなければならない。

『戦いが長期化すればその分だけ、私達は加速度的に不利になっていきます』とロンドン代表『猶ゆう予よはありません。現時点ならばまだ賢けん人じん会かい議ぎとシティ連れん合ごうの戦力比は我々の側に圧倒的に有利。攻めるならば今をおいて他ほかに機き会かいはないでしょう』

『敵の本拠地の特定は？』とモスクワ代表。

『大まかには、会議に先だって皆様にお送りした通りです』とマサチューセッツ代表が応じ『先ほど詳細な解析が完了したとの報告が。こちらです』

　アイコン越しの言葉と共に、リン・リーの目の前に立体映像ディスプレイが出現する。飛行艦かん艇ていから撮さつ影えいされたらしき海の映像。闇やみに覆おおわれた広大な水面の中央に存在するわずかな光の揺らぎが、画像解析によって剝はぎ取られていく。

　現れるのは、何者かの手によって開拓された、小さな島。

　アフリカ海かい中央、東経二十度南なん緯い八度。切り立ったむき出しの岩がん盤ばんに十三年前の太陽光発電プラント暴ぼう走そう事故の爪つめ痕あとを色いろ濃こく残す島には四角い白塗りの建造物が林立し、街路を行く人ひと影かげまでもが見て取れる。

『包囲作戦の計画書は、確かく認にんいただけたか』

『もちろん、既すでに準備も完了しています』モスクワ代表の問いにロンドン代表が応じ『ご承知の通り、この作戦の肝要はスピードです。こちらが敵本拠地の座標を特定したことが敵に悟られれば対策を取る猶予を与える。可能であれば本日、この会議終了後六時間以内に侵攻を開始したいと思いますが、いかがでしょう』

　この言葉に、モスクワとマサチューセッツ、それに沈ちん黙もくを保っていたベルリンの席から『異い論ろん無し』の声が上がる。

　リン・リーは一人ひとり無言。

　それに気づいたらしいロンドン代表の席から、訝いぶかるような声が飛ぶ。

『シンガポールには何か問題が？』

「部隊編へん成せい、及び出しゆつ撃げきの準備は完了している。私が号令すればいつでも作戦の開始は可能だ」リン・リーは無意味を承知で仮想の円卓をぐるりと見回し「が、一つ確かく認にんしたい。先だって各国に送付した資料。あれには目を通されたか」

『賢人会議の目的、の件か』とモスクワ代表がいかにも面めん倒どうそうに応じ『魔法士達が主張する「雲の除去」のためのシステムが南なん極きよく衛えい星せい内部に存在し、それこそが敵の第一攻撃目標だと。……確たしかに、筋の通った仮説ではある』

　賢人会議の演説から一ヶ月、リーは自じ治ち軍ぐんの研究機き関かんに命じて密ひそかに解析を進めさせていた。対象はもちろん天あま樹ぎ真ま昼ひるの、いやアルフレッド・ウィッテンの遺い産さんである「雲の除去手段」についての論ろん文ぶん。賢けん人じん会かい議ぎが通常人を滅ぼした後に実行しようとしているその計画の詳細が分かれば、敵の今後の動きが見えてくるのでは無いかと考えての処置だった。

　二千人の魔ま法ほう士しのＩ─ブレインによるクラスターを形成し、その演算によって全すべての雲と二つの衛星を同時に情報解体する──言葉にすればひどく簡かん単たんだが、もちろんそれは単純に多くの魔法士を一カ所に集めれば良いという話であるはずがない。それだけの規模の情報構造体を一つに束たばね、さらには雲の情報構造にアクセスするとなれば、専用の、相応のシステムが必要となるはずだ。

　シンガポール事件の折にリーが得た情報から総合する限り、賢人会議が以前から準備を進めていた可能性は無い。にもかかわらず参さん謀ぼうの死からわずか半月で行動を起こした以上、雲を解体するためのシステムは既すでにどこかに存在していると考えるのが妥当だ。

　その場合、システムを構築したのはアルフレッド・ウィッテン自身ということになるから、可能性が最も高いのは北ほつ極きよくと南なん極きよくいずれかの衛星の内部。だが北極衛星については、件くだんの転送システム起動の折に得られたデータからそのようなシステムの存在は否定される。

　必然的に、残るは南極衛星。

　その事は、賢人会議の行動が本格化した当初から各国の政府に警けい告こくしている。

「では、賢人会議の本拠地に対する攻撃とあわせて、南極大陸周辺の調ちよう査さ及び防衛についても再考を願ねがう」リーは膝ひざの上で両手を組み、仮想の会議場を睨にらんで「資料にも付記した通り、敵の最終的な目標が南極大陸であるならば、敵が本拠地を保持し続ける意味は薄うすい。あの『島』の破棄を前提として、我々の攻撃に対する何らかの反攻作戦を準備している可能性がある」

　シンガポール自治軍は既に一個師団の戦力を南極大陸に展開しているが、衛星の入り口である転送システムは未いまだに発見出来ていない。賢人会議の動向にも絶えず目を光らせてはいるが、広大な南極大陸とその周辺海域の全てを押さえるには到底戦力が足りない。

　他ほかのシティも幾つかの部隊を派は遣けんしてはいるが、それはあくまでも「調査隊」という名目の小規模な兵力であり、魔法士との大規模な交戦に耐えうるものでは無い。

　仮に賢人会議が本拠地を捨てて全ての戦力を南極大陸に差し向けた場合、これを止める手立てはシティ連れん合ごうには無い。

『考こう慮りよはしました。が、やはり難むずかしいと言わざるを得ません』返るのは、マサチューセッツ代表の声『雲の除去に何らかの大規模なシステムが必要であることはおそらく事実でしょう。そのシステムが衛えい星せい内部に存在する可能性も否定する根拠は無い。ですが、賢人会議にはそのシステムを現時点で確かく保ほしなければならない理由がありません。「雲の除去」に関する準備は、地ち球きゆう上じようからＩ─ブレインを持たない人類を一いつ掃そうした後に改めて行えば良いと考えるのが自然ではありませんか？』

『まさしく』と、ロンドン代表が後を続け『そもそも、仮にそのシステムが本当に存在し、我々が先に確保に成功したとしても、我々にはいつ来るかも知れない賢人会議の襲しゆう撃げきに備えて防ぼう衛えい戦せんを続けることは出来ません。持久戦が不可能なのはご承知の通り。……それとも、永久に敵の手が及ばぬようシステムを破は壊かいしますか？　将来、画期的な応用が発見される可能性のある、我々人類の救いの手となるかも知れないシステムを』

　リーは言葉に詰まる。

　ロンドンの主張はもっともであり、同時に、現状における最大の問題でもある。

　南なん極きよく衛えい星せいに存在するかもしれないシステム。それは魔ま法ほう士し達にとっての最終兵器であると同時に人類にとっての希望の光でもある。大たい気き制せい御ぎよ衛星の暴ぼう走そう事故から十年、各国の研究機き関かんによるあらゆる試みが失敗し尽くした中で、アルフレッド・ウィッテンの遺い産さんは方法はどうあれ結果として雲の除去を可能とする唯一の研究成果だ。子細に調査すれば新たな知見が得られるかも知れない、わずかな改良によってそれこそ何の犠ぎ牲せいもなしに雲を除去することも可能かも知れない──それは、人類が現状で望みうる最大の希望なのだ。

　故に、破壊することは出来ない。だが敵の手に渡すことも出来ず、確保したとしても守り続けることも出来ない。

　かつて賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼうが口にしたという、「システムをそのまま利用することは不可能でも、画期的な応用に繫つながるかもしれない」という言葉。

　奇くしくもその事実がシティ連合の手足を縛しばり、選択肢を奪っている。

『いささか、慎重が過ぎるのではありませんか？』と、マサチューセッツ代表『ご承知の通り、攻こう撃げき計画には万全を期しています。勝利する必要は無い。第一級カテゴリーＡの主戦力は倒せずとも良いのです。賢人会議に集つどう魔法士のうち第三級カテゴリーＣの者が千数百人。これだけでも対処出来れば、敵は二千の数の魔法士を集めシステムを起動することが不可能となる。「雲の除去」という錦にしきの御み旗はたさえ剝はぎ取れば、切り崩しの手も生まれるでしょう』

『いい加減、腹を決められよ。リン・リー首相』

　重く、のしかかるような声。

　モスクワの代表である男がアイコンの向こうからリーの名を呼び、

『懸け念ねん材料がどれほどあろうとも、あらゆる可能性を想定しその全すべてに対策を用意する余力は既すでに我々には残されていない。今この瞬しゆん間かんに、こちらから全戦力を持って撃うって出なければ手詰まりとなるのは明らかなのだ』

　覚悟を、と重ねて言う男に、リーは無言で応こたえる。

　それを同意と受け取ったのか、ロンドン代表が『結けつ論ろんは出たようですね』と呟つぶやき、

『では各おの々おの、条約文書に調ちよう印いんを。全員の署名を以もつて、連れん合ごうの正式な作戦開始とします』

　立体映像で描かれた共同作戦の同意文書が目の前に浮かぶ。

　リーは息を吐き、仮想の円卓に手を伸ばした。




　　　　　　　　＊




　円卓を取り囲むアイコンの中から、シンガポールを表わす一つが消失した。

　立体映像で描かれた仮想の会かい議ぎ場じようを沈ちん黙もくが包んだ。

『……ひとまず、完了ですわね』

『そのようですね』

　かすかな話し声。円卓の周囲に浮かぶ四つのアイコンが瞬しゆん時じに形を変え、椅い子すに座る人間の姿を作る。マサチューセッツ、モスクワ、ロンドン、ベルリン。四つのシティの四つの通信室からこの会議に参加する四人の為い政せい者しやの姿が、仮想空間の中に精密に描き出される。

『我々の動きは悟られていない、と理解して良いでしょうか』とマサチューセッツ代表。

『どうかな』モスクワ代表がすぐに声を上げ『大戦中に幾度か共同作戦を行ったが、リン・リーは聡さとい男だ。この計画書を見れば、こちらの意図にも薄うす々うす気づいてはいるだろう』

『気づいたところで証拠も無い。もはや下りることは出来ません』ロンドン代表が笑いを含んだ声を返し『この戦争の引き金を引いたのはシンガポール。加えて、シンガポール市民は件くだんの事件の折に賢けん人じん会かい議ぎの脅威を目まの当あたりにしています。今さら攻こう撃げき計画の中止を訴えたところで、国内の世せ論ろんがそれを許さないでしょう』

『いかにも』

　と、円卓の一画でうなずくのはシティ・ベルリン代表、ホルガー・ハルトマン首相。

　先ほどの会議でほとんど言葉を発しなかった矮わい軀くの老人はしゃがれた声で、

『我らは皆、賢人会議とシンガポールの企たくらみによって少なからぬ痛手を被こうむっている。賢人会議が人類全すべての敵となり、シンガポール首相の首がすげ変わったからとて彼かのシティの罪は変わらぬ。当然、何らかの形で贖あがなってもらわねばのう』

　そう言って、ベルリンの指し導どう者しやである老人は手にした杖つえを器用に回し、

『各おの々おの、軍への指示は？』

『もちろん、抜かりなく』ロンドン代表の女が笑い『あの魔ま法ほう士しどもを殲せん滅めつするのは当然ですが、合わせてシンガポール軍の損害を最大化するようにと。賢人会議掃そう討とうの完了と同時にシティに残留した予備兵力はシンガポールへの侵攻を開始。……万が一にもシンガポール軍が無傷のまま生き残った場合は、また別の計画を考えなければなりませんが』

『その点は賢人会議の力に期待することとしよう。奇妙な話だが』とモスクワ。

『シティ・シンガポールの資産割かつ譲じようについては、等分ということでよろしいですね？』マサチューセッツ代表の男が指先でメガネを押し上げ『市民の処置については』

『シンガポール全体をいったん占領した後、緩ゆるやかに国外追放、国家解体という流れが妥当だろう』モスクワ代表が答え『それこそ賢人会議が一ひと暴あばれして人口を半分も間引いてくれれば手早いのだろうが、手段も無い。どのみち、シンガポールからもたらされる利益を考えれば些さ細さいな問題だ』

『国内の平和主義者を黙だまらせるのは手間だがの』

　ベルリン代表がしわがれた声で呟つぶやく。

　椅い子すに座った姿のまま、手にした杖つえの先で通信の向こうの床を叩たたき、

『時に、南なん極きよく衛えい星せいについてだが』

『雲の除去のために用意されたシステム、ですか』マサチューセッツ代表が口元に手を当て『賢けん人じん会かい議ぎの目的云うん々ぬんはさておいて、今後の人類にとって極めて重要な問題です。出来れば今少し情報が欲しいところですが』

　その言葉に、互いの顔色をうかがう各国の代表。

　と、ロンドン代表の女が一つ手を叩き、

『その件についてですが、皆様にご報告が』

　仮想空間の円卓の中央に、何らかの建造物らしき半透明の構造図が描き出される。内部が確かく認にん出来るように輪わ切ぎりで描かれた球形の構造物の中央には動力であるらしい地ち熱ねつ発電プラントが配置され、その外周を取り囲む強化コンクリートの球殻には細かな論ろん理り回路が稠ちゆう密みつに刻み込まれている。

『これは……』とマサチューセッツ代表。

　視し線せんを向けられたロンドン代表は『ええ』と微笑ほほえみ、

『南極衛星の入り口、転送システムです。我が軍の調ちよう査さ隊たいが発見しました』構造図の隣となりに南極大陸の地図を表示し、中央付近の一点を示して『氷床内部、地下千メートル。システムそのものは休眠状態でしたが擬ぎ装そう用ようのサブシステムは稼か働どう状態で、熱、音、電でん磁じ波は、存在情報、あらゆる手がかりが巧妙に隠いん蔽ぺいされていたとのことです』

『それをどうやって』言いかけたマサチューセッツ代表が、なるほど、と息を吐き『北ほつ極きよく事じ変へんの際に救出された転送システムの住人は、ロンドンの管理下でしたか』

『加えて、あの時「世せ界かい再さい生せい機き構こう」に捕らわれた魔ま法ほう士しの二人ふたりも我がシティに属しています』ロンドン代表はうなずき『彼らの記き憶おくから作成された北ほつ極きよく側転送システムの詳細稼か働どうデータを元に、南極側の地下にも全く同型のシステムが埋設されているという仮説を立てました。結果はご覧らんの通りです』

『素す晴ばらしい』ベルリン代表が椅い子すから身を乗り出し『して、衛星の内部には』

『残念ながら』と首を振るロンドン代表『北極側のシステムと同様の操そう作さで転送を試みたが動作せず、との報告を受けています。おそらく専用の起動キーが用意されているのでしょうが、その所在が不明な今、通常の方法での起動は不可能。現在はシステムの中ちゆう枢すうが収められた制御室全体をノイズメイカーによって外部から情報的に遮しや断だんし、入り口の隔かく壁へきにロックを施した上で我が軍の特殊部隊が常時監かん視しに当たっています』

　そう言って、女は傍かたわらのモスクワ代表に顔を向け、

『キーの隠し場所として考えられるのはやはり北ほつ極きよく衛星の内部です。北極事変の折、衛星内部に転送された魔ま法ほう士しの一人ひとりは貴国の所属のはず。その魔法士が何らかのデータを持ち帰ったという報告は？』

『無い、残念ながらな』モスクワ代表は肩をすくめ『問題の魔法士だが、管理はかつての私の部下に一任してある。そのようなものがあれば、すぐに報告が上がるはずだ』

『完全な吉報、とはいかぬようですね』マサチューセッツ代表が息を吐き『つまりこういうことでしょうか。我々はシンガポールにも賢けん人じん会かい議ぎにも先さきんじて転送システムを発見したというのに、それを動かす術すべが無い。正規の起動キーを用いずに転送システムを動かすには……』

『はい』ロンドン代表はうなずき『お察しの通り。北極事変の際に発生した現象と同様、「最初の魔法士」アリス・リステルの存在情報をシステムに誤認させるしか無いでしょう』

　仮想の会議場に沈ちん黙もくが下りる。四人の為い政せい者しやが互いの表情をうかがう。

　八ヶ月前の事件で北極の転送システムを最初に起動させたその引き金については、転送システム自体のデータとアルフレッド・ウィッテンの遺い書しよから調ちよう査さが完了している。アリスという名の少女の情報制御に反応して自動的に転送を行うよう建造当初から設定されていた転送システム。その付近で該がい当とうするパターンの情報制御が行われた結果システムが稼働したということについては、おおよそ間違いの無い仮説としてこの場の全員が認にん識しきしている。

　問題はその鍵かぎ、始祖たるアリスに酷似したＩ─ブレインを有する魔法士の正体。

　その希少な条件に該当する魔法士が今のところ世界に一人しか確かく認にんされていないことも、全員が正しく理解している。

『……賢人会議の代表を生かしたまま捕えろと？』モスクワ代表が驚おどろきと呆あきれの入り交じった奇妙な表情を浮かべ『戦場に立った経けい験けんの無い貴殿らには実感出来ぬことかも知れんが、あの小娘は「二重デユアルNo.33」と同様の掛け値無しの怪物だ。それを生け捕るとなれば相応の損害は覚悟せねばならぬぞ』

『絶望的な規模の損害です。私も一度軍部にシミュレートを命じ、報告を受けました』マサチューセッツ代表が続けて声を上げ『付け加えるなら、彼かの魔法士は今回の戦争におけるキーパーソンです。シティと通常人に対する敵意とは別に、彼女の存在それ自体が賢人会議の結束の原動力となっている節がある』

　賢人会議の代表、サクラと名乗るあの少女は人類殲せん滅めつ宣言の後に自らが始祖たる魔法士「アリス・リステル」の遺い伝でん子しから生み出された直系であることを公言し、人類に対抗する大義名分の一つとして利用している。今や世界中に流る布ふしているアリスの物語はどう取とり繕つくろったところで「シティによる魔法士弾圧の歴史」であり、アリスの生物学的な意味での娘である少女が人類に反旗を翻ひるがえしたという事実は魔法士はもちろんシティに暮らす一般市民の感情にも少なからぬ影えい響きようを与えている。

『彼女の存在は危険です。生け捕るということは、その危険が継続することを意味しますが』

『それは承知しています』ロンドン代表は不快そうに眉まゆをひそめ『ですが、我々には選択肢がありません。衛えい星せい内部に存在するかも知れないアルフレッド・ウィッテンの遺産。そこに世界の命運を託すのであれば』

『──待たれよ』

　割って入る声。

　一同の視し線せんが集中する前で、ベルリン代表である矮わい軀くの老人は椅い子すから立ち上がり、

『貴殿らの話で思い出した。……各おの々おの方がた、北ほつ極きよく事じ変へんの詳細は覚えておられるか』

　そう言って老人が立体映像で示す記き録ろく映像を、残る三人の為い政せい者しやは反射的に見上げる。

　今や一般市民にまで広く知れ渡っている、北極での事件の際の映像。シンガポール軍とロンドン軍が睨にらみ合う北極の戦場に突如として光の柱が出現し、数名の魔ま法ほう士しが北極衛星の内部に転送される、その瞬しゆん間かんの状況。

『ここだ』

　ベルリン代表が、振り上げた杖つえの先で映像の中の一点を示す。

　氷原の中に立ち上る光。賢けん人じん会かい議ぎの騎き士し「二重デユアルNo.33」と共に光に吞のまれる、黒髪の少年と金髪の少女。

『衛星に転送されたという魔法士か』モスクワ代表が腕組みをし『こちらの魔法士の報告では最後まで正体は不明、ということであったが』

　その言葉に無言でうなずき、ベルリン代表が杖の先を動かす。木製の杖の指し示す位置に別なディスプレイが出現し、どこかの戦場らしき映像が次々に映し出される。

　おそらくは一ヶ月半前のシンガポール。賢人会議が最初にシティに降り立った日の、パレードの映像。

　街路を埋め尽くす群衆の中、通りを行く儀ぎ典てん服ふくの魔法士達を真剣な面おも持もちで見つめる少年と少女の姿。

　モスクワ代表が『これは』と声を上げる。全員が映像を見上げたまま、次の言葉を待つ。

　ベルリン代表の老人は、うむ、と一つうなずき、

『この二人ふたりについて、我がシティの情報制御研究部から興きよう味み深ぶかい報告を受けている』




　　　　　　　　＊




　仮想の会議場がかすかな電子音と共に消失し、白一色の通信室に沈ちん黙もくが下りた。

　リーは無む機き質しつな室内で一つだけ場違いな精せい緻ちな細工の椅い子すに腰掛けたまま微動だにせず、目の前の虚こ空くうをただ見つめた。

　こうして静せい謐ひつの中に身を浸ひたしていると、あらゆる疲労が全身にまとわりつき、のしかかってくる気がする。賢けん人じん会かい議ぎとの歴史的な同盟の破は綻たんから一ヶ月半、リーは崩ほう壊かいしかかったシティ・シンガポールの立て直しに奔ほん走そうした。魔ま法ほう士しとの交戦によって破は壊かいされた市街の修復という物理的な面はもちろん、光耀クアンユー体制に慣なれきった旧来の議員の排除、軍の指揮系統の再さい編へん、政情の変化に混乱する市民に対する沈静策、全すべての決断が新首相であるリーの手に委ゆだねられた。リーはそれらの全てを不眠不休で処理したが、結果的にクーデターによって政権を奪取したリーに対する批判は随所で噴ふん出しゆつした。前首相、カリム・ジャマールの銃殺刑を断行したことで批判の声はいったん沈黙したが、同盟に賛さん同どうしていた市民の間に不満が燻くすぶっているのは明白だった。

　より大きな問題は外交の面で、一時的とはいえ賢人会議と手を結んだシンガポールには各国の批判が集中した。賢人会議はシンガポールを除く全てのシティに対して攻こう撃げきを行い、幾つもの貴重な研究成果を奪取している。同盟締てい結けつが失敗に終わったことでシンガポールは公式にその恩恵を被こうむることは無かったが、同盟交渉の段階で賢人会議側から何らかの譲じよう渡とが行われた可能性を否定する材料はどこにもなく、他シティの首脳陣からは事実関係の調ちよう査さと正式な賠ばい償しようを求める声が相次いだ。

　リーは「シンガポールは結果として、賢人会議から何の見返りも受けていない」と公式に回答した上で、魔法士達の組そ織しきを人類共通の敵と断じ、これに対抗するための処置としてシティ連れん合ごうへの参加を表明した。

　全ては賢人会議の策さく謀ぼうとその策謀に踊らされた前首相カリム・ジャマールの罪であり、他ほかの全ての者はその策謀の被害者である──そんなストーリーを押し通す他に、国内外の世論を黙だまらせる方法は無かった。

　それから一ヶ月半、世界は着実に戦争への道を転がり続けている。全ての人類と全ての魔法士の生き残りを懸かけた総力戦。両者の友好関係などはもはや夢想する術すべすらなく、燃もえ上がった戦火はどちらか一方が滅びるまで消えることは無い。

　こんな結末を望んだことは無かった。

　世界を二つに割る争乱が巻き起こり、あまつさえ自分がその争乱の引き金を引くことになるなど、リーにとっては全く本意では無かった。

　リーは確たしかに賢人会議とシンガポールの同盟に異を唱え、その妨害のために策さく謀ぼうを巡らせた。だが、それは「現状のまま同盟を成立させたとしてもその関係は市民の反発によって必ず破は綻たんする」という判断に基づいた物であり、動き出した流れに歯止めをかけるための苦肉の策だった。同盟の破綻とシティの崩ほう壊かいを予言する光耀クアンユーの対案が示す通り。人類と魔法士の協力関係を成立させるためには、全てを一度白紙に戻した後に改めて市民の一人ひとり一人ひとりに変革への覚悟を促し、未来のために今の不幸を受け入れるよう意い識しき改革を迫るという手順が不可欠だった。

　その考えは正しかったと、その一点だけは今でもリーは確かく信しんしている。

　が、その正しさは自分の罪を、結果的に彼かの青年──天あま樹ぎ真ま昼ひるを死に追いやった事実を決して肯定してはくれない。

　全すべてが青年の思い描いた絵図面の通りに進み、賢けん人じん会かい議ぎが平和的な組そ織しきへと転換を果たしたとしても、青年が望んだ世界が訪れることは決して無かっただろう。その一点において、前首相カリム・ジャマールの判断は完全に正しい。優すぐれた一人ひとりの個人が民衆の意志を省みることなく起こした革命は必ず失敗する。その事実は歴史が証明している。

　政治、思想、世界の有り様──大衆という物言わぬ有う象ぞう無む象ぞうを束ね一つの方向に動かすには、彼らが諸もろ手てを挙げて賛さん同どうするような目に見える利益が必要となる。「正しい理想」で腹は膨ふくれない。腹が膨れぬ物で人は動かない。最初は周囲の流れや一時の狂乱に動かされて歓迎の旗を振ったとしても、彼らはいずれ自らの内に不満を募らせ手早くパンを与えてくれる誰だれかを待ち望むようになる。

　天あま樹ぎ真ま昼ひるは名もなき無む辜この民衆に夢を見すぎた──それは間違いない。

　が、それでも彼は、あの場で死ぬべきでは無かった。

　あれほど純粋に世界の未来を憂うれい、運命を変えるための方策を生み出す知恵とそれを現実の物とする実行力を兼ね備えた青年ならば、たとえ一度敗北したとしても再起の機き会かいは必ず与えられるはずだった。

　自分がもう少し穏おん便びんな策を講こうじていれば、結果はここまで破滅的なものとはならなかったかも知れない。だが、カリム・ジャマールが「光耀クアンユーの予測」などという絶対に反はん論ろん不可能な錦にしきの御み旗はたを持ち出した時点で、リーには正当な手続きによって賢人会議との同盟を止める手段が無くなった。結果として非合法な手段に頼らざるを得なくなったリーはシティ・神こう戸べの生き残りをシンガポールに引き入れ、その一部が暴ぼう走そうしたことで事態は終着点を失い、全てが彼の青年の死へと繫つながった。

　あるいは、何もしないことが正解だったのだろうか。

　賢人会議との同盟によって市民の生活が困こん窮きゆうし、人々の不満が頂点に達し、プラカードを掲げたデモ隊が首相官邸を取り囲んで「世界の未来などどうでもいい、パンと薬をよこせ」と叫ぶ段になってしたり顔で「それ見たことか」と出て行くのが自分の取るべき最善の道だったのだろうか。

　……悔いたところで、詮せんなきことか……

　既すでに司令本部に命令は下した。賢人会議の本拠地、アフリカ海かいの『島』に対する攻こう撃げき作戦は動き出している。飛行艦かん艇てい五個師団からなる戦力がこのシンガポールを出しゆつ立たつするまでおよそ三時間。その後は各国の軍と足並みを揃そろえて目標地点の周囲に包囲陣を構築し、準備の完了と同時に攻撃が開始される。

　彼ひ我がの戦力比は単純計算で四対一。正面からぶつかり合えばこちらの勝利は揺るがない。

　にも拘かかわらず、胸に渦巻く不安は消えることが無い。

　椅い子すの肘ひじ掛かけに埋め込まれたタッチパネルを操そう作さし、目の前にディスプレイを呼び出す。今回の作戦の詳細計画。その一部始終にもう一度目を通す。

　目標のポイントを全方位から取り囲み、ノイズメイカーを盾に包囲を狭せばめる。荷電粒子砲に加えて熱ねつ核かく兵へい器きも投入し、魔ま法ほう士し達を島ごと地ち球きゆう上じようから消し去る──言ってしまえばそれだけの、単純明快な作戦。

　そこに隠された数々の噓うそに、リーはとうの昔に気づいている。

　各シティに送り込まれている情報部の兵士からは、シンガポールを除く四つのシティで出しゆつ撃げき準備を行っている部隊が計画書に記載された数の八十パーセント程度であることが既すでに報告されている。モスクワの主しゆ導どうで作成された包囲陣形の配置も、賢けん人じん会かい議ぎ側から反撃があった際にはまずシンガポールの部隊が矢や面おもてに立つよう巧妙に計算されている。

　おそらくは、連れん合ごうに参加する他ほかの四つのシティの共きよう謀ぼう。各シティに留め置かれた残りの戦力は、このシティ・シンガポールへの侵攻部隊。

　一いつ時ときとはいえ賢人会議と手を結び、この戦争の引き金となったシンガポールに対する報復──というより、その大義名分を持ってこのシティを魔法士もろとも滅ぼし、生産資源を分け合おうという意図は明白だった。

『──閣下』

　唐突な声が天てん井じようのスピーカーから響ひびき、リーは我に返る。通信用のディスプレイを目の前に呼び出し、通信元である秘書官との機き密みつ回かい線せんを開いて、

「何事か」

『は……』長年の付き合いである壮年の秘書官はこの男にしては珍しく言いい淀よどみ『実は、首相専用の直通回線で閣下に通信が入っております。発信元は』

　秘書官が告げる名前に、リーは一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめる。

　すぐに繫つなぐようにと指示を出し、椅子の上で居住まいを正す。

　周囲の機器に再び光が灯ともり、目の前に仮想の会議場が構築される。円卓を挟んだ反対側、リーの正面に仮想の椅子が出現し、簡かん易い的てきなアイコンでは無い通信者自身の姿が立体映像で映し出される。

　豪ごう奢しやな白しろ装しよう束ぞくを翻ひるがえした、褐かつ色しよくの肌の妙みよう齢れいの女性。

『お久しぶりです。リン・リー首相』

「久しく」リーはとっさに礼を返し、円卓の向こうの人物をまじまじと見つめ「単刀直入にうかがう。いかなる用向きか、ルジュナ・ジュレ主席執政官殿」

『言うまでも無いこととは思いますが』

　返るのは静かな声。

　シティ・ニューデリーの代表である女は端正な顔に無表情を貼はり付けたまま、

『もちろん、賢人会議に対する総攻撃の件です』

「耳の早いことだな」

　リーはさしたる驚おどろきもなく言葉を返す。このシンガポールにニューデリーをはじめとする他国の情報員が入り込んでいるのは公言されることはなくとも周知の事実であるし、逆にシンガポールも他国には常時数名の工作員を配備している。軍に大きな動きがあり、師団単位の飛行艦かん艇ていが出しゆつ撃げき準備を開始したとなれば、その情報が他国に伝わり自じ治ち政せい府ふの耳に入ったとしても何の不思議も無い。
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『勝算は？』

「問われるまでも無いこと。彼ひ我がの戦力差は圧倒的だ。魔ま法ほう士し達がいかなる策を弄ろうしたところで、それが大勢に影えい響きようを与えることは」

『シティ連れん合ごうも、どうやら一枚岩とは言いい難がたいようですね』

　遮さえぎるルジュナの声。

　リーは一いつ瞬しゆんどう答えるべきか迷い、すぐに諦あきらめて「察しの良いことだ」と息を吐き、

「左さ様よう。此こ度たびの戦争の責任、このシンガポールに取らせぬことには腹の虫が治まらぬらしい」

　仰ぎよう々ぎようしく飾り付けられた仮想の会議場を見回して呟つぶやく。互いに姿をさらすことなく実質的に音声のみで行われた会議。セキュリティ保持のためという名目に間違いは無いだろうが、彼らが警けい戒かいしている本当の相手は賢人会議ではなくシティ・シンガポール。自分達の企たくらみが露ろ見けんせぬようにと小細工を弄したことは明白だった。

「愚かしいことだな。事ここに至ってなお、我々は互いに手を取り合うことが出来ぬようだ」

　世界には二種類の人間しかいない、という話を戦前の平和な時代にどこかで聞いたことがある。例えば健康器具。体たい調ちよう管理のためにあのような器具を買い求める人間は多くいるが、結局のところ、世界にはどんな道具を得たところでそれを活いかすことなく不ふ摂せつ生せいな生活を送る人間と、そのような道具に頼らずとも自分を律し健康を保てる人間の二種類しかいない、と。

　今の世界の有り様も、それと同じ。

　人類の殲せん滅めつを謳うたい、全すべてのシティに戦争を仕掛ける魔ま法ほう士しの国家。

　そんなものの存在によって人々が手を取り合い利害を超えて団結出来るならば、その団結は敵の有無とは無関係にとうの昔に実現され、世界の有り様は今とは全く異なるものとなっていたことだろう。

「戦力は確たしかに我が方の圧倒的有利、だが懸け念ねん材料は多い。杞き憂ゆうとなれば良いが」呟つぶやき、円卓の向こうに視し線せんを戻して「ともあれ、改めて問う。いかなる用向きか」

　はい、とルジュナは目を細め、

『現在、ニューデリー自じ治ち軍ぐん情報部を中心とした調ちよう査さ部隊を、南なん極きよく大たい陸りく極点付近に展開中です』

「……ほう」

　思考の焦点が瞬しゆん時じに定まる。

　リーは椅い子すに座ったままわずかに身を乗り出し、

「状況は」

『確かく認にんされただけで三名。賢けん人じん会かい議ぎのメンバーと思おぼしき魔法士が動いています。まだこちらの存在を気け取どられてはいません』

「目的は南なん極きよく衛えい星せいの入り口、転送システムの発見か」

『あるいはシステムは既すでに掌しよう握あく済みで、何らかの準備に取りかかった可能性もあります』ルジュナは映像記き録ろくが表示されたディスプレイをこちらの目の前に表示し『賢人会議の目的が南極である可能性について、連れん合ごうは』

「示し唆さはした。だがいずれのシティも兵は動かさん」

　リーは目を閉じ、簡かん潔けつに答える。

　それは、と口を開きかけるルジュナを手で制し、

「各シティは総戦力の半数程度を自国内に留とどめているが、これを南極に派は遣けんするつもりは毛頭無い。有事の際の防衛という名目であるが、要は我がシンガポールに対する侵攻部隊だ」

　まぶたを開き、膝ひざの上に組んだ自分の両手を見つめて、

「故に、我が軍もこれ以上の戦力を南極に投入することは出来ぬ。賢人会議に勝利した後の防衛戦力が必要となるからな」

　共きよう謀ぼうそれ自体は、卑劣と叫ぶほどのことでは無い。立場が逆であり当面の敵である賢人会議がもう少し御しやすい存在であったなら、リーも当然同じことを考えただろう。

　前線の総司令を務める男には事前に策謀の存在を告げ、賢人会議を滅ぼした瞬間に四つのシティが敵となる可能性についても説明してある。今は大将の称号を持つその男は十三年前の大戦においてリーの副官を務めた有能な指揮官だから、不測の事態に対しても上う手まく立ち回ってくれることだろう。

　そもそも、他ほかのシティが戦力を温存したといっても依然として連合と賢けん人じん会かい議ぎの戦力比は三対一以上。まともに戦えば結果は考えるまでもなく、シンガポール側の損害が軽微であれば他のシティも余計な動きを取ることは難むずかしくなる。

　だが、リーは危ういと感じる。

　策さく謀ぼうの存在ではなく、各シティの自じ治ち政せい府ふがこの期ごに及んで策謀を巡らせている事実それ自体に、リーはこの作戦の綻ほころびを見ずにはいられない。

　賢人会議は単なる反政府勢力、テロリストの類たぐいでは無い。それ自体がシティに匹敵する戦力とそれを支える統治機き能のうを備えた一つの国家だ。だが、実際に「外交」という場で彼かの組そ織しきと相あい対たいしたシンガポールと異なり、他ほかの四つのシティにはその認にん識しきが無い。

　彼らにとって賢人会議とは「多くの魔ま法ほう士しが集まっただけの単なる戦せん闘とう単位」であり、それ以上の、思想や文化といったものに裏打ちされた有ゆう機き的てきな存在であるとは考えてもいない。第三級カテゴリーＣの魔法士だけでも対処出来れば後はどうとでもなる、という会議でのマサチューセッツの発言が良い証拠。各自治政府の代表者は、賢人会議という組織を一時の激げき情じようや近視眼的な利害で寄り集まった単なるテロリストの集団と同列に考えている。それは──

『……なるほど』

　深いため息。

　ルジュナが通信回かい線せんの向こうで深い憂うれいの表情を浮かべ、

『皆様、侮あなどっているのですね。賢人会議を』

「いずれのシティの自治政府も、今回の作戦の成功を微み塵じんも疑っておらぬ」リーは視線をまっすぐルジュナに向け「入念な作戦計画に加えてこの戦力差があれば当然、という理解も可能だろうが、根本にあるのは賢人会議に対する彼らの認識だ。彼かの魔法士の集団を一つの国家と考える者はシティ代表の中では私と貴殿を除いては無い。皆、賢人会議などきっかけさえ与えれば容易たやすく瓦解するものと無意識に信じている」

　それが、危うい。

　その綻びが重大な結果をもたらすことになるのでは無いかと、不安はリーの腹の中に常に重く淀よどんでいる。

『こちらでも、先ほど司令部に命令を下しました』ルジュナは立体映像の向こうで秘書官らしき数名と小声でやりとりし『空戦部隊と陸戦部隊、計八個師団。南なん極きよく周辺の防ぼう衛えいにあたります。無意味な処置となってくれれば良いのですが』

「感かん謝しやする。主席執政官殿」リーはうなずき「手て薄うすとなるシティ・ニューデリーの都市防衛については、こちらとしても可能な限り協力する。と言っても、まず矢や面おもてとなるのは我がシンガポールであろうから、大した戦力とはならぬかも知れぬが」

『これも一つの同盟、ということになるでしょうか。奇妙な話ですが』ルジュナは少しだけ表情を緩ゆるめて呟つぶやき、ふと視し線せんを伏せて『敵の敵がやはり敵、というのは救いの無い話ですね』

「やむを得まい。全すべて、この身の不徳故のことだ」

　呟き、視線を立体映像の装飾に覆おおわれた天てん井じように向ける。

　そう。全ては自分がこの手で為なしたこと。たとえ世界にいかなる矛む盾じゆんや問題があり、戦争の火種が爆はぜる寸前であったとしても、その最後の引き金を引き人類と魔法士を互いの敵とし、さらには他ほかのシティをシンガポールの敵としたのは外ならぬ自分。

　だからこそ──

「この身が地じ獄ごくの炎に焼かれるのはもはや避けようも無いが、市民を……否、この世界を私の罪の巻き添えにするわけには行かぬ」

　独り言のように呟つぶやき、立ち上がる。

　リーは円卓の向こうの女を見下ろし、決然とうなずいた。

「戦争の結末と世界の行く末、その最後の幕までは、この手で引かねばな」




　　　　　　　　＊




　朝の礼拝が終わると、あとは昼食まで自由時間になった。

　沙さ耶やは孤児院の庭に植えられた大きなリンゴの樹きの根元に腰掛け、立体映像の本を広げた。

　シティ・モスクワ第八階層中央。「聖せいセラフィム孤こ児じ院いん」と名付けられたこの場所で暮らすようになって、もう一ヶ月半が過ぎた。シンガポールで自分を助けてくれた人達の一人ひとりが運営しているこの場所には沙耶の他ほかにも子供が何十人も暮らしていて、沙耶も今では彼らと共に勉強や家事の手て伝つだいに勤いそしんでいる。軍の強い後ろ盾があるのだという孤児院の生活はシンガポールにいた頃ころと比べると随分楽なもので、三度の食事からパンが消えることも無ければ壊こわれた水道が何日も直らなくて困ることも無い。

　静かで、穏おだやかな、日々の暮らし。

　こうして昼間照明の薄うす暗くらがりの中に微睡まどろんでいると、シンガポールでの出来事の全てが夢だったのではないかという気さえしてくる。

「沙耶ちゃん！　あそぼ！」

「あそぼー！」

　ボールを抱えた子供達が駆け寄って、次々に声を上げる。孤児院で暮らす子供達は見ず知らずの沙耶をすぐに受け入れ、仲良くしてくれるようになった。ロシア人ばかりのこの孤児院に東とう洋よう人じんの子供が連れてこられたからには何か特別な事情があるはずだということは子供達にも何となく分かっているはずなのだが、その事を口にする者は一人もなく、全員が何くれとなく沙耶のことを気に懸かけてくれている。

「あ……えっと、今日きようはこの本、最後まで読みたいから」

「そっかー」おどおど答えると、一番年上の男の子は特に気にした様よう子すもなく「じゃあ後で！　お昼からね、約束だよ！」

「やくそく！」

　わぁっ、と歓声を上げて駆け出す子供達。

　その背中を手を振って見送り、沙さ耶やは息を吐いた。

　立体映像の本の隣となりに別なディスプレイを呼び出し、公営放送のニュースの一いち覧らんを開く。幾つも並んだ映像記き録ろくを次々に開き、リンゴの樹きにもたれたままぼんやりと眺める。

　流れる映像はどれも、賢けん人じん会かい議ぎによるシティへの攻こう撃げきを報じるものばかり。

　今日きようはどこのシティが襲おそわれた、昨日きのうは何のプラントが破は壊かいされた──そんなニュースばかりを見ていると、ひどく憂ゆう鬱うつな気持ちがしてくる。

　一ヶ月半前のあの日から、世界は変わった。公共放送は盛んに賢人会議の脅威と徹てつ底てい抗戦の必要を訴え、市民もそれに賛さん同どうした。魔ま法ほう士しの排はい斥せきを訴えるデモが連日のように行われ、市街の居住区にわずかながら残っていた魔法士はとうとう一人ひとりを残して全員が姿を消した。

　彼らのほとんどは密ひそかにシティを離はなれ、賢人会議に下ったと噂うわさされている。

　魔法士は、Ｉ─ブレインを持たない通常人の敵。

　そんな認にん識しきがシティを、世界を塗りつぶそうとしている。

「……お！　こんなとこにおったんか、ちびっ子」

　突然の声に我に返る。慌てて手元のディスプレイを消去し、顔を上げる。

　丸レンズのサングラスで両目を隠した白髪の少年、イル。

　この市街地で一人、いや、今やモスクワ自治軍の中でただ一人の魔法士となった少年は、大きな手を沙耶の頭の上に置き、

「しっかり食うてしっかり遊んでるか？　なんか困ってることとかあらへんか？」

「う、うん。大丈夫」少年の顔を見上げてうなずき、ふと首を傾かしげて「どこか……出かけるの？」

　いつもの白いジャケットの代わりにモスクワ軍の軍服を着込んだ少年に、問う。
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「あー……」少年はなんだか困ったようにカーキー色の上着を指でつまみ「ちょい色々あってな。二、三日は帰られへんから、みんなと仲良うするねんで」

　その言葉に、え、ととっさに声を上げそうになる。

　喉のどまで出かかった声を寸前で飲み込み、少年の顔をまじまじと見つめる。

　孤児院の他ほかの子供達の話から、目の前の少年がモスクワ軍の、いわゆる普通の兵士の人達にとっての英雄なのだということは知っている。同時に、軍におけるこの人の立場が今やとても難むずかしいものなのだということも聞いている。

　少年のことを良く知らない者は他の魔法士と同様に少年の拘こう束そくや排除を訴え、少年を知る者はそれに反発する。下へ手たをすれば「幻影イリユージヨンNo.17」という英雄の存在がモスクワ軍を二つに割りかねない状況で、そのために少年はあらゆる任を解かれて無期限の自宅待たい機きを命じられているということも、沙さ耶やは他ほかの子供達の噂うわさで知っている。

　その少年が出しゆつ撃げきするということは、それほど重要な作戦が動くということ。

　始まるのだ。

　賢人会議に対する、シティ連れん合ごうの総そう攻こう撃げきが。

「お前、そんな難むずかしいこと考えんといてくれや。一応は最高機密やねんから」沙耶の想像を悟ったのか、イルはひらひら手を振って笑い「ま、ちょい行ってくるからな。暇やったら、お祈りでも頼むわ」

　後ろで見守っていたシスター・ケイトが少年の隣となりに歩み寄り「そろそろ、行きましょうか」と声をかける。この孤児院の責任者である女性は沙耶に向かってそっとうなずき、

「私は夕食までには戻ります。何かあれば、月つき夜よさんに」

　そう言い置いて歩き出す二人ふたりの背中を、為なす術すべなく見送る。

　何か言わなければと思うのに、何を言えば良いのか分からない。

　門の前に到着したフライヤーの後部座席に二人が乗り込み、黒い機体が街路の向こうに消えるの見届けた瞬しゆん間かん、緊きん張ちようの糸が切れる。

　冷たい感触を頰ほおに感じ、とっさに触れた指先が透明な滴しずくで濡ぬれる。自分が泣いていることに驚おどろき、膝ひざの上に顔を押し付けて必死に目を閉じる。

　……どうしたら……

　シティ連れん合ごうと賢けん人じん会かい議ぎの全面戦争。賢けん人じん会かい議ぎが勝てば人類は魔ま法ほう士しに滅ぼされ、沙さ耶やも死ぬ。世界は青空を取り戻し、地ち球きゆう上じようには魔法士だけの世界が築かれる。

　もちろん、そんな未来は嫌いやだ。沙耶だってもちろん死にたくない、もっとずっと長く生きていたい。それに、自分だけのことでは無い。この孤児院で一いつ緒しよに暮らす子達や、シンガポールにいた頃ころの友達やお世話になった神父様、神こう戸べを離はなれてから共に暮らした小さな町の人達、近所の公園でたまに見かけるだけの子、道で時々すれ違うだけの大人おとな、他ほかにもたくさん、知っている人も知らない人もみんな、誰だれにだって沙耶は死んで欲しくない。

　でも、それならシティ連合が勝てば良いのか。

　人類が勝って、戦争が終わって、その後世界はどうなるのか。

　たぶん、賢人会議に参加した魔法士はみんな捕まって、殺されてしまうだろう。シティの偉い人も、こんな事件が起こったのにまだ魔法士を使おうとは思わないだろう。このモスクワやマサチューセッツで使われているマザーシステムには、工場で大量生産されたコア専用の魔法士が使われているのだと大人達の噂うわさ話ばなしで聞いたことがある。シティで生み出される魔法士は、そういう特別なものだけになっていくのだろう。

　それで、その先は。

　シティの寿命はあと三十年、長くても五十年。その現実は何も変わっていないのに、世界から魔法士がいなくなって、そこから先はどうなってしまうのだろう。

　唐突に、シンガポールで出会ったある人の言葉を思い出す。君は日々を真剣に過ごしなさいとその人は言っていた。自分達大人は君が大きくなるまで道を繫つなぐ。だから、君はその間によく勉強して、世界を救う方法を考えて、それを実行する力を身につけなさいと──

　本当に、そんな時間は残っているのだろうか。

　沙耶が大きくなる頃には、もう全すべてが手遅れになっていて、自分一人ひとりがどんなに頑張ってもどうしようも無い世界が残されているだけなのでは無いだろうか。

「……助けて……」

　唇からこぼれるのは、そんな呟つぶやき。

　誰だれか助けて下さい。

　どうかこの世界を変えて下さいと、沙耶は一層強く目を閉じ、

「──ここです」

　唐突な声に我に返る。慌てて顔を上げた先、孤児院の正門の向こうにいつの間にか出現した黒塗りの軍用フライヤーを認めて目を瞬しばたたかせる。

　初めはシスターが帰ってきたのかと考え、すぐに違うことに気づく。

　フライヤーの中から姿を現わす、モスクワ軍の制服姿の人ひと影かげ。

　とっさに立ち上がって周囲を見回し、近くに居るのが自分だけなのに気づいて仕方なしに来訪者の方へと歩を進める。

「えっと……すみません！　どなたでしょう」

　この孤児院の管理者であるシスターの許もとには、軍の人が訪ねてくる事が時々ある。今回もそうなのかも知れないと思い、ともかく言葉を投げる。

　と、人影が動きを止める。

　モスクワ軍の人達は何な故ぜだか驚おどろいた様よう子すで沙さ耶やを見下ろし、

「おい、この子は……」

「そうです。間違いありません」一番偉いらしい男の人の言葉に若い女の人がうなずき「あなた、お名前は？」

「え？　沙耶です。結ゆう城き沙耶……」

　とっさに答えてしまってから不安になる。軍人達のただならぬ気け配はいに、不吉な予感が胸の奥に広がる。

「えっと……わたし、何か……」

「こちらＣ班。目標を確かく保ほしました」女の人は襟えり元もとの通信素子にそう話しかけ、こっちに向き直って「沙耶ちゃん。これはとても大切なことなの。少しの間で良いから、お姉ねえさん達に付き合ってもらえるかしら」

「え……でも……」

　不吉な予感が頂点に達する。とっさに視し線せんで背後をうかがうが、月つき夜よがいるはずの孤児院の一番奥の部へ屋やはここからでは遠すぎる。

　と、そんな沙耶の前に突き付けられる、立体映像の写真。

　……これ……！

　驚きよう愕がくの声を寸前で飲み込む。

　そこに映る人物。シンガポールでの事件で出会った、沙耶にとっては忘れたくても忘れられない一人ひとりの少女。

　金きん色いろの髪に大きなエメラルドグリーンの瞳ひとみの、沙耶より幾らか年上くらいの白人の……

「この子を知ってるわよね？」

　悲鳴を上げようとした口を塞ふさがれる。

　女の人は思いがけなく強い力で沙耶をフライヤーの中に押し込み、

「彼女について知っていることを、教えて欲しいの」













　　　第二章　獄炎の海　～Border land～







　目を閉じれば今でも思い出す、穏おだやかな笑え顔がお。

　幼い頃ころからいつでも傍そばにあった、優やさしい声。

　どんな失敗をした時も慰なぐさめて、諭さとして、導みちびいてくれた。立ち止まってしまった時には背中を押し、手を引いて共に走ってくれた。悲しい時には涙を拭ふいてくれた。苦しい時には抱きしめてくれた。いつも微笑ほほえんで、たまに何を考えているのか分からなくて、でも一番欲しい時には必ず一番欲しい言葉を与えてくれた。

　兄は、天あま樹ぎ真ま昼ひるは、もういない。

　家族が肩を寄せ合い笑い合った日々は、もう二度と戻らない。

　自分はどうすれば良かったのだろう。賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼうとなった兄とニューデリーで再会したあの日、何も言わずに兄の手を取れば良かったのだろうか。人類の敵を名乗る少女と肩を並べ、共に魔ま法ほう士しのために戦うと誓えば良かったのだろうか。それとも怒れば良かったのだろうか。自分がどれだけ心配したか分からないのかと、こんな馬ば鹿かなことは止やめて早く家に帰ろうと、泣き叫んで兄をなじれば良かったのだろうか。

　そうすれば、運命は変わったのだろうか。

　賢人会議の参謀となった兄を否定するか、肯定するか──自分がどちらかの道を定めていれば、兄は今でもどこかで生きていてくれたのだろうか。

　シティのために魔法士が犠ぎ牲せいになるこの世界をどうすればいいのか。自分にとっては二年前に一人ひとりの少女を救った時に始まった物語。兄にとっては十三年前に最初のマザーコアが生まれた時に始まった物語。自分は道を見失って立ち止まり、兄はそんな世界を変えるために走り出した。気がつけばその距きよ離りはどうしようも無いくらいに遠くて、自分は世界のうねりに流されるまま兄の背中を追うことしか出来なかった。

「天樹錬れん」が一人の少女のために一つのシティを崩ほう壊かいに追いやった事実。

　それを肯定することも否定することも出来ないまま、賢人会議の出現によって変わっていく世界を、ただ見ていることしか出来なかった。

『考えなければいけません。その間違いは、いつか、君の大切な誰だれかを不幸にします』

　ニューデリーで出会った男の言葉が脳裏に浮かぶ。マザーシステムを否定しながら人々のためにコアとなって死ぬことを選んだ男は、この未来を予想していたのだろうか。では、これは罰なのか。確かくたる信念を持つことから逃げ、ただ兄を追い続けることで何かが動いて欲しいと安あん穏のんと願ねがってきた自分に対する罰なのだろうか。

　答える声は、無い。

　教え、諭さとし、導みちびいてくれた声は、もう二度と戻らない。

　どうすれば良かったのだろう。自分が神こう戸べを滅ぼした事実を肯定し、人類の敵となってシティと戦う道を選べば良かったのだろうか。あるいはそんな自分の行いを否定し、シティを守るために賢けん人じん会かい議ぎと戦う道を選べば良かったのだろうか。それとも、どちらでも良かったのだろうか。味方となって兄を助けるか、敵となって兄を止めるか、自分がもっと早くどちらかの道を定めていれば、人類と、魔ま法ほう士しと、世界の運命は変わっていたのだろうか。

　そうすれば、兄は死なずにすんだのだろうか。

　あんな冷たい穴の底で、誰だれにも看み取とられることなく、一人ひとりで、悲しく、ぼろ屑くずのように死ぬことなど無かったのだろうか。
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　ベッド脇わきに置かれた計器の表示が緑みどり色いろの「正常」に書き換わった。

　フィアは小さく息を吐き、ベッドに横たわる弥生やよいの背中にそっと手を伸ばした。

「どうですか？　おかあさん」

「……うん。随分楽になったわ」弥生はフィアの手に支えられてベッドに身を起こし、力なく笑って「ごめんなさいね。本当なら、私がいちばんしっかりしてなきゃいけないのに」

　そんな、と首を横に振り、義理の母親から手を離はなす。傍かたわらのテーブルからコップを取り上げ、水を注ついでそっと差し出す。

「今は何も考えずに休んで下さい。おかあさんは体が弱いんですから」

「そうもいかないわよ。この病院だっていつまでも放っておけないし」町でただ一人の医者である弥生はそう言ってコップを受け取り、ゆっくりと半分飲み干して「それで、錬れんちゃんは？」

　言葉に詰まる。

　フィアはパイプ椅い子すに座り込み、ぼんやりと虚こ空くうを見つめて、

「まだ、ダメみたいです。ときどきは部へ屋やから出てくるようになりましたけど、お話とかは出来ないですし、ご飯もほとんど……」

　自分の言葉に、心が淀よどんでいく。

　それ以上は何も言えなくなって、フィアは逃げるように視し線せんをうつむかせた。

　アジア地方にあるこの小さな町にどうやって帰ってきたのか、実を言うと今でもフィアにははっきり分からない。一ヶ月半前のシンガポールでの事件、その最後の一幕、沙さ耶やという名の少女をシスター・ケイトに預けて皆の帰りを待っていたフィアは、一般通信回かい線せんを介したサクラの演説によって真ま昼ひるの死を知った。

　衝しよう撃げきに呆ぼう然ぜんとなった自分は気がつけば錬に手を引かれるまま、混乱の極みにあるシンガポールの街を駆け抜けていた。通りを埋め尽くす市民に何度もぶつかり、瓦が礫れきの山と化した建物を乗り越え、気がつけば自分は居住区画の端に放り捨てられたフライヤーに乗せられてシティの外へと飛び出していた。

　凍り付いたような無表情でハンドルを握りしめる少年の姿に不安になり、ようやく何か話をしなければと気づいた頃ころ、フライヤーは町に到着。

　ハンドルから手を離した錬れんは操そう縦じゆう席せきから文字通り転がり落ち、そのまま気を失って動かなくなってしまった。

　町の住民の手で自宅の寝室に運び込まれた錬は、そのまま死んだように丸三日眠り続けた。自分は少年の代わりに皆に真昼の死を告げ、驚おどろきのあまり倒れてしまった義母の看病に追われることとなった。心しん臓ぞうに持病を抱えた母の命を繫つなぐために同どう調ちよう能力を利用した治ち療りようを続けて三日目、ようやく容態が安定した義母を残して天あま樹ぎ家けを訪ねると、少年はいつの間にか目覚めていた。

　照明の絶えた暗い部へ屋やの奥で、ただ一人ひとり。

　錬はベッドの上で膝ひざを抱えたまま、一言も声を上げず、涙も流さず、ただ目の前の闇やみを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　それから一ヶ月半、状況は何も変わっていない。少年は帰る者の居なくなった家でただ一人、今日きようも身じろぎ一つせずに闇と向かい合っている。話しかけても答えは無い。手を握っても反応は無い。毎日届けている食事はほんの少しだけ減っているから生きるのに最低限必要な栄養だけは摂とっているはずだが、それだって本当のところは分からない。

　世界が動き続けていることは伝えた。賢けん人じん会かい議ぎが人類の殲せん滅めつを宣言したことも、シティ連れん合ごうが賢人会議を滅ぼすために動き出したことも、アフリカ海かいに対する大規模な攻こう撃げきが始まるらしいということも、全すべて伝えてある。

　それでも、錬は動かない。

　少年の時間はあの日、シンガポールで家族を失った日から、止まっている。

「私は……どうしたら良いんでしょう」

　そんな言葉を呟つぶやき、すぐに、自分の言葉に泣きたくなる。どうしたら良い、とは一体「何を」どうしたら良いと言うつもりなのか。兄を亡くした少年を慰なぐさめる方法が知りたいのか、それともシティ連合と賢人会議の戦争を止めたいのか。魔ま法ほう士しと普通の人間が憎み合う世界を変えたいのか、あるいは多くの人を犠ぎ牲せいにすること無しに雲を晴らす方法が知りたいのか。

　目の前にあるのは本当に「どうしたら良いのか分からない」事ばかりで、考えれば考えた分だけ絶望的な気持ちになる。

　自分は無力だ。世界に一つきりの特別な力を持っていても誰だれも救えない。この世で一番大切な人が苦しんでいるというのに、支えとなることも出来ない。

　目の前の視界が歪ゆがんでにじむ。

　フィアは必死に目を閉じ、砕けよとばかりに両手を握りしめ、

「大丈夫よ」

　声と共に、柔らかな手に抱き寄せられる感触。

　気がつけばそこはベッドの上で、フィアは弥生やよいの膝ひざに頭を預け、横向きに寝そべる格好になっている。

「おかあさん……」

「少し休みなさい」義母の指がそっと髪を梳すき「フィアも錬れんちゃんも頑張ったわ。上う手まくはいかなかったかもしれないけど、でも本当に良く頑張った。だから、今は休みなさい。休んで、元気になって、自分のやるべき事はそれから考えなさい」

　その言葉に、少し迷ってから「はい」とうなずく。髪をなぞる指の感触に、ぼんやりと身を任せる。

　病室の窓の向こうには、街灯のわずかな明かりに照らされた闇やみ。

　世界を包む、終末の色。

「……おかあさん」

「なに？」

「少しだけ、泣いても良いですが？」

　弥生は何も答えずに、両腕でフィアの頭を一層強く抱き込む。

　見み咎とがめる者は誰だれも居ない。

　フィアは義母の膝ひざの上でうつ伏せになり、柔らかな足に顔を押し当てて深く息を吐き、

（──ノイズを検知。危険）

　幾つもの演算機き関かんの駆動音が、窓の外から聞こえた。
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　誰かの声が聞こえた気がして、目が覚めた。

　錬はベッドの上にのろのろと身を起こし、室内に淀よどんだ闇やみをぼんやりと見つめた。

　今がいったいいつなのかよく分からない。昼なのか、夜なのか、そもそも今日きようが何日なのかも見当がつかない。脳内時ど計けいは随分前に止めた。一秒、一秒、正せい確かくに休むことなく進んでいく時間の流れを見ていると、頭がおかしくなりそうだった。

　闇の中で目を閉じると色々なものが見える。兄と姉と三人で暮らした遠い日、懐なつかしい家族の記き憶おく。手を伸ばした瞬しゆん間かんにそれが消え、黒く塗りつぶされ、燃もえ落ちる。最後に見た兄の死の光景が目の前に現れて、助けを求めるように血まみれの顔で振り返る。

　酷ひどい夢を見て、目覚めて、夢のことを考えて、また眠る──その繰くり返し。

　寝ても覚めてもずっと、終わりのない悪夢の中にいる。

　食事は、いつの頃ころからか少しだけ摂とるようになった。一日にパンを一欠、水を二口。右手にはいつの間にか点滴用のチューブが接続されていた。おかげで、こんな生活でもまだものを考えることが出来る。

　昨日きのうはちゃんと体を洗った。たぶん。

　その前は覚えていない。

　フィアはときどき様よう子すを見に来て声をかけてくれている、気がする。たぶん自分がぼんやりしている間に体を拭ふいたり、服を着替えさせたりしてくれているのだと思う。

　きっと、とても心配しているだろう。

　あの子のためにも動かなければならない。

　なのに、どうしても体が言うことを聞いてくれない。

「……真ま昼ひる兄にい……」

　闇の中に名を呼ぶ。答えは無い。答えが無いのは知っている。でも、絶望する。

　涙はいつの間にか出なくなった。自分が悲しんでいるのか、悔やんでいるのか、怒っているのか、自分でも、もうよく分からない。

　頭の中に霞かすみが掛かったようで、全すべてが微睡まどろみの向こうに消えていく。

　眠ろう。

　ベッドに横たわり、目を閉じることも出来ないままぼんやりと闇を見つめる。

　──もう一度、誰だれかの声。今度はさっきより少し大きい。

　闇やみを見つめたまま、のろのろとベッドに身を起こす。

　気のせいか、家の外がいつもより騒さわがしい気がする。演算機き関かんの駆動音。たぶん大型のフライヤーで、数も多い。足音もたくさん聞こえる気がする。どこかの大きな隊商が巡回に来たのかもしれない。

　どうでもいい。

　錬れんは冷たい壁かべに体を預けて今度こそ目を閉じ、

　瞬しゆん間かん、何の前触れも無しにそれは襲おそってきた。




（高密度のノイズを検出。演算速度低下）




　頭をハンマーか何かで殴られたような衝しよう撃げき。喉のどの奥から驚おどろくほど大きな悲鳴が漏れ、よろけた体がベッドに倒れ込む。腕を支えに起き上がろうとして失敗し、ベッドから無ぶ様ざまに転げ落ちる。点滴のチューブが腕から抜け落ちる。ノイズメイカー、攻撃、敵……霞かすみがかかった頭に次々に言葉が浮かぶ。素足に白い病人着のまま部へ屋やのドアに這はい寄り、ノブを支えにどうにか体を立ち上がらせる。

　脳内に渦巻くノイズが、密度を増す。

　激はげしい酩めい酊てい感かん。ふらつく体で部へ屋やの外に転がり出し、壁かべに隠された棚の一つを引き開ける。小さな黒い素子を取り上げ、震ふるえる指でうなじに押し当てる。ノイズメイカーの抗体デバイス。だが、もちろんノイズのパターンは合致しない。Ｉ─ブレインがすぐさま演算を開始し、脳の基き礎そ領域のデータを補正していく。

　こんな状態でも半ば自動的に正しい対応を取っている自分に、少し悲しくなる。

　体に力が入らない。同じく引き出しの中に収められていたナイフを右手に摑つかみ、萎なえた足を引きずるようにして玄関にたどり着く。

　慎重にドアを引き開け、隙すき間まから外の様よう子すを窺うかがう。

　街路の闇やみを切り取る、幾つものサーチライトの光。

　とっさにドアの陰に飛とび退のき、深呼吸してからもう一度身を乗り出す。

　見み慣なれた町の街路を無数の影かげが蠢うごめく。頭から爪つま先さきまでを夜間迷彩のボディースーツで包んだ完全武装の兵士の一団。だが、よく見ればその構成はどこかおかしい。スーツの形状などどこの軍でも大して変わらないから一見するとどれも同じだが、顔を覆おおうゴーグルや腕に埋め込まれたタッチパネルの形状にはシティごとの細かな違いがある。

　右手側、家々の細い路地に銃を向ける一団はベルリン自じ治ち軍ぐん。

　左手側、フライヤーから新たに降り立つ一団はモスクワ自治軍。

　二つの自治軍によって構成された混成部隊が、人口千人ほどの小さな町のあらゆる区画へと展開していく。

　……な……に……？

　理解が追い付かない。呆ぼう然ぜんと見つめる錬れんの耳に幾つもの怒声が届く。周囲の住家から断続的な銃声が響ひびき、拘こう束そくされた住民が次々に街路に引きずり出されてくる。

　向かいの病院で争うような音があって、銃を突き付けられた人ひと影かげがゆっくりと進み出る。

　……弥生やよいさん……！

　青ざめたその顔をサーチライトの光の中に認めた瞬しゆん間かん、体が自動的に動く。

（補正処理完了。Ｉ─ブレイン機き能のう回復）

『運ラ動グ係ラ数ン制ジ御ユ』が体内の物理法則を書き換え、思うように動かない足を強制的に前へと進ませる。五倍速で闇を駆け抜けた体が瞬時に弥生の背後の兵士に取り付き、振り上げたナイフが兵士の手から銃を叩たたき落とす。同時に『分マ子ク運ス動ウ制エ御ル』が空気結晶の弾丸を頭上に放ち、周囲を照らす複数のサーチライトをまとめて破は壊かいする。

　闇の中、兵士に声を上げる間を与えずその口を塞ふさぎ、『分マ子ク運ス動ウ制エ御ル』と入れ替わりに『仮想精神体制御チユーリング』を起動。

　地面から生み出した『腕』で兵士の体を押さえ込み、首筋に衝しよう撃げきを与えて意い識しきを奪いつつ襟えり元もとの通信素子をむしり取る。

「錬……ちゃん？」

「弥生やよいさん！」

　サーチライトの明かりが絶えたことに気づいた周囲の兵士がこちらを振り返る。仮想精神体の『腕』で弥生の体をすくい上げて手近な路地に押し込み、自分も同じ場所に飛び込んで油断無く息を殺し、

「どうしたのこれ！　なんで軍が！」

　小声で問いつつ弥生の白衣を探り、心しん臓ぞう病びようの薬を取り出して口に含ませる。

「分からないの。本当に、あいつらいきなり攻めてきて」弥生は薬を飲み下していくらか落ち着いた呼吸をし「ほんの十分ほど前よ。全部で百人ぐらい。いきなりフライヤーで降下してきて、『魔ま法ほう士しを探せ』って……」

　ひどく不吉な思考が、頭に浮かぶ。

　ベルリン自じ治ち軍ぐんの特殊工作部隊。

　そのシティと誰だれよりも深い関かかわりを持つ、一人ひとりの少女。

「フィアは……？　ねえ！　フィアはどこに！」

「危ないと思って裏口から逃がしたわ」弥生は青ざめた顔で錬の腕を摑つかみ「早く捜してあげて。ノイズのせいで魔法が使えないって言ってたから、敵に見つかったら……」

　最後まで聞かずに駆け出す。街路に飛び出すと同時に『分マ子ク運ス動ウ制エ御ル』を起動、数十の空気結晶の弾丸を頭上に放ち、さらに複数のサーチライトを破壊する。

　照明の絶えた闇やみの町に浮かび上がるのは随所に設置されたノイズメイカーのわずかな光。

　異常に気づいた兵士達の怒号をかいくぐり、五倍速で街路を駆け抜けて人の背丈ほどある巨大なアンテナ型装置の一つに取り付く。

「こちらＤ班、目標確かく認にん！」

「発砲を許可する！　直ただちに制圧しろ！」

（『氷盾』起動）

　背後の闇から響ひびく兵士の叫びと無数の発砲音。右手に構えたナイフを振りかぶり、同時に背後に空気結晶の盾を展開。降り注ぐ銃弾を弾はじきつつナイフの切っ先をノイズメイカーの操そう作さパネルのわずかな継ぎ目に押し込み、開いたわずかな隙すき間まに左手を押し込んで有ゆう機きコードの先端を内部回かい線せんに接続する。

　コンマ一秒でシステムを乗っ取り、ノイズの発信プログラムを破は壊かいすると同時に町全体に展開した部隊の指揮系統にアクセス。

　フライヤー、ノイズメイカー、人員、援えん護ごの飛行艦かん艇てい──あらゆる配置図を脳内にダウンロードしつつアクセス可能な電子制御の兵器を片っ端から破壊し、有機コードを引き抜きつつ巨大なアンテナを蹴けって反動で後方に大きく跳ちよう躍やくする。

　一瞬遅れて目の前に爆はぜる、炎と衝しよう撃げき。

　頭上遙はるか遠く、町の上空に浮かぶ空中戦車から放たれた荷電粒子の槍やりが直前まで錬れんがいたその場所に突き立ち、機き能のう停てい止ししたノイズメイカーを巻き込んで大だい爆ばく発はつを起こす。

　とっさに目の前に空気結晶の盾を展開し、受け止めた爆発の衝しよう撃げきを推力に変えて盾を足場に再度の跳ちよう躍やく。いまだに思うように動かない足で強引に地を蹴けり、炎に照らされる街路から路地の闇へと飛び込む。

「誰だれが砲撃を許可した！　生かして捕えなければ意味が無いぞ！」

『司令部から許可は出ている。──相手を人間と思うな、戦略級の起動兵器と対たい峙じしている想定で作戦を継続せよ』

　空中戦車からの通信と思おぼしきノイズ混じりの音声を意い識しきの端に、住家の陰の闇やみを伝って兵士達の死角に回り込む。互いに背中合わせで周囲を警けい戒かいする五人の兵士の一人ひとりに一挙動に駆け寄り、同時に最初の兵士から奪った通信素子を介して兵士達が装備する暗視ゴーグルに偽の映像を流し込む。

　思いがけなく強く響く自分の足音を意に介さず、不ふ審しんに振り返る兵士達の目の前に飛び込む。手にしたナイフの切っ先を最も手近な一人の足に躊ちゆう躇ちよなく突き立て、驚きよう愕がくの声を上げてうずくまる兵士の顔に膝ひざ蹴げりを叩たたき込む。

「何だ──！」

「ハッキングだ！　ゴーグルを捨てろ！」

　叫びと共に顔を覆おおう暗視ゴーグルを脱ぎ捨てる兵士の腕に五倍加速でナイフを突き立て、兵士が取り落とした短たん機き関かん銃じゆうを空中に摑つかんで街路の遠くに投げ捨てる。続けざまに三人目、四人目の手から銃を奪い、振り返った視界の中心で銃口が鈍にぶい光を放つ。

　暗視ゴーグルを足下に放り捨て、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで短機関銃を突きつける最後の兵士。

　考えるより先にＩ─ブレインが反応し、生み出された空気分子の結晶が射出口の内部を完全に密閉する。

　短機関銃の銃身を構成する強化プラスチックが衝撃音と共に爆はぜる。半ばまで融ゆう解かいした銃を取り落とし、兵士が右手を押さえて一歩後あと退ずさる。その前で錬れんは流れるように跳躍。空気結晶を足場に兵士の頭上を飛び越え、背後から無防備な首筋にナイフの刀身を、




　──我々はこの地ち球きゆう上じようからＩ─ブレインを持たない人類を一人ひとり残らず駆逐し──




　寸前でナイフを半転し、逆手に握ったグリップを兵士の首筋に叩たたき込む。苦く悶もんの呻うめきを上げる兵士の背後に着地し、足下の地面から仮想精神体の『腕』を生成。五人の兵士をどうにかまとめて押さえ込む。

　兵士の腰に取り付けられたポーチを探り、拘こう束そく用ようのワイヤーを発見する。

　細いワイヤーで兵士の手足を順に縛しばり、通信素子を破は壊かいして路地の奥に押し込む。

　脳内時ど計けいが「十月十七日午後一時五分」を告げる。家を飛び出してからここまで正せい確かくに三分が経過したことを認にん識しきし、慌ててもう一度日付を確かく認にんして愕がく然ぜんとなる。

　……あれから一ヶ月半も……

　わけの分からない衝しよう動どうに突き動かされて、一度だけ背後の住家の壁かべを強く叩たたく。

　一挙動に路地を飛び出し、闇やみの中に疾走を再開する。

　町を東西に走るまっすぐな街路。行く手に稼か働どう中ちゆうのノイズメイカーを発見し、すぐさま駆け寄って機き能のうを奪う。その向こうには兵士に銃を突き付けられてうずくまる数名の見知った住民。住家の屋上を経由して兵士の背後に降り立ち、声を上げる間も与えず気絶させる。

「すぐに隠れて！　あっちの方はここより安全だから！」

　自分が先ほど制圧した辺りを示すと、住民はうなずいて這はうように移動を開始する。その行く手に異常を察したらしい兵士が数人飛び出してくる。有無を言わさず駆け寄り、抵抗力を奪って拘束する。脳内に展開した敵の配置図に従って住家の向こうのノイズメイカーに狙ねらいを定め、足音を殺して闇の中を走り抜け、

（情報制御を感知）

　脳内に見知った反応。

　おそらく数台のノイズメイカーを破は壊かいしたことで一部のエリアにノイズの綻ほころびが生まれたのだろう。少女の、『天使』の情報制御をＩ─ブレインがはっきりと捉とらえる。

　……そっち……！

　地面から生み出した『腕』で行く手のノイズメイカーを破壊し、周囲をぐるりと見回す。街路を進んだ先の住家の一つ。間違いない。焦りを心の中に押し込めて足音を殺し、五倍加速で住家の側面に回り込む。

　空気結晶の弾丸で窓を叩き割り、一挙動に室内に飛び込む。

　部へ屋やの奥には、金きん色いろの髪にエメラルドグリーンの瞳ひとみの少女の姿。

　出口であるドアの前、窓際に立つ錬れんと少女から三角形の位置には、銃を構える複数の兵士と研究員らしき見知らぬ白衣の男。

「やあ、主しゆ賓ひんの到着だ」

　驚おどろいた様よう子すも無く呟つぶやく男に油断無く視し線せんを向けつつ、慎重に少女の傍そばに近寄る。

　細いその体を両腕で抱きしめ、髪を撫なでて、

「遅くなってごめん。大丈夫だった？」

「はい。信じてました」フィアは安心したように体の力を抜き、白衣の男を視線で示して「ベルリンの研究員の人です。……私の開発チームの一人ひとりでした」

「覚えていてくれたとは嬉うれしいねえ」まだ若いらしい研究員は陽気に笑い「ああ、誤解しないでもらいたい。別に神こう戸べの事件で行方ゆくえをくらませたことを責めようというんじゃないんだ、No.4フイア。あれは不可抗力。七なな瀬せ司令に何か腹案があるらしいことは僕たちも気づいていたんだけど、まさかあそこまでとんでもないことを企たくらんでいたとは」

「それで、何？」男の言葉を強引に遮さえぎり、笑い顔を睨にらんで「どうせフィアを捕まえて今度こそどこかのシティのマザーコアにしようっていうんでしょ？　どうやってここを突き止めたのか知らないけど、この子は絶対に渡さないよ」

「お姫様を守る騎き士しか。勇ましいねえ」白衣の男は本気で感心している様よう子すでうなずき「確たしかに僕らのシティはずっとその子を捜していた。何しろ『天てん使し計けい画かく』の唯一の完全な成功例だからね。連れ帰れば価値は計り知れない。残念ながらマザーコアに利用する魔ま法ほう士しは全すべてファクトリーで大量生産する方向で政府の意向は固まりつつあるけど、それにしたって利用方法はいくらでもあるだろう」

　言葉が止まる。

　白衣の男は何気ない様子で自分の手のひらに視し線せんを向け、

「でも、今日きようの用件はそっちじゃない。我々に必要なのは君なんだ。天あま樹ぎ錬れん君」

　男の指が素す早ばやく動き、手のひらに表示された立体映像のタッチパネルを操そう作さする。フィアが驚いたように目を見開き、すぐに身じろぎして錬の腕の中から抜け出す。

　逃げて、という少女の声。

　とっさに伸ばそうとした手が、錬の意志を完全に無視して唐突に動くことを止やめる。

（『同どう調ちよう支配』のパターンを検知。システム制御不能）

　フィアの背から広がる天使の翼つばさが錬の全身を包み込む。手足とＩ─ブレインが力を失い、錬は一切抵抗できないままその場に座り込む。

「……フィア……これ……」

「違うんです！　私じゃない、私じゃなくて！」

　少女が泣きそうな顔で駆け寄り、両手を必死に振り回して仮想の翼を払いのけようとする。が、翼は所有者であるはずの少女の手をすり抜けて一層強く錬の体に絡みつく。

「『天使の暴ぼう走そう』、複数の同どう調ちよう能力者のＩ─ブレインの共鳴によるクラスターの構成──これはその応用だよ」

　静かな声。

　見上げた先、白衣の男は困ったような顔で頰ほおをかき、

「その子のＩ─ブレインは今、その子の意志とは無関係に同調能力を起動させている。全く同じ構造と機き能のうを持った別なＩ─ブレインを介して天使の機能を乗っ取った、と言えば分かるかい？」

　兵士の一人ひとりが進み出て、両手に抱えた人の頭ほどの物体から覆おおいの布を取りのける。

　フィアの悲鳴。

　白衣の男は兵士が手にした物体──円筒ガラスの培ばい養よう槽そうに収められた同調能力者の剝むき出だしのＩ─ブレインを横目に見下ろし、

「これがもう少し早く完成していれば、神こう戸べの時にも手の打ちようがあったかも知れないけどね」そんな言葉と共に男は錬れんの前に座り込んで「さて、ここからが取引。……もう一度言うけど今回の僕たちの目的は君なんだ。天あま樹ぎ建けん三ぞう博士の遺い作さく、『原型なる悪あく魔ま使つかい』君」

[image: ]

　何を、という言葉が上う手まく声にならない。

　精一杯の殺意を込めて睨にらみ付ける錬に、男は「怖いね」と肩をすくめ、

「とある作戦のために君の力を借りたい。報酬はこの町の住民全員と、君の大事な『天使』の身の安全。悪い取引じゃないだろ？」

　男が視し線せんで合図すると兵士が手にした培養槽を元通りに布で隠す。別な兵士が呆ぼう然ぜんとなったフィアを引き起こし、後ろ手に手て錠じようをかける。

　白衣の男の手が、錬の腕を摑つかむ。

　それを払いのける事も出来ず視線だけで抵抗する錬の前で男は困ったように笑い、

「悪いが君に拒否権はないんだ。ほんの数日、付き合ってくれるね？」




　　　　　　　　＊




　シスター・ケイトが孤児院に戻ってきたのは、夕刻に差し掛かった頃ころだった。

　血相を変えて庭先を走り回る子供達の姿に驚おどろいたシスターは、フライヤーから降り立ったその足で月つき夜よが待つ礼拝堂に飛び込んできた。

　ベンチに座って泣いていた小さな子供達が、わぁっ、とシスターの周りに寄り集まる。シスターは口々に何事かを言い立てる子供達の頭を順に撫なで、月つき夜よに顔を向けて、

「沙さ耶やが居なくなったというのは、どういうことですか？」

「どうもこうも、言葉通りです」月夜は立ち上がってシスターを迎え、無む意い識しきに髪をかきむしって「庭で本を読んでたはずなのにいつの間にかいなくなって、お昼の時間になっても食堂に来ないからみんなで捜し回って」

　言いながら、自分の鈍感さに歯は嚙がみする。たとえ孤児院の一番奥の自室に籠こもっていても、庭先で異常があればすぐに気づくのが本来の自分だ。

　弟の死から立ち直っていない、などという言い訳を自分に許すつもりは無い。

　たとえ、それが全くの事実だとしても。

「ご自分を責めるものではありません。どうにもならないのが人間です」表情から月夜の考えを察したらしいシスターは静かに首を振り「それで、誰だれか沙耶が出て行くのを見た人はいないのですか？　子供達でなくとも、近所にお住まいの方は」

「いたよ──！」

　その言葉に応こたえるように、一人ひとりの子供が礼拝堂に駆け込んでくる。アリョーシャという名前のその男の子は汗みどろで何度も深呼吸し、やっとのことで顔を上げて、

「隣となりに住んでるおじさんが見てた！　自じ治ち軍ぐんのフライヤーが飛んできて、沙耶を乗せてどこかに行ったって！」

「軍の？」月夜はとっさに眉まゆをひそめ、目の前の女に視し線せんを戻して「シスター、それって」

「私には何も。軍の正式な行動であるなら、まず私に連絡があるはずなのですが」シスターは口元に手を当てて視線を下に向け「妙ですね。どこかの部隊の独断だとしても、目的が分かりません。あの子がシンガポールの事件の生き残りであることは秘密にしていますし、仮にそれが露ろ見けんしたとしても現状のモスクワにとっては些さ細さいな問題のはずです」

　その言葉に月夜もうなずく。沙耶が持つ「シンガポール事件の真相」は確たしかに重大な物だが、シティ連れん合ごうが賢けん人じん会かい議ぎとの全面戦争に踏み切ろうとしている現状においてはさほど意味を持たない情報だ。真ま昼ひると長く接触した人間である沙耶から賢人会議に関する情報を引き出そうと考えた可能性は確かに無いとは言えないが、十歳そこそこの子供の記き憶おくに頼るほどシティ連合が追い詰められているという話は月夜は聞いていない。

　他ほかにあの子について特別な事と言えば、神こう戸べの事件の生存者だということ。だが、これもまたシティにとって重要な要素とは考えられないから……

「待って」自分の思考に自分で口を挟み「シスター、シンガポールの事件の時、沙耶ちゃんって確かフィアに」

　シスターは虚を突かれたような表情を浮かべてから「はい」とうなずき、

「確かに、私達が味方で、秘密を明かしても大丈夫な人間だと理解してもらう時間が無かったものですから、説得はフィアさんにお願ねがいしました」

　その言葉に無む意い識しきにうつむく。自分でも説明のつかない不安が胸の奥に淀よどんで、心しん臓ぞうを締しめ上げる。筋道など全く無い勘のような物。だが、この勘は自分でも驚おどろくほど良く当たる。

「シスター、今からフィアに通信出来ますか？　確たしか専用回かい線せんありましたよね？」

「すぐに準備しましょう」シスターはうなずき「念のためセキュリティを再設定します。五分後に私の部へ屋やへ」

　周囲の子供達の頭を撫なで、慣なれた手つきで通り道を開ける。月つき夜よも後を追って礼拝堂の出口に向かって歩き出し、

　……閉ざされた扉の外から、複数の足音と話し声。

　足を止めるシスターの前に回り込み、息を殺して扉のすぐ傍そばに駆け寄る。

　両開きの扉が勢いよく内側に開き、モスクワ軍の軍服を纏まとった兵士の一団が姿を現わす。後方の兵士の一人ひとりに手を引かれた沙さ耶やの姿を確かく認にんした瞬しゆん間かん、月夜は動く。

　正面、最も近い位置に立つ兵士の懐ふところに一歩で潜もぐり込み、無防備なその顎あごに有無を言わさず掌しよう底ていを一いち撃げき。不意を突かれた様よう子すでのけぞる兵士の腕を摑つかみ、手首の捻ひねりで地面に叩たたき伏せる。

　驚おどろいた様よう子すで声を上げようとする二人ふたり目めの兵士にさらに駆け寄り、足を払うと同時に手にした小銃をもぎ取る。三人目の顔に銃の照準を向ける──と見せかけて腕を摑みつつ背後に周り込み、腕をねじり上げて自由を奪った兵士の体を盾代わりに自分の目の前に立たせ、ようやく銃を構える兵士の一人に次の狙ねらいを定め、

「──やめよ」

　辺りに響ひびく、巌いわおのような声。

　兵士達が弾はじかれたように銃を下ろし、扉の左右に隊列を組んで最敬礼する。

　静かな足音が礼拝堂の入り口の階段をゆっくりと上る。一段、また一段。息を殺して見つめる月夜の前に、兵士達と同じくカーキー色の軍服に身を包んだ初老の男が姿を現わす。

　飾り気の無い外がい套とうに、飾り気の無い腰の小銃。襟えり元もとの階級章の隣となりに一つだけ下げられた質素な勲くん章しようが、礼拝堂のろうそくに照らされて鈍にぶく光る。

　その人物の正体にようやく思い至り、月夜は啞あ然ぜんとなる。

　セルゲイ・ミハイロヴィチ・ヤゾフ元げん帥すい。このシティ・モスクワの軍と自治政府の双方を統すべる、最高指し導どう者しや。

　男は階段の中程で所在なく立ち尽くす沙耶の体をそっと抱え上げ、兵士達の間を抜けて月夜の目の前にたどり着き、

「なるほど。貴官が噂うわさに聞くトルスタヤ少将の協力者か」巌のような顔で一つうなずき、沙耶の小さな体をこっちの傍に立たせ「見事な手並みだ。ちょうど陸軍の戦技教導隊の隊長が空席となっているのだが、どうだ？」

　その言葉に、月夜はようやく盾代わりに捕まえていた兵士を解放する。

　よろけて倒れそうになる兵士の体を仲間の方に押しやり、ぼんやりと立ち尽くす沙さ耶やの目の前にしゃがみ込んで小さな体を両腕で抱きしめる。

「少将はおやめ下さい、閣下」

　と、頭上から声。

　振り返って見上げた先、シスターは月つき夜よの隣となりに歩を進め、優ゆう雅がに一礼して、

「私は既に軍を退しりぞいた身だと、何度もご説明しております」

「そうであったな、シスター・ケイト」元げん帥すいはうなずき、初めて口元に笑えみらしきものを浮かべて「騒さわぎを起こしたこと、私から謝しや罪ざいする。緊きん急きゆうを要する案件であったのでな、情報部が焦ったのも無理からぬことと理解して欲しい」

　男の言葉に、胸の奥に淀よどんでいた不安が再び膨ふくれ上がる。

　こっちの視し線せんに気づいたのか、シスターはかすかにうなずき、

「説明を求めてもよろしいでしょうか？」元帥の背後の兵士をぐるりと一いち瞥べつし「どれほど急を要する事態だったとしても、私に連絡することくらいは出来たでしょう。そもそも、私が幻影イリユージヨンNo.17を伴って司令部に出向いていることは情報部も承知のはず。そのタイミングで私の子供を連れ去ったからには、相応の説明をいただきたいものです」

「落ち着けトルスタヤ。貴官に睨にらまれると寿命が縮ちぢむ」元帥は手のひらでシスターを制し、視線を沙耶に向け「その娘がシンガポールで保ほ護ごされたというのは」

「間違いありません。事件の折にクーデター側の兵士に追われているところを偶然、救出しました」シスターは表情をわずかも動かすことなく答え「報告するまでもないことと考えていましたが、問題がありましたでしょうか？」

「無い。その点については、な」元帥は首を振り「問題は、その娘の来歴と、その娘がシンガポールで遭遇した者だ。……その娘がシティ・神こう戸べの生き残りであることは？」

　シスターは、おそらく演技で一いつ瞬しゆん言葉に詰まった素振りを見せ、

「……それは、今、初めて」

「事実だ。そして、その娘はシンガポールで、同じく神戸に縁ゆかりのあるとある者と出会っている」

　そう言って元帥が差し出す立体映像の写真に、月夜は危ういところで驚きよう愕がくの声を飲み込む。

　金きん色いろの髪にエメラルドグリーンの瞳ひとみの、白人の少女の姿。

「この者については？」

「知っています。市民による暴ぼう動どうから逃のがれる際に偶然出会い、行動を共にしました」

　どこまでの情報を開示すべきかを瞬時に判断したのだろう。シスターは淀みなく答え、

「ニューデリーに属する魔ま法ほう士しと名乗っていましたが、それ以上のことは」

「シティ・ベルリンより情報開示があった。……驚おどろけ。神戸の事件で死亡したと思われていた、『天てん使し計けい画かく』の完成体だ」

「まさか……」

　シスターが、おそらくはこれも演技で、眉まゆをひそめる。

「気づかぬだろうな。私も驚おどろいた」元げん帥すいは立体映像の写真を消去し「詳しい話は省くが、シティ連れん合ごうは今後の作戦のためにこの魔ま法ほう士しの身柄を確かく保ほする必要があった。が、製造当時の記き録ろくだけではデータが足らぬ。そこでシンガポール事件の際のデータを解析した結果判明した、この魔法士と接触した可能性のある者に白羽の矢が立った」

「それで、沙さ耶やを連れ去ったと？」

「貴官もまたこの魔法士に接触していたと初めから分かっていれば、まず貴官の協力を得たのだがな」元帥は息を吐き「だが、この娘を選んだのは正解だった。どうやらこの娘、遭遇した折にこの魔法士と『同どう調ちよう』したらしい。脳の記き憶おく領域にはその際の詳細なデータが残っていた。シンガポールを離はなれた後の足取りをたどるには十分なデータとのことだ」

　その言葉に今度こそ息を吞のむ。見れば、シスターはこの女性にしては珍しくはっきりと柳りゆう眉びを逆立て、

「脳スキャンを行ったのですか？　この子に」目の前の男に一歩詰め寄り「あれは、発達段階にある子供の脳には負荷が大きすぎる物です。それでは犯罪者も同然の扱いではありませんか」

「緊きん急きゆう事態だったのだ。納得せよとは言わぬが、理解はしてもらいたい」

「出来ません。いくら閣下のお言葉でも、今の私には子供達を守る使命が」

「──控えよ、トルスタヤ少将」

　巌いわおのような声。

　とっさに言葉を失うシスターの前で元帥は声を潜ひそめ、

「その娘の記憶からは他ほかにも幾つかの事実が得られた。……貴官がロンドンのリチャード教授と共にあの場にいた事実、疑問視する者が軍の内部にいる」

　シスターが目を見開く。

　呆ぼう然ぜんと見つめる視し線せんを受けて、元帥は難むずかしい顔で目を閉じ、

「中には貴官がシティ・ロンドンに内通している可能性にまで言及する者もいる。……無む論ろん、私は信じぬ。信じぬが、貴官が軍に話を通さず独断で何らかの行動を取っている事実は私も把握している」

　元帥が右手を軽く挙げて合図すると、背後の兵士達が無言で撤てつ退たいを開始する。

　礼拝堂に下りる沈ちん黙もく。

　元帥は無言で見つめるシスターの肩に手を置き、一つうなずいた。

「痛くもない腹を探られぬよう、この場は堪こらえよ。下へ手たに騒さわげば、次は貴官の身に火の粉が降りかかることになるぞ」




　　　　　　　　＊




　壁かべに埋め込まれたライトのわずかな明かりが、輸ゆ送そう用ようフライヤーのコンテナを照らした。

　ファンメイは壁へき面めんに取り付けられた椅い子すの上に膝ひざを抱え、落ち着かない様よう子すで周囲を歩き回る黒猫姿の小龍シヤオロンをぼんやりと見つめた。

　向かいの席ではロンドン自じ治ち軍ぐんの制服に身を包んだエドが、浮かない様子で同じように膝を抱えている。奥の椅子ではこの部隊の隊長である騎き士し、ソフィー・ガーランド中佐が真剣そのものの顔で鞘さやを払った剣の表面に検査用の機き械かいを這はわせている。

　チャイナドレスの襟えりを何となく指でなぞり、そのまま首の後ろ、うなじに埋め込まれた黒い素子に触れる。着き慣なれた服の方が龍りゆう使つかいの能力を発揮しやすい、という理由でこの服の着用は認められたが、作戦中はノイズメイカーの一種であるこの素子の装着を義務づけられた。

　他ほかの二人ふたりの首にも、同様の素子が埋め込まれている。

　指示を出した軍の将校は何かもっともらしい理由を付けていたが、それが自分達の反乱を恐れての予防策なのは明らかだった。

　ここに集められた三人は、ロンドンに残った最後の魔ま法ほう士し戦力だ。賢けん人じん会かい議ぎの出現前には三百人ほど居たはずのロンドンの魔法士はそのほとんどがシティを捨てて敵の一員となり、あるいはその計画が露ろ見けんして拘こう束そく、処刑された。

　この三人以外には、本当に、どこにも残ってはいない。

　人形使い一人ひとりと、龍使い一人と、騎士一人。

　それが、この独立遊ゆう撃げき部隊の戦力の全すべてとなる。

『とにかく、今は目の前の戦いを生き残る事を考えろ。賢人会議がこのまま黙だまってシティに敗北するとは考えられん。想定外の事態への対処が必要となる』

　出発前にリチャードに言われたことを思い出す。シンガポールでの事件から一ヶ月半、男は戦争に向かって転がり落ちていく世界に何とか楔くさびを打ち込もうとわずかの休みも無く駆け回っていた。が、その試みが功を奏したとは言いい難がたい。いかに有能であろうと一人の人間が出来ることには限りがある。賢人会議とシティ連れん合ごう──この地ち球きゆう上じようのほとんどを統すべる二つの勢力が共に全面戦争を望んでいるこの状況では、どんな天才であっても打つ手など無い。

　今は待つしか無い、とリチャードは言っていた。

　シティ連合の総攻撃に対して賢人会議が何らかの反応を示し、状況が大きく動く瞬しゆん間かん──自分達が介入出来るとしたら、その瞬間以外には有り得ないと。

「そういえば」唐突に、部へ屋やの奥のソフィーが口を開き「今回は、貴官の船の出撃は？　エドワード・ザイン」

「……メンテナンス中なの」無言で宙を見つめたままのエドに代わってファンメイが答え「中ちゆう枢すうの演算機関に異常が見つかったから、しばらく動かせないんだって」

　もちろんそれが噓うそなのはファンメイにもエドにも分かっている。おそらく反乱を恐れて、というより、それを恐れる兵士の心情に配はい慮りよしてのことだ。

　ソフィーは自分の剣を見つめたまま、そうか、と呟つぶやく。

　それっきり無言に戻ってしまった少女をしばらく見つめ、ファンメイは息を吐いて目の前の薄うす明あかりに視し線せんを戻す。

　……そろそろ、始まるのかな……

　脳内時ど計けいが『午後七時十分』を告げる。ロンドンを発たって一時間と少し、そろそろアフリカ海かいの目的のポイントに着いた頃ころだろう。シティ連れん合ごうの全すべての部隊が配置を終える予定時刻はもう間もなく。今回の作戦はスピードが命だというから、準備が調ととのえば直ただちに開戦となるだろう。

　賢けん人じん会かい議ぎの本拠地である島を中心に天頂から海中まで半径五キロの球形の陣を構築し、ノイズメイカーによる包ほう囲い網もうによって内部に閉じ込められた魔ま法ほう士し達を逃すこと無く総そう攻こう撃げき──単純明快で、間違えようのない作戦。

　ファンメイ達の任務は機き動どう防御。ノイズの影えい響きよう下かでも反撃に出てくるであろう第一級カテゴリーＡの魔法士から、ノイズメイカーや指し揮き艦かんを守ることだ。

　……戦って、この戦争に勝って、それから……

　分かっている。戦争が終わって賢人会議の脅威が消滅した時、自分達に待っている未来は明るいものでは無い。今後はシティの魔法士はファクトリーシステムで作られたマザーコア用の大量生産品だけとなり、普通の魔法士は生産しない方向でシティ連合の方針は固まりつつある。そうなれば「最後の生き残り」である自分達はただの邪魔な存在。畑を荒らす害がい獣じゆうが居なくなればそれを狩る猟犬も要いらなくなる。シティ・ニューデリーという例外が存在する現状では自分達がすぐに処分されることは無いだろうが、だとしてもシティにおける自分達の居場所が狭くなっていくだろうということは疑う余地が無い。

　それに、問題は自分達だけの事では無い。たとえ賢人会議を滅ぼしたとしても人類にはその先の展望が無い。三十年後にシティが機能を失い人類が滅亡するという現実は変わらない。それを覆くつがえすための方策はどこにも無い。目先の脅威を一つ退しりぞけたところで、未来への展望は何一つ開けないのだ。

　シティ連合の勝利がこの世界を良い方向に導みちびくとは、ファンメイには到底思えない。

　だけど、だからといって賢人会議に味方するわけにはいかない。

　あのサクラという少女は地ち球きゆう上じようからＩ─ブレインを持たない普通の人間を一人ひとり残らず殲せん滅めつすると宣言した。一人残らず、だ。シティに与くみする人もそうで無い人もマザーシステムを認める人も認めない人も、全部まとめて滅ぼすとあの少女は宣言したのだ。

　ファンメイはもちろん嫌いやだ。この世界にはファンメイを助けてくれた、大切な『普通の人達』が暮らしている。リチャード教授はもちろん、メリルやセレナやサーストといった研究員の人達、共同訓練で世話になった軍の兵士の人達に、北ほつ極きよく事じ件けんの時に地下の町で出会った老人達。そういう人達にはそれぞれにファンメイの知らない友人や家族がいて、その人達にもさらに別の誰だれかがいる。誰一人だって捨てられない。彼らを全て切り捨てて取り戻した青空が素す晴ばらしいものだとは、ファンメイには思えない。

　だから、賢けん人じん会かい議ぎの魔ま法ほう士し達にも、そういう人が一人ひとりでもいれば、

　……一人でも、か……

　思考が止まる。黒い澱おりのような絶望が胸の底に広がっていく。

　いないのだ。

　そういう大切な誰だれかが、実じつ験けん室しつで作られた先天性の魔法士にはただの一人もいないのだ。

　化学合成された遺い伝でん子しを元に円筒ガラスの培ばい養よう槽そうの中で生まれ、高度な兵器として道具のように育てられる。もちろん、全部が全部というわけでは無いだろう。中にはロンドンでの自分のように研究員に大切にされ、家族のように扱われる者もいるだろう。だが、そんな者はほんの一握りだ。多くの魔法士は人間として最低限の権利すらも最初から与えられないまま、人々に恐れられ、己おのれの意志に関かかわりなく戦場に駆り出され、あるいはシティを動かすための電池として何の望みもないまま死んでいく。

　自分は幸運で、幸福で、そして彼らは幸運でも幸福でも無かった。

　だから、賢人会議は止まらない。

　この地ち球きゆう上じように生きているＩ─ブレインを持たない二億の人々──彼らのために自分達の目的を、世界に青空を取り戻し自分達の王国を築くという夢を捨てなければならない理由など、魔法士達には本当に何も一つも存在してはいないのだ。

　どうしたら、という思考。ぼんやりと巡らせた視し線せんがコンテナの奥、壁かべ際ぎわの椅い子すで止まる。

　組んだ足の上に抜き身の騎き士し剣けんを横たえ、大きな検けん査さ機きと立体映像の数値表示を見比べながら黙もく々もくと手入れを続けるソフィー中佐。

　ふと疑問に思う。

　どうして、この人はまだロンドンに残っているのだろう。

　少女と同じ部隊にいた第一級カテゴリーＡの魔法士十人は、今や一人残らず賢人会議の側についたと聞いている。この人の能力ならシティを脱走することなど容易たやすかっただろうし、先天性魔法士である少女にはロンドン自じ治ち政せい府ふに義理立てする理由も無かったはずだ。

「……ソフィーさんは、なんで行かなかったの？」

　思考の隙すき間まに、独り言のように飛び出す言葉。

　一いつ瞬しゆん遅れて自分の失敗に気づき、ファンメイはとっさに両手で口を覆おおう。

「問題発言だな、李芳美リ・フアンメイ」ソフィーは自分の剣に視線を下ろしたまま「貴官の今の言葉は、ロンドン自治政府に対する叛はん意いと理解することも可能だ。それで無くとも我々は上層部に疑われている。私は隊長として、この場で貴官を査問する義務があるが」

　頭の中が真っ白になり、ファンメイは全力で首を左右に振る。

　と、ソフィーは片刃の騎士剣を見つめたまま「冗じよう談だんだ」と呟つぶやき、

「おかしな選択だということは、自分でも分かっている。実際、私の部隊にいた仲間も他ほかの部隊の同僚も、全員シティを捨てたからな。……実を言うと、私も誘われた。我々を虐しいたげるばかりのこんな世界は見限って、賢けん人じん会かい議ぎの旗の下に新しい世界を作ろうと」

　向かいの椅い子すでうつむいていたエドが、目を丸くして顔を上げる。

　ファンメイも息を吞のみ、ソフィーの顔をまじまじと見つめて、

「それでも、行かなかったの？」

「実は、共に行くつもりでいた」ソフィーはようやく調ちよう整せいを終えたらしい剣を目の前に掲げ「私も実じつ験けん室しつ製の先天性魔ま法ほう士しだからな。軍にも自じ治ち政せい府ふにも恩義など無いし、賢人会議の描く未来は確たしかに魅み力りよく的てきだった。……ただ、メリルがな」

「メリルさん？」

　思いがけない名前にファンメイは戸惑う。確かに、自分が日々世話になっているその研究員が目の前の少女の友人だということは聞いているが……

「そうだ。貴官も知っている、あのメリルだ」ソフィーはこの艦かんに乗り込んでから初めて表情を緩ゆるめ「いよいよ脱走を決行するという日の前夜にいきなり私の家に来てな。何かと思ったらクレープとケーキを持ってきた。最近疲れているようだから、とにかくこれを食べて元気を出せ、とな」

　その時のことを思い出しているのか、ソフィーが小さく笑う。

　ファンメイはじっと身構えて少女の次の言葉を待ち、話に続きが無いのにしばらく経たってから気づき、

「……えっと、それだけ？　実はメリルさんにバレてて、説得されたとか」

「手作り菓子二皿、それで買収された」ソフィーはどこか誇らしげに自分の剣を見つめ「メリルは何も言わなかった。本当は気づいていたのかも知れないが、余計なことは一つも口にしなかった。ただ、私がクレープとケーキを食べ終わるのを待って、一言だけ『美お味いしいか』と聞いた。私が、とても美味しい、と答えると、メリルは黙だまってうなずいて空の皿を持って帰って行った」

　鈴を鳴らすような、澄すんだ金属音。

　少女は流れるような動作で片刃の騎き士し剣けんを鞘さやに収め、

「私はシティの魔法士として人々を守るためにかつての仲間と戦う。それでいい。……そもそも私には、世界の未来だとか人類の運命だとかいった難むずかしいことはよく分からないからな」

　そう言ってはにかむ少女の顔を見ていられず、ファンメイは逃げるようにうつむく。胸の奥に淀よどんだ澱おりはますます暗く、深く、石のように固まって質量を増していく。

　……どうしたら、良いのかな……

　シティを守るために戦うと、少女は言う。たとえ勝利したとしても自分に明るい未来など待っていないことを承知で、友人の生きる世界を守るために戦うと少女は笑う。それはとても尊いことだが、その覚悟の先に希望は無い。少女が守るその世界に、少女の居場所はもう無い。

　コンテナの中の薄うす闇やみが密度を増した気がする。ファンメイは足下の黒猫を拾い上げて膝ひざに抱え、短い毛並みを無心に撫なで、

「だいじょうぶ」

　唐突な声。

　見上げた先、目の前で、いつの間にか歩み寄って来たエドが大きくうなずく。

　軍服姿の男の子はもう一度「だいじょうぶ」と呟つぶやき、ファンメイの頭を手のひらでぽんぽんと叩たたく。戸惑うファンメイの前でエドはコンテナの奥のソフィーに歩み寄り、同様に手のひらで少女の頭をぽんぽんと叩く。

「な、なんだ？」

　驚おどろいたように声を上げ、椅い子すの上で身を引くソフィー。

　が、少女はすぐに笑えみを浮かべてエドを見下ろし、

「感かん謝しやする。エドワード・ザイン」男の子の柔らかな金髪をそっと撫で、ファンメイに向き直って「今はただ、目の前の戦せん闘とうに勝利することだけを考えよう。我々は賢けん人じん会かい議ぎの一員となって人類を滅ぼす、という道を否定した。ならばやるべきことは一つだ。その後のことは……まあ、その後で考えることにしよう」

「そう……だね」

　少女の言葉にためらってからうなずく。この場でどれだけ悩んだところで選択の余地など無い。シティに住む人々を守りたいなら、シティ連れん合ごうの魔ま法ほう士しとして賢人会議と戦う以外に道は無い。

　それでも、胸の奥に渦巻く葛かつ藤とうは消えない。

　……フィアちゃん、セラちゃん、わたしどうしたら良い……？

　世界のどこかでこの戦いを見守っているはずの少女、これから向かう戦場で敵として待っているはずの少女──二人ふたりの友人の姿を心に思い描く。二人は今の世界の有り様をどう思っているだろう。人類と魔法士が互いを滅ぼし合うこの現実に、心を痛めているだろうか。

　考えても、答えは無い。

　ファンメイは目を閉じ、黒猫姿の小龍シヤオロンを胸に強く抱き込み、

『──間もなく作戦を開始します』

　天てん井じようのスピーカーから声。

　ソフィーが静かに立ち上がり、鞘さやに収まった騎き士し剣けんを腰に取り付けた。




　コンテナ後部のハッチが、軋きしんだ金属音と共に開いていく。

　凍こごえた大気がコンテナ内に流れ込み、肌の表面を薄く凍り付かせる。

　小龍シヤオロンが開いたハッチの隙すき間まから外に飛び出し、瞬しゆん時じに巨大な黒い鳥へとその姿を変える。その向こう、闇色の空を埋め尽くして、無数の飛行艦かん艇ていと空中戦車の隊列がサーチライトの強い光に照らし出される。

[image: ]

　天頂方向から球形に三六〇度全方位、おそらくは海中にまで。

　文字通り視界の全すべてを覆おおう巨大兵器の包ほう囲い網もうが、持てる武器の全てを眼がん下かの海に照準する。

　Ｉ─ブレインの画像解析が、海上、包囲網の中心に偏光迷彩の存在を検出する。演算処理が脳内の視界から迷彩の影えい響きようを取り去り、そこに存在する賢けん人じん会かい議ぎの本拠地、『島』の姿を露あらわにする。

　ソフィーが無言で歩を進め、完全に開いたハッチの端に立つ。その隣となりでは一人ひとりだけ防寒着を着込んだエドがぼんやりと闇やみを見つめている。ファンメイはハッチから身を乗り出し、目の前に浮かぶ黒い鳥の翼つばさに手を当てる。『黒の水』の一部を吸収して自分の背中に一対の蝙こう蝠もりの翼を形成。エドの小さな体を両腕で抱きかかえ、黒い鳥の背に飛び乗る。

　周囲に浮かぶ飛行艦かん艇ていから地鳴りのような金属音が響ひびく。振ふり仰あおぐファンメイの視界の先で巨大な飛行艦艇の船首が大きく二つに開き、突き出した金属パーツが何段階にも延長して飛行艦艇自身とほぼ同サイズの電でん磁じ射出砲の砲身を形成する。

　部品一つ、接続部のボルト一つが既にファンメイの身長を上回る、巨大な兵器。

　その奥で、装そう塡てんされた核かく融ゆう合ごう弾頭式の超大型弾体が鈍にぶい光を放つ。

　艦艇本体から突き出た無数の荷電粒子砲に光が灯ともる。見渡す限りの全て、数百の飛行艦艇と数万の空中戦車が放つ光が闇やみ色いろの空を眩まばゆく照らし出す。その隊列の前面に等間隔に配置されているのは、シンガポールで新たに設計されたというノイズメイカー展開用の特殊艦かん。兵装を一切廃して分厚い装甲に身を固めた全長五十メートルの方形の船が、船首から船体の半ばまでを獣けものの口のように開いて盾状の巨大なアンテナを形成する。

　眼がん下かの島に蠢うごめく人ひと影かげ。小龍シヤオロンの腹部に通常の数十倍サイズの『眼め』を生み出し、島の様よう子すをＩ─ブレインの中に捉とらえる。小さな島の海岸沿いに設けられた飛行艦艇の発着ポートらしき場所。その中央に整せい然ぜんと隊列を成なす数百人の魔ま法ほう士しが、黒地に銀の縁ふち取どりを施した儀ぎ典てん正装を風になびかせる。

　その先頭には、一人ひとりだけ白一色の軍服を身に纏まとった双剣の騎き士し。

　ファンメイは両手を強く握りしめ、噴ふき出しそうになった迷いを必死に心の奥に押し込める。

　始まるぞ、というソフィーの声。慌てて身構えるファンメイの脳内に、耳鳴りに似たかすかな音が響ひびく。あらゆる音が消え去った世界にだけ存在する、静止した空気のかすかな振動音。シティ連れん合ごうと賢けん人じん会かい議ぎ、双方の全すべての戦力が一いつ瞬しゆんだけ動きを止め、数キロの距きよ離りを隔てた闇の海上に数万の視し線せんが交差する。

　通信素子から静かに流れる『攻こう撃げき開始』の声。

　瞬間、戦場のあらゆる場所で、あらゆる光と轟ごう音おんが文字通り「爆はぜる」。

　衝しよう撃げき音おんが耳をつんざき、放たれた紫電の槍やりが文字通り雨となって全方位から眼下の島に降り注ぐ。島を直撃するかと見えた光の槍はしかし、目標に到達する寸前であらぬ方向に軌道をねじ曲げられて周囲の海面に突き立つ。膨ぼう大だいな熱ねつ量りように爆はぜた海水がすさまじい衝しよう撃げきと共に噴ふき上がる。薄うすもやに包まれる眼下の島。そのヴェールを貫いて無数の質量弾体が降り注ぎ、同時に地上から幾つもの影が飛び出す。

　飛来する弾体と空中に出現した空気結晶の盾を足場に、数十人の騎士が闇やみの空を駆け上がる。

　閃ひらめく銀光。先頭を行く白い少年が左右の手に構えた二振りの騎士剣を縦じゆう横おうに払い、目前に迫る自分の身長ほどの弾体を四つに断ち割る。

　とっさに声を上げようとするファンメイを遮さえぎって、響く強い靴音。

　一挙動にハッチを飛び出したソフィーの体が、眼下の少年めがけて一いつ直ちよく線せんに突っ込んでいく。

　鈴を鳴らすような高い金属音。少女が抜き放った片刃の騎士剣と少年が振り上げた双剣が闇の中に交差する。立て続けに響く刃鳴りの音。二人ふたりの騎士は周囲を落下する質量弾体の残ざん骸がいを足場に宙を飛び回り、瞬またたく間に数十合ごうの斬ざん撃げきを積つみ上げる。

　……迷うな、わたし……！

　ファンメイは唇を嚙かみしめた。

　Ｉ─ブレインを介して小龍シヤオロンに命令を送り、光の飛び交う戦場へとその身を躍おどらせた。
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　絶え間なく響ひびく砲ほう撃げきの音が、頭上遠くから聞こえた。

　イルは見渡す限りの空を雲うん霞かのごとく覆おおい尽くすシティ連れん合ごうの艦かん隊たいに視し線せんを巡らせ、静かに息を吐いて両の拳こぶしを胸の前に構えた。

　賢けん人じん会かい議ぎの本拠地、『島』の海岸沿いに設けられた小型の発着ポート。コンクリートの灰はい色いろとアスファルトの黒色に塗り分けられた平坦な視界の先に賢人会議の騎士が幾人も出現し、踊るように地を蹴けって疾走を開始する。半透明な球形の揺らぎに包まれたその姿が消滅すると同時にイルの至近距きよ離りに再度出現。前後左右、四方から同時に繰くり出された五十倍速の斬撃が完全に同時のタイミングでこちらの体を捉とらえ、胴体と首、それに両腕が存在する位置を一切の躊ちゆう躇ちよなく走り抜ける。

（『シュレディンガーの猫は箱の中』）

　寸前で自身の体を確かく率りつ密度の波に分解し、全身を寸断する神速の斬ざん撃げきをすり抜ける。同時に背後にかすかな演算機き関かんの駆動音を感じ取り、イルは透過を継続したまま包囲を抜け出して騎士の一人ひとりの背後に周り込む。

　同時に爆はぜる、荷電粒子砲の砲撃音。

　白と黒に塗り分けられた平坦な地平の先、地表すれすれに布陣した数十の空中戦車から放たれた紫電の槍やりが、騎き士し達が立つその場所のイルの体ごと貫いて薄闇の視界を眩まばゆく照らし出す。

　四人の騎士は振り下ろした剣を瞬しゆん時じに引き戻し、ある者は大きく側方に跳ちよう躍やくし、ある者は目前に迫る光を情報解体によって打ち払う。その一瞬の隙すきを逃のがさずイルは仕掛ける。自身を貫く荷電粒子を完全に透過すると同時に全身の存在を固定して運動を再開。無防備な背中をさらす目の前の騎士に向かって音もなく踏み込み、右手の人差し指と中指を首筋に容赦なく突き込む。

　騎士の少年は驚きよう愕がくに目を見開きながら、寸前で身を捻ひねって首への一いち撃げきをかわす。目標を逸それた指が少年の肩に突き立ち、透過によって少年の体内に潜もぐり込む。指先の存在だけを復活させて神経と血管を引っかけ、一呼吸に引き抜く。二本の指にまとわり付く血と体たい組そ織しきを一振りに払い、振り返った視界にさらなる砲撃の兆候。させじと駆け出す別な騎士の正面に空間転移によって回り込み、その腕を摑つかんで体術だけの動きで地に叩たたき付け、

（攻撃感知、危険）

　Ｉ─ブレインの警けい告こく。

　頭上から降り注ぐ空気結晶の槍やりを透過によってすり抜け、イルは大きく後方に跳躍して再び構えを取った。

　脳内時ど計けいが『十月十七日午後八時五分』を告げる。モスクワ軍の軍服に身を包んだイルは開戦と同時にこの地に降り立ち、賢人会議の魔ま法ほう士し達との交戦を開始した。背後に隊列を組む空中戦車の部隊は共にこの地表付近での戦せん闘とうに参加する友軍で、イルの任務は彼らと共に賢人会議の動きを攪かく乱らん、牽けん制せいすることにある。

　上空の艦かん艇ていからの艦砲射撃が降り注ぐ中での、危険な戦闘。

　そこに参加する部隊の多くがシンガポールの所属である事実には、その手の策さく謀ぼうに疎うといイルであっても政治的な意図を感じずにはいられなかった。

　ノイズメイカーの展開に特化された専用艦かんで島を包囲し、その外からの艦砲射しや撃げきによって賢けん人じん会かい議ぎの戦力を損耗させる──シティ連れん合ごうが実行しているこの作戦には一つだけ問題が存在する。それは艦隊を守る盾であるノイズメイカーの射程距きよ離りであり、実は上空から投射されたノイズはこの島の地表までは到達せず、魔ま法ほう士し達はこの島に張り付いている限りは自由に能力を行使できる状況にある。

　それは、ノイズメイカー専用艦がこの作戦のために急きゆう遽きよ建造された物であることと、これほど大規模かつ広こう範はん囲いにわたってノイズを展開する戦闘が人類にとって未み経けい験けんであることから生じた、技術的問題。

　球形に展開した包ほう囲い網もうから中心の島に向かってノイズを投射した際に、中心付近での微細な電でん磁じ場ばの干渉によってノイズの構造が破は壊かいされてしまうという問題を各シティの技術者が解決出来なかったことに起因する。

　最終的に核かく融ゆう合ごう兵器を使用する際の自軍の安全を確かく保ほするためと、何より敵側の最大の脅威である光使いの砲撃の危険性を最小化するために、包囲網の半径をこれ以上狭せばめることは出来ない。かといって魔法士達を自由に動かせば、いかに鉄てつ壁ぺきの包囲網といえどもどのような反撃を受けるか分からない。

　そこで最さい前ぜん線せん──『島』の直ちよつ近きんで戦せん闘とうを行う部隊が必要となる。

　イルの役目はこの場所で彼らと共に戦い、彼らを生せい還かんさせること。

　魔法士達しを攪かく乱らんして上空の本隊への攻撃を妨害し、同時に最終的な熱ねつ核かく兵器の投下まで前線の兵士達を守り抜くことが、シティ連れん合ごう司令本部がイルに与えた任務だった。

　容易な任務では無い。自分の透過能力の正体である『量子力学的制御』について、賢人会議のメンバーは当然、リーダーであるサクラからその詳細を説明されているはずだ。敵の攻撃をわざと受けることで攻撃が有効だと相手に思い込ませる自分の戦術についても、既すでに知られてしまっているだろう。である以上、これは本来なら自分に課かせられるべき役目では無い。敵陣深くに潜せん入にゆうしての破は壊かい工作、あるいは、それこそ賢人会議のリーダーである少女の殺害などが自分という駒こまの正しい使い方のはずだ。

　にもかかわらずこのような指令が下された理由は、連合全体の賛さん同どうが得られなかったから。

　魔法士である自分を、他ほかの兵士の目が届かない敵陣の最深部で単独行動させることに、他のシティの軍が同意しなかったのだ。

　そんな警けい戒かい心しんを抱くのならばいっそ自分の出撃自体を禁じてしまえば良いのだろうが、事はそう単純では無い。自分には英雄として信奉してくれるモスクワ軍の兵士が多くいる一方で、特にマサチューセッツを中心に裏切りを警戒する声が未いまだに少なくない。他国では「幻影イリユージヨンNo.17は既に賢人会議に下っており、モスクワ自じ治ち政せい府ふはその事実を隠いん蔽ぺいしている」などという根も葉もない噂うわさがまことしやかに囁ささやかれている。自分が出しゆつ撃げきを取りやめるということは、その噂に根拠を与え、ひいてはモスクワ軍の一般兵に動揺を招くことを意味する。

　自分が積つみ上げてきた「英雄」という名が、自分自身とシティ連れん合ごうの動きを縛しばっている。

　その現実に、イルは胸の中で歯は嚙がみする。

　……何をやってるんや、おれは……

　モスクワに属していた魔ま法ほう士し達は一人ひとり、また一人とシティを去り、今では本当に自分一人だけになった。自分の名声は「幻影イリユージヨンNo.17」という個人を守りはしても、通常人と魔法士の間に生じた溝を埋める役に立ちはしなかった。

　言い様の無い徒労感。必死に積み上げた砂の城が土台から崩れていく感覚。

　それを押し殺して、イルは戦場を疾走する。

（疲労蓄ちく積せき率五十三パーセント。Ｉ─ブレイン正常に稼か働どう）

　それは宝だとシスターは言った。あなたがこのモスクワで築き上げたのはどんな武ぶ勲くんより尊い途方も無い宝だと。だが、それは本当なのだろうか。子供達に慕われ、兵士達に頼られ、それでも変わりゆく世界を為なす術すべなく漂うことしか出来ない今の自分は、本当に遠い日に思い描いた、自分がなりたいと望んだ理想の自分なのだろうか。

　……なあ……

　記き憶おく領域に浮かぶのは、一人の少女の姿。

　遠い日に自分をかばって命を落とした、自分に前を向いて歩く術すべを教えてくれた少女の笑え顔がおを思い描き、イルは叫びそうになる衝しよう動どうを必死に押さえ込む。

　……おれ、かっこよく生きられてるか……？

　一挙動に地を蹴けった体が味方の空中戦車の砲塔を足場に再度跳ちよう躍やく、ポート管理施設の灰はい色いろの壁へき面めんを三歩駆けて宙を漂う炎使いの目の前にまで到達する。目を見開く炎使いの少女の前を半透明な球きゆう形けいの揺らぎが遮さえぎり、片刃の騎き士し剣けんを振りかざした壮年の男が出現する。

　片目を眼がん帯たいで覆おおった東とう洋よう人じんの騎士。

　緩ゆるやかに湾曲した刀身が虚こ空くうに翻ひるがえり、突き出された剣の切っ先が螺ら旋せんの動きで繰くり出したイルの蹴り足の先端を突き通す。

　透過によって剣をすり抜けた足が同時に標的である炎使いの頭部をも素通りし、引きずられた体が宙に一転する。とっさに手を伸ばして目の前に突き出された騎士剣の刀身を摑つかみ、落下を開始する体を押おし止とどめる。手のひらから飛び散る鮮せん血けつ。それに構わず腕の力だけで体を反転し、剣を持つ騎士の腕に蹴りを見み舞まう。

　とっさに剣を手放して身を引く騎士の後方で、荷電粒子の光が閃ひらめく。空中戦車から放たれた光の槍やりが炎使いと騎士を背後からイルごと貫通する。左右に散って攻撃を回かい避ひする二人ふたりの魔ま法ほう士し。さらなる砲撃が剣を失った騎士めがけて放たれ、空気結晶の盾がそのことごとくを弾はじく。

　剣を握りしめたままのイルは上下反転の体勢から傍かたわらの壁面を蹴り付け、落下速度を殺すと同時に体勢を立て直して地表に降り立つ。が、着地の寸前で足下のアスファルトから巨大な『腕』が出現。とっさにその攻こう撃げきを回避したイルの手の中から、透過によって支えを失った剣が滑り落ちる。

　黒色の巨大な腕がその剣を受け止め、滑なめらかな動作で後方に弾き飛ばす。円を描いて飛ぶ剣の柄つかを騎き士しが空中に摑つかみ、着地と同時に下段に構えて疾走を開始する。

　その後方からは、次々に集結する賢けん人じん会かい議ぎの魔法士達。

　イルは血にまみれた右手を握りしめ、空中戦車の砲撃を従えて地を蹴った。
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　雨のように降り注ぐ荷電粒子の砲撃が、『島』の表面を捉とらえた。

　光使いの重力場と炎使い達の空気結晶によって編あまれた防ぼう御ぎよ網もうをすり抜けた光の槍やりは『島』の一画に林立する居住棟の一つを直撃し、強化コンクリートの建造物の中央を抉えぐり取って小しよう爆ばく発はつを巻き起こした。

　力を失った炎使いの少年が居住棟の屋上にうずくまり、必死の形ぎよう相そうで息を吐く。騎士の少年とその穴を埋めるように飛び出し、襲おそい来る荷電粒子の槍を打ち払う。人形使いの少女がその後に続き、足下のコンクリートから幾つもの『腕』を生み出して砲撃を受け止める。巻き起こる無数の小しよう爆ばく発はつ。膨ぼう大だいな熱ねつ量りようの直ちよく撃げきを受けて構造を維持出来なくなった『腕』が、空中に爆はぜて元通りの建材の一部に巻き戻る。

　そんな魔ま法ほう士し達の中央で、長い金髪をリボンで結わえた少女が必死に指示を飛ばす。周囲に合計十八個の正八面結晶体を浮かべた少女は降り注ぐ光の雨のことごとくを不可視の盾で防ぎ、海上へと弾はじき飛ばす。

　来たぞ、という誰だれかの叫び。上空からの砲撃の間を正せい確かくな軌道ですり抜け、数十台の空中戦車が魔法士達の頭上に飛来する。装甲の表面に取り付けられた短たん距きよ離り型がたのノイズメイカーが低い唸うなりと共に稼か働どうし、幾人かの魔法士が苦痛の呻うめきを上げて動きを止める。

　騎士の少年が剣を抜きざま飛び上がり、空中戦車の表面に取り付く。

　剣の一撃でノイズメイカーを原子単位に分解し、返す刀で機き体たい後方の演算機関を一突き。機能を失った空中戦車から一挙動に飛とび退のき、周囲に漂う空気結晶を足場に跳ちよう躍やくしようとした瞬しゆん間かんに鳴なり響ひびく砲撃音。背後から迫る荷電粒子を剣の一いつ閃せんで打ち払った少年の体が支えを失い、『島』の地表めがけて落下していく。

　どだいが不利な戦況、無理な作戦だった。シティ連れん合ごうはノイズメイカーに守られた安全な上空から砲撃を行い、賢人会議側の疲ひ弊へいをただ待てば良い。地上からの反撃によってノイズメイカーが破は壊かいされるのを防ぐために前ぜん線せん部隊を展開すれば後は高みの見物。演算機関を動力源とする荷電粒子砲は決して弾切れを起こすこと無く、『島』という逃げることの無い目標に攻撃を続ければそれだけで勝利が転がり込んでくる。対して、賢けん人じん会かい議ぎには打つ手が無い。三倍以上の圧倒的な戦力差の前では部隊の一部を割さいて反はん撃げきに転じる余裕などなく、仮に可能であったとしても『島』から三キロの位置に展開された敵陣までノイズメイカーの影えい響きようを受けながら遮しや蔽へいもなしに突っ込んでいく術すべなど無い。

　戦術も戦略も、存在しない。

　互いが戦力を正面から激げき突とつさせるしかない状況を設定し、そこに相手より圧倒的に大きな戦力を投入する──西暦二一九九年の地ち球きゆうで展開される、世界の命運を懸かけた戦争にはおよそふさわしくない、最も野蛮で原始的な戦場がそこにはあった。

　魔ま法ほう士し達は次々に戦線を離り脱だつし、周囲の建物の内部に退たい避ひしていく。おそらく地下全体がシェルターの役目を果たしているのだろう。砲撃によって大地を抉えぐられた『島』の表面に、随所でチタン合金の鈍にぶい光こう沢たくが露ろ出しゆつする。

　各国自じ治ち軍ぐんの司令部を統合して作られた連合軍の中ちゆう枢すうで、将官たちがほくそ笑えむ。

　この戦場の統括責任者であるモスクワ自じ治ち軍ぐんの大将が連合議ぎ会かいに状況を報告し、五つのシティの代表者達は最終攻撃の開始を承認する。

　包ほう囲い網もうの各所に浮かぶ砲撃専用艦かんが、船体の大部分を構成する巨大な電でん磁じ射出砲の砲口を眼下の島に向ける。内部に装そう塡てんされた核かく融ゆう合ごう弾頭のロックが解除され、巨大な弾体が射出準備を開始する。

　友軍の攻撃による危険を警けい告こくする電文が通つう信しん網もうを飛び交う。最さい前ぜん線せんの部隊が間断の無い攻撃を続けながら、少しずつ島の周辺領域から退しりぞいていく。

　荷電粒子の直撃に耐えかねた『島』の表面の建造物が、轟ごう音おんと共に次々に倒とう壊かいしていく。

　開戦からわずか三十分。

　大勢は早くも決し、賢人会議の運命は風前の灯ともし火びであるように思われた。




　　　　　　　　＊




　アクチュエイターの低い駆動音が、実じつ験けん室しつに響ひびいた。

　フェイ・ウィリアムズ・ウォンは調ちよう整せいを終えたばかりの自分の右腕を目の前に掲げ、五本の指を順に一本ずつ握って稼か働どう状態を確かく認にんした。

「見事だな、リチャード博士」

　脳内でスイッチを叩たたき、網膜に直接表示する形で目の前に展開されたメニューから武器の一つを選択する。五次元方向に折りたたむ形でフェイの全身に内包された数々の兵装は脳と電子的に接続され、思考だけで瞬しゆん時じに展開出来るよう設定されている。

　荷電粒子砲の砲身に姿を変えた右腕を天てん井じようのライトにかざし、網膜に表示された照準機き構こうとの連動を確認してから再び通常の腕に戻し、

「詳細資料も無しにこうも完かん璧ぺきな調ちよう整せいを施すとは。感服した」

「ありがたい言葉ですが、そう褒ほめられたものでもありませんな」

　白衣の男が端末から顔を上げ、肩をすくめる。リチャード・ペンウッド。シンガポールの一件で行き場を無くしたフェイをこのシティ・ロンドンに連れてきた男は机の上の灰皿から吸いかけのタバコを取り上げて一服吹かし、

「何しろ、基本機き能のうの把握だけで半月もかかってしまった。やはり大したものですな、戦前の各シティの秘ひ匿とく技術は」

　白塗りの天井を漂う煙をしばし見上げ、ふと気づいた様よう子すで胸ポケットから新たなタバコを取り出し、

「良ければ一本」

「いただこう」

　タバコを受け取って口にくわえ、指先を加か熱ねつして火を点つける。ゆっくりと煙を吸い込むと、呼吸器系のフィルター機能が様々な警けい告こく文ぶんを脳内に返してくる。生身の肉体を失った時に喫煙の習しゆう慣かんは一度捨てたから、この複雑な香りを味わうのは実に十年ぶりのこと。当時とは「呼吸」や「嗅きゆう覚かく」といった概念その物が変わってしまったが、こうして煙を燻くゆらせる行為にはそれ自体に独特の精神的充足感がある。

　リチャードが吸い終わった一本を灰皿で押おし潰つぶし、フェイの体の内部構造が表示されたディスプレイに向き直る。

　タッチパネルを操あやつるかすかな音。

　フェイは椅い子すにかけておいたスーツのジャケット羽は織おり、もう一度左右の手首をゆっくりと回した。

　賢けん人じん会かい議ぎを巡る一連の事件の事後処理において、シンガポール自じ治ち政せい府ふはフェイの死亡を公式に発表した。新政府首相リン・リーはカリム前首相と全権大使フェイ・ウィリアムズ・ウォンを反逆者と断じ、一連の惨さん劇げきの原因は賢人会議がシティに利益をもたらすという光耀クアンユーの『偽』の予言を元に同盟を推し進めた二人ふたりの策さく謀ぼうにある、というシナリオによって事態の沈静化を図はかった。

　争乱の中、半ば成り行きでロンドンに逃のがれたフェイは、この異国の地で自らが帰る場所を失ったことを知った。

　自身とカリム前首相の名誉を回復する術すべも無い。存在しないはずの人間となったフェイは、リチャードの助けを得てこの「ペンウッド教室」と呼ばれる研究施設に匿かくまわれることとなった。

　フェイも大戦中から幾度となく名を聞いていたが、やはりこのリチャード・ペンウッドという男は天才だった。リチャードは既に開発当時の資料も失われ大部分がブラックボックスと化したフェイの体の機き構こうを解明し、わずか数日で処理中ちゆう枢すうに隠されていた管理者用システムを消去することに成功した。

　これによってフェイはシンガポール自治軍から追跡を受けることも、意に反して味方を攻こう撃げきするような失態を犯すこともなくなった。

　それから一ヶ月半、フェイはリチャードとその仲間に自分が知る賢けん人じん会かい議ぎの内情に関する情報を提供し、戦争に向かって転がり落ちて行く世界に歯止めをかけようと手段を探っている。が、その成果は芳かんばしくない。シティ連れん合ごう側に戦争回かい避ひの意志が皆無なのは大きな理由の一つだが、より問題なのは賢人会議の代表である少女──サクラの打つ手が極めて的てき確かくかつ容赦なくシティの急所を突いている点で、これはフェイにとって全く予想外のことだった。

　……参さん謀ぼう殿の死で箍たがが外れたか……？

　おそらく現在の賢人会議の状況は、フェイが知る一ヶ月半前からは大きく変質しているはずだ。魔ま法ほう士し達の共同生活の場、一つの社会という側面は消滅はせずとも損なわれ、組そ織しきはシティ連合との決戦に備えた一つの軍事単位として再さい編へんされているだろう。

　彼かの青年がこの有あり様さまを見れば、何を思うか。

　タバコの先から立ち上る紫煙の行方ゆくえをしばし見つめ、

「博士」半透明なディスプレイの裏側からリチャードの顔をのぞき込み「そろそろだな。アフリカ海かいで戦せん闘とうが開始されるのは」

「予定時刻は過ぎましたな、確たしかに」リチャードは実じつ験けん室しつの天てん井じようを漂う煙に視し線せんを向け「さて、あちらに動きがあれば、すぐに連絡があるはずですが」

『──お待たせしました』

　と、唐突に出現する立体映像の通信画面。

　シティ・ニューデリー自じ治ち政せい府ふ代表、ルジュナ・ジュレ主席執政官はディスプレイの向こうの執務椅い子すに慌ただしく腰を落とし、

『申し訳ありません。軍との調ちよう整せいに少し手間取りまして』そう言って簡かん素そな執務服に身を包んだ女は視線を左右に向け『シスター・ケイトがいらっしゃらないようですが』

「まだ連絡は。会合の予定時刻は伝わっているはずですが」リチャードが首を横に振り、立ち上がってディスプレイに歩み寄り「それで、状況は」

『連れん合ごうの計画表通り、先ほど攻こう撃げきが開始されました』ルジュナは執務机の上で両手を組み『新造のノイズメイカー搭とう載さい艦かんは順調に稼か働どうし、艦砲射撃により賢人会議側の戦線は徐々に崩ほう壊かい。連合側の攻撃の一部は、既に『島』の地表にまで到達している、とのことです』

「ここまでは、御偉方のシナリオ通りですか」リチャードはうなずき「このまま包囲を崩すこと無く飽和攻撃を継続し、魔法士達のＩ─ブレインが疲労限界に達したところで核かく融ゆう合ごう弾頭を打ち込む。……問題は、そこまでに賢人会議側がどういう手を打ってくるかですが」

　難むずかしい表情で黙だまり込む、ルジュナとリチャード。

　そんな二人ふたりを前に、フェイもまた脳内で腕組みして思考を巡らせる。

　……難しいな、この状況は……

　目の前の二人ふたりにモスクワのケイト・トルスタヤ元少将と神こう戸べ自じ治ち軍ぐんの騎き士し、黒くろ沢さわ祐ゆう一いち。フェイも名を知るこの四人が密ひそかに共きよう謀ぼうして北ほつ極きよくとシンガポールの事件に介入していた事実についてはリチャードから説明を受けている。『世せ界かい再さい生せい機き構こう』を手て駒ごまに使い、天あま樹ぎ真ま昼ひるとは別の方向から人類と魔ま法ほう士しのために動いていた各シティの有力者達。フェイは今やその一員として、彼らと共に世界を変える手段を模索している。

　無む論ろん、その点に異論は無い。自分には力及ばず真昼を死なせた責任があるし、カリム前首相との約束もある。

　が、これほどの人材を結集しても、この絶望的な状況に介入するには到底力が足りない。

　人類と魔法士との協力関係を目指したフェイ自身やリチャード達の企たくらみは、真昼の死によって絶望的なまでの後退を強しいられた。現状でまだ平和的な解決を可能と考える者は、シティの中にも賢けん人じん会かい議ぎの中にも皆無、仮にいたとしても誤差と言っても差し支えない程度の数だろう。状況を覆くつがえすことは容易ではない。仮に真昼がまだ存命だったとしても、起死回生の策を生み出す余地などは無いだろう。

　今はまだ、動けない。

　ここで自分達が何らかの行動を起こしてもう一度敗北すれば、その時は「人類と魔法士、いずれかの滅亡」という結末を避ける術すべは完全に失われる。

「一つ尋ねる」少し迷ってから、二人の間に口を挟み「賢人会議に具体的な策がなく、このまま連れん合ごうに敗北した場合、こちらの手は？」

　賢人会議に与くみする魔法士達しの命、それ自体については、実のところフェイはさほどの感傷は持ってはいない。自らの肉体を失った過去、故郷であるシティ・オスロでの惨さん劇げきは今もフェイの記き憶おくに深く刻み込まれていて、魔法士に対する嫌悪感もいささかも和やわらぐことは無い。

　だが、賢人会議が滅んだ結果として残される世界、その未来については、フェイには少なからぬ責任がある。

　残された人類だけの力で空を覆おおう雲を晴らし、世界を救うことが出来るなどとはフェイは考えていない。自分の好悪とは全く無関係に、この世界には魔法士が必要なのだ。

『その時は、次に矢や面おもてに立つのはシンガポールと、我がニューデリーということになるのでしょうね』ルジュナは束つかの間ま、目を閉じ『我が軍も賢人会議の出現によって随分魔法士を失いましたが、それでも二百名ほどの方が残って下さいました。彼らに加えて可能であれば賢人会議の残存戦力を取り込み、世界の魔法士排除の流れに対する歯止めとすることになりますが』

「難むずかしいですな」リチャードは新たなタバコを取り出して口にくわえ「出しゆつ撃げきしたエドには念のため、もしシティ連合が勝利した場合には賢人会議の魔法士を一人ひとりでも二人ふたりでも救出するよう言いつけておきました。どれほどの意味があるかは不明ですが」

『エドさんに、ですか』ルジュナは少し首を傾かしげ『もうお一方の、ファンメイさんには？』

「あれはすぐ顔に出ますからなあ」当然のように答えてリチャードはタバコに火を点つけ「ともあれ、そちらの結果については論ろんじたところで始まらない。今は別の可能性を考えるのが得策でしょう」

　くわえタバコで端末を操そう作さし、フェイの体の調ちよう整せいに使っていた機き材ざいの電源を順に落として、

「賢けん人じん会かい議ぎ側の動きについて、その後、何らかの情報は？」

『実は、そのことで博士に見ていただきたいものが』ディスプレイの向こうのルジュナは手元のタッチパネルを叩たたき『南なん極きよくに派は遣けんしている部隊が三日前に撮さつ影えいしたものです。どうやらこちらの存在に気づかれたようで、同じ地点を翌日再調査した際には機材は全すべて持ち去られ、痕こん跡せきすら発見できなかったとのことですが』

　リチャードの目の前に出現するディスプレイに、フェイも歩み寄る。

　氷原のただ中に等間隔に突き立てられた、数十本の透明な結晶体の柱。

　接続された機材との対比から人の身長ほどの大きさらしい結晶は表面に細かな論理回路が隙すき間まなく刻み込まれ、互いを無数のケーブルによって接続されて全体として直径五メートルほどの円形の領域を形成している。

「不ふ思し議ぎな構造ですな。生産や発電のためのプラントとも考えられませんし」リチャードは眉まゆをひそめ、ディスプレイを睨にらんで「見当が付きませんな。この柱は、光使いのデバイスと同じ材質のようにも見えますが」

　そう呟つぶやく男の背後からディスプレイをのぞき込み、フェイは内心で顔をしかめる。

　脳の電極を刺し激げきする、ささくれのような奇妙な違和感。

　その正体に気づき、フェイはとっさに声を上げようとして、

「……む……？」

　不ふ審しんそうに眉まゆをひそめるリチャード。

　男の視し線せんの先を追い、フェイもまた、そのメッセージに気づく。

　ディスプレイの片隅にひっそりと表示された極小サイズのデータ。おそらくは通信量を最小に抑えるために音声を伴わず文字情報のみで構成された電文。

　わずか数行のメッセージが、ディスプレイの中央に表示される。

『──モスクワ軍が沙さ耶やを拘こう束そくし、脳スキャンを行った』

　ただ、それだけ。

　フェイには理解不能なその電文を目にした瞬しゆん間かん、リチャードの顔色が変わる。

「……ルジュナ執政官」張り詰めたような男の声。

『こちらでも確かく認にんしました』ディスプレイの向こうのルジュナが心なしか青ざめた顔でうなずき『発信元はおそらくケイトさんでしょう。経けい緯いは不明ですが』

　わずかこれだけの文章から何らかの状況を理解したらしい二人ふたりは、フェイを置き去りにして互いに視線でうなずく。

「音声通信が不可能ということは、シスターは既に軍の監かん視し下かに？」

　そう言いつつ目の前の端末にデータディスクを差し込むリチャード。

『間違いなく』ルジュナはディスプレイの向こうで慌ただしく端末を操そう作さしつつ『簡かん易い的てきなものであれメッセージの発信自体は可能なのですから、まだ拘束、監禁には至っていないと考えられます。おそらく沙さ耶やさんの断片的な記き憶おくからではケイトさんに関する決定的な情報は漏れなかったのでしょう』

　女執政官は傍かたわらの別な通信画面らしきものに早口に指示を送り、

『ですが、沙耶さんはシンガポールの事件でフィアさんと同どう調ちようしています。その際にフィアさんの記憶の何割かは沙耶さんにも共有されたでしょう。……リチャードさんはフィアさんと出会ってからの期間が私より長く、記憶の量もそれに比例して多い。おそらくは』

「承知しています」

　リチャードがデータのバックアップを終えたディスクを端末から引き抜き、立ち上がる。

　ルジュナも同様に執務椅い子すから立ち上がり、

『迎えの手配をしました。シティ・ロンドン近郊まで我が軍の部隊が向かっています。部隊長から合流ポイントをお知らせするはずですので、リチャード博士は研究室の皆様と共にそちらまで。一時間経たっても到着も連絡も無い場合は、ロンドン内部に潜せん入にゆうしての救出作戦を開始します』

「感かん謝しやします」リチャードは机の上に散らばった資料を乱雑にかき集め「では後ほど」

　会釈と共に通信画面を消去し、歩き出す白衣の男。

「説明を求めたい、リチャード博士」フェイは慌ててその隣となりに並び、ようやく言葉を発することに成功して「何が起こっている。フィアとは、君が以前に話していた『天てん使し計けい画かく』の──」

　聴ちよう覚かくセンサーが検知する複数の足音。とっさに足を止め、実じつ験けん室しつのドアを凝ぎよう視しする。壁かべの向こうの通路を接近する者が五名。足音の質から警けい備び部ぶの兵士である確かく率りつが九十七パーセント。時折混じる金属音は所持した小銃の物──それだけを理解し、フェイは網もう膜まくに映し出されたメニューから身体機き能のうの一つを呼び出す。

　体の表面、服のさらに外側を覆おおうように、精密な立体映像が展開。

　全身に埋め込まれた光学素子がそこには存在しない銃までをも空中に描き出し、フェイの姿を瞬しゆん時じにロンドン自じ治ち軍ぐんの兵士の物へと塗り替える。

　振り返るリチャードを正面に向き直らせ、手にした映像だけの銃を男のこめかみに突きつける。同時に実験室の扉が開き、銃を構えた五人の兵士が飛び込んでくる。

　こちらの様よう子すに気づいて目を見開き、動きを止める兵士達。

「リチャード博士を確保した！」フェイは声帯を操そう作さして若い男の声を作り「これより司令本部に連行する。……研究員を数名取り逃がした。近くに隠れているかも知れん。援えん護ごを！」

　状況を理解したらしいリチャードが両手を頭上に掲げて降参の意志を示す。フェイは立体映像によって本来の顔の表面に二重に描かれた仮想の目を動かしてリチャードを促し、歩ほ調ちようを合わせて扉へと進む。

　兵士達が扉の左右に分かれてこちらをカバーする位置に立ち、周囲に油断なく銃を向ける。

　細心の注意を払って進めた足が兵士達の至近にまで到達し、ようやく何かがおかしいことに気づいたらしい兵士の一人ひとりが目を見開いて銃口をフェイに向け、

（加か速そく機き構こう起動）

　視界に映るあらゆるものが動きを失い、全すべての音が消失する。対魔ま法ほう士し戦せん闘とうの中でも最も困こん難なんな騎き士しに対する至近戦闘を実現するために、最大で通常の六十倍速の運動を可能とするよう構築されたシステム。実時間で三秒間だけ使用可能なその運動が至近距きよ離りから放たれた銃弾をかいくぐり、兵士の首筋に手を当てて電流を流し込む。

　瞬時に五人の兵士の間を駆け抜け、最後の一人を気絶させると同時に加速を停止する。兵士達が倒れ伏す鈍にぶい音と共に、加速機構の甲かん高だかいモーター音が自身の耳に届く。

「ともかく、危機的状況にあることは理解した」右手を回して動作に異常が無いことを確認し、リチャードを振り返って「指示を。他ほかの研究員の身も危ういとのことだったな？」

　男は一瞬の自失から立ち直り、フェイに目配せして実験室の外へと飛び出す。フェイはその半歩後に従い、男と共に研究棟の廊下を駆ける。

「サースト君、私だ」リチャードは足を止めずに携帯端末を起動して立体映像のタッチパネルを叩たたき、目の前に通信用のディスプレイを呼び出して「緊きん急きゆう事態だ。我がペンウッド教室のこれまでの悪行が全て自治政府に露ろ見けんした」

　そんな言葉を口にしつつさらに端末を操そう作さして警けい備び部ぶのシステムを呼び出し、表示された指示文書らしきものに横目を向けて顔をしかめ、

「残念ながら、私はもちろん教室のメンバー全員に国家反逆の容疑がかけられている。……ペンウッド教室はこれよりロンドンを離り脱だつしニューデリーの傘さん下かに入る。以前に話しておいたとおり、計画書三号に従って速やかにシティより──」

　言い終えるより早く通信画面にエラー表示が出現し、ディスプレイが消失する。リチャードが素す早ばやくタッチパネルを叩たたき、襟えり元もとの通信素子を目の前に寄せて舌打ちを漏らす。

「根元の回かい線せんを切られましたな。シティ外に脱出しない限り通信は不可能でしょう」

　通路の先の角から、銃を手にした兵士が飛び出す。加速機構は休止中で使えない。とっさに左手の指先を銃口に変え発砲、身構える兵士の手から小銃を弾はじき飛ばす。衝しよう撃げきに腕を押さえる兵士の許もとに駆け寄り、電流によるショックで意い識しきを奪う。

　兵士の懐ふところを探って認識用のＩＤを取り出し、静脈と網もう膜まくと指紋のパターンを体内の数カ所に存在する記き憶おく媒体に転写し、

「改めて説明を要求する、リチャード博士」通路を曲がった先の隔かく壁へきに歩み寄り、たった今入手したばかりのＩＤでロックを解除して「何が起こっている。君が『天てん使し計けい画かく』の完成体と面識があるという事実が、自じ治ち政せい府ふに露ろ見けんしたということか？」

「その通り、と言いたいところですが、実はもう少し込み入った事情がありまして」

　リチャードは休みなく歩を進めつつ、これまでのいきさつをかいつまんで説明する。

　世せ界かい樹じゆ事じ件けんに始まり、北ほつ極きよく、シンガポール。フィアと李芳美リ・フアンメイ、エドワード・ザインと天あま樹ぎ錬れんという二人ふたりの少女と二人の少年の、男との奇妙な関かかわりについて。

「……なるほど」フェイはどうにか情報を整せい理りし「つまり、君がこれまでロンドン自治政府に無断で行ってきた独断、背信行為の数々が残らず明るみに出たということか」

「反はん論ろんの余地がありませんな」リチャードは走りながら肩をすくめ、すぐに真顔に戻って「問題は、シティ連れん合ごうが何のためにフィア君の情報など探り始めたか、です。今後のマザーコア生産を全すべてファクトリーの大量生産に委ゆだねると方針を定めた以上、今さら『天使計画』など蒸し返したところで利益は薄うすい。となれば……」

　唐突に言葉が途と切ぎれ、男が険しい顔で通路の先を睨にらむ。突き当たりの広い空間。資材搬入用の大型エレベータの扉が開き、黄き色いろと黒の二色の塗装が施された機き械かいの腕がその隙すき間まから姿を現わす。

　人の身長の倍ほどのサイズを誇る、機械式の強化装甲を纏まとった兵士が複数。

「博士、話は後にしよう」

　とっさに一歩身を引くリチャードの前に、フェイは静かに進み出る。

　兵装一いち覧らんからシステムを起動して右腕の肘ひじから先を荷電粒子砲に変え、網膜に表示された照準を装甲の足に向けて、

「今は、この場を切り抜けることが先決だ」




　　　　　　　　＊




　緊きん急きゆう通信のアラームが、机の端末から響ひびいた。

　メリルは一度だけそちらに視し線せんを向け、目の前のディスプレイに意い識しきを戻した。

「おしまい。動かしてみて」

「はい。……こうでしょうか」

　ベッドのふちに腰掛けた東とう洋よう人じんの女性が、モニター用の電極が張り付いた左足を高く上げて曲げたり伸ばしたりする。一ヶ月半前のシンガポールの事件でリチャードが助けたという元シティ・神こう戸べの工作員。いろいろあってこのペンウッド教室で面めん倒どうを見ることになったらしいのだが、運び込まれた当初は粉砕骨折した左足は切断するしか無い状態で全身の傷も大変な有あり様さまだった。

　リチャードは彼女の失われた左足を本人の遺い伝でん子しからクローン再生し、手術によって再接合した。手術は無事に成功し、三日後には彼女は歩けるようになった。が、問題はそこから。軍隊格かく闘とう術じゆつの達人であるというこの女性は再生された左足に微細な違和感を訴え、何とか「完全に元通り」に調ちよう整せい出来ないものかと頼み込んできたのだった。

　リチャードは少し考え、その調整役を何な故ぜかメリルに決めた。以来およそ四十日、メリルは二日に一度はこの、ペンウッド教室の奥に設けられた隠し病室を訪ねる日々を過ごしていた。

「どう？　データでは、神経組そ織しきは完全に繫つながってるけど」

「そう……ですね」女性はしばらく考え、うなずいて「問題ありません。これなら、以前と同様に動くことが出来そうです」

「そう」

　良かった、と内心で息を吐く。足を元通りになどと言っても、当然ながらその「元通りの足」の標本やデータはどこにも無い。具体的に前の足とどう違い、どこに違和感があるのか──モニターの数値にも表れない微細な違いの補正は、最終的には本人から口頭で聞き出した情報だけが頼りになる。

　人と話すのは苦手だ。目の前にいるこの女性にしたって一ヶ月半も一いつ緒しよに居たのに、結局どういう人なのかは分からないまま。どうにか「一いちノの瀬せ」という名字だけは聞き出したが、それにしたって口にすることは出来なくて結局ずっと「少尉さん」と呼んでしまっている。

　憂ゆう鬱うつな気持ち。壁かべの時と計けいに視し線せんを向け、いつの間にか夜が迫っていることに驚おどろく。

　アフリカ海かいの戦場では、賢けん人じん会かい議ぎに対するシティ連れん合ごうの総そう攻こう撃げきが始まっているはずだ。

「そういえば、今日きようでしたか」ベッドの上の少尉が同様に時計を振り返り「ファンメイさんとエド君、でしたか。あの二人ふたりは出撃したのですね」

　心配でしょう、と呟つぶやく少尉。

　メリルは無言でうなずき、自分の膝ひざに視線を落とす。

　二人ふたりの事は確たしかに心配だ。が、あの二人には自分達以外にも世界中に仲間が多くいる。一いつ時ときはこの研究室で共に過ごした錬れんやフィアに、リチャードの旧ふるい知り合いだというフリーの赤髪の魔ま法ほう士し──彼らは二人の危き機きを知れば世界のどこからでも駆け付けるだろう。賢人会議の中にもファンメイの友人だという少女がいるし、ロンドンに居られなくなったらニューデリーに逃げ込むという手もある。

　だから、メリルが一番心配しているのは、ロンドンから出しゆつ撃げきしたもう一人ひとりの魔法士。

　あの不器用でまっすぐな騎き士しの少女のことを思うと、メリルは苦しくて息も出来なくなる。

　……ソフィーのバカ……

　少女の同僚の魔法士は一人残らずシティを捨て、賢人会議に下った。少女も同様にロンドンを去ろうとしている事はメリルにも分かったし、それで良いと思った。このシティに残り続けたところで少女に幸せなど無い。だから少女の旅立ちを祝福しようと思い、餞はなむけに手作りの菓子を持っていったのだ。

　ソフィーがあのケーキとクレープに恩義を感じてシティに残ったのだとしたら、大失敗なんて言葉では済まされない。

　自分は昔からそうだ。口べたで、言葉足らずで、大事な時に大事な事が伝わらない。

　メリルはうつむいたまま、暗あん澹たんたる思いで息を吐き、

　──再び、机の端末から緊きん急きゆう通信のアラーム。

　何事かと端末に手を伸ばそうとしたメリルの前で病室の扉が開き、ペンウッド教室の同僚である研究員、サーストが血相を変えて飛び込む。

「いた──！　メリルちゃんいたよ！」病室の外に大声で叫び、こっちに駆け寄って「ダメだよこんなところで座ってちゃ！　すぐに退たい避ひの準備しなきゃ！」

「え」何のことか分からずメリルは目を瞬しばたたかせ「サーストさん、それ、どういう」

「計画書三号！」白衣の研究員、サーストはメリルの目の前に緊急通信の画面を押しつけ「先生から連絡があったんだ。僕らのやってきたことが全部ロンドン自じ治ち政せい府ふにバレて、国家反逆の容疑で指名手配がかかったから、みんな今すぐシティの外に逃げろって！」

　とっさに、言葉を失う。

　目を見開くメリルの前で、サーストは部へ屋やの奥の女性に視し線せんを向け、

「少尉さんも僕らと一いつ緒しよに。あなたはシンガポールで死んだことになってる人間です。ここで捕まって困るのは、僕ら以上でしょう」

　承知しましたとうなずいて、少尉がベッドから飛び降りる。メリルは「ほら早く！」というサーストの言葉に促され、ともかく必要なデータを端末からディスクにコピーする。

　と、病室の外から悲鳴。

　メリルは扉に駆け寄っておそるおそる首を突き出し、完全武装の兵士の一団を発見して息を吞のむ。

　兵士は通路の奥に開いたエレベータの扉から次々に通路に飛び出し、周囲に散乱する機き材ざいの陰に隠れて手にした小銃の引き金を容赦なく引く。こちらの研究員達があらかじめ準備しておいた銃を手に反はん撃げきを試みるが、プロの軍人が相手では旗色が悪い。

　兵士達は的てき確かくな動きでこちらの攻撃に隙すきを作り、少しずつ距きよ離りを詰めてくる。

　腕を撃うたれた研究員が手にした銃を取り落とし、壁かべの陰に隠れて呻うめきを上げる。

「まずいな」サーストが額ひたいの汗を拭ぬぐい「みんな！　準備はどうなってる──？」

「こっちは完了です！」

「こっちも！　いつでも出られます！」

　資料持ち出しの準備を終えた研究員から次々に声が上がる。

　が。

「ダメだ──！」研究室の奥、『危険』と書かれた隔かく壁へきの向こうからウェインという名の研究員が青ざめた顔を突き出し「『黒の水』の生産データにロックがかけられてる！　軍の仕し業わざだ。これじゃデータを持ち出せない！」

　瞬しゆん時じに研究室の全員の顔色が変わり、

「どこから侵入されたのよ！　うちの端末は全部外部から独立のはずでしょ？」

「前にメイちゃんと軍の共同訓練のために一時的にデータ開放したことあっただろ？　たぶんあの時だ！　バックドアを仕掛けられたんだよ！」

「どうすんだよ！　あれが無いと戦せん闘とうで損耗した小龍シヤオロンの体が補充出来ないし、そもそもメイちゃんに何かあった時に体を再構成出来ない！　何とかしないと！」

「何とかったってどうにもならないでしょ！」セレナという名の研究員がたまりかねたように叫び、隔かく壁へきの奥を指さして「こうなったら手段は一つ！　あれを直接運び出すしか無いわ」

　彼女が指さす先にある物体の正体に思い至り、メリルは思わず頰ほおを引きつらせる。

　その部へ屋やに設置されているのは、ペンウッド教室開発の特殊装置。

　通常の培ばい養よう槽そうに接続することで黒の水の生成を可能とする、縦たて横よこ高たかさ一・五メートル、重量一・〇八トンの立方体。

「あんなものどうやって運ぶんだよ！　そもそもここから動かすことなんか想定してないぞ！」

「輸ゆ送そう用ようフライヤーでも何でもかっぱらってくるしかないでしょ！」

「いやそんな無む茶ちやな！」

「だったら別の方法よ！」セレナは目の前の机を拳こぶしで文字通り殴り付け「四の五の言わない！　メイちゃんのためよ！　良いからさっさとアイディア出す！」

　一際大きな銃じゆう撃げきの音。最後まで粘ねばっていた研究員が銃を取り落とし、転げるようにして部屋の中に駆け戻る。幾つもの足音。兵士達が遮しや蔽へいを飛び出し、直ちよく線せんの通路を突っ込んでくる。

「軍の動きが速すぎる」サーストが舌打ちし、白衣のポケットから携帯端末を取り出して「まずいな、何か、何か手は……！」

　必死の形ぎよう相そうでタッチパネルを操そう作さする白衣の青年。

　と、その目の前を、ゆったりとした病人着が横切る。

「少尉さん？」メリルは思わず声を上げ「あの、何を」

　その言葉には応こたえず、少尉は無造作に病室の扉をくぐる。計ったようなタイミングで研究室の扉が吹き飛び、銃を手にした兵士達が部屋に雪な崩だれ込んでくる。

　その先頭の一人ひとりに向かって、徒と手しゆ空くう拳けんのまま無造作に歩み寄る少尉。

　なんだ、と誰何すいかの声を上げた兵士が銃を向けようとした瞬しゆん間かん、細い右手が魔ま法ほうのように閃ひらめく。

　兵士が手にしていた銃はメリルには全く理解出来ない動きで少尉の手の中に忽こつ然ぜんと出現し、同時に兵士が苦く悶もんの呻うめきを上げる。武器を失った兵士の体はいつの間にか後ろ手に拘こう束そくされ、少尉の前に盾のように突き出される。

　周囲の兵士が驚きよう愕がくに息を吞のみ、その瞬間を待ちかねたように少尉の体が動く。銃を持つ右手が盾代わりの兵士の首筋をグリップで打ち据え、同時に滑るように踏み出した左足が崩れ落ちる兵士の脇わきをすり抜けて別な兵士の懐ふところに潜もぐり込む。

　手にした銃を兵士の眉み間けんに照準し、とっさに回かい避ひしようと身をのけぞらせた兵士の首に再び銃のグリップを一いち撃げき。気を失って倒れていく兵士の体を遮しや蔽へいにさらに別な兵士に近接し、目の前に突きつけられた銃を今度は左手で奪い取る。

「実に練度が低い」

　歌うような呟つぶやき。

　少尉は兵士達に瞬まばたきする間も与えず最後の一人ひとりを床に叩たたき伏せ、

「ロンドン自じ治ち軍ぐんは白兵戦というものをいささか軽かろんじているのではありませんか？」

　部屋の外から響ひびく別の足音。とっさに声を上げそうになるメリルの前を横切って、少尉が無造作そのものの動きで通路に飛び出す。鳴り響く銃声と複数の兵士の悲鳴。少尉が周囲に置かれた機き材ざいを遮蔽に両手に構えた銃の引き金を引き、通路の角から飛び出そうとしていた兵士達は慌てた様よう子すで身を引く。

「あ、ありがと！　少尉さん！」

　壁かべ際ぎわの棚に駆け寄り、研究データが収められたディスクをかき集めつつ叫ぶ。

　と、少尉は何な故ぜだか薄うすく笑い、

「礼には及びません。……私の故郷には、一宿一飯の恩義、という言葉があります」

　おそらくは日に本ほん語ごで発声された、聞きき慣なれない言葉。

　他ほかの研究員達と顔を見合わせるメリルの前で少尉は機材の陰を飛び出し、

「あなた方には一ヶ月半に亘わたる衣食住の提供に加えて左足を再生していただいた恩義もありますから、この程度では到底足りません」

　正せい確かく無む比ひな射しや撃げきが兵士の手から次々に銃を弾はじき飛ばす。右手の銃撃によって弾かれた銃が左手の銃撃で空中にさらに弾かれ、とっさに手を伸ばそうとした兵士の鼻先をかすめて再度放たれた右手の銃撃が別な兵士の手元に火花を散らす。

「今のうちです。急いでくださ──」

　言いかけた少尉の声を遮さえぎって、右手の壁かべの向こうから響く機械の駆動音。

　危ない、とメリルが口を開くより早く、強化コンクリートの壁が衝しよう撃げきと共に弾け飛ぶ。

　飛び散った破片が少尉の右手を直撃し、鈍にぶい音と共に銃を弾き飛ばす。少尉は後方に跳ちよう躍やくして宙に一転、着地と同時に左手の銃を正面に突き出す。その銃口を黄き色いろの塗装が施された巨大な手が遮る。人間の身長の倍を超える巨大な強化装甲。全身を覆おおう巨大な機械の鎧よろいの中で、そこだけわずかに露ろ出しゆつした兵士の両目が怒りをみなぎらせて少尉を見下ろす。

　メリルが声を上げる間もなく、吹き飛ぶ少尉の体。

　一いつ瞬しゆん遅れて轟ごう音おんが耳をつんざき、通路の床が突き立てられた強化装甲の右腕を中心に放射状に陥没する。

　通路に面したあらゆる窓が衝撃に砕け散り、無数の強化ガラスの破片となって研究室内に飛散する。通路に比して巨大すぎる強化装甲が手足を動かすたび、両側の壁と天てん井じようが崩れて強化コンクリートの塊が降り注ぐ。

「これは……まずいですね」

　呟つぶやく少尉の声。素足に簡かん素そな病人着という出いで立たちの少尉の体は敵から数メートル後方。おそらくは自ら飛ぶことで衝しよう撃げきを和やわらげたのだろう、少尉はふらつく足で立ち上がり、あらぬ方向にねじ曲がった自分の右手の指を見下ろして舌打ちする。

　超ちよう伝でん導どうモーターの駆動音。機き械かいの右腕を引き戻し、強化装甲が足の関節を曲げて移動体勢を取る。為なす術すべが無い。メリルは今度こそ悲鳴を上げ、わけも分からずに通路に飛び出し、




　すさまじい衝撃音。

　崩落した天井と共に上から降ってきた何者かが、拳こぶしの一撃で強化装甲の背中を直撃する。




　とっさにメリルは言葉を失う。おそらくは上階から床を突き破って飛び降りてきたその人物は、重量二トンを超える金属の塊である強化装甲を一撃の下に床に叩たたき伏せる。先ほどの強化装甲の攻撃に倍する規模で通路の床が陥没する。起き上がろうとする強化装甲の頭部を右手が鷲わしづかみ、小石か何かを扱うように床に叩き付け、半ばまでめり込ませる。

　麻ま痺ひしていた思考がようやく繫つながる。

　立ち上がるのは、上質なスーツを纏まとった壮年の男。

　フェイ・ウィリアムズ・ウォン。かつて「魔ま法ほう士し殺ごろし」と呼ばれたシティ・シンガポールの最高機密である男はなおも動こうとする強化装甲の腕を足で文字通り踏みつぶし、ジャケットの埃ほこりを悠然と払う。
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「間一髪と言ったところだな、博士」

「いやまったく、どうにか間に合いましたな」

　聞きき慣なれた声が辺りに響ひびき、メリルはとっさに顔を上に向ける。フェイが開けた天てん井じようの大穴にぶら下がり、白衣の男がいささかぎこちない動きで通路に降り立つ。

　わき起こる研究員達の歓声。

　それをかき消すように無数の銃声が響き渡り、白衣の男──リチャードは泡を食った様よう子すで研究室に飛び込む。

　右手を押さえた少尉が続けて室内に戻り、フェイがその後に続く。スーツ姿の男は右みぎ袖そでの先から突き出た荷電粒子砲を割れた窓から突き出して通路の先に一いち撃げき。兵士達の叫び声に、建材の崩落の音が続く。

「待たせてすまんな。全員、良く持ちこたえてくれた」リチャードが強化ガラスと建材の散乱する研究室を見回してうなずき、少尉に向き直って「協力に感かん謝しやする少尉殿。あいにく、ここではろくな礼も出来んが」

　お気き遣づかい無く、とうなずく少尉。

　壁かべにもたれて息を吐くその姿に会釈してリチャードはメリル達に向き直り、

「脱出の準備は？」

「そ、それが──！」研究員、サーストがたった今思い出した様子で「研究資料の方は終わったんですが、黒の水の生産装置が！」

　部へ屋やの奥の隔かく壁へきが大きく左右に開き、ウェインという名の研究員が他ほか数名の仲間と共に大型のストレッチャーを押して進み出てくる。青年は台座の上に載った人間二人ふたり分ぶんほどのサイズの機き械かいをリチャードに示し、

「あの通路の破損状況では人力での運び出しは無理です！　誰だれか輸ゆ送そうフライヤーを」

　言いかける青年の前を横切って、スーツ姿の男が巨大な機械に歩み寄る。

　軋きしんだような金属音。

　フェイは一トンの重量を持つその立方体を張りぼてか何かのように片手で摑つかみ上げ、

「私のエネルギーにも限度がある。博士、指示を」

　心なしか焦りを帯びた男の声。

　リチャードはうなずき、研究室に集つどった五十人の部下を見回して、

「これよりペンウッド教室はロンドンを離り脱だつ、シティ・ニューデリーの傘さん下かに入る。……各人、救出部隊と合流まで気を抜かぬよう」

　研究員達が一斉にうなずき、それぞれに資料を抱えて隔壁の奥へと向かう。そこに隠された脱出用のエレベータに乗り込む仲間達の後に続き、メリルも駆け出そうとしたところでリチャードの話し声に気づく。

「……ときに、先ほどの話ですが」

　巨大な機き械かいを掲げて歩き出すフェイの隣となりに駆け寄り、声を潜ひそめて問うリチャード。

　気づかれないように背後に歩み寄るメリルの前でフェイはわずかに表情を動かし、

「先ほど、とは？」

「賢けん人じん会かい議ぎが南なん極きよくに用意していたという代しろ物ものです」リチャードは立体映像の画像をフェイの目の前に示し「何やら心当たりがある様よう子すでしたが」

「何ですか？　それ」

　反射的にメリルは割って入る。

　南極の氷原で撮さつ影えいされたらしき画像。数十の結晶体を円形に配置した、何らかの装置と思おぼしき奇妙な物体。

　驚おどろいた様子で振り返るリチャードの前で、フェイは気にした様子も無く「ああ」とうなずき、

「おそらく、可搬型の転送システムだ」

「転送システム……？」

　オウム返しに呟つぶやくリチャード。

「そうだ」フェイはディスプレイの一点、結晶体の表面の拡大画像を示し「博士はこの部分の論ろん理り回路に見覚えがあるはずだ。それは私の体に利用されているのと同じ、空間圧あつ縮しゆく技術に用いるパターンだからな」

　フェイは巨大な機械を資材用エレベータの中に置き、自身も隙すき間まに潜もぐり込んで、

「大戦中のシンガポールで技術資料を見たことがある。距きよ離りを隔てた異なる二点に同じ装置を設置し、あらかじめ五次元なり六次元なりの方向に折りたたむ形で用意しておいたトンネルで両者を接続する。……賢人会議に供与した覚えは無いが、おそらく参さん謀ぼう殿が密ひそかに持ち出したのだろう」

　どうにも話が見えない。

　後を追ってエレベータに乗り込みつつ視し線せんでリチャードに問うと、男はそれが南極で賢人会議が設営していた物であることを手短に説明し、

「そんな物が、何な故ぜ実用化もされずに？」

「起動に要するエネルギーが非現実的だったからだ」フェイは自分の記き憶おくを探るように束つかの間ま目を閉じ「本来ならこのシステムは一回の起動に、通常の生産プラント一日分の全消費と同等の電力を必要とする。転送システム自体は持ち運ぶことが出来ても、それに付随するエネルギー生産システムを用意出来ないのでは意味が無い」

「この画像の物は違う、ってことですか」

「どうやら、な」メリルの問いにフェイはうなずき「画像から判断する限り、これは素材に本来の変異銀ミスリルではなく光使い専用デバイスと同一の材質を用いている。それが鍵かぎだ。光使いの情報制御を利用することでエネルギー消費を最小限に抑制し、起動を可能としているのだろう」

　リチャードが険しい顔でタバコを取り出し、火も点つけないまま口にくわえる。

　呆ぼう然ぜんと見つめるメリルの前で、フェイはほんのわずかに眉まゆをつり上げ、

「通信可能な場所まで移動次第、ルジュナ執政官に連絡を。賢けん人じん会かい議ぎは既すでにあの島に脱出路を用意している」
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　頭上を覆おおうチタン合金の隔かく壁へき越ごしに、爆ばく発はつの音が響ひびいた。

　サクラは仮想精神体制御によって床から生みだしたコンクリートの椅い子すにゆったりと腰掛け、立体映像ディスプレイの向こうで展開される戦せん闘とうの様よう子すを見つめて静かな笑えみを浮かべた。

『島』の中央、地下百メートルに設けられた緊きん急きゆう作戦室。闇やみに包まれた部へ屋やの中央には数十の結晶体の柱が等間隔に円形に設置され、柱同士を繫つなぐ無数のケーブルは傍かたわらの端末に接続されて時折細かな振動音を発している。

　シティ・シンガポールの旧ふるい研究記き録ろくと、マサチューセッツから奪取したＤ３の詳細データを元に開発した、可搬式の転送システム。

　淡い燐りん光こうを放つ円形の扉は南なん極きよく大たい陸りくの山地に設置されたもう一つの装置へと通じ、そこには既にこの拠点を逃のがれた多くの魔ま法ほう士しが待たい機きしている。

　この転送システムは南極の物とは別に、地ち球きゆう上じようの各エリアを網もう羅らする形でアメリカ大たい陸りくに二カ所、ユーラシア大たい陸りくに四カ所設置されている。各転送システムの周囲には地ち熱ねつ発電を動力とした簡かん易い的てきな拠点が既に設営され、幾人かの魔法士が待機している。

　全すべてはサクラの、というより真ま昼ひるが生前に可能性の一つとして立案していた計画の通り。

　人類殲せん滅めつ宣言からおよそ一ヶ月、各シティへの攻こう撃げきを隠かくれ蓑みのとして密ひそかに進めてきた準備の全てが、今日きよう、ついに実を結ぼうとしていた。

　通常人を滅ぼして魔法士だけの世界を作るなどという大それた通達を行えば、シティが手を結んで賢人会議に対抗してくることは分かっていた。彼らがこの『島』の座標を特定することも戦力を結集して総攻撃を仕掛けてくることも、こちらの逃亡を許さぬために『島』を包囲する陣を敷しいてくることも全て織おり込み済みだった。

　唯一の問題はこの本拠地を捨てた後、いかにして南極衛えい星せいの入り口を発見するかということだったが、これは容易たやすく解決した。

　シティ・ロンドンが北ほつ極きよく事じ件けんの際のデータを元に南極側の転送システムを発見し、しかもその事実を味方であるはずのシンガポールに隠いん蔽ぺいするという愚挙を犯してくれたことで、計画は完全な物となった。

「Ｃ班、撤てつ退たいを完了しました」

「Ｂ班、撤てつ退たいを完了しました」

　地表での戦せん闘とうを終えた各部隊が、次々に部へ屋やに飛び込んでくる。サクラは椅い子すから立ち上がって彼らの労をねぎらい、記き憶おく領域の中の名めい簿ぼと各人の顔を照らし合わせて間違いなく一人ひとりの逃げ遅れもいないことを確かく認にんする。

「ご苦労だった。では、手はず通りに」

　了解しました、と答えて魔ま法ほう士し達が転送システムの中央に立つ。淡い燐りん光こうが装置の周囲に漂い、鈍にぶい駆動音が一度だけあって魔法士達がサクラの視界から消失する。

　一際大きな崩落の音。立体映像の向こうで荷電粒子の一いち撃げきが『島』の南西地区の研究棟を打ち砕き、白い建造物が崩れ落ちて瓦が礫れきの山に姿を変える。

　そこが真ま昼ひるの好きな場所だったことを思い出し、とっさにチタン合金の天てん井じようを見上げる。

　左手の薬指にはまった指ゆび輪わを右手でそっと撫なで、思いがけなく冷たい感触に息を吐く。

　殿しんがりを務めていた騎き士し達が次々と部屋に飛び込み、サクラに一礼して転送ゲートに飛び込む。最後に現れた銀髪の少年が息を切らせて駆け寄り、両手に構えた二本の騎士剣を左右の腰の鞘さやに収める。

「ぼくで最後のはずだけど、大丈夫？」

「間違いなく、全員の撤退を確認した」サクラはうなずき「セラも既すでに向こうに飛んでいる。貴方あなたは先に。私もすぐに追う」

　分かった、とうなずいて少年が転送システムの中央に立つ。淡い燐光が一いつ瞬しゆんだけ室内の闇やみを照らし、鈍い駆動音と共に消失する。

　崩れゆく島に、ただ一人。

　サクラは断続的な崩落の音を意い識しきの端に、束つかの間ま目を閉じる。

　……別れの時、だな……

　初めてこの島の土を踏んだ日が、随分遠いことのように感じられる。モスクワ軍との戦いでメルボルン跡地の町を追われ、ディーとセラと真昼と共に小さな子供達を連れて海を渡った。先の展望など何も無かったが、未来は明るい物に感じられた。あの頃ころにはもう、自分は青年の笑え顔がおに癒いややされていた。日々のたわいの無い会話や青年のからかいや笑い声を、自分は尊く、愛いとおしい物と感じていた。

　二度と戻ることの無い、遠い彼岸の物語。

　冷たい感触が一滴だけ頰ほおを伝い落ち、足下の床に跳ねて小さな音を奏かなでる。

「……さらばだ、真昼」

　強く足を踏みしめて歩を進め、転送システムの中央に立つ。目の前に立体映像ディスプレイを二つ呼び出し、一方に転送システム、もう一方にこの『島』の制御中ちゆう枢すうを呼び出す。

『島』の動力である発電プラントの動作メニューの最深部、厳げん重じゆうなロックによって隠いん蔽ぺいされたシステムにアクセス。

　プログラムの起動を時限式に設定し、一度だけ深呼吸して最終承認のアイコンを叩たたく。

　部へ屋やの天てん井じようと四方の壁かべに稠ちゆう密みつに刻み込まれた論ろん理り回路に一いつ瞬しゆんだけ赤い光が走り、すぐに消滅して闇やみが再び室内を満たす。崩落の音が激はげしさを増す。役目を終えたディスプレイを消去し、転送システムの操そう作さ画面に手を伸ばす。半透明の立体映像で表示された起動アイコンに指を触れる。周囲を取り囲む結晶体の柱に淡い燐りん光こうが灯ともり、低い駆動音が一度だけ響ひびく。

　視界を包む、強い光。

　その中に青年の笑え顔がおを見た気がして、サクラは唇を嚙かみしめた。
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　放たれた核かく融ゆう合ごう弾頭搭載の質量弾体が、『島』を直ちよく撃げきした。

　ファンメイは巨大な鳥の姿をした小龍シヤオロンの背に立ち尽くしたまま、鳥の眼めを介して脳内に描き出される光景を息をすることも忘れてただ見つめた。

　電でん磁じ射出砲によって秒速二千メートルで撃うち出された四つの質量弾体は東西南北の四方から『島』の海かい岸がん線せんに突き刺さり、地表に接触する寸前で起き爆ばくした。爆はぜる閃せん光こう。純粋な核融合反応によって生じた膨ぼう大だいな熱ねつ量りようが直径一キロ足らずの島を瞬時に飲み込み、巨大な炎の塊へとその姿を変容させた。

　周囲の海面が円えん環かん状じように盛り上がり、巨大な波となって放射状に拡散していく。生み出された衝しよう撃げき波はは空気圧の変化による光の屈折を伴い、島から半径五キロの位置に退たい避ひしたシティ連れん合ごうの艦かん隊たいにまで瞬時に到達する。

　強い風が三みつ編あみに結わえた髪を揺らし、チャイナドレスの裾すそをはためかせる。

「終わったな」というソフィーの声。

　輸ゆ送そう艦かんの船体の端に腰掛けて息を吐く少女に、ファンメイは無言でうなずく。

　眩まばゆい光は爆発の中心に収束するように消え、『島』が存在していた海面からは巨大な雲が噴ふき上がる。旧世紀の記き録ろく映像の中で何度か見たことがある、核爆発の膨大な熱によって生み出される原子雲。当時のものとは異なり核融合によって生み出されるその雲は有害な放ほう射しや性せい物質を含まないはずだが、それを知っていてもなお闇やみの空にそびえる姿はひどく禍まが々まがしい。

　ファンメイは両手を握りしめ、天に向かって広がり続ける雲を呆ぼう然ぜんと見つめ、

「……ぁ」

　小さな、エドの声。

　小龍シヤオロンの背から立ち上がって目を見開く男の子をファンメイはとっさに振り返り、その視線の向かう先をたどってすぐに異常に気づく。

　半ばまで噴き上がったキノコ状の雲が、時間を巻き戻すように海中の一点へと吸い込まれていく。周囲の海水が雲と同様に一点に収束し、直径二キロほどにわたって抉えぐり取られる。

　重力と流体力学を無視して海中に生じた、完全な半球形の空白地帯。

　その中心、かつて『島』が存在したポイントの地下にあたる場所に浮遊する巨大な金属装置を、ファンメイは小龍シヤオロンの体に生みだした数十の眼めの向こうにはっきりと見る。

　表面に隙すき間まなく論ろん理り回路を刻み込まれた一辺百メートルほどの鈍にび色いろの物体が、ファンメイの見つめる先でゆっくりと回転を開始する。回転が速度を増すに従って論理回路が淡い赤あか色いろの光を帯び、装置は次第に輝かがやきを増していく。

　まずい、というソフィーの声。

　とっさに振り返るファンメイの目の前を横切って小龍シヤオロンの背に降り立った少女は立ち尽くすエドの体を強引に抱き上げ、「急げ！」と叫んで正体不明の装置から遠ざかる方向、つまり艦かん隊たいの後方へと跳ちよう躍やくする。

　訳も分からないまま足下の小龍シヤオロンに命じ、ソフィーの後を追って飛ひ翔しようする。

　二百メートル級艦艇の上を疾走しながら通信素子に向かって必死に呼びかける少女に、ファンメイはようやく追いつき、

「ま、待ってソフィーさん！　あれ、あれいったい！」

「炎使いの熱ねつ量りよう操そう作さを利用した演算装置だ！」切せつ羽ぱ詰つまったソフィーの叫び「こちらの核かく攻こう撃げきによって生じた熱を丸ごと吸収し、周囲の物質を取り込んでさらに核反応を加速させている！　前にメリルに見せてもらったことがある、あれは──！」

　視界を昼のごとく照らし出す、閃せん光こう。

　先ほどの核かく爆ばく発はつに数倍するすさまじい光が、金属装置を中心に膨ふくれ上がる。

　ようやく異変を悟って退たい避ひを開始した連れん合ごうの艦隊に、光は容赦なく追いすがる。核かく融ゆう合ごう弾体の爆発とは性質の異なる、衝しよう撃げき波はを伴わない純粋な熱量の塊が数百の飛行艦艇と数万の空中戦車を容赦なく飲み込む。半径五キロの巨大な火球がアフリカ海かいのただ中に忽こつ然ぜんと出現する。最前列で逃げ遅れた艦艇が融ゆう解かいし、塵ちり一つ残さず消滅していく。

　空中戦車のハッチが次々に開き、緊きん急きゆう脱出用のシートに座ったパイロットが飛び出してくる。小龍シヤオロンの体からありったけの触手を生みだし、宙を漂うパイロットの体を絡め取ろうとする。

　間に合わない。

　年も人種も身に纏まとった軍服も異なる数百の兵士達が、悲鳴を上げる間もなく光に吞のまれて消えていく。

　訳の分からない絶叫が喉のどの奥から迸ほとばしる。光に触れた触手の先端がコンマ一秒で文字通り蒸発し、脳内を激げき痛つうが駆け巡る。小龍シヤオロンがファンメイの意志を無視して全力で翼つばさを羽ばたかせ、迫り来る光から急速に遠ざかる。

　高速で流れる視界の先に小さな人ひと影かげ。

　隊列の後方、指揮艦の上に降り立ったエドが、必死の形ぎよう相そうで船体表面の金属に手のひらを押し当てる。

　その周囲から突き出した無数の金属の螺ね子じが、艦かん隊たい前方、今にも光に吞まれようとしている複数の艦に突き立つ。ゴーストによって制御された螺ね子じのワイヤーが、巨大な艦かん艇ていを安全な方へと引き寄せる。ファンメイはその隣となりに降り立ち、小龍シヤオロンの体を小さな黒猫に変えて残った全すべての黒の水を数百の触手に変換する。限界まで伸ばした触しよく手しゆを前方の艦艇に絡ませ、極限まで力を込めて引き寄せる。

　艦尾を光に吞のまれようとしていた複数の艦艇と空中戦車が、装甲の一部を融ゆう解かいさせながら光の効果範はん囲いから抜け出す。

　時間にしてほんの数十秒、光は急速に中心の金属装置へと巻き戻り、極寒の海を再び闇やみが包む。余剰の熱ねつ量りように蒸発した海水が零下四十度の大気に瞬しゆん時じに再凍結し、細かな破片となって海上に煌きらめく。海面の急速な変動によって荒れ狂う海のただ中に、機き能のうを失った金属装置が落下する。

『……せよ……繰くり返す……生存者は直ただちにＩＤと所属を報告せよ……！』

　通信素子から響ひびく、司令部の将官の声。

　ファンメイはもはや隊列を失ったシティ連れん合ごう艦隊の惨状を呆ぼう然ぜんと見つめ、為なす術すべなくその場にへたり込んだ。













　　　第三章　極点域　～War Ground～







　波しぶきを散らして荒れ狂っていた海が、ようやく静寂を取り戻した。

　イルは一泳ぎで海面に顔を出し、未いまだに熱を帯びた空気を深く吸い込んだ。

　闇色の空に視界を巡らせ、呆然と息を吐く。見渡す限りを覆おおい尽くしていたシティ連合の艦隊は随所で綻ほころび、散り散りになり、一部の艦は機能を失って周囲の他ほかの艦に曳えい航こうされている。損害は少なく見み積つもっても半分か、それ以上。いったいどれほどの人命が失われたかは想像することすら出来ない。

　零度近い周囲の海水が、防寒機能を持つ軍服越しに少しずつ体の熱を奪い去る。

　量子力学的制御で皮ひ膚ふと外部との素粒子レベルの反応を誤ご魔ま化かして熱の流出を防いでいるが、徐々に体温が低下していくのは防ぎようが無い。その手の細かな操そう作さは、イルは苦手だ。

　今からほんの十数分前のことだ。連合の艦艇から核かく融ゆう合ごう弾体が射出されたその瞬間、イルは司令部の指示によって『島』を離り脱だつして既すでに上空の包囲陣にまで退しりぞいていた。自分を運んでくれた空中戦車の乗員に礼を言い、炎に消える『島』を見つめるイルの前で、その現象は発生した。

　海中に出現した謎なぞの装置と、昼のように周囲を照らす光。

　空中戦車は逃のがれる間もなく光に飲み込まれ、押し寄せる膨ぼう大だいな熱ねつ量りようを「透過」によってすり抜けたイルの体は支えを失って眼がん下かの海へと落下した。

　……何が、どないなった……

　強い光が頭上から差し込み、イルはとっさに眼めを細める。サーチライトを海面に向けた数台の空中戦車が、闇やみの向こうからゆっくりと降下してくる。

『本部、幻影イリユージヨンNo.17を発見。回収作業に入ります』

　襟えり元もとの通信素子から響ひびく音声と共に、目の前にロープが垂らされる。イルは凍こごえた手でそのロープを摑つかみ、先端の金具を軍服のベルトに固定する。

　モスクワ軍の兵士が戦車のハッチから身を乗り出して手を振り、ロープがゆっくりと引き上げられていく。

　脳内時ど計けいが告げる時刻は『十月十七日午後八時』。

　アフリカ海かいにおける戦せん闘とうは終結し、事態は新たな局面を迎えようとしていた。




　　　　　　　　＊




　四つのシティの代表者を表わす直方体型のアイコンが、仮想の円卓を取り囲んだ。

　リン・リーは執務椅い子すの肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをつき、立体映像ディスプレイに表示された連合艦かん隊たいの被害状況を睨にらんだ。

『……由ゆ々ゆしき事態、ですわね』

　左手側、ロンドン代表席から声が上がる。アイコンの向こうに座る女傑、サリー・ブラウニング首相はこの女性にしては珍しく口く調ちようを荒げ、

『まさか賢けん人じん会かい議ぎがあのような置おき土産みやげを残しているとは。……どこまでも目障りな手を打ってくれるものです』

『出しゆつ撃げき全戦力の七割が消滅、死者総数は五万人以上。絶望的な数字、と言わざるを得ません』マサチューセッツ代表が呟つぶやき、数秒言葉を切って『どうやら、シンガポール自じ治ち軍ぐんの被害が極端に少ないようですが』

　立体映像で表示された無数のチャートの中、一つだけ他シティの三分の一程度の損害数が書かれたシンガポール自治軍の欄らんに赤いマーカーが灯ともる。

　四つのシティ代表の視し線せんが、アイコンの向こうから集中する気け配はい。

「各艦の艦長が迅じん速そくに後退の判断をしたのだろう」リーは完全な平静を装って口を開き「我がシティは戦前からの空軍国。艦を預かる者は皆、必要とあらば司令部の指示を待つこと無く適切な判断を下せるよう日々研けん鑽さんを積つんでいる。……現場からの報告では、生死の境は紙一重だったと聞いている。おそらく一いつ瞬しゆんの判断が生死を分けたのだろう」

　交戦の最中にニューデリーのルジュナからホットラインで通信があり、賢けん人じん会かい議ぎが用意している転送システムについての情報提供を受けたこと。そこから賢人会議が『島』を丸ごと投棄する前提で攻こう撃げきを仕掛けてくる可能性に気づき、前ぜん線せん指揮官への警けい戒かい指示がかろうじて間に合ったこと──そういった重大な事実をおくびにも出さないまま答える。

『その件については、後日としよう』沈ちん黙もくするマサチューセッツ代表に代わってモスクワ代表が声を上げ『問題は賢人会議だ。彼かの魔ま法ほう士し達は、本当に滅んだのだろうな？』

『その点については、疑問の余地はありませんわ』ロンドン代表が答え『例の装置が起動する直前、こちらの核攻撃によって島が消滅したことそれ自体は生存者のほぼ全員が確かく認にんしています。その装置についてもこちらの攻撃の熱ねつ量りようを利用して起き爆ばくするタイプのものだったようですし、やはり敗北覚悟の最後の抵抗と見るのが』

「──待たれよ」

　リーは椅い子すから身を起こし、割って入る。

　何か？　と不快そうに呟つぶやくロンドン代表に構わず手元の端末を操そう作さし、この仮想会議のシステムにアクセスして、

「その問題について、貴公らに見せたいものがある」

　立体映像の承認キーに手のひらを押し当てると、円卓の向かいにこの場の五人の物とは別の、六番目の席が出現する。

　映し出されるのは、豪ごう奢しやな白しろ装しよう束ぞくに身を包んだ褐かつ色しよくの肌の女性。

『ニューデリーの……ルジュナ・ジュレ主席執政官？』マサチューセッツ代表が怪け訝げんそうな声を上げ『何な故ぜあなたがこの場に？　ニューデリーは連れん合ごうへの参加を拒こばみ、賢人会議に対する中立を表明したはず』

「私がお招きした」リーはアイコンではなくリアルタイムの映像で会議に参加するルジュナに一つうなずき「主席執政官殿、説明を」

『では手短に』ルジュナはうなずき『まずは皆様、これをご覧らん下さい』

　円卓の中央に出現する、新たなディスプレイ。

　そこに映し出される映像──飛行艦かん艇ていの船外カメラから撮さつ影えいされたらしき南なん極きよく大たい陸りくの状況に、各シティの代表者がそれぞれに驚おどろきの声を上げる。

　吹雪ふぶき舞まう氷原を疾走する、千を超える数の魔法士の軍勢。

　黒地に銀の縁ふち取どりを施した揃そろいの軍服に身を包んだ賢人会議の魔法士達が、歩兵と軍用フライヤーで構成されたニューデリー自じ治ち軍ぐんの部隊を次々に打ち倒し、退しりぞかせていく。

『彼らは一時間前、アフリカ海かいで賢人会議の本拠地が消滅したのと全く同じ時刻に、南極大陸に忽こつ然ぜんと出現しました』ルジュナは一切の感情を排した声で淡々と状況を告げ『事前に展開していた我がシティの自治軍がこれを発見しましたが、迎撃に失敗。大陸の外側からの攻撃を想定して戦力の多くを海かい岸がん線せんに配備していたことが仇あだとなりました』

『馬ば鹿かな！』マサチューセッツ代表がアイコンの向こうでテーブルを叩たたき『どうやってアフリカ海かいから南なん極きよくまで移動を？　いや、それ以前にどうやってあの核かく攻こう撃げきを！』

『それについてはおおよその目星が付いています』ルジュナは手元のタッチパネルを操そう作さして別なディスプレイを呼び出し『こちらをご覧らん下さい。賢けん人じん会かい議ぎの出現地点と思われる南極大陸の山地で、我が軍が発見した物です』

　仮想の円卓の上に映し出されるのは、半透明な結晶体の柱が等間隔に円形に配置された奇妙な装置。

『覚えがあるな』モスクワ代表が巌いわおのような声で呟つぶやき『確たしか、戦前に貴国で試作された可搬式の転送システムであったか、リン・リー首相』

「いかにも」リーはうなずき「エネルギー消費の問題から現実の運用は不可能として葬られた計画であったが、魔ま法ほう士し達は密ひそかに資料を入手し、何らかの手段で実用化に成功したようだ」

　円卓を囲む四つのアイコンからそれぞれに漏れ聞こえる、深いため息。

『それで？』と、ここまで沈ちん黙もくを保ってきたベルリン代表がしゃがれた声を上げ『魔法士達は南極で何を。衛えい星せいに繫つながる転送システムでも探しておると？』

　仮想の会議室に下りる沈黙。

『……いえ』ルジュナは静かに首を振り『どうやら、彼らは既すでにそれを発見したようです』

　言葉と共に切り替わるディスプレイの映像に、円卓の面々が息を吞のむ。

　映し出されるのは先ほどとは異なる氷原の映像と、南極大陸の地図。

　極点付近の一点が赤いマーカーで示された地図の向こうで、魔法士達は吹雪ふぶきの中に円形の防衛線せんを構築し、何かを守るように周囲に監かん視しの目を光らせている。

　別の小さなディスプレイに画像解析用の画面が開き、闇やみに塗り込められて判然としない映像を修正する。数百人の魔法士が取り囲む中心、一面に広がる氷床の中に口を開けた、何らかの施設の入り口と思おぼしき二メートル四方ほどの人工のハッチが仮想の円卓の上にその姿を露あらわにする。

『魔法士達は我が軍の防衛線を突破した後、一直線にこのポイントへと移動しました』ルジュナは仮想の円卓にゆっくりと視線を巡らせ『何らかの捜索を行った形跡はありません。手段は不明ですが、この地点に転送システムが存在することを事前に突き止めていたものと思われます』

　瞬しゆん間かん、ロンドン代表席のアイコンの向こうで、グラスか何かを取り落とす音。

「いかがなされたか？　サリー首相」

『……大事ありません。ご無礼をいたしました』その反応の意味を承知で問うリーに、かろうじて落ち着き払った女性の声が応こたえ『それで、その後の魔法士達の動向は。まさかとは思いますが、既に転送システムの起動を？』

『その現象はまだ観かん測そくされていません。おそらく、何らかのセキュリティの問題でシステムを掌しよう握あく出来ていないのでは無いかというのが我がシティの研究部の見解です』同様にロンドンの反応の正体を理解しているルジュナは仮想のアイコンに鋭するどい視し線せんを向け『ですが安心は出来ません。賢けん人じん会かい議ぎの代表は北ほつ極きよく衛えい星せいの時と同様に、情報制御によって転送プロセスを強制起動することが可能のはず。このまま行けば、彼らが衛星内に到達するのは時間の問題でしょう』

『迅じん速そくな対応が必要です』マサチューセッツ代表が声に焦りの色を浮かべ『今すぐ南なん極きよく大たい陸りくへの攻こう撃げきを。衛星を魔ま法ほう士し達の手に渡すことは許されません』

『だがどうする』モスクワ代表が押し殺したような声で応じ『連れん合ごう艦かん隊たいの被害は甚じん大だい、部隊の再さい編へんには今少し時を要する。対して賢人会議側はほぼ無傷となれば、シティに留め置いた残存戦力を全すべて投入したとて持久戦に持ち込むのが限界だぞ』

『持久戦では話になりません』とロンドン代表『先のアフリカ海かいに対する攻撃とは全く状況が異なります。賢人会議の手の者が南極衛星への侵入に成功し、そこに雲の除去のためのシステムが存在したなら、その瞬しゆん間かんに我々の敗北は確かく定ていする──その事は、皆様お分かりですわね？』

　仮想の円卓に沈ちん黙もくが下りる。向かいの席のルジュナが深い息を吐き、リーもまた仮想の天てん井じようをあおぐ。

　この場の全員は仮にもシティの代表を務める身。状況が危き機き的てきであることは全員が等しく理解している。

　例えば、賢人会議が転送システムを中心に新たな拠点を建造し、そこからシティに対して攻撃を開始する──これは確たしかに困こん難なんな状況だが、最悪の度合いで言えば下から二番目、まだしも対応が可能な事態だ。こちらの戦力が大きく損なわれたとはいえ、賢人会議もまた本拠地を失ったことで少なからぬ損害を被こうむっている。今度こそ全てのシティの全ての軍を集結し、大規模攻撃を敢行する。困難の度合いが増すことは間違いないが、こちらの打つべき手はアフリカ海の時とそう変わらない。

　本当に最悪なのは、賢人会議がメンバーを衛星内に送り込んだ状態で転送システムを遮しや断だん、もしくは完全に破は壊かいしてしまうこと。

　雲除去の最終的な起動スイッチを誰だれにも手が出せない状態で確かく保ほした上で、他ほかのメンバーが世界各地に散る──そうなれば、もはやシティには対抗する術すべが無い。

　現状でシティの総戦力は確かに賢人会議に勝っているが、それは魔法士達が「一つの国家」という体を取り、「軍隊と軍隊の戦争」という図式が成立した上で初めて成り立つ比較だ。賢人会議が国家や軍隊という形を捨てて個人単位の独立戦力となり、シティの一般市民に対する無差別なゲリラ攻撃を開始すれば自じ治ち軍ぐんにはこれを防ぎ切る手立てが無い。

　数十秒。言葉を発する者が無いまま、徒いたずらに時間だけが過ぎる。

　と。

『……されば、提案を一つ』

　しゃがれた声で沈黙を破るベルリン代表。

　直方体型のアイコンが宙に融とけるように消え、代わって立体映像で表示された矮わい軀くの老人が手にした杖つえの先で床を突き、

『我らも南なん極きよくに駒こまを投入し、賢けん人じん会かい議ぎより先に衛えい星せい内ないに侵入、転送システムを内部から押さえるというのはいかがかの？』

『それは……』ルジュナが眉まゆ根ねを寄せ『確たしかに最良の手段には違いありませんが、我々には賢人会議とは異なりそもそも転送システムを起動する手段が存在しません。衛星内に侵入すると言ってもどうやって』

『子細は説明出来ぬ。我がベルリンの国家機き密みつであるからの』矮軀の老人は手の中で杖をくるりと回し『じゃが、駒は間違いなく我が方で用意する。転送システムを起動可能な駒をな。各おの々おの方がたにはその駒を転送システム内部に送り込み、システム起動までの時間を稼かせいで頂きたい』

　いかがか、と視し線せんを巡らせる老人に、ロンドン、マサチューセッツ、モスクワの三国から賛さん同どうの声が上がる。

「是非もあるまい」リーは視線だけでうなずいて同意を示し、円卓の向かいの女に顔を向けて「さて。シティ連れん合ごうの腹は決まったが、ニューデリーはどうされる」

『こうなっては選択の余地など無いでしょう』ルジュナは深く息を吐き『南極大陸に展開中のニューデリー自じ治ち軍ぐん八個師団、一時的にシティ連合の指揮下に入ります。魔ま法ほう士し部隊については……残念ながら作戦計画に賛同して頂ける保証はありませんが』

『感かん謝しやするぞ。ルジュナ執政官』ベルリン代表の老人はうなずき『直ただちに軍部より詳細な作戦計画を提出させよう。各々、可能な限りの戦力を投じて頂けるようお頼み申すぞ』

　老人の姿が円卓の前から消え、アイコンで表示された各国の代表がそれに倣ならうように次々に消失する。立体映像で描かれた仮想の会議場にただ二人ふたり、リーとルジュナだけが残る。

　肘ひじ掛かけのタッチパネルを操そう作さし、通信回線をシティ連合用のものからシンガポールの独自システムに変更。

　執務椅い子すに体を預けて天てん井じように揺れる仮想のシャンデリアを見上げ、リーは深く息を吐く。

「この期ごに及んで、腹の探り合いとはな」

『致し方のない事でしょう』ルジュナが憂うれいを帯びた声で応こたえ『たとえどのような状況であろうと、シティの第一の仮想的が他ほかのシティであるという原則が覆くつがえることはありません。まして、事はウィッテン博士の遺い産さん、雲の除去システムに関かかわる事。首尾良く賢人会議を打ち倒したとしても三十年後の滅亡に向かっているシティの現実に何ら変わるところはなく、その状況で世界の主しゆ導どう権けんを握るのは必然的に衛星を手中に収めたシティ。となれば……』

「理屈としてはそうなのだろうが、な」リーは身を起こして改めてルジュナに向き直り「ロンドン、マサチューセッツ、モスクワから反はん論ろんが無かったということは、既すでにベルリンを含めた四国の間では議論が決着していると見て」

『間違いないでしょう』ルジュナはうなずき『衛えい星せいに関する一切は四つのシティで共同管理、といった形になるのでしょうか。蚊か帳やの外に置かれているのは我々ばかり、ということになりますね』

　たおやかな指が仮想の円卓の上をなぞり、立体映像ディスプレイを出現させる。

　映し出されるのは、リーも見覚えがある人物。

　中途半端な長さの黒髪に黒い瞳ひとみの、東とう洋よう人じんの少年。

「ベルリンが用意した『駒こま』、か」一ヶ月半前のシンガポールの事件を思い出し「賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼうの弟と言ったか。よもや、我が屋や敷しきに押し入った魔ま法ほう士しが北ほつ極きよく衛えい星せいの事件にも関かかわっており、しかも彼かの天あま樹ぎ博士の最後の研究成果とはな」

『私も兄がニューデリーでの事件の折に調ちよう査さした記き録ろくを読んだだけですから、彼が間違いなく天樹建けん三ぞう博士に生み出されたらしいということ以外には何も。兄の記録によればシティ・モスクワは戦後の一時期にこの少年の存在を知って追跡をかけていたようですが、彼らにしたところで「博士の遺い作さく」という点に興きよう味みを持っただけでその詳細については何一つ摑つかめなかったようです』

　言葉を切り、白しろ装しよう束ぞくの執政官はディスプレイを見上げて、

『ただ、彼が賢人会議の代表と類似したＩ─ブレインを有していることと、そのために北極事件の際に転送システムを起動出来たこと──この二点に間違いはありません』

　リーは息を吐き、向かいの女と同様にディスプレイに映る少年を見上げる。少年が賢人会議はもちろん、ルジュナ執政官と今は亡きその兄、モスクワのプランナーやロンドンのリチャード博士にまで様々な縁えんで繫がりを持っていることについては、この会議に臨のぞむ前にルジュナ自身からある程度の説明を受けている。

「あるいは、この小僧もまた、賢人会議の代表と同様に最初の魔法士アリス・リステルの遺伝子から作られたのかも知れんな」

『否定は出来ません。兄も随分手を尽くしたようですが、彼の出自について分かっていることは本当に少ない』ルジュナは静かに首を振り『いずれにせよ、今重要なのは彼──天樹錬れんが衛星の転送システムを起動出来ること、その一点です。ベルリンは彼を従わせるために人ひと質じちを取ったようですが』

　通信を知らせるかすかな電子音が言葉を遮さえぎる。仮想の円卓の上に別なディスプレイが出現し、黒衣に黒い外がい套とうを羽は織おった東洋人の青年が姿を現わす。

　その顔に見覚えがある気がして、眼めを細める。

　数秒。大戦中の旧ふるい記き憶おくにようやく思い至り、リーは無む意い識しきに、ほう、と呟つぶやいて、

『天樹機き関かんの黒くろ騎き士し。そうか、我がシティでの一件には貴官も関わっていたのだったな』

　元シティ・神こう戸べの騎士、黒くろ沢さわ祐ゆう一いち。

　かつて「紅ぐ蓮れんの魔女」と共に名をはせた英雄である男は、リーに右手を掲げて敬礼し、ルジュナに向き直って、

『ようやく発見した。錬れんが暮らしていた町だ。今、正せい確かくな緯い度ど経度を送る』

『ご苦労様です』ルジュナは黒衣の騎き士しにそっとうなずき『それで、現地の状況は』

『軍の占領下にある。モスクワとベルリンの共同部隊だ』騎士は飛行艦かん艇ていの艦内らしき通路から背後の窓に視し線せんを向け『住民は拘こう束そくされてはいないが、各人の家で軟禁生活を強しいられている。……フィアの姿も無い。おそらく錬と共に連れ去られたんだろう』

　そんな言葉を交わす二人ふたりを前に、リーは思考を巡らせる。「フィア」という少女については天あま樹ぎ錬に関するルジュナの説明の中で名前だけは登場したし、リー自身も一ヶ月半前の事件の検証で「賢けん人じん会かい議ぎが神こう戸べを滅ぼした」という件くだんの映像について調しらべる過程でその正体は摑つかんでいる。天使計画の完成体、No.4。その身柄を開発元であるベルリンが押さえたとなれば、無力化のための新技術が実用化されたことは想像に難かたくない。

『予想通りですね』ルジュナは息を吐き『町の方々の解放は、やはり難むずかしいでしょうか』

『残念だが今は不可能だ』騎士は首を振り『駐ちゆう留りゆうしている軍を殲せん滅めつすること自体は容易たやすいが、千人近い住民を避ひ難なんさせるには相応の準備が必要になるし、俺おれ達もここに留とどまって防ぼう衛えいを続けるわけにもいかない。ベルリンなりモスクワなりが別な部隊を差し向けて町を再占領すれば、それで話は終わってしまう』

『諦あきらめるしかありませんね』ルジュナは視線をうつむかせてしばし考える素振りを見せ『分かりました。祐ゆう一いちさんはヘイズさんとクレアさんと共に南なん極きよくへ。シティ連れん合ごうによる転送システムへの突入作戦が開始されます』

　その言葉に、沈ちん黙もくで応こたえる黒くろ沢さわ祐一。

　ルジュナはそんな騎士の顔をしばし見つめ、かすかに眉まゆ根ねを寄せて、

『何か問題が？』

『いや……』騎士は言いい淀よどみ、もう一度窓の外を窺うかがってから視線を戻し『一つ確認しておきたい、ルジュナ主席執政官』

　そう言って騎士は一つ息を吐き、

『仮にこちらの妨害が全すべて失敗して賢人会議が南極衛えい星せいを手中に収め、そこに本当に雲除去のためのシステムが存在した場合、ニューデリーはどう動く？』

　それは、という小さな呟つぶやき。

　ルジュナはしばし無言で視線をうつむかせ、意を決した様よう子すで騎士に向き直り、

『その時は、私も覚悟をせねばならないのでしょうね』

　ディスプレイの向こうの騎士は息を吐き、

『それは、ニューデリーが中立の立場を捨て、シティ連合に加わるということか？』

『選択の余地がありません』ルジュナは膝ひざの上に両手を組んで目を閉じ『私にはニューデリーの指し導どう者しやとしてシティと人類を存続させる義務があります。現状で我がシティは賢人会議からの攻こう撃げきを受けてはいませんが、彼らが雲の除去システムを手中に収め人類殲せん滅めつへの道筋がはっきりすればもはや攻こう撃げきの矛ほこ先さきを選ぶことは無いでしょう。……魔ま法ほう士し達が通常人に対する無差別攻撃を開始すれば他国との連携無しにこれに対抗するのは不可能。そうなれば、もはや私個人の主張を通すことが許される状況ではありません』

「だが、貴国の国内に残った魔法士達はどうする」とっさにリーは言葉を挟み「ニューデリーは現状でも三〇〇人程度の魔法士を抱えていると聞く。彼らの中にはシティに対する敵対心を持ちつつも賢けん人じん会かい議ぎほど先せん鋭えい化かすることを良しとせず、両者を秤はかりにかけた結果として自じ治ち軍ぐんに留とどまった者も少なくないはず。そういった者が全すべてシティを捨て、賢人会議に下る可能性については」

『もちろん理解しています』ルジュナは目を閉じたままうなずき『ですが、たとえそうであったとしても我が国には他ほかに道がありません。賢人会議の魔法士達が本当に人類の滅亡を望み、そのための手段を実行に移すならば、もはや和解の道を探ることは不可能でしょう』

　仮想の会議室に下りる沈ちん黙もく。

　ルジュナは目を開き、ディスプレイの向こうの騎き士しにまっすぐ顔を向け、

『これがニューデリーの選択です。……もちろん、皆さんに助力を願ねがえる道ではありません。ですから、そうなった場合の選択は皆さん自身に。仮にシティと敵対する道を選ばれるとしても、引き留めはしません』




　　　　　　　　＊




「……ニューデリーの選択、なあ」

　呟つぶやく声が、HunterPigeon艦かん内ないの船室に響ひびいた。

　クレアは合成品の紅茶をカップに注つぐ手を止めて、椅い子すにぼんやりと腰掛ける赤髪の青年に仮想視界の焦点を向けた。

「仮にそうなった場合の選択は、俺お達れに委ゆだねるそうだ」テーブルを挟んだ向かいに座る祐ゆう一いちが自分のカップを取り上げ「シティを捨てて賢人会議の側に付いたとしても引き留めはしないと。彼女も相当な覚悟をしているな」

「まぁ、しゃーねーわな」赤髪の青年、ヘイズは船室の天てん井じようを見上げたまま息を吐き「どんな主義主張があっても、ルジュナはまずシティ・ニューデリーの指し導どう者しやだ。最後の最後には市民を守らなきゃなんねーし、ルジュナ一人ひとりが賢人会議と話し合おうとか言っても他の執政官と軍と市民は納得しねぇだろ」

『ですが、選択と言われましても』

　天井のスピーカーから声。小さな立体映像ディスプレイがテーブルの上に出現し、横よこ線せん三本で描かれたマンガ顔が周囲の三人を見回して、

『皆様、何か腹案はおありなのですか？　特にヘイズには、そんな大それた決断が出来るとは思えませんが』

「あーうっせーなー」ヘイズは手を大きく払ってHunterPigeonの管制システム、ハリーを追い払い「そーだ図ず星ぼしだ。そんなもん、明日あしたから人類と魔ま法ほう士しとどっちか選べっつわれても、はいそうですかって答えられるわけねぇだろ」

　攻こう撃げきを逃のがれたハリーが船室の天てん井じようをふわりと渡り、クレアの頭上に落ち着く。

　横よこ線せんの微妙な角度で表現された困り顔を仮想視界に視みつめ、何となく指を伸ばしてひらひら揺れるディスプレイの端をつつく。

　クレアには分からない。賢けん人じん会かい議ぎが人類に対する本格的な攻撃を開始したらどうすれば良いのか、クレアには見当も付かない。もちろん、シティの側につくなんてまっぴらごめんだ。賢人会議がシティを攻撃するのははっきり言ってしまえばシティの自業自得だし、中でもファクトリーシステムなんて物を生み出したマサチューセッツの上層部の連中は一度酷ひどい目に遭えば良いとクレアは思う。

　だけど、だからといって賢人会議に味方することは出来ない。

　シティに住む人もそうで無い人も全すべてひっくるめて人類全てを滅ぼす──そんな主張はクレアには到底容認できない。

　クレアにとってシティの自じ治ち政せい府ふや研究部の人間は確たしかに敵だが、別にシティに住む人間全てに憎しみを抱いているわけでは無い。ほんの数人、一握りであっても、クレアに優やさしくしたり親切にしたりしてくれる人はマサチューセッツにもいた。シティを捨ててからはもっと多くの人に出会ったし、幾人かの人には言葉で表わせないぐらいの恩義を感じている。

　そういう人達を全て滅ぼす道を賢人会議が選ぶのなら、何としても止めなければならない。

　だけど、そのためにシティに味方することは出来ない。

　……ホントに、どうしたら……

　ため息を吐つこうとした瞬しゆん間かん、思考が止まる。

　これまで考えた事も無かった疑問。

　クレアは手にしたままのティーポットをわけもなく視つめ、

「なんで、『人類全部を殲せん滅めつ』なわけ？」

　は？　とヘイズは呆あきれた様よう子すで顔をしかめ、

「お前なあ、例のウィッテンの論ろん文ぶんってヤツの中にちゃんと書いてあっただろ。雲を除去するためにはＩ─ブレインを持ってない人間の存在が邪魔になるって」

「あんたねぇ、あたしのことバカにしてるでしょ」クレアは飾り物の眼めで青年を睨にらみ「じゃなくて、なんでわざわざそんな事公言する必要があんのよ。全部のシティを攻撃してマザーシステムを破は壊かいする、とかで十分だったんじゃ無いの？」

「だが、それは実質的に同じ事だろう」と祐ゆう一いちも怪け訝げんそうに口を挟み「マザーシステムを失えばシティの市民に生きる術すべは無いし、シティ周辺の町もエネルギー供給源を失って消滅することになる。魔ま法ほう士し達が直接手を下すかどうかの違いがあるだけで、人類が徐々に生存圏を失い滅びるという結果は変わらな……」

　言葉が止まる。

　祐ゆう一いちは腕組みして口元に手を当て、なるほど、と小さく呟つぶやき、

「確たしかに、結果が同じならば『人類を滅ぼす』と断言して敵を増やす意味は無いな」

「そうなのよ」クレアはうなずいてティーポットをテーブルに置き「普通の人はみんな殺す、なんて物ぶつ騒そうなこと言わなければ、今ニューデリーに付いてる三百人の魔法士とか、それこそわたしだって賢けん人じん会かい議ぎの味方になったかも知れない。どうせ結果が同じならもう少し時間をかけて『気がついたら人類は滅びる寸前でした』っていう形にした方が色々やりやすかったんじゃないかな、って」
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　賢人会議の中にしても現在の方針に納得している者ばかりでは無いだろう。少なくともあの光使いの少女は、自分の置かれた状況に深く思い悩んでいるはずだ。それに、ディー。あの少年はもはや人の命を奪うことをためらいはしないだろうが、セラが悩んでいることを知れば自分の戦いに疑問を抱くだろう。

　そういう全すべての葛かつ藤とうを置き去りにしてひたすらに先せん鋭えい化かされた道を突き進む、賢人会議の代表者たる少女。

　彼女の思考が、クレアにはどうしても理解出来ない。

『──さて、みなさま』

　唐突な声が天てん井じようのスピーカーから響ひびく。とっさに意い識しきを向けるクレアの前でハリーはテーブルの上に降り立ち、横よこ線せんの両目と口を曲げて思案顔を表現して、

『お話し中申し訳ありませんが、本ほん艦かんは間もなく南なん極きよく海域、目標のポイントに到着します』

　船室全体に一度だけ軽い震動があり、窓外の光景が空から海中へと変化する。後ろからやってくるであろうシティ連れん合ごうの艦隊から身を隠すため、HunterPigeonの全長百五十メートルの船体が海中深くへと潜せん行こうする。

「今は、目の前の作戦に集中しよう」祐ゆう一いちが立ち上がって椅い子すの背から黒い外がい套とうを取り上げ「賢けん人じん会かい議ぎはアフリカ海かいの戦せん闘とうでシティ連合の戦力を大幅に削そぐことに成功した。ここで連合側が衛えい星せいを押さえれば状況は五ご分ぶ。そうなれば、俺おれ達にもルジュナにも策を弄ろうする余地が生まれる。……今は、そう信じるしか無い」

「だな」ヘイズもうなずいて立ち上がり「どの道、選択肢なんざどこにもねぇんだ。とにかく目の前の問題を片付けてチャンスを待つ。それを、きっちりやらねぇとな」

『私もここから可能な限りのサポートをさせて頂きます。どうぞお気をつけを』ハリーがお辞じ儀ぎをするように四角い枠をひらひら揺らし『それと、ヘイズはファンメイ様とエド様の事もどうぞお忘れ無きよう』

　わーってるよ、と呟つぶやき、ヘイズがカップの紅茶を飲み干す。リチャードがロンドンを追われてニューデリーへと逃のがれたことについてはルジュナから説明を受けている。

「作戦中に上う手まいことバックれるように連絡しねーと、戦いが終わって帰ったら次はロンドン軍が敵ってことになっちまうからな」

『本当に、よろしくお願ねがいしますよ、ヘイズ』ハリーは横よこ線せん三本の顔で心配顔を表現してもう一度お辞じ儀ぎをし『では、みなさま最終確かく認にんを』

　テーブルの上に複数のディスプレイが出現し、ここからの行動に必要な各種の情報が表示される。目標の転送システムの正確な位置と周辺に陣取った賢人会議の魔ま法ほう士し達の配置状況、シティ連合の残存戦力、何より突入部隊として送り込まれる連合側の魔法士達──

「……錬れんのヤツ、マジで来んのかな」

　画面に映る黒髪の少年の姿に、ぽつりと呟くヘイズ。

　ルジュナによれば少年は恋人の少女を人ひと質じちに取られ、連合の魔法士として今回の作戦に参加させられているのだという。

「北ほつ極きよくでの一件もある。間違いないだろう」祐一は壁かべに立てかけられた長大な騎き士し剣けんを手に取り「何とかしてやりたいが、今はシティ連合の作戦を妨害するわけにはいかない。機き会かいを待つしか無い」

　だな、と短く呟き、ヘイズが立ち上がる。クレアはそんな二人ふたりの姿を意い識しきの端に、ディスプレイの情報をもう一度頭の中でまとめる。

　自分達の役割は「世せ界かい再さい生せい機き構こう」として南なん極きよくでの戦いに介入すること。

　連れん合ごう側の突入作戦をサポートしつつ一方で各地で発生するであろう作戦に無関係な交戦を妨害し、賢けん人じん会かい議ぎと連合軍双方の損害を可能な限り減らすという難むずかしいものとなる。

　……上う手まくやって、何とか衛えい星せいはシティ連合に取らせて、それから……

　思考が続かない。賢人会議と連合の痛み分けという形で戦いを決着させて、その後は。衛星を取り戻すために躍やつ起きになるであろう賢人会議とそれを全力で防衛する連合、その間で双方の和解を探る道など本当にあるのか、いくら考えてもクレアには分からない。

「あ？　どうかしたか？」

「……ううん、なんでもない」

　それでも、やるしか無い。

　クレアは息を吐き、ヘイズからは見えない角度で唇を嚙かみしめた。




　　　　　　　　＊




　輸ゆ送そう用ようフライヤーの後部の扉が、音もなく開いた。

　ファンメイはとっさに顔を上げ、闇やみの向こうに見覚えのある人ひと影かげを認めて手を振った。

「久しぶり。えっと、シンガポールの時に会った、よね？」

「……おぉ、あん時のちびっ子か」シティ・モスクワの魔ま法ほう士し、イルは心なしか覇は気きの無い声で「そっちの子も、元気にしとったか？」

　隣となりの椅い子すに座ったエドが、無言でこくこくとうなずく。急ごしらえで整せい備びされたらしい特注のフライヤーのコンテナ内にはいかにも頑丈そうな椅子が全部で五つ同じ向きに据え付けられ、ファンメイ達はその椅子に一人ひとりずつばらばらに座っている。

「モスクワ自じ治ち軍ぐんの幻影イリユージヨンNo.17か？」一番奥の席から驚おどろいたような声が上がり「初めてお目に掛かる。ロンドン自治軍のソフィー・ガーランド中佐だ。貴官の数々の功こう績せきについては幾度となく噂うわさに聞いている」

　その言葉に、何な故ぜか動きを止めるイル。

　白髪の少年はややあって「どうも」と短く応こたえ、空いた二つの席の片方に座って目を閉じる。

　アフリカ海かいでの戦せん闘とうの終結からおよそ一時間。ファンメイとエド、それにソフィーの三人は司令部の指示ですぐさまこの南なん極きよく大たい陸りくの前ぜん線せん拠点へと運ばれた。ニューデリー自治軍が中心になって設営されたという簡かん易い的てきな拠点には各シティから集められた残存戦力が集結し、窓の向こうでは兵士達が切せつ羽ぱ詰つまった表情で絶えず駆け回っている。

　賢人会議の本拠地に対する攻こう撃げきは、失敗。

　ファンメイ達はこのフライヤーに乗せられ、次の作戦開始の合図を待っている。

　目指すはここから南に一五〇〇キロ、南極点の地下千メートル、氷床の中に埋め込まれた転送システム。既すでに賢けん人じん会かい議ぎの占領下にあるその施設に一人ひとりの魔ま法ほう士しを送り込むことが自分達の役目だとファンメイは聞かされている。ブリーフィング開始までに読んでおくようにと司令部から与えられた資料には、地表に展開した賢人会議の部隊配置図と共に何な故ぜか転送システム内部の詳細な地図と制御中ちゆう枢すうに至る最短ルートが示され、さらには中枢が収められた部へ屋やのロックを解除するための鍵かぎまでもが与えられている。

　おそらく連れん合ごうは既に転送システムの存在を突き止めていたのだろう、とはソフィーの言葉。

　その事実が意味するところは、いくらファンメイでも何となく察しはついた。

「えっと、イル……イルさん、かな？」

「イル、でええよ」おそるおそる問うファンメイに少年はやはり疲れたような声で答え「なんや？　どないかしたか？」

「え！　えっと」ファンメイは慌てて膝ひざの上の黒猫を意味もなく撫なで「だから……転送システムを起動できる魔法士って、イルのことなの？　わたし達、イルを守れば良いの？」

　少年は、は？　と怪け訝げんそうに顔をしかめ、

「何やそれ。っていうかおれ、ここに来るだけでもギリギリで何も説明受けてへんねんけど」

「そうなの？」

「まあ、南なん極きよくの状況とか、転送システムの構造とかの資料は渡されたけどな」思わず問うファンメイにイルは浮かない顔のまま「自じ治ち軍ぐんの人らみんなかなり混乱してるし、通信経路も限定せんと向こうに作戦漏れるかも知れんし。詳しい話はここに来てからいうことでとにかく輸ゆ送そう艦かんに乗せられたからなぁ」

「理に適かなった話だ」と、奥の座席のソフィーが立ち上がり「では、僭せん越えつながら私が」

　何故か緊きん張ちようした様よう子すで作戦の概要を説明するソフィー。

　話を聞く内に、イルの表情が次第に険しさを帯び、

「転送システムの制御中枢まで、魔法士を一人ひとり運ぶ？」

「うん」ファンメイはうなずき「なんか良く分かんないんだけど、途中でもし賢人会議が転送システムの起動に成功しても、その魔法士とくっついてればわたし達も一いつ緒しよに衛えい星せいの中に入れるはずなんだって。詳しいことはブリーフィングで説明するって言ってたけど……」

　その言葉に、イルは険しい沈ちん黙もくで応こたえる。

　ファンメイは不安になり、少年の顔を椅い子すの後ろからおそるおそる覗のぞき込んで

「んと……わたし、何か悪いこと言った？」

「……いや」イルは首を振り「なあちびっ子、お前、その『転送システムを動かせる魔法士』って心当たりあるんちゃうか？」

　ファンメイは、え、と声を上げ、北ほつ極きよくでの事件のことを思い出す。あの時ファンメイが知らない間に起こっていた色々なことについては、後でリチャードやフィアから聞いている。だから、問題の魔ま法ほう士しに心当たりが無いかと問われれば、

「でも、でもでも！」首を左右に振ってその考えを否定し「それ違うと思う。絶対に違う！　だって、あいつ自分の町に戻ったはずだし、今でも落ち込んでるってフィアちゃん言ってたし、それに、そもそもあいつがシティ連れん合ごうに味方するわけ……」

　コンテナの外で幾つもの足音。とっさに言葉を飲み込むファンメイの耳に、続いて銃を構える乾いた音が複数聞こえる。コンテナの扉が大きく左右に開かれ、小さな人ひと影かげが一つ、銃口に背中を突かれて中に転がり込んでくる。

　足をもつれさせて床に転がった人影が、立ち上がる。

　その正体に気づいた瞬しゆん間かん、ファンメイは息を吞のむ。

「天あま樹ぎ……錬れん……？」

　少年はその声には応えず、自分を運んできた兵士達を振り返る。兵士達は緊きん張ちように強こわ張ばった顔で少年の体を摑つかみ、電子式の手て錠じようを取り去って首筋から小さな黒い素子を引き抜く。

　微動だにしない少年の前で兵士達は逃げるようにコンテナを飛び出し、扉を外側から塞ふさぐ。

　少年はその扉を射殺すような目で睨にらみ、入り口近くの一つだけ残った椅子に座る。

　ただならぬ気け配はいに声を発することを忘れる一同の前、小さな人影が横切る。エドが慌てた様よう子すで自分の席から飛び降り、少年に駆け寄って右手をそっと摑む。

　少年が弾はじかれたような動作でその手を払いのける。

　目を丸くして後あと退ずさるエドに、少年は自分の方が傷ついたような顔で「あ……」と声を上げ、

「エド……ごめん、僕……」

『──揃そろったようだな』

　呟つぶやく少年を遮さえぎって、壁かべに埋め込まれたスピーカーから声が響ひびく。立体映像ディスプレイが五人の座席の正面に出現し、どこかのシティの司令本部らしき場所を映し出す。

　慌ただしく駆け回る兵士達を背後に、司令官席に座る軍服姿の初老の男。

『シティ・モスクワ自じ治ち軍ぐん総司令、セルゲイ・ミハイロヴィチ・ヤゾフだ。今回の作戦の総指揮を務める』元げん帥すいの階級章を付けた男はディスプレイの向こうに集つどった五人の魔法士を一いち瞥べつし『早速だが、作戦の概要を説明する』

　最前列に座るイルがこっちを横目で振り返り「モスクワで一番偉い人やで。気ぃつけや」と小声で囁ささやく。

　慌てて背筋を伸ばすファンメイの前で、総司令を名乗る男は作戦に必要なデータが表示された別なディスプレイを通信画面の周囲に幾つも展開し、

『現在の状況だ。賢けん人じん会かい議ぎは南なん極きよく大たい陸りく極点付近の地下に埋設された大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの転送システムを制圧。施設周辺の地表及び施設内に全戦力を展開し、システム起動の準備を進めている物と思われる』

　ファンメイが事前に受け取ったのと同様の転送システム内部の詳細な構造図が、五人の前に拡大表示される。

『転送システム全体は直径二百メートルの完全な球形の構造物で、目標ポイントの地下千メートルに埋設されている。侵入経路は地表から垂直に下る縦たて坑こう一つ。エレベータはもちろん存在するが、現在はシステム内、及び周辺地域も含めて完全に敵の制圧下にある』

　男は巌いわおのような声で淡々と説明を続け、

『幸いなことにシステムの中ちゆう枢すう、転送システムの本体が存在する制御室の入り口隔かく壁へきにはロンドン自じ治ち軍ぐんが事前にロックを仕掛けている。室内はノイズメイカーによって外部から遮しや断だんされ、情報制御によるアクセスも不可能。賢けん人じん会かい議ぎの魔ま法ほう士し達は現在、このロックの解除を試みているはずだ』

　システムの構造図の中央、球体のちょうど中心にあたる位置に赤い光点が灯ともる。別の小さなディスプレイが構造図の隣となりに出現し、問題の部へ屋やの入り口らしき重厚な隔壁を映し出す。

『制御室のロックは未いまだ解除されておらんが、魔法士達の演算能力をもってすればそれも時間の問題だ。……そしてここからが何より肝要だが、北ほつ極きよく事じ件けんの解析結果から賢人会議の代表は正規の手段に拠よらす、情報制御演算を行うだけでこのシステムを起動可能であることが判明している。つまり、仮にこちらが敵の防御を突破し制御室にたどり着いたとしても、転送システムを稼か働どうさせるためにノイズメイカーを停止させればその瞬しゆん間かんに、賢人会議の代表は自在にシステムの機き能のうを利用することが可能となる』

　別の小さなディスプレイが薄うす闇やみの中に出現し、長い黒髪をツインテールに結わえた少女の姿が映し出される。

『そこで貴官らには制御室への突入前に、賢人会議の代表を名乗るこの小娘を殺害してもらう』男は、殺害、という言葉を当然のように口にし『そこにいる「天あま樹ぎ錬れん」という名の魔法士は今回の協力者であり、彼かの魔法士と同じく転送システムを起動する能力を有している。貴官らは賢人会議の代表を排除した後、配布した鍵かぎを用いて制御室内へ侵入、ロンドン自治軍が設置したノイズメイカーを停止させ転送システムを起動、南なん極きよく衛えい星せい内部へと飛んでもらう』

　言葉を切り、ディスプレイの向こうから一同に視し線せんを巡らせる男。

　ファンメイは前席の錬の様よう子すをそれとなくうかがい、うつむいたまま微動だにしない少年の姿に慌てて首を引っ込め、

「えっと……質問良い？　じゃなくて、良い、ですか？」

『何か』手を上げるファンメイに、射い貫ぬくような視線を向ける男。

「え、えっと！」ファンメイはわけもなく生なま唾つばを飲み込み「だから、もし……もし作戦が間に合わなかったら？　賢人会議が先に制御室のロックを解除して、転送システムを起動しちゃったら、その時は？」

『その場合は、貴官らにも後を追って衛星内へと飛んでもらう』男はかすかにうなずき『制御室のノイズメイカーさえ停止すれば、そこの「天樹錬」は転送システム内のどこにいても情報制御によって転送を行うことが出来る。その際に彼と物理的に接触していた者は、同様に衛えい星せい内へと運ばれることが確かく認にんされている。貴官らには衛星に侵入した後、賢けん人じん会かい議ぎの代表及び共に転送されているかも知れない仲間を全すべて排除してもらう』

　他ほかに質問は、とコンテナ内を見回す男。

　と、一番奥のソフィーが「任務の概要は理解しました」と手を上げ、

「ですが、不明な点が一つ。首尾良く衛星内に到達し、邪じや魔ま者ものを排除した後は、我々は何を。転送システムの正規の起動手段を解明して追ってくるかも知れない賢人会議の魔法士に備えて、衛星を防衛し続けろと？」

　数秒の沈ちん黙もく。

　男は『それには及ばん』と静かに首を振り、

『衛星内に侵入した後、貴官らは衛星内から転送システムを掌しよう握あくして地上との行き来を完全に遮しや断だん。それが不可能な場合は、転送システムそのものを破は壊かいせよ』

「は？」この言葉には、イルが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめ「ちょい待って下さい。そしたら、おれらみんな衛星の中に取り残されることになるんや……」

『その通りだ』ディスプレイの向こうの男はうなずき『だが心配には及ばん。貴官らには転送システムを停止させる前に地上に戻ってもらう』

　そう言って男はコンテナ内の最前列左、黒髪の少年が座る席を指さし、

『衛星内に残るのはただ一人ひとり、そこにいる協力者、「天あま樹ぎ錬れん」だけだ』

　……何、それ……

　言葉の意味を理解するのに、しばらく時間がかかる。

　ファンメイはとっさに椅い子すから立ち上がり、ディスプレイに駆け寄って、

「それって！　それってどういうこと？　衛星の中に残るって、それ、もし転送システムを壊こわしちゃったら二度と帰って来られないんじゃ……！」

　エドが、ぁ、と小さく声を上げる。ソフィーとイルが息を吞のむ音が背中越しに聞こえる。

『いかにも』男はほんのわずかも表情を動かすことなくうなずき『だが、貴官が心配するには及ばぬ、李芳美リ・フアンメイ。彼は一切を承しよう諾だくしている。そうだな？　天樹錬』

　振り返るファンメイの前、死人のような顔で少年が顔を上げる。

　これまでに一度だって見たことの無い、はっきりとした憎悪と殺意の籠こもった目で少年がディスプレイを見上げる。

『意に添わぬことは承知している。恨うらみたければ恨むが良い。甘んじて受けよう』

　男はその視し線せんを平然と受け止め、

『だが、我らには選択の余地が無い。……人類の未来のため、いかなる手段を用いようともこの作戦は成功させねばならぬ』




　窓外に映る兵士達の姿が、遠とお退のき始めた。

　コンテナの壁へき面めんに刻まれた論ろん理り回路が慣かん性せいを打ち消し、フライヤーは乗員にわずかな振動さえも感じさせることなく急速に浮上を開始した。

　前線拠点の幾つもの白い建物が眼がん下かの氷原に広がり、すぐに吹雪ふぶきのヴェールに隠されて全すべて見えなくなる。輸ゆ送そう用ようフライヤーの全長十二メートルの機き体たいはわずか数十秒の内に地表からの高度三千メートルにまで到達し、駐ちゆう留りゆうしていたシンガポール自じ治ち軍ぐんの四百メートル級飛行艦かん艇ていへと接続される。

　白っぽい迷彩が施された巨大な金属の壁かべが──飛行艦艇の船体全てを使って構成された巨大な電でん磁じ射出砲の内壁がフライヤーの左右の窓を覆おおい、機体に対して後方から前方へと流れ去っていく。

　船体を大きく二つに割る形で形成された砲身の最さい奥おう、一時間前の戦せん闘とうにおいては核かく融ゆう合ごう弾頭搭載型の大型弾体が装そう塡てんされていた場所に、フライヤーの機体が固定される。

　間もなくカウントダウンに入ります、というオペレーターの機械的な声。

　事前に配布されたノイズメイカーの抗体デバイスを取り出し、その小さな黒い素子を首の裏側に押し当てる。

　前方の席に座る黒髪の少年に視線を向け、とっさに立ち上がって駆け寄りたい衝しよう動どうに駆られる。何故こんな場所にいるのか、何故シティに協力しているのか、何故一人ひとりなのか、恋人であるはずの少女はどこに行ったのか。そんな疑問が瞬しゆん時じに頭に渦巻き、ファンメイは勢い任せに座席から腰を浮かし──

　不意に右手に触れる、小さな感触。

　隣りん席せきから手を伸ばしてこっちを押さえたエドが、ダメ、とでも言うように首を左右に振る。

　大きな茶ちや色いろの瞳ひとみが示す方に視し線せんを向け、危ういところで声を飲み込む。頭上からコンテナ内を撮さつ影えいする監かん視しカメラの姿に、自分が本来なら「天あま樹ぎ錬れん」という人物のことを何も知らないはずだということをようやく思い出す。

　椅い子すに深く腰を下ろし、深呼吸を一つ。

　エドに向かって小さくうなずき、両手を膝ひざの上で組み合わせる。

　全すべての窓がシャッターによって閉ざされ、座席正面に出現した立体映像ディスプレイに複数のカメラによって捉とらえられた機き外がいの様々な角度の映像が表示される。

　フライヤーの機体を固定する巨大な機械のアームを背景に、大きく『五』という数字が浮かぶ。四、三とカウントダウンが進むにつれてアームのロックが解除され、機体の上下左右を覆おおう金属壁が唸うなりと共に光を帯びる。

　数百メートル先までまっすぐに伸びる電磁射出砲の巨大な砲身を、無数の電光が走り抜ける。

　目の前に映し出される『０』の表示。

　慣かん性せい制御でも殺しきれない衝しよう撃げきが機内を襲おそい、あらゆる物がカメラの視界から文字通り消失した。
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　吹雪ふぶきに覆おおわれた氷原の闇やみを、荷電粒子の光が貫いた。

　上空の飛行艦かん艇ていから降り注いだ無数の紫電の槍やりは南なん極きよく大たい陸りくの地表を覆う厚さ数千メートルの氷の大地に突き立ち、幾つもの爆ばく発はつを巻き起こした。

　噴ふき上がった水蒸気が凍こごえた大気に瞬しゆん時じに凍結し、ダイヤモンドダストとなって絶え間なく続く砲ほう撃げきの光に煌きらめく。拡散した氷の粒子はしかし通常の物理法則を無視して空中の一点に集まり結晶化、周囲の空気分子を取り込んで人の身長の倍ほどもある淡青色の槍へとその姿を変える。

　降り注ぐ荷電粒子の光の間かん隙げきを縫ぬって、秒速三千メートルで放たれる空気結晶の槍。

　それが、地表と上空の飛行艦艇群のちょうど中間地点で数百の細い槍へと分解し、拡散して頭上の敵へと襲いかかる。

　同時に荷電粒子の光が闇を薙なぎ、一瞬前まで空気結晶の槍の本体が存在していたその一点を複数の角度から貫く。飛散した小槍のおよそ半数が熱ねつ量りように蒸発して空中に消滅し、残る半数が隊列を成す数隻の飛行艦艇へと到達する。

　巻き起こる幾つもの衝しよう撃げき音おん。

　全長三百メートルの飛行艦艇が機き体たいをわずかにぐらつかせ、すぐに体勢を立て直す。

　艦艇の周囲を飛び交う空中戦車と軍用フライヤーの一群が、雲うん霞かのごとく空を覆って迫り来る。視界に映るだけで実に数千、荒れ狂う吹雪ふぶきのヴェールを裂いて高速で飛来する黒い軍勢が眩まばゆい光を帯び、全すべての機体から同時に放たれた数千の荷電粒子の槍やりが地表めがけて天上のあらゆる角度から飛来する。

　煌きらめく光。空中に結晶化した無数の半透明な盾が見渡す限りの空を覆い、降り注ぐ光を一つ残らず防ぎ止める。膨ぼう大だいな熱ねつ量りように爆はぜた空気分子が瞬しゆん時じに再凍結して数万の弾丸へとその姿を変え、電でん磁じ射出砲に匹敵する速度で放射状に撃うち出される。降り注ぐ荷電粒子に照らされて、無数の半透明な結晶体が闇やみ空ぞらに光の軌跡を描く。おびただしい数の衝撃音が重なり合って鳴なり響ひびき、機能を失ったフライヤーが次々に氷原へと落下していく。

　地表では黒地に銀ぎん縁ふち取どりを施した賢けん人じん会かい議ぎの正装を纏まとった魔ま法ほう士し達したちが、転送システムを離はなれて次々に戦場へと躍おどり込んでいく。剣を抜きざま地を蹴けった騎き士しの体が半透明な球形の揺らぎに包まれ、瞬時に上空の空中戦車のただ中に出現する。落下と共に突き下ろされた剣の切っ先が演算機関が収められた戦車後部の装甲を貫通し、機能を失った戦車が落下を開始する。

　周囲のフライヤーが機首に取り付けられた指向性のノイズメイカーを騎士に向け、それより早く跳ちよう躍やくした騎士の体は別な敵機の上に出現する。閃ひらめく銀光。正せい確かくに演算機関だけを狙ねらった最小の斬ざん撃げきが周囲を埋め尽くすフライヤーの機き能のうを奪い、一機、また一機と眼がん下かの氷原に叩たたき伏せていく。

　破は壊かいした空中戦車と共に地表に降り立った別な騎き士しの少女が、力を失ったように氷原に倒れ込む。剣を杖つえ代がわりに立ち上がろうとする少女を駆け寄った人形使いの少年が支え、転送システムの方へと運ぶ。一人ひとり、また一人、蓄ちく積せき疲労の限界によって戦力を失った魔ま法ほう士しが仲間に支えられ、転送システム内部の臨りん時じ拠点へと戻されていく。

　絶え間なく続く砲ほう撃げきの光が、空を覆おおう闇やみを目も眩くらまんばかりに照らし出す。

　その光景を立体映像ディスプレイのカメラの向こうに見つめ、ディーは息を吐いた。

「状況は？　解除完了までの時間は予想可能だろうか」

　傍かたわらに立つ黒髪の少女が、周囲の魔法士に向かって声を投げる。転送システムの中ちゆう枢すう、制御室の前。ディーはサクラと共にこの最深部に立ち、隔かく壁へきのロック解除を待ちつつ地表の戦場に指示を送っている。

「ここまででだいたい七割です。あと十五分もあれば」

　隔壁の前に立つ人形使いの青年が振り返って答える。高さ三メートルを超えるチタン合金の重厚な隔壁。青年はその傍らの壁に埋め込まれた操そう作さ盤ばんを有機コードで自分のＩ─ブレインに接続し、さらに別なコードを周囲に集まった二十人ほどの魔法士と繫つないで並列処理でロックの解除を試みている。

　頼む、と呟つぶやき、ディスプレイの戦場に視し線せんを戻すサクラ。

「……ねえ」数すう瞬しゆん迷ってから少女の横顔に声をかけ「やっぱり、ぼくも出た方が良いんじゃないかな。さすがに楽勝ってわけにはいかないみたいだし、アフリカ海かいで残った戦力が増援に来たら……」

「まだ早い」サクラは鋭するどい表情でディスプレイを睨にらんだまま「現状で戦力は拮きつ抗こうしている。このまま膠こう着ちやく状態を続ければこちらの勝ちは揺るがない。……そもそも、貴方あなたはまだ先刻の戦せん闘とうの疲労から回復していないだろう。焦る必要は無い」

（疲労蓄ちく積せき率五十八パーセント。稼か働どう状態安定まであと五百秒）

　脳内のシステムメッセージに意い識しきを向ける。サクラの言う通り、アフリカ海での戦闘において殿しんがりを務めた自分のＩ─ブレインは疲労している。そもそも、現在行われている戦闘は転送システム稼働までの時間を稼かせぐためのものだから危険を冒して敵に損害を与える意味は小さい。少女の考えには確たしかに一理ある。だが、

　……セラ……

　荷電粒子の光に照らされた戦場を正八面型の結晶体が輪りん舞ぶする。ポニーテールに結わえた長い金髪が揺らめく。セラはこの戦闘に備えて生産された計二十個のＤ３を従え、転送システムの直上をゆったりと浮遊する。降り注ぐ無数の荷電粒子を重力の盾で受け流し、あるいは自身の周囲に絡め取る。周囲に浮かぶ二十個のデバイスが断続的に閉へい鎖さ空間の生成と開放を繰くり返しながら光の槍やりを解き放ち、飛行艦かん艇ていの総そう攻こう撃げきに匹敵する圧倒的な火力を頭上の艦隊に絶え間なく叩たたき付けていく。

　今回の作戦において、最前線で戦うことを決断した少女。

　その心中が、ディーには心配でならない。

　人類を殲せん滅めつするという賢けん人じん会かい議ぎの決定にセラが同意していないことはもちろん知っている。少女がシンガポールの事件以前の、シティとの共存を目指していた時代に戻りたいと思っていることも理解しているし、そんな少女の許もとに同じ考えを持つ子供達が多く集まっていることもサクラに聞いている。

　だが、セラのその願ねがいを叶かなえる術すべは無い。

　シティと賢人会議の関係に、全面戦争以外の終着点は最早有り得ない。

　サクラの『人類殲滅宣言』は単なるダメ押し、言ってしまえば最後の明めい確かくな線引きに過ぎない。真ま昼ひるが死に、同盟が決裂したあの時点で、賢人会議の魔ま法ほう士し達の大半は既にシティに対する総攻撃を望んでいた。シンガポールを手始めに全すべてのシティを滅ぼし、マザーシステムをこの地ち球きゆう上じようから消し去るべきだという彼らの声を抑える手段は無かった。それに、仮に賢人会議が和平を求めたとしてもシティの側にその意志は無かった。シティ連れん合ごうが賢人会議の殲滅を決定して既に攻撃作戦の準備を開始しており、話し合いによってこれを止める手段は無かった。

　それでも、ディーはサクラを止めるための努力はした。例えば中立を表明したニューデリーと手を結び、他ほかの五つのシティの連れん合ごうに対抗することは出来ないのかと。だが少女はその考えを否定した。仮にニューデリーが同意したとしても戦力差は明白、その場合には賢人会議より先に彼かのシティが連合軍に滅ぼされるだけのことだと。

　シンガポールでの事件によって各シティの市民は魔法士の脅威を目まの当あたりにした。これに味方するニューデリーは人類の敵であると自じ治ち政せい府ふが叫べば市民の賛さん同どうは得られ、攻こう撃げきも可能となる。それが分かっているからルジュナ・ジュレは賢人会議への協力では無くあくまでも「中立」の立場を表明したのだ──そう答えるサクラに、ディーは返す言葉が無かった。

　もちろんセラと同様に、ディーも戦いは避けたい。どんな状況だって、人が死ぬ選択よりは人が死なない選択の方が良いに決まっている。だが、今の世界にはその「選択の余地」が無い。少女が望むような道は、もう、どこにも残されてはいない。

　いっそ二人ふたりで賢人会議を捨て、戦いを望まない子供達と共にニューデリーに亡命するか？　ダメだ。賢人会議がシティ連合を倒せば、人類殲滅を実行するために当然ニューデリーも他のシティと同様の戦場となる。仮に賢人会議が敗北したとしても、シティ連合の次の標的は当然、未いまだに多数の魔法士を抱えるニューデリーに向く。

　全てを捨てて野に下り、シティからも賢人会議からも離はなれてひっそりと暮らすか？　ダメだ。世界の行く末に背を向けて自分一人ひとりの安あん寧ねいを望むことなどセラには決して出来ない。仮に一いつ時ときの安寧を得られたとしても、少女はいずれ心を病み、自分を際限なく責めるようになる。

　安住の地などどこにも無い。たとえ少女がそれを望まずとも、戦って魔ま法ほう士しのための世界を作り上げる以外にディーには行くべき道が無い。

「後のことは頼む、ディー」

　不意に、少女の声。

　とっさに顔を向けると、サクラは思いがけなく穏おだやかな表情でこっちを見返し、

「先日も話した通り、衛えい星せいと転送システムの状況によっては私は衛星内に留とどまらざるを得なくなる。通信手段を確かく保ほして指示を試みるつもりではいるが、私が不在の間、地上側で組そ織しきを束たばねる者が必要になる。その役目は貴方あなたに。皆と協力して作戦を進めて欲しい」

　それは、今日きようの作戦が始まる前に一度、少女から聞かされた言葉。

　ディーは周囲の他の魔法士達の視し線せんが自分に集まるのを感じ、とっさに視線を伏せて、

「サクラ……何度も聞くけど、本当にサクラが行くの？」視線を頭上に向け、遙はるか遠くに浮かんでいるはずの衛星の姿を思い描き「シティ連合は気づいてないみたいだけど、転送システムの鍵かぎはここにあるんだ。サクラじゃなくても衛星には飛べる。ぼくが行っても良いし、他の誰だれかに頼むことも出来る。だから」

　軍服の胸元に手を触れ、隠しポケットに収められたディスクの事を考える。北ほつ極きよくでの事件の折、ウィッテンの遺い書しよと共に発見した南なん極きよく側の転送システムの起動キー。この鍵のコピーは北極衛星に飛ばされた他の四人……錬れん、フィア、イル、そしてもちろんサクラも所有している。

「その点についても昨日きのう話した通りだ」サクラは静かに首を振り「衛星内にどんな危険があるかは分からないし、シティ連れん合ごう側が転送システムの起動手段を確かく保ほすれば追っ手との戦せん闘とうとなる可能性もある。それに、衛星が作られた経けい緯いを考えれば、北極の時と同様に私の中にある『アリス・リステルに似た情報構造』が役に立つ可能性は高い。やはり、私が行くべきだ」

「それは、そうかも知れないけど……」

　かろうじてそんな言葉を返し、サクラの表情を窺うかがう。理屈の上では少女の言葉は正しい。少女は言及を避けているが、転送システムの掌しよう握あくが上う手まくいかなかった場合にはシティ連合の追つい撃げきを避けるためシステムそのものを破は壊かいすることを少女は既すでに決めている。その場合、少女は雲の除去に成功して自力で地上に降りてこられる状況になるまで数年、下へ手たをすればそのまま一生を衛星の中で過ごす事になる。そんな役目を他ほかの者に委ゆだねるわけにはいかないという少女の考えには、確たしかに間違いは無い。

　だが、その選択は同時に、これから始まる『人類の殲せん滅めつ』という苦行──戦う力など持たない一般市民を一人ひとり残らず殺し尽くすというその罪を仲間達に押しつけることを意味する。少女がその事実に悩み葛かつ藤とうしている気け配はいが無いことに、ディーは違和感を覚える。

　あるいは、それが少女の覚悟なのだろうか。

　魔ま法ほう士しの代表として旧ふるい人類を滅ぼすと決めた少女にとって、もはやそんな罪の意い識しきは考こう慮りよするに値しないことなのだろうか。

「サクラ、まだ時間はあるんだ。もう一度よく考えて」

　言いかけるディーの言葉を遮さえぎって、ディスプレイから警けい告こく音おんが響ひびく。地表で交戦中の炎使いの一人ひとりが驚おどろいた様よう子すで空の彼方かなた、敵の飛行艦かん艇ていの一つを指さし、大声で何事かを叫ぶ。

　カメラの映像が急速に拡大し、飛行艦艇の姿が大写しになる。

　紡ぼう錘すい形けいの艦艇の船体を水平に二分する形で形成された、電でん磁じ射出砲の巨大な砲身。

　その最さい奥おうに装そう塡てんされた輸ゆ送そう用ようフライヤーの全長十数メートルの機き体たい。

「……そう来たか」

　あくまでも穏おだやかさを保った、サクラの呟つぶやき。

　走り抜ける紫電がディスプレイの向こうの闇やみを照らし、衝しよう撃げき波はと共に撃うち出された黒い機き影えいが戦場の空を貫いた。
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　ディスプレイに映し出される船外カメラの映像を、無数の荷電粒子の光が満たした。

　錬れんはあらゆる思考を押し殺し、二十倍速の視界が捉とらえる南なん極きよくの戦場の光景に全すべての神経を集中した。

　荒れ狂う吹雪ふぶきに覆おおわれた南極大陸の広大な氷原を、黒い軍服が駆け巡る。賢けん人じん会かい議ぎの魔法士達は南なん極きよく点てんを中心に半径五キロの周囲に戦力を展開し、全方位から迫るシティ連れん合ごうの部隊に対して機き動どう防御を仕掛ける。その数、およそ一六〇〇。全戦力の実に八割を地表の戦場に展開し、賢人会議は鉄てつ壁ぺきの守りでフライヤーと空中戦車からなる敵の地上部隊を防ぎ止める。

　その防御陣の中心、氷原のただ中に開かれた転送システムの入り口を目指して、フライヤーは突き進む。

　射出時の初速度、秒速六千メートル。高度二万五千メートルの空から電でん磁じ射出砲によって文字通り放たれた輸ゆ送そうフライヤーの全長十二メートルの機体は、空気抵抗によって速度を減じながら通常のフライヤーの五十倍近い超高速で敵陣の中心めがけて闇やみを突き進む。

　後方遠く、飛行艦艇から放たれた荷電粒子砲の砲撃がフライヤーを追い越して地表の氷原に突き刺さる。眼がん下かの氷原に幾つもの爆ばく発はつが巻き起こり、蒸発した凍土が水蒸気となって噴ふき上がる。膨ぼう大だいな量の蒸気は凍こごえた大気に再凍結、濃のう密みつなダイヤモンドダストとなって荷電粒子の光を乱反射しながら白色のヴェールを形成し、

　──その氷晶の壁かべを貫いて、飛来する複数の影かげ。

　半透明な球形の揺らぎを纏まとった三人の騎き士しがフライヤーの直上に忽こつ然ぜんと出現。騎士達は地表めがけて超高速で飛び続ける機体の上でわずかもバランスを崩すこと無く片かた膝ひざを突き、逆手に構えた剣の切っ先をチタン合金の装甲へと振り下ろす。

　とっさに声を上げそうになる錬れんの背後で、後部座席のエドが小さく一つ息を吐く。船外カメラに映し出される機き体たい表面が生物の表皮のように細かく波打ち、出現した無数の細い物体が今にも突き刺さろうとしていた騎き士し剣けんの刃やいばを弾はじき飛ばす。

　絶え間なく降り注ぐ荷電粒子の光に照らされて、物体がその正体を露あらわにする。

　金きん属ぞく線せんの表面に螺ら旋せん状じようの溝が彫り込まれた数千の螺ね子じがフライヤーの表面を覆おおうチタン合金の装甲のあらゆる場所から針山のように突き出し、それぞれが全く独立の複雑な軌跡を描いて騎士達へと襲おそいかかる。

　螺子に弾かれた騎士剣の刀身が空中に翻ひるがえり、弧を描いて再び襲いかかる。数十の螺子が情報解体によって同時に消し飛び、その間に騎士の懐ふところに潜もぐり込んだ別な数百の螺子が騎士の体に容赦なく突き立つ。寸前でその攻撃を回かい避ひした騎士達の体がフライヤーから離はなれ、足下に出現した空気結晶の盾を足場に下方へと跳ちよう躍やくする。

　船外カメラを覆っていた白煙が唐突に途と切ぎれ、氷原の戦場が視界に大写しになる。

　射出からわずか五秒。地表は既すでに目の前。

　機体から生はえ出した数千の螺子が互いに絡み合い、機体の周囲を覆うように巨大なボールを形成する。

　すさまじい衝しよう撃げきがコンテナを襲い、錬は吹き飛ばされる寸前で自分の座席にしがみ付く。船外カメラの映像が目まぐるしく回転し、その度たびに重力の方向が上下に変動する。

　金属の螺子が地表を覆う氷床に突き立ち、回転するフライヤーの機体を強制的に停止させる。

　船外カメラの向こう、瞬しゆん時じに状況を理解した様よう子すで駆け寄る賢けん人じん会かい議ぎの魔ま法ほう士し達。

　同時に、生物化したコンテナの壁かべが大きく左右に開き、極地方特有の零下七十度の大気が容赦なく機き内ないへと流れ込む。

　とっさに腰のナイフに手を伸ばす錬れんの目の前を、三みつ編あみに結わえた長い黒髪が走り抜ける。艶あでやかなチャイナドレスを翻ひるがえしたファンメイは一いち跳ちよう躍やくで真っ先に機外へと飛び出し、頭上から振り下ろされた騎士剣の刃やいばを当然のように素手で受け止める。

　騎士は驚おどろいた様子で一瞬だけ動きを止め、すぐに我に返って剣を摑つかむファンメイの腕に蹴けりを見み舞まう。それを回かい避ひした少女の手から剣の刃が外れ、自由を取り戻した騎士は大きく後方に跳躍し、

　その背後に出現する、半透明な球形の揺らぎ。

　ロンドン自じ治ち軍ぐんの軍服を纏まとった騎士──ソフィー中佐が出現と同時に手にした片刃の騎士剣を一いつ閃せん、呆ぼう然ぜんと目を見開く賢人会議の騎士を肩から袈け裟さ斬ぎりに斬り付ける。

　甲かん高だかい金属音。正せい確かくに騎士の体を寸断するかと見えた剣の一撃を足下から生はえだした氷の腕が受け止め、弾はじき飛ばす。跳ね返った剣を翻して再度踏み込むソフィーの目の前に、氷の腕から変じた数十の空気結晶の槍やりが突き出す。とっさに退しりぞくソフィーの頭上を飛び越えて割り込む小さな影。片刃の騎士剣の上に降り立った黒猫姿の小龍シヤオロンの体からおびただしい量の黒い触手が生え出し、至近距きよ離りから迫る淡青色の槍を一つ残らず撃うち落とす。

　そんな攻防の背後からイルとエドが機き外がいに飛び出し、錬れんもその後に続く。先に機外に出たソフィーやファンメイと違い、極寒の大気に対応する能力の乏とぼしい三人は論ろん理り回路を利用した軽装タイプの防寒着をまとい、頭から顔の半分までをマスクで覆おおっている。

　頭上から絶え間なく降り注ぐ荷電粒子の光と、止やむことの無い衝しよう撃げき音おん。

　異常に気づいて駆け寄る賢けん人じん会かい議ぎの魔ま法ほう士し達を光の向こうに認め、錬はホルスターから引き抜いたサバイバルナイフを胸の前に構える。

「……あれやな」

　背後に近寄ったイルの囁ささやき。少年の示す先に視し線せんを向け、錬は拳こぶしを握りしめる。距きよ離りにしてわずか十メートル。転送システムの入り口である金属ハッチは氷原のただ中に大きく口を開け、その前には十人ほどの魔法士が立ちふさがっている。

　周囲で幾つもの足音。半透明な球形の揺らぎが錬達を取り囲む位置に次々に出現し、剣を構えた賢人会議の騎士が一人ひとり、また一人と姿を現わす。

　そのさらに後方からは、炎使いか人形使いと思おぼしき別な魔法士達が近づく。吹雪ふぶきに閉ざされた視界の先、ほぼ全方位に確かく認にん出来るだけで合計二百人以上。状況を察知した賢人会議の魔法士は連れん合ごうの地上部隊との戦せん闘とうを中断し、この場所に殺到しつつある。

「……突入を開始する」ソフィーが厳おごそかに告げて自身の眼前に迫る空気結晶の槍を打ち払い「天あま樹ぎ錬、だったな。あなたは転送システム内へ。後方の安全確保は我々が行う」

　少女の言葉にうなずき、駆け出す。荒れ狂う吹雪ふぶきの先で、十人の魔法士が身構える。剣を構えた幾人かが地を蹴けって疾走を開始し、残る魔法士達の前に無数の空気結晶の弾丸が出現する。

　わずかの躊ちゆう躇ちよもなく放たれる、数百の弾丸。

　考えるより速くＩ─ブレインが反応。音速の三倍ほどの速度で襲おそい来る弾丸を目の前に生成した空気結晶の盾で受け止め、同時に頭上から振り下ろされる剣の一いち撃げきを足下の氷床から生み出した仮想精神体の『腕』で弾はじく。

　弾かれた剣を両手に抱えたまま、騎き士しが空中に一回転してかろうじて着地する。錬よりずっと小さな、普通の人間で言えばせいぜい八歳ほどの男の子。対応する間を与えずその懐ふところに飛び込み、無防備な首筋にナイフの刃を走らせ……

　それより速く、目の前を横切る黒い触手。

　首筋を打たれた男の子がその場に倒れ込み、気を失って動かなくなる。

　我に返って振り返った視し線せんが、龍りゆう使つかいの少女とぶつかる。驚おどろいたように目を丸くする少女の姿に、自分がたった今、子供の命を躊ちゆう躇ちよなく奪おうとしていたことを理解する。

　内ない臓ぞうを抉えぐられるような猛烈な不快感が喉のどのすぐ傍そばにまでせり上がる。錬は叫びたくなる衝しよう動どうを必死に抑え、ナイフを構え直して残りの敵へと向き直り、

「天樹、錬……？」

　押し殺したような、ファンメイの声。

　少女はどこかぎこちない動きで錬れんの隣となりに立ち、肩に乗った黒猫の体から複数の触手を伸ばして周囲に防御を展開し、

「どーしたのよ！　今、自分が何やったか分かって……」

「何って、敵を倒そうとしただけだよ」ファンメイから視し線せんを逸そらして答える。

「そうじゃなくて！」少女は青ざめた顔でこっちを見つめ、正面から振り下ろされる騎き士し剣けんの斬ざん撃げきを触手で弾はじき「そもそもあんた、何でこんなとこにいるの？　何でシティ連れん合ごうの手て伝つだいなんてやってるの？　っていうかフィアちゃんは一いつ緒しよじゃ無いの？　どうしたのよホントに！」

　最後の言葉に、心臓がねじ切れそうになる。

　視界が歪ゆがむ。錬は平静を保とうとして失敗し、肺の中に淀よどんだ泥のような熱ねつ気きを吐き出し、

「……シティ・ベルリンに捕まった。人ひと質じちだ、って」

「え……？」

　ファンメイは一いつ瞬しゆん意味が分からなかった様よう子すで首を傾かしげ、すぐに目を見開く。

　呆ぼう然ぜんと見つめる少女に顔を向けることが出来ず、錬はうつむいて唇を嚙かみ、

「逃げたり逆らったりしたらフィアが殺される。もちろんこの作戦に失敗しても。だから……」

（高密度情報制御を感知。危険）

　呟つぶやく声をかき消すように、脳内に警けい告こくメッセージが出現する。とっさに振り返る視界を銀光が躍おどり、自己領域の揺らぎと共に出現した騎士剣の刃やいばが上下左右の四方向から錬めがけて同時に走る。その軌道の先に黒い触手が割り込み、四人の騎士によって放たれた斬ざん撃げきを残らず弾はじく。同時に背後で別な金属音。新たに出現した別の二人ふたりの騎士が後方に立つエドの体に前後から騎士剣を振り下ろし、とっさに割って入ったソフィーがその双方をかろうじて打ち払う。

　剣を引きざま退しりぞいた六人の騎士が、こっちを取り囲む位置で身構える。

　おそらくは全員が第一級カテゴリーＡの、世界でもトップクラスの騎士。

　これまで見たことも無い密度の警けい告こくが脳内を駆け巡り、短期未来予測ラプラスが避けようの無い死の危険を訴え、

（ノイズを感知。演算速度低下）

　脳内に出現する新たな警告メッセージ。

　騎士達が動きを止め、舌打ちと共に一歩後方に退く。

　空を覆おおう吹雪ふぶきのヴェールを裂いて、灰はい色いろの雪中迷彩に覆おおわれた自じ治ち軍ぐんのフライヤーが数十機きその姿を現わす。機首に取り付けられた指向性のノイズメイカーが錬れんもろとも一帯の魔ま法ほう士しを捉とらえ、Ｉ─ブレインの機能を阻害する。

　その上空には、続々と集結しつつあるフライヤーと空中戦車の軍勢。

　ようやく集結に成功したらしい連れん合ごう軍ぐんの地上戦部隊が配備されたありったけのノイズメイカーを眼下の戦場に照準。魔法士達の動きを押さえ込む。

　首筋に埋め込まれたノイズメイカーが稼か働どうし、脳内に満ちるノイズの影えい響きようをかき消す。自由を取り戻した体が五倍速の運動を再開。行く手を遮さえぎる騎き士しを仮想精神体の『腕』で弾き飛ばし、その後方、氷原のただ中に口を開けた二メートル四方ほどの金属ハッチへと到達する。

「そのまま中へ──」

　言いかけたソフィーの声を遮って、すさまじい衝しよう撃げき音おんが響ひびき渡る。見上げた頭上で一台の空中戦車が動きを止め、ゆっくりと地表に落下して機首から氷の大地に突き刺さる。闇やみを貫いて水平に走り抜ける光。空を覆おおうフライヤーの編へん隊たいが一機き、また一機と演算機関を撃うち抜かれ、次々に落下して動きを止める。

　氷原の彼方かなたに目を凝こらし、攻撃者の正体に気づいて息を吞のむ。

　長い金髪をポニーテールに結わえた、小さな白人の少女。

　重力制御によって空中に浮遊する少女の周囲では二十個の透明な正八面結晶体が消滅と出現を繰くり返し、荷電粒子の槍やりを絶え間なく撒まき散らす。

　周囲の氷原に幾つもの足音。とっさに向けた視界の先に、百近い巨大な氷晶の『腕』と無数の空気結晶の弾丸が煌きらめく。騎士達の後方からようやく追いついた賢けん人じん会かい議ぎの人形使いと炎使いの部隊が、錬を含めた五人の侵入者を取り囲む。おそらくはノイズの影響下でも限定的な能力の行使が可能な、第一級カテゴリーＡや第二級カテゴリーＢの魔ま法ほう士し達。たとえ本来の能力は発揮出来なくとも、その圧倒的な数は抗体デバイスを用意したこちら側を総戦力で完全に上回っている。

「李芳美リ・フアンメイ、貴官はあの光使いを」

　ソフィーの声。

　視し線せんで振り返る錬れんの前、少女は片刃の騎士剣を油断無く眼がん前ぜんに構え、

「幻影イリユージヨンNo.17殿は天あま樹ぎ錬と共に転送システム内へ。私はここで敵の施設内への侵入を食い止める。エドワード・ザインは私の援えん護ごを」

　ファンメイが真っ先に「分かったの」とうなずき、肩に乗った黒猫を空中へと投げ上げる。黒猫の小さな体が見る間に数百倍に膨ふくれ上がり、巨大な黒い鳥へと姿を変える。

　少女は鳥の背に飛び乗って一度だけ錬を見下ろし、何かを言いかけて止やめる。

　巨大な鳥が翼つばさの一羽ばたきで周囲を取り囲む魔法士達の頭上を飛び越え、飛行艦かん艇ていに匹敵する速度で吹雪ふぶきの彼方かなたへと消えていく。

「こっちや！　急げ！」

　背後で声。振り返る間もなく強い力で手を引かれ、錬は足をもつれさせながら氷原を駆け出す。目の前には鍛きたえ上げられた少年の背中。踏み込む足がすさまじい打音で大気を震ふるわせ、行く手を遮さえぎる騎士の青年を拳こぶしの一いち撃げきで文字通り弾はじき飛ばす。

　同時に後方で響ひびく剣けん戟げきの音。わずかずつタイミングをずらして放たれた二十倍速の斬ざん撃げきが六方位から立て続けに六度ソフィーの体を襲おそい、その全すべてを五十倍加速の剣で打ち払った少女は反撃に転じるタイミングを逃のがして周囲の六人を相手に再び身構える。同時、少女の頭上から降り注ぐ無数の空気結晶の槍やり。とっさに振り仰ぐ少女の視界を足下の氷床から突き出た透明な無数の螺ら旋せんが覆おおい、降り注ぐ槍やりのことごとくを空中に貫き、縫ぬい止める。

　息を吐いたエドがソフィーの背にぴったり身を寄せ、振り返る。

　小さな口が何か言いたそうに二、三度動き、とうとう諦あきらめたらしいエドはひどく悲しそうな表情で錬れんに一つうなずく。

「おい！　ぼけっとしてる場合か！」

　先を行くイルが叫び、金属ハッチに取り付いて閉ざされた隔かく壁へきの表面に手のひらを当てる。鍛え上げられた指先が重厚な金属隔壁の内側に融とけるように潜もぐり込み、機き械かい式しきのロックを内部から解除する。

　錬は少年に促されるまま氷の大地を蹴けり、転送システムへと飛び込んだ。

　迷う時間も、考える時間もありはしなかった。




　錆さび付いたような機械音声が扉のロックを告げ、エレベータが高速で降下を開始した。

　錬は金属材剝むき出だしの縦たて坑こうの内壁とエレベータの間のわずかな隙すき間まに身を隠し、イルと共に闇やみの中を下って行った。

　タイミングを計ってエレベータから身を離はなし、空間曲率制御アインシユタインを起動して縦坑の壁かべへと飛び移る。脳内に保存された施設内の詳細図を頼りに剝き出しの金属壁を探り、どうにか通気ダクトの入り口を発見する。

　事前にこの施設の内部調ちよう査さを進めていたシティ連れん合ごうと異なり、賢けん人じん会かい議ぎの魔ま法ほう士しが転送システム内に初めて入ったのはほんの一時間前のこと。詳細な構造については知り得るはずも無く、存在自体を認にん識しきしていないであろう移動経路も多い。

　この通気ダクトは、そんな道筋の一つ。

　予定通りなら、誰だれにも気づかれること無くシステムの中ちゆう枢すう、制御室の近くまでたどり着くことが出来る。

　……たどり着いて、衛えい星せいに飛んで、それから……

　通気ダクトを満たす闇やみが密度を増した気がして、考えることを止やめる。フィアと共に軍に捕らわれ、ベルリンに送られてからのことは思い出したくも無い。ごめんなさいと泣き叫ぶ少女を前に言葉を発することすら許されず、命令されるままに軍の輸ゆ送そう艦かんに乗せられて南なん極きよくの戦場に運ばれ作戦の詳細を説明された。少女を人ひと質じちに取れば「天あま樹ぎ錬れん」を意のままに操あやつれるというシティの判断は完全に正しく、自分には為なす術すべが無かった。

「最終的には衛星の側から転送システムを破は壊かいして衛星内に一人ひとりで留とどまれ」という絶望的な命令にも、黙だまって同意するしか無かった。

　あるいは、これも罰なのだろうか。

　シティ・神こう戸べが滅びる切っ掛けを作り、その罪に向き合うことなく、兄を救うことも出来なかった自分に下された天罰なのだろうか。

「……なあ」

　前を行くイルが、不意に声を上げる。少年は動きを止めることなくダクトを這はい進みながら視し線せんでこっちを振り返り、

「人質に取られたいうんは、あのちびっ子か」

「……いきなり町に攻めてきた。今日きよう、ほんの何時間か前だよ」皮肉を口にしようとして失敗し、唇を嚙かみしめて「守れなかった。あいつら特別な装置を用意してて、それでフィアのＩ─ブレインを乗っ取って……」

「目的はお前に転送システムを起動させること、いうわけか」イルは闇やみの向こうで息を吐き「お前、北ほつ極きよくで見つけた起動キーのことは」

　無言で首を横に振る。シティ連れん合ごうは気づいていないが、そもそも転送システムを起動するのに自分や賢けん人じん会かい議ぎの代表である少女の存在は必ひつ須すでは無い。北極事件で自分達がウィッテンの遺い書しよと共に発見した南なん極きよく側の転送システムの起動キー。家の隠し倉庫に保管してある鍵かぎを使えば、錬で無くとも誰だれでも衛星に入り込むことは出来る。そして、同じ鍵を持っている者はシティ連合の手が届く場所に他ほかにもいる。

「そーか」イルは束つかの間ま沈ちん黙もくし「すまんな。おれが鍵のこと、軍の人らに報告しとったら」

　少年の言葉に再び首を振る。少年が起動キーの存在を誰にも話さなかったのは当然。鍵の存在をあの日北極衛星に居合わせた五人だけの秘密にするのは全員で話し合って決めたことだ。賢人会議が人類の完全な敵となった後でもその存在を隠し続けた少年の葛かつ藤とうはよく分かるし、連合が北極衛星を手に入れることが世界にどんな化学反応をもたらすか予想出来ない以上、少年の決断を責めることなど出来るはずが無い。

　それに、今さら悔やんだところで遅い。

　この鍵の存在はもはや、秘密として誰にも明かすことなど出来ない。

　転送システムの正規の鍵が存在することが知られれば、自分は用済みとなり必然的にフィアも不要となる。役目を終えた二人ふたりをシティ連合が無事に解放してくれるかと問われれば、もちろんそんなことは有り得ないだろう。自分はシティの駒こまとして、フィアは貴重な実じつ験けん動物として、命だけでも長らえることが出来ればまだ幸運。魔ま法ほう士しの排はい斥せきを進めるシティの現状にあっては、自分達二人はおそらくデータを収集した後で速やかに処分されるだろう。

　今はただ、シティの命じるままに駒を演じるしかない。この作戦に成功したところでベルリン自じ治ち政せい府ふが少女を解放するはずなど無いが、それでも従うより他ほかに道は無い。

「……ここやな」

　複雑に曲がりくねったダクトを昇降を繰くり返しながら這はい進み、ようやく目的のポイントにたどり着く。床に埋め込まれた扉を慎重に開き、息を殺して薄うす闇やみの通路に下り立つ。一いつ直ちよく線せんの通路の前後に視線を向けて敵の気け配はいが無いのを確かく認にんし、制御室へと続く道に一歩目を踏み出し、

（高密度情報制御を感知。危険）

　閃ひらめく銀光。

　半透明な球形の揺らぎを纏まとって目の前に降り立った人ひと影かげが、両手に一振りずつ構えた騎き士し剣けんを出現と同時に一切のタイムラグなしに振り抜く。

　右から襲おそい来る一方の剣を退しりぞいてかわした瞬しゆん間かん、その回かい避ひ軌道を塞ふさぐ位置にもう一方の剣が滑り込む。防御に生み出した空気結晶の盾が間に合わず、走り抜ける剣の切っ先が正確に錬れんの頰ほおを捉とらえる。

　皮ひ膚ふを裂く痛みが瞬時に数値データに置き換わる。

　飛び散る鮮せん血けつ。錬はとっさに足下の床から仮想精神体の『腕』を生成。巨大な腕を振り上げる反動を利用して後方に跳ちよう躍やく。着地と同時にホルスターから引き抜いたサバイバルナイフを目の前に掲げ、

「錬、くん……？」

　追つい撃げきの代わりに、薄闇の向こうから響ひびくのは小さな呟つぶやき。

　白一色の儀ぎ典てん正装を纏った銀髪の少年が、両目を隠すミラーシェードの奥から呆ぼう然ぜんと錬を見つめる。

「そんな……。どうして君がここに？」

　錬は少年の言葉に構わず、ナイフを胸の前に構える。その隣となりにイルが無言で並び、薬指と小指だけを握り込んだ奇妙な拳こぶしを形作る。

「……サクラ。侵入者が二人ふたりだよ。相手は」

　銀髪の少年──ディーはしばし逡しゆん巡じゆんしてから襟えり元もとの通信素子を引き寄せ、錬とイルの名を告げる。少年は端正なその顔に一いつ瞬しゆんだけ迷いを浮かべ、すぐに首を振って両の騎き士し剣けんを翼つばさのように左右に広げる。

　重なり合って響ひびく、踏み込みの音。

　二人と一人、魔ま法ほう士し達は同時に地を蹴けり、互いの敵へと躍おどりかかった。
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　闇やみを貫いて走る荷電粒子の光が、頭上をかすめた。

　ファンメイは光速に限りなく近い速度で襲おそい来る紫電の槍やりを寸前で回かい避ひし、小龍シヤオロンの背に身を伏せたまま極寒の空を飛ひ翔しようした。

　片方の翼だけで十メートル以上もある巨大な黒い鳥に姿を変えた小龍シヤオロンは、その翼を三角に折りたたんだまま高速で飛行を続ける。翼の前面と後面に呼吸器をベースにした特殊な器官を生成した小龍シヤオロンは、前方から取り込んだ大気を体内で圧あつ縮しゆくして後方に噴ふん射しやすることで爆ばく発はつ的てきな推力を獲かく得とくする。

　もはや翼を羽ばたかせることすらなく、『鳥』という本来の生物の特性すら無視して、音速の十倍近い速度で飛び続ける黒い巨鳥。

　その行く手、十数キロの彼方かなたで、長い金髪をポニーテールに結わえた少女が目を見開いて何事かを叫ぶ。

　少女の周囲に浮かぶ二十個の透明な正八面結晶体が閉へい鎖さ空間を纏まとって視界から消滅、再出現と同時に光の槍やりを撒まき散らす。小龍シヤオロンの巨体が大きく左に傾き、同時に遙はるか後方で爆ばく発はつ音おん。放たれた槍は直前までファンメイが飛んでいた場所からわずかに逸それた位置を貫通し、そのまま二キロ後方の小高い山地に突き刺さって氷河に人の身長の倍ほどの穴を幾つも穿うがつ。

　その光景を視界の端に、小龍シヤオロンの体に手を当て『黒の水』の一部を吸収。自身の背中に一対の蝙こう蝠もりの翼つばさと一対の鳥の翼を形成する。

　少女の姿は既すでに目の前。

　一挙動に立ち上がり、圧倒的な風圧に流されるまま後方に跳ちよう躍やく。翼の微細な動きで空気抵抗を受け流しつつ速度を殺し、緩ゆるやかな螺ら旋せん軌道を描いて少女の周囲をぐるりと巡る。

「セラちゃん！」

　呼びかけるファンメイの声に、少女は驚おどろいたように動きを止める。可か憐れんな唇が物言いたげにわななき、小さな手が何かを求めるように差し出される。が、それも一瞬のこと。次の瞬間には少女の顔からは一切の表情が消え去り、まっすぐに突き出された右腕の前に周囲の正八面結晶体が次々に集結する。

「ま、待ってってばぁ！」

　叫ぶと同時に翼を羽ばたかせ、少女のを中心に円を描く軌道で背後に回り込む。半はん瞬しゆん遅れて閃せん光こうが視界を貫き、放射状に放たれた荷電粒子の光が眼がん下かの氷原に、あるいは遙か頭上の飛行艦かん艇ていに突き刺さって小しよう爆ばく発はつを巻き起こす。

「……『待て』ってなんですか……？」

　押し殺したような少女の声。

　セラはどこか虚うつろな瞳ひとみでファンメイを振り返り、

「ファンメイさんは、わたしを倒しに来たんですよね？　なら、ちゃんとしないとダメです。じゃないと……じゃないとわたし……」

　異変を察知した周囲の他ほかの魔ま法ほう士し達が次々に眼下の氷原に集まってくる。千を超える数の空気結晶の弾丸が虚こ空くうに次々に出現し、雪崩なだれを打って襲おそい来る。が、次の瞬間重なり合って響ひびく甲かん高だかい衝しよう撃げき音おん。宙に身を翻ひるがえした小龍シヤオロンの巨体がファンメイと地上の魔法士達との間に割り込み、大きく広げた翼を硬質化。放たれた淡青色の弾丸のことごとくを防ぎ止め、翼の一部を瞬時に無数の黒い触手に転じて地表を縦じゆう横おうになぎ払う。

　その巨体の陰に隠れるようにして、ファンメイはセラに飛びかかる。

　至近から放たれた光の槍を予測によって紙一重でかわし、熱ねつ量りように融とけた髪の先端がちぎれ飛ぶのも構わず少女の懐ふところに潜もぐり込んで両肩を強く摑つかみ、

「そうだけど、倒しに来たけど、でも待って！　一回だけ、ちゃんと話して！」

　今の状況も何もかも忘れて叫ぶ。これが人類と魔ま法ほう士しの未来を懸かけた戦争だとか目の前にいる子を倒さないと味方に大変な損害が出るとかいう現実が、少女の顔を見た瞬しゆん間かん吹き飛ぶ。

　誰だれよりも平和を望み、皆が手を取り合う未来を祈っていた少女が、目の前で戦っている現実。

　自分の親友がシティに人ひと質じちに取られ、その恋人が無む理り矢や理り戦わされている現実。

　そういう全すべてが瞬時に頭の中を駆け巡り、ファンメイは反射的にセラの体を強く揺さぶって、

「セラちゃんはこれで良いの──？　戦争に勝って、Ｉ─ブレインを持ってない普通の人がみんな死んで、それで魔法士だけの幸せな世界が出来たらセラちゃんは……」

「良くないです！」

　血を吐くような叫び。

　無表情の仮面はあっけなく砕け落ち、セラは今にも泣き出しそうな顔でファンメイを見つめ、

「良くないです。戦争して、いっぱい人が死んで、そんなのが良いわけないです。でも仕方ないんです！　他にどうしようも無いんです！　わたしが戦わなくてもシティ連れん合ごうは攻めてきます。戦いたくないって言っても何も変わらない、ただ自分が死んでみんなが死ぬだけ。それは、ファンメイさんも知ってるはずです……！」

　涙を堪こらえるようにうつむく少女の姿を、ファンメイは呆ぼう然ぜんと見下ろす。セラが本心では戦いを望んでいないことが分かった安あん堵どと、それでもどうにもならない現実に対する絶望、少女を傷つけたことに対する後悔──あらゆる感情が頭の中でごちゃ混ぜになる。

「ホントに、どうしようも無いの？」知らず両手に籠っていた力を緩ゆるめ、セラの顔を覗のぞき込んで「賢けん人じん会かい議ぎの人達はみんな戦争に賛さん成せいなの？　普通の人なんか死んじゃえば良いって、みんなホントに思ってるの？」

「……みんな、じゃないです。戦いたくないって思ってる子も何人かいます。でも、何も言えないです。黙だまってたらシティが攻めてきて自分の方が滅ぼされるって言われて、みんな我慢してるです」答えて、セラは涙の浮かんだ瞳ひとみでこっちを見上げ「ファンメイさんはどうなんですか？　戦いたくないからって言ってシティの人達を止められますか？　魔法士は人類の敵だって言ってる人達が戦いを止やめてもう一回話し合うように、ファンメイさんなら出来ますか？」

　言い募るセラを前にファンメイは言葉を失う。それ以上は何も言うことが出来ず、とっさに両腕を広げて少女の小さな体を抱きしめる。

　セラは抵抗しない。

　ここが戦場であることも何もかも忘れて、二人ふたりは互いの体を強く摑つかむ。

　同じなのだ。どこでも戦いを望む人と望まない人がいて、戦いを望む人は「相手を攻めないと自分達が攻められる」と主張する。そして、相手の側にも戦いを望む人がいる以上、彼らの主張は完全に正しい。それが分かっているから戦いを望まない人は何も反はん論ろんすることが出来ず、結局はみんなが手を取り合って戦争への道を転げ落ちていく。
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　誰だれにも止められない。

　少女にも、自分にも、選択の余地などどこにも無い。

（攻こう撃げき感知、危険）

　小龍シヤオロンの甲かん高だかい鳴き声が思考を現実に引き戻す。とっさにセラの体を突き放し、見上げた視界に閃ひらめく幾つもの銀光。黒い軍服を纏まとった賢人会議の騎き士しが全部で五人、空気結晶の弾丸を足場に巨鳥の翼つばさを飛び越えてファンメイに躍おどりかかってくる。龍りゆう使つかいには相性で決して勝てない事を承知のはずの騎士達は、決死の形ぎよう相そうでファンメイとセラの間の空間に次々に飛び込み、

「セラちゃん大丈夫──？」

「下がって！　ここは俺おれ達が！」

　口々に叫びつつ剣を振り下ろす騎士達の攻撃を、ファンメイは腕の表皮に生成した鱗うろこで受け流す。おそらくは自己領域を展開する能力を持たない第二級カテゴリーＢ以下の騎士。四人が剣を弾はじかれて次々に地表に落下し、最後の一人ひとりが宙に浮かぶ正八面結晶体を足場に再び跳ちよう躍やく。下方から斬きり上げるように放たれる一撃をファンメイは寸前でかわし、目標を外した騎士は三十五倍速の運動で空中に一転し、

　その足下に広がる、無数の黒い触手。

　本体たるファンメイが攻撃を受けたことで自動反応した小龍シヤオロンの翼の先端が百を超える数の触手に爆はぜ、花びらのように広がって騎士の全身を包み込む。

　足場を失い思うように動けない騎き士しは、流れるように剣を払って触手の先端を弾はじき飛ばす。十、二十、三十を超えたところで体勢を崩し、手にした剣が触手に絡め取られる。わずか数秒の攻防。声を上げる暇もなく目を見開くファンメイの頭上で、先端を刃やいばのように尖とがらせた触手が騎士の首筋に迫る。

　セラの悲鳴。

　ファンメイは不可能を承知でＩ─ブレインにアクセス。リンクを介して小龍シヤオロンに攻こう撃げき中止の命令を送り込み、




　……指を弾く鋭するどい音。

　触手の先端が騎士の首に触れる寸前で消し飛び、『黒の水』としての構造を失って地表へと零こぼれ落ちる。




　啞あ然ぜんとしたファンメイの目の前に半透明な球形の揺らぎが唐突に出現する。長大な真しん紅くの騎士剣が闇やみを薙なぎ、ファンメイとセラ、双方を反対の方向にそれぞれ弾き飛ばす。

　風にたなびく黒い外がい套とう。

　黒衣の騎士は斬ざん撃げきの反動で自身は後方に跳ちよう躍やく。小龍シヤオロンの翼つばさの上に音もなく降り立ち、腕に摑つかんだ赤髪の青年を巨鳥の背に座らせる。

「っとぉ！　暴あばれんなお前！　俺おれだよ分かんだろ！」

　赤髪の青年、ヘイズが小龍シヤオロンの背に手を当て、宥なだめるように黒い羽毛を軽く叩たたく。青年を取り囲むように生はえ出していた数十の触手が元の体に巻き戻り、小龍シヤオロンは落ち着いた様よう子すで鳴き声を上げる。

「祐ゆう一いちさん……？　それに、えっと、そっちの人は確たしか北ほつ極きよくとシンガポールで……」

　困惑した様子で声を目を丸くするセラ。

　黒衣の騎士は無言でうなずいてそれに応こたえ、ミラーシェードに覆おおわれた目を遙はるか彼方かなた、転送システムの入り口が存在する方角へと向ける。

「旦だん那なはあっちを頼む！　ついでにエドに説明も！」

　ヘイズの言葉に「了解した」とうなずき、黒衣の騎士が地を蹴ける。半透明な球形の揺らぎに包まれた体が視界から消失し、次の瞬しゆん間かんには十数キロ先の転送システム入り口付近の戦場へと出現する。

　ファンメイは状況が理解出来ないまま、ともかく翼を羽ばたかせて青年の傍そばに降り立ち、

「ちょ、ちょっとヘイズ！　どーしたのよこんなとこで！」

「どーもこーもねぇ、『世せ界かい再さい生せい機き構こう』の任務だ」青年は小龍シヤオロンの背に立ち上がり、防寒仕様らしい真まっ赤かなジャケットの表面に付着した氷を払って「この南なん極きよくでの戦せん闘とうを終わらせる。賢けん人じん会かい議ぎにもシティ連れん合ごうにも衛えい星せいを取らせねえ。まぁ、いつも通りだ」

　無造作に左右に下ろされた青年の両手が親指と中指を左右同時に弾はじく。小さな音が戦場の争乱の中に響ひびき、頭上から突き刺さろうとしていた空気結晶の槍やりが跡形もなく消し飛ぶ。

　零下七十度の大気の中、青年の周囲の空気はわずかに暖かい。

　おそらくは論ろん理り回路を使って肌の露ろ出しゆつした部分の周囲の気温を維持しているのだろう。青年は剝むき出だしの両手をオーケストラの指揮者のように胸の前に掲げ、

「先生がロンドンに指名手配を食らった。容疑は国家反逆罪。ペンウッド教室も解体された」

　独り言のように囁ささやく声。

　とっさに意味が理解出来ず目を見開くファンメイの前で、ヘイズは視し線せんを頭上に向けて舌打ちを漏らす。

　賢けん人じん会かい議ぎの魔ま法ほう士し達が一いつ瞬しゆん遅れて同じ方向を見上げ、ファンメイもその後を追って息を吞のむ。荷電粒子の砲ほう撃げきの光に照らされた空の彼方かなたから姿を現わす幾つもの機き影えい。襟えり元もとに貼はり付けられた連れん合ごう軍ぐんの通信素子が、再さい編へんを終えたアフリカ海かいの残存艦かん体たいが到着した旨むねを機械的に告げる。

　荷電粒子砲の砲撃と共に降り注ぐ、人の身長ほどの質量弾体。

　とっさに翼つばさを広げるファンメイの前でヘイズが両手の指を立て続けに三度弾き、目前に迫った紡ぼう錘すい形けいの金属塊を運動エネルギーごと空中に消し飛ばして、

「もちろんお前とエドの立場もやべぇ。戦せん闘とうは適当に誤ご魔ま化かして、連合軍にバレねぇように離り脱だつしろ。合流場所はシティ・ニューデリーだ」
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　完了しました、という人形使いの青年の声が薄うす闇やみの通路に響いた。

　サクラは「感かん謝しやする」とうなずき、制御室の隔かく壁へきに歩み寄った。

　三重の隔壁が上下、左右、斜めと順に開き、内部の様よう子すが露あらわになる。完全な半球形にくりぬかれた、直径百メートルほどの広大な空間。白一色に塗り込められた部へ屋やの中央には発電プラントによく似た制御装置が設置され、外周部分には最近取り付けられたらしい大型のノイズメイカーが等間隔に並んでいる。

「ディー。ロックの解除に成功した。これより制御室内に入る」

『了解、って言いたいとこだけど、こっちはどうする──？』

　襟元の通信素子を引き寄せて告げると、切せつ羽ぱ詰つまった声が応こたえる。少年はこの制御室から少し離はなれた通路の途中で、天あま樹ぎ錬れんと幻影イリユージヨンNo.17、二人ふたりの侵入者と対たい峙じしている。

『この状況でサクラが転送システムを起動したら、たぶん自動的に錬君も一いつ緒しよに衛えい星せい内ないに送り込まれることになるよ？……それに、転送システムの起動キーはイルも持ってるんだ。上う手まく錬君を拘こう束そく出来ても、その間にイルに制御室に入り込まれたら」

　早口に告げる少年の声をかき消すように剣けん戟げきの音が立て続けに響き、

『やっぱり一度合流を！　とにかく二人ふたりを抑えないと──』

「貴方あなたの心配はもっともだ、ディー」

　サクラは言葉を遮さえぎり、制御室に足を踏み入れる。

　脳内を満たす膨ぼう大だいな量のノイズに顔をしかめ、壁かべ際ぎわの機き械かいの一つに歩み寄って操そう作さ用ようのコンソールに有機コードを接続し、

「やはり、この施設は私の転送完了後に破は壊かいせざるを得ないのだろうな」

　通信素子の向こうのディーが一いつ瞬しゆん、え？と沈ちん黙もくし、

『な、何言ってるのサクラ！　僕が言ってるのはそういう事じゃなくて！』

「仮にこの制御室に防ぼう衛えい線せんを敷しいてこちらの戦力を集結させたところで、幻影イリユージヨンNo.17の侵入を止めることは不可能だ」サクラは脳内に幾つも浮かぶ解析処理用の窓に膨大な量のプログラムを展開し「加えて、彼が作戦開始前に考えを変えてシティの上層部に鍵かぎの存在を伝えた可能性が無いとは言えない。である以上、地上側のシステムを無傷で残したまま撤てつ退たいすることは出来ない」

『それは……そうだけど、でも！』

　言いかけたディーの声を遮って、別な通信が回線に割り込む。小さな立体映像ディスプレイが手元に出現し、地表の戦場の様よう子すを映し出す。

　絶え間ない砲ほう撃げきの光に照らされた空の向こうに姿を現わす、飛行艦かん艇ていと空中戦車の大軍勢。

『──賢けん人じん会かい議ぎの各員に通達します！』地上で戦う炎使いの一人ひとりが切せつ羽ぱ詰つまった声を上げ『三時の方角に敵の増援！　アフリカ海かいの残存艦隊と思われます！』

「聞いた通りだ、ディー」サクラは脳内で幾つかのスイッチを叩たたいてノイズメイカーの機能を停止させ、有機コードを引き抜いて「天あま樹ぎ錬れんについては衛星内で私が対処する。貴方は幻影イリユージヨンNo.17を抑え、転送完了後は速すみやかに施設の破壊を。その後の撤てつ退たい行動については計画通りに。四十八時間以内に私から通信が無い場合は、皆と協力して作戦を次の段階に──」

　言いかけた言葉が途と切ぎれ、サクラは目を見開く。地表の戦場を映し出すディスプレイ、その片隅を黒い影かげが一瞬だけ横切る。

　Ｉ─ブレインの画像解析が、肉眼では到底捉とらえることの出来ないその正体を瞬時に読み解く。

　長大な真しん紅くの剣を手に黒い外がい套とうを翻ひるがえした男が、魔ま法ほう士し達の防衛線をすり抜け転送システムの入り口に到達する。

「……どうやら、そう容易たやすくは行かせてくれないようだな」

　知らず、零こぼれるため息。

　サクラは通信素子を口元に寄せ、

「ディー、残念だが敵の増援だ。貴方はそちらの相手と転送システムの破壊を最さい優ゆう先せんに。幻影イリユージヨンNo.17についてはこちらで引き受ける」
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　闇やみを裂いて振り抜かれた二振りの騎き士し剣けんが、明滅する非常灯の明かりに銀ぎん色いろの弧を描いた。

　錬れんは五十三倍速で襲おそい来る刃やいばの切っ先を空気結晶の盾と右手のナイフで受け流し、衝しよう撃げきを殺し切れずに一歩後方に退しりぞいた。

　両の騎士剣を流れるように構え直したディーの体が五十三倍速で迫り、その行く手にイルの体が音もなく滑り込む。短たん距きよ離り空間転移と体術の組み合わせによって流れる水のように攻撃の間かん隙げきに割り込んだイルは指を二本だけ握り込んだ拳こぶしを剣を持つディーの手に走らせ、瞬しゆん時じに剣の軌道を変更してその攻撃を回かい避ひしたディーは側面の壁かべを蹴ける反動で跳ちよう躍やく、超高速の運動でさらに通路の天てん井じようを蹴り付けて遙はるか後方に着地する。

「待ってサクラ！　話を聞いて！」

　ディーは両の騎士剣を正面に構えたまま、襟えり元もとの通信素子に向かって叫ぶ。が通信素子は耳障りなノイズの音でその言葉に応こたえ、次の瞬間には沈ちん黙もくして一切の音を発しなくなる。

　ため息に似た深い吐息。ディーが口元を強く引き結び、次の瞬間、半透明な球形の揺らぎに包まれたその姿が視界からかき消える。

　ほとんど予測だけでナイフを正面に突き出し、脳内で「世サ界イ面バ変ー換グ」を起動。

　騎士の能力の劣化コピーによって生み出された自己領域が正面から迫る敵の自己領域を相そう殺さいし、銀髪の少年の姿が消滅とほぼ同じタイミングで視界の中に再出現する。

　瞬時に脳内のプログラムを「分マ子ク運ス動ウ制エ御ル」と「運ラ動グ係ラ数ン制ジ御エ」に切り替え、攻撃に移ろうとしたところで、気付く。

　高速で突き出された騎士剣の切っ先は、既すでに目の前。

　自己領域が相殺されることを最初から予測していたのだろう。着地と同時にディーが放った突きの一撃は錬の意い識しきの隙すきを縫ぬい、防御を許さないタイミングで喉のど元もとめがけて滑り込む。

　とっさに割って入ろうとするイルの眼がん前ぜんを、もう一方の、左手の剣が水平に薙なぐ。その攻撃を透過によって回かい避ひするイルに、ディーはあろう事か突き出した右の剣を引き戻しざま体当たりを見み舞まう。二人ふたりの少年の体が錬の前に交差し、そのまま一切干渉することなく互いの背中側に貫通する。瞬時に体勢を立て直したイルが振り返るが間に合わない。身を翻ひるがえしざま五十三倍速の円運動で振り抜かれた剣の切っ先が今度こそ錬の首筋を襲おそう。

　とっさに展開した空気結晶の盾の表面を、銀ぎん灰かい色しよくの刃が紙一重ですり抜ける。

　為なす術すべが無い。

　錬はとっさに右腕を掲げ、首の代わりに剣の軌道上に差し出し、




　──鳴なり響ひびく金属音。

　闇やみを裂いて突き出された真しん紅くの刀身が必殺の一いち撃げきを寸前で追い越し、銀ぎん色いろの騎き士し剣けんを円の動きで上方に跳ね上げる。




　呆ぼう然ぜんと目を見開いた錬れんの視界に、黒いロングコートが翻ひるがえる。精せい緻ちな論ろん理り回路が刻み込まれた長大な騎士剣が、錬とディーとを隔てる位置でわずかの揺らぎも無く静止する。

　黒衣の騎士が、片かた膝ひざを付く姿勢からゆっくりと立ち上がる。

　正せい眼がんに構えられた騎士剣『紅ぐ蓮れん』の切っ先が、正せい確かくにディーの眉み間けんを狙ねらう。

「……祐ゆう……一いち……？」錬は呆然と呟つぶやき「なんで、こんなとこに……」

「援えん護ごだ」男は簡かん潔けつに答え「おおよその状況は理解している。お前がシティ連れん合ごうに手を貸している経けい緯いもな」

　翻る真紅の刀身。

　神速で突き出された『紅蓮』の切っ先が防御に跳ね上がったディーの左右の騎士剣に跳ね返り、わずかのぶれも無い完かん璧ぺきな軌道を描いて元通りの構えに巻き戻り、

「今はとにかく衛えい星せいへ。幻影イリユージヨンNo.17、そいつのサポートをよろしく頼む」

「は……？　はい！　そら、もちろん！」目の前の男と錬の関係を知らないのだろう。イルは一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな顔をしてから強くうなずき「おい、行くで！　今のうちや！」

　両手を奇妙な形の拳こぶしに構え、イルが祐一の隣となりに並ぶ。錬も慌てて後を追い、少年の隣でナイフを構える。

　これで戦力は三対一。転送システムはディーの後方の通路を曲がってすぐ、もう目と鼻の先。

「そうですか……世せ界かい再さい生せい機き構こうは、今回は僕らの敵ですか」銀髪の少年は息を吐いて両目を隠すミラーシェードを取り去り「話し合いの余地……なんてあるわけ無いですよね？」

　左右の手に一本ずつ構えられた銀ぎん灰かい色しよくの剣が、翼つばさのように大きく左右に広がる。

　が、次の瞬間、ディーは驚おどろいた様よう子すで目を見開き、

「サクラ？」左手の剣を眼がん前ぜんに構えたまま、同じく剣を持ったままの右手で襟えり元もとの通信素子を覆おおい「まだ早いよ！　焦らないで、ねえ──！」

　周囲の者に聞こえるほど大きなノイズを残して通信が途絶する。ディーは唇を嚙かんで一瞬だけ視し線せんをうつむかせ、両の騎士剣を再び左右に広げて攻撃態勢を取る。

　わずかの躊ちゆう躇ちよも無く響ひびく、踏み込みの音。

　甲かん高だかい金属音が立て続けに五度響き、ディーと祐一、二人ふたりの間の空間に同じ数の火花が散る。

　同時に足下の床がかすかに振動し、通路の壁かべが光を帯びる。体を指先から少しずつ引き延ばされるような異様な感覚が全身を襲おそい、錬は駆け出そうとしていた足を止める。

（──高密度情報制御を感知）

（──「アリス」の座標を確認）

　Ｉ─ブレインの警けい告こくと重なり合うようにして脳内に響く、聞き覚えのある声。

　噴き上がった光の奔ほん流りゆうが視界を包み、周囲のあらゆる物が急速に遠ざかっていく。

　とっさに伸ばした右手が、傍かたわらに立っているはずのイルの腕に触れる。鍛きたえた鋼はがねのような少年の手がこっちの手を摑つかみ、希き薄はくになる存在を強く繫つなぎ止める。させじと振り下ろされたディーの両の騎き士し剣けんが繫つなぎ合ったイルと錬れんの手に迫り、寸前で真しん紅くの刀身に弾はじかれる。立ちはだかる黒衣の騎士の背中が光に吞のまれる。視界が空転する。三半規管が悲鳴を上げる。限界まで引き延ばされた体が一転、針の穴ほどの小さな空間に押し込められていく。

　──暗転。

　視界を覆おおう光が闇やみへと崩落し、あらゆる物が意い識しきの彼方かなたへと吹き飛んだ。













　　　第四章　終末の物語　～Cloudscape～







『──僕らの、子供？』

　闇の向こうで、話し声が聞こえる。

　話しているのは、一組の男女だ。

『そうです。わたしとアルの子供です』

　二人ふたりは明るい光が差し込む部へ屋やの中で、テーブルに向かい合って座っている。柔らかな金髪に穏おだやかな笑え顔がおの青年と、長い黒髪に弾けるような笑顔のその恋人。二人の前には淹いれ立ての紅茶と焼き上がったばかりのスポンジケーキが湯気を立て、花瓶に飾られたカスミソウが窓から流れる風に揺れている。

『えっと、アリス。その……もしかしてだけど……』

『違います！　もしもの、仮定の話です！』おそるおそる問う青年に、恋人は真まっ赤かな顔で両手を振り『いつかはそういうこともあるかな、って！　それだけです！』

『そ、そっか！』青年も顔を赤くしてうつむき『そうだね。そういうことも、ちゃんと考えといた方が良いよね』

　大事な事だしね、と呟つぶやく青年に、そうですよ、と恋人が自分の胸に手を当てる。

　二人ふたりはどちらからともなく視し線せんを交わし合い、互いに小さく笑って、

『じゃあ、まず女の子だったら、かな？』

『はい、じゃあそれで』青年の言葉に恋人がうなずき『わたしは……そうですね、元気な子が良いです』

『元気な子？』と青年。

『元気な子、です』恋人は同じ言葉を繰くり返し『男の子に負けないくらい強くて、勇気があって、でも自分より弱い子には優やさしくて、いじめっ子なんかがいたらこう、えいやーって』

『いや、えいやー、はちょっと』青年は困ったように頰ほおをかき『僕はもう少しおしとやかな子が良いな。それで一いつ緒しよに本を読んだり、チェスをしたり』

『……アル、もしかしてわたしに不満があります？』

『え──？　そ、そんなことないよ！』青年は慌てた様よう子すで首を振り『じゃあ次！　男の子だったら！』

『男の子、ですか』恋人は少し考え『そうですね……やっぱり強くて勇気があって、でも自分より弱い子には優しくて』

『それで、いじめっ子にはえいやー？』

『はい、えいやーっ、です』大おお真ま面じ目めな顔で答える恋人。

　青年は、それじゃ女の子と同じだよ、と笑い、

『……サクラ』

『え？』

『その子の名前。前に真ま昼ひる君に決めてもらったんだ』青年は窓の外に広がる一面の花畑に視線を向け『僕とアリスの遺伝子を掛け合わせたらＩ─ブレインはどうなるのか、シミュレートしたデータが真昼君に見つかっちゃってね。その時決めてもらった。……まあ、真昼君には設計中の新しい魔ま法ほう士しだって誤ご魔ま化かしたけどね』

『サクラって、桜Cherry Blossomの日に本ほん語ごですよね』恋人は少し考えてからうなずき『良い名前ですね。……けど、男の子だったら？』

『そっちは、何だったかな』青年は頰をかき『真昼君には両方考えてもらったんだけど、女の子の方が気に入ったからそっちにするって言っちゃってね。男の子の方は、何だか不ふ思し議ぎな名前だったと思うんだけど』

『ダメですよ、アル』恋人は眉み間けんにしわを寄せ『もし生まれるのが男の子だったら大変です。そっちも、ちゃんと良い名前を考えないと』

　そう言ってふと言葉を切り、恋人は顔を真まっ赤かにして、

『えっと……だから、将来そうなったら、の話で……』

『も、もちろんだよ！　それは！』青年は慌てた様よう子すでうつむき、立体映像の時と計けいを手元に浮かべて『うわ！　もうこんな時間だ、今日きよう中じゆうにベルリンに行かないと！』

　そうでした、と恋人も慌てて立ち上がる。あたふたとケーキを口に放り込む青年の隣となりで手早くサンドイッチを箱に詰め、小さな花の刺し繡しゆうをあしらったナプキンに包んで差し出す。

『はい、お弁当。気をつけて行ってきて下さいね』

『ありがと』

　青年はサンドイッチを受け取って立ち上がり、恋人に向き直って、

『じゃあ、行ってきます』

『はい、行ってらっしゃい』恋人はそっと手を伸ばして青年の襟えり元もとを整ととのえ『無理せず、ゆっくり、体に気をつけて下さいね』

『うん。無理せず、ゆっくり、でも頑張るよ』

　どちらからともなく、触れ合う唇。

　はにかんでうつむく恋人を青年の手がそっと抱き寄せ、

『君と、僕と、僕たちの子供が生きる未来が幸せになるように』
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　夢からの目覚めは唐突だった。

　錬れんは金属質の冷たい床から身を起こし、周囲の闇やみに目を凝こらした。

　乱雑に積つみ上げられた無数の機き材ざいが、視界におぼろげに浮かび上がる。故障したらしい端末に始まり、計測機器や剝むき出だしの基き盤ばん、もっと原始的な金属とネジの装置や、それこそ強化プラスチックのビーカーと試し験けん管かんに至るまで。ありとあらゆる実験用具が詰め込まれた狭い部へ屋やの隅に、錬は一人ひとりで座っている。

　天てん井じようには、ずっと昔に機能を失ったらしい埋め込み式の照明。

　ひやりとした壁かべに手を当てて立ち上がり、出口らしき扉に向かって歩を進める。

　取っ手に指をかけて力を込めると、金属の扉はあっけなく横にスライドする。開かれた扉の向こうには人が二人ふたり並んで通れる程度の通路が左右に伸び、足下に等間隔に埋め込まれた緑みどり色いろの非常灯によってほのかに照らされている。

　おそるおそる通路に足を踏み出し、理由も無く左を向いて歩き出そうとした瞬しゆん間かん、正面から軋きしんだ金属音。

　慌てて身構える錬の前で通路の壁に並ぶ扉の一つが開き、白髪の少年が達人の足あし捌さばきで滑るように通路に飛び出す。

「お！　そこにおったか！」

　駆け寄ってくる少年──イルに手を上げて応こたえ、こちらも少年に向かって歩を進める。

　シティ・モスクワの軍服姿の少年の隣となりに並んで立ち、金属剝むき出だしの通路を見回して、

「ここって、やっぱり……」

「南なん極きよく衛えい星せいの中、いうことなんやろうな」イルは襟えり元もとの通信素子を引き寄せて指先で何度か操そう作さし「司令部との通信は無理、と。まあ、当たり前か」

　頭をかいて見下ろす少年を、錬れんは無言で見上げる。二人ふたりはどちらからともなく足を踏み出し、薄うす闇やみに包まれた通路を歩き出す。

　緩ゆるやかな弧を描き、次第に左へと曲がっていく通路。

「円形の通路、みたいだね」ここまで進んで来た通路の曲がり具合から曲率半径を逆算し「このままぐるっと一周すると、半径がだいたい五百メートル。南極衛星は基本的には北ほつ極きよく衛星と全く同じ形の、直径二百メートルのボール型のはずだから……」

　そこまで言ったところで自分の言葉の矛む盾じゆんに気付き、

「合わないね、計算」

「北極の時と一いつ緒しよで、論ろん理り回路で誤ご魔ま化かして衛星本体よりも広い空間を中に折りたたんでるんやろうな」イルは継ぎ目の無いのっぺりとした金属に覆おおわれた通路の天てん井じようを見上げ「って言うても、ここは北極とは違う。楽しく暮らすための家なんか隠れてるわけがあらへん。北極で見たウィッテン博士の記き録ろくの通りやったら、ここにあるんは」

　言葉を切るイルに、錬は通路の正面を見つめたままうなずく。二人の足音が狭い通路に幾重にも反はん響きようし、唸うなりを伴って頭上からのしかかる。

　重苦しい空気が、肌にまとわりつく感触。

　紛れもなく、ここは要よう塞さい。

『アリス』という一人ひとりの女性を守るために、世界の全すべてを敵に回して戦うことを前提として作られた、大戦前の人類の軍事技術が残らず詰め込まれた空の要塞だ。

「……あれ」

　さらに数十メートル進んだところで、唐突に強い光が視界に飛び込む。左手側に等間隔に並ぶ扉の一つ、他ほかのものとは明らかに異なる重厚な隔かく壁へきの上に光る『制御中ちゆう枢すう』の文字を、錬はイルと共に見上げる。

　イルが無言で扉の脇わきのタッチパネルに触れると、ノイズが混じった立体映像の標記が『認証失敗』の文字を返す。顔をしかめる少年の隣で錬は少し考え、同じように自分の手をパネルに押し当てる。

『──アリスの存在情報を確かく認にん』

　軋んだ音と共に二重の隔壁が開かれ、内部の様よう子すが露あらわになる。壁かべに埋め込まれた操そう作さ盤ばん以外には何も無い、小さな白い部へ屋や。イルと共に中に足を踏み入れ、ボタンの一つに指を触れる。『移動を開始』の表示と共に隔壁が閉じ、かすかな加速感と共に部屋全体が奥へと動き出す。

　いったいどれほど進んだのか、部屋は唐突に水平移動を止やめ、今度は垂直に上へと移動を始める。かすかな振動が部へ屋や全体を包み、すぐに静寂を取り戻す。

　操そう作さ盤ばんに立体映像で表示される、『間もなく到着』の文字。

　錬れんはイルと顔を見合わせ、隔かく壁へきの前に並んで立った。




　──目も眩くらまんばかりの、強い光だった。

　開かれた隔壁の向こうに足を踏み出した錬を待っていたのは、一面を照らす溢あふれんばかりの太陽の光だった。

　透明な強化プラスチックの天てん蓋がいに一面を覆おおわれた半球形の空間。頭上遠くには立体映像では無い本物の青空が広がり、水すい平へい線せんに近い位置を太陽が巡っている。直径百メートルほどの広いドーム状の空間には様々な種類の花が植えられた花か壇だんが幾何学模様のタイルのように敷しき詰められ、その間を縫ぬう通路は複雑に曲がりくねりながらドームの中央、そびえ立つ巨大な機き械かいの前へと通じている。

　無数の積つみ木を秩序もなく思い付くままに積み上げたような、家ほどの高さのある塔状のいびつな機械。

　その根元に置かれた生せい命めい維い持じ槽そうに似たガラス筒の存在に、錬はようやく気付く。

　……あれ……

　とっさに駆け寄ろうとする錬の視界の先で、黒い影かげが動く。生命維持槽の傍そばにうずくまっていた人影が、音も無く立ち上がる。

　全身を黒いドレスと黒い外がい套とうで覆い、長い黒髪を黒いリボンで飾り羽根のように束たばねた少女。

「ようやく来たか。天あま樹ぎ錬、そして幻影イリユージヨンNo.17」

　思いがけなく穏おだやかな、優やさしさすら感じる声。

　賢けん人じん会かい議ぎの代表たる少女──サクラは、巨大な機械と生命維持槽を背景に優ゆう雅がに一礼し、

「歓迎しよう。二人ふたりともようこそ、最初の魔ま法ほう士し『アリス・リステル』の終しゆう焉えんの地へ」

「丁てい寧ねいな挨あい拶さつどーも」

　応こたえるのは、どこか疲れたような声。

　イルは静かに歩を進めて錬の隣となりに立ち、奇妙な拳こぶしを胸の前に構えて、

「でもって、さよならや賢人会議。お互い時間も無いし、とっとと決着といこうやないか」

「そう焦るな、幻影イリユージヨンNo.17」サクラは淡い笑えみを浮かべて首を振り「せっかくここまで来たのだ。母かあさまの墓前に、礼の一つも手た向むけてはもらえないだろうか」

　少女が半歩横に身を引き、背後の生命維持槽を示す。

　薄うす桃もも色いろの羊水に浮かぶのは、サクラによく似た、長い黒髪の女性。

「そっか……」半ば予想出来ていたこととはいえ、やはり錬は息を吐き「それが、アリスさん？」

「ああ」サクラはうなずき「大戦後にこの場所を訪れた父とうさまが記き録ろくを残してくれていた。大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの暴ぼう走そう事故が起こった十三年前のあの日に、この生命維持槽に自ら入りそこで亡くなったらしい」

「それ、ほんまに死んでるんか？」と、イルが怪け訝げんそうに眉まゆ根を寄せ「いちおう息もしてるみたいやし、どこにも傷とかついてないみたいやけど」

「肉体的にはな」サクラは羊水に浮かぶ女性を振り返り「だが、脳のＩ─ブレイン以外の部分が完全に死滅してしまっている。言ってしまえばマザーコアのような状態だ。肉体にしても、この生せい命めい維い持じ槽そうから出した瞬しゆん間かんに組そ織しきの壊え死しが始まる。機き械かいの補助によって呼吸はしていても、生物学的には既に死んだ状態だ」

　マザーコア、という言葉に、錬れんの中の何かが反応する。

　数秒。

　錬は息を吐き、少女と生命維持槽を交互に見つめて、

「……つまり、その人が『雲を除去するためのシステム』の中ちゆう枢すうなんだね？」

　は？とイルがこっちを振り返り、慌てて生命維持槽に向き直る。

　そんな少年を横目にサクラは「察しが良いな」と笑い、

「隠すつもりは無い。貴方あなた達がこのシステムを傷つけないように命令を受けていることは分かっている。世界の再生に繫つながるかもしれない研究成果となれば、シティにとっても何より重要な存在のはずだからな」

　その言葉にイルが顔をしかめ、錬もまたシティ連れん合ごうから下された命令を思い出す。少女の言う通り、この衛えい星せい内ないに本当にシステムが存在した場合は決して傷つけることが無いようにということは軍の人間にもシティ・ベルリンの研究員にも厳げん命めいされている。

「まぁ、その通りや。研究部の人らはそいつを調しらべてもっと安全に雲消す方法見つける言うてたけど、どうなんかな」イルは息を吐き、少女に向き直って両の拳こぶしを胸の前に構え「そんで、話は終わりか？　せやったら今度こそ、さっさと始めようや」

「焦るなと言っている、幻影イリユージヨンNo.17」サクラは少年を手で制し「貴方がそうも戦いを望むのであれば、私も幾らでも相手をしよう。……だが、知りたくはないのか？　ここは十三年前の運命の地、大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せい暴ぼう走そう事故が発生したまさにその場所だ。あの日、あの時、本当は何が起こっていたのか。あの事故はいったい何だったのか、知りたくは無いか？」

　それは、と錬は息を吞のむ。北ほつ極きよく衛星の事件の際に見つけたウィッテンの遺い書しよ、その中に記されていたアリスの物語の最後の一幕が鮮せん明めいに脳裏に浮かび上がる。シティの軍に追われたアリスはこの南なん極きよく衛星に逃げ込み、衛星に搭載された兵器と予測演算のための装置を駆使して軍と戦い、その最中に「世界の解を見つけた」という言葉を残して通信が途と切ぎれ、直後に雲の発生が始まった──

「母かあさまがこの場所で見つけた『世界の解』と、世界を覆おおう雲が生み出された理由……貴方達は知りたくはないか？」

　重ねて問う少女を、無言で睨にらみ付けるイル。

　その隣となりで錬れんは唇を嚙かみ、心の中で一いつ瞬しゆんのうちに数え切れないほどの逡しゆん巡じゆんを繰くり返し、

「……ここに、その答があるって言うの？」

「おい、錬！」

「ある」声を荒げるイルを余よ所そにサクラはうなずき「父とうさまは……アルフレッド・ウィッテンは戦後にこの場所を訪れ、全すべてを解き明かし、記き録ろくを残した。いつか真実を求める者がこの場所を訪れたときのために。……私は娘として、その秘密を貴方あなた達に明かす義務がある」

　少女の手が背後の巨大な機き械かいに伸び、素す早ばやくタッチパネルを叩たたく。何を、と声を上げる間もなく頭上の天てん蓋がいがシャッターに閉ざされ、ドーム内が真の闇やみに包まれる。

　その闇を押しのけて、広いドームの天蓋全てを覆おおうように出現する巨大な立体映像。

「見るが良い」

　サクラの声。

　少女は生せい命めい維い持じ槽そうの淡い光の下、静かな表情で頭上の映像を見上げ、

「あの日、この場所で……母かあさまが見た予測演算装置の計算結果だ」

[image: ]




　──頭上から差し込む強い光が、眼下の地表を照らした。

　照り返す光が目も眩くらまんばかりの明るさで世界を覆い、全てを白一色に塗りつぶした。

　どこまでも平坦に、なだらかに、完全な球面と化したガラス質の大地。鏡かがみのような地平には山はおろかわずかな凹おう凸とつさえも存在せず、ただなだらかに、視界の続く限りを一様に覆おおい尽くしている。

　海は無い。川も池も、およそ水分と呼べるあらゆるものがこの世界には存在しない。空を照らす太陽の光をただ反射するだけの、陽かげ炎ろうの国。シティなどもはやどこにも無い。どんな小さな町も存在しない。人間はいない。人間以外の生物もいない。森もなく、花も草もより原始的なあらゆる植物も存在せず、極小の微生物や細菌でさえこの世界には一つとして残ってはいない。

　いつか見た夢の光景と同じ。

　陽ひの光とガラスの大地以外の全すべてが消え去った、美しく空虚な死の世界。

　遮さえぎるものの無い地表を吹く風は強く、ガラスの大地は次第に摩ま耗もうし、削られ、細かな塵ちりとなって空に舞まい上がる。水分を失ったこの世界では舞い上がった塵は雨に溶けることなくただ空を漂い、星の全てを薄うすもやの中に覆い隠していく。

　人類の文明は滅び去り、そこに文明が存在したことを示す痕こん跡せきさえ既すでに残ってはいない。

「……これが、母さまが──アリス・リステルが見た『世界の解』」

　少女の声。

　振り返る錬の前で、サクラは生せい命めい維い持じ槽そうの表面をそっと撫なで、

「大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの暴ぼう走そうが起こらず、世界が遮しや光こう性せい気体に閉ざされる事も無かった結果──太陽光発電プラントの暴走によってあらゆる生物が死に絶えた、本来あるべき現在の地球の姿だ」

「何や……これ」

　返るのは、押し殺したような少年の声。

　イルは困惑と怒りを等分に孕はらんだ目でサクラを睨にらみ付け、

「何やこれは！　何でこんなことになってんねん！」

「一種の事故、完全な偶然の産物だったらしい」少女は生命維持槽に浮かぶ母の亡なき骸がらを見つめたまま「世界中の太陽光発電プラントを結ぶ形で形成された、地ち球きゆう全土を覆おおうエネルギー伝でん送そう網もう。その中に潜ひそんでいたバグとも呼べないわずかな歪ゆがみが原因だった。世界に存在した一千万基以上のプラントで同時に電力の滞留が発生し、全てのプラントが同時に暴走。発生した膨ぼう大だいな熱ねつ量りようは瞬しゆん時じに地球の表面を一万度以上の高温に加か熱ねつし、あらゆる水分を蒸発させ大陸その物を液状に融ゆう解かいさせた。……その結果生まれたのが、冷えて固まった均質なガラスの大地だ」

　少女の視し線せんが背後の機き械かいをゆっくりと頂上までたどり、

「天あま樹ぎ博士はこのことを予見していたらしい。大戦前には幾つかその危険について記した論ろん文ぶんも執筆している。が、真ま面じ目めに取り合う者は一人ひとりもいなかったし、博士自身も学術的な興きよう味みによって研究を行っただけで実現性については検討すらしていなかった。全てのプラントが同時に暴走する確かく率りつなど地球の一生を一千万回繰くり返しても一度起こるかどうかすら怪しい程度のものだったし、そのために世界中の全てのプラントを停止させて改修を行うのも愚かな話……人々はそう考えたし、その判断はある時点までは確たしかに正しかった」

　少女の言葉が途と切ぎれる。

　錬れんは無む意い識しきに喉のどを鳴らし、耐え切れずに口を開いて、

「何が……問題だったの？」

「情報制御理論、だよ」サクラは頭上に浮かぶガラスの地球を見上げたまま「太陽光発電プラントの動作効率化のために接続された高速演算装置が、エネルギー伝送網を介して地球全体を覆う形の巨大な論理回路を構築した。この演算装置が全すべてのプラントの同期を取るタイマーの役目を果たした。……各シティの予測演算装置は速度の向上によって情報の海にアクセスする機能を獲かく得とくし、この異変に気付いたが、情報の海の中に生じたわずかな綻ほころびの正体を数値化することが出来なかった。結果、全ての装置は『西せい暦れき二一八六年五月十四日』以降の未来を予測することが不可能となり、計算を強制終了することでシステムの破は綻たんを回かい避ひした」

「冗じよう談だんも大概にせえやお前──！」堪たまりかねたようにイルが叫び「何やねんそれ……そんなアホみたいな話、誰だれが信じると思うて……」

「事実だ、幻影イリユージヨンNo.17」サクラはわずかも表情を動かすことなく「証拠はある。貴方あなた達はもちろん、世界中の人間誰もが知っている動かぬ証拠だ。……太陽光発電プラントの暴走による大だい崩ほう壊かい、その結果を人類は既すでに一度経けい験けんしている」

　言葉の意味を計りかね、錬はイルと視線で互いの表情を探る。

　そんな二人ふたりを前に、サクラは「見ろ」と頭上の闇やみを示す。

　立体映像の地ち球きゆうの周囲に幾つものディスプレイが出現し、どことも知れない雪原の様よう子すを映し出す。吹き荒れる吹雪ふぶきを無数の砲火が貫き、炎に包まれた飛行艦かん艇ていが次々に地表に突き刺さっていく。おそらくは十三年前の、大戦中の光景。無数の兵器が飛び交う戦場の彼方かなたにはドーム型のシティが巨大なその偉容をさらし、降り注ぐ荷電粒子の光に白い外がい壁へきを露あらわにする。

　と、そんな光景の全てを、眩まばゆい光が突如として飲み込む。

　地表の一点、小さなプラントから広がった光が、周囲のあらゆる物を覆おおい尽くす。

　光は地表を覆う凍土を消し飛ばし、あらゆる兵器と人工の構造物を融ゆう解かいさせながら、瞬またたく間にその勢力を広げていく。広域表示に切り替わったカメラの向こう、地表の数十万箇所から同時に発生した光はゆっくりと広がり、やがて広大な円形の領域──一つの大陸とその周辺の海域全てを白色の陽かげ炎ろうに塗りつぶす。

「……アフリカ大たい陸りくの、消滅？」

「大戦終結の最後の引き金となった事件、その真相だ」錬れんの呟つぶやきにサクラは静かに応こたえ「劣勢に追い込まれた一人ひとりの炎使いが戦場の近くにあった太陽光発電プラントの一つを暴ぼう走そうさせ、それに同どう調ちようしてアフリカ大陸に存在していた三百万基のプラントのおよそ十五パーセントが同時に暴走、一つの大陸を地球上から消し去った。……結果としてプラント間のネットワークが崩ほう壊かいし、地球全体での連れん鎖さ暴走の危険がなくなったのは皮肉なことだがな」

　淡々と語るサクラの顔を、錬れんは為なす術すべなく見つめる。

　この世界の「現在」に至る道、全すべての謎なぞが、誰だれも望まない形で解き明かされていく。

「十三年前の最後の日、母かあさまはシティの軍に追われ、この南なん極きよく衛えい星せいに逃げ込んだ」そんな錬を前に、少女は一切の淀よどみなく言葉を続け「軍の攻こう撃げきから自身を守るために、母さまは『世界の解』の計算のために利用していた予測演算プログラムを稼か働どうさせた。限界を超えた稼働によってプログラムは『五月十四日』の壁かべを越え、母さまは答を知った。世界の終末、太陽光発電プラントの暴走が発生する時刻は、もう目の間に迫っていた」

「なら！　それをみんなに伝えれば……！」

「どうやって伝えろと？」サクラの瞳ひとみが鋭するどい光を帯び「南極衛星は軍に完全に包囲され、通信回かい線せんも押さえられていた。仮に母さまが敵である軍に危険を伝えたところで、彼らは信じはしなかっただろう。残された手段は世界を雲で覆って陽光を遮しや断だんし、全てのプラントの動作を同時に停止させることだけ。そのために母さまは、データベースに保管されていた資料を元に難なん分ぶん解かい性せいの遮光性気体を作った」

「作った……」錬はオウム返しに呟つぶやき「情報制御で空気の分子構造を書き換えた、ってこと？」

「アクセス可能なあらゆる物質を陽子と中性子と電子に分解し、原子一つ単位で再構築したようだ」サクラは生せい命めい維い持じ槽そうに一いつ瞬しゆんだけ視線を向け「難分解性の気体を利用したのは、事情を知らない人類が雲を除去して再びプラントが暴走してしまうことを防ぐためだ。……もちろん、例えば父とうさまにでも自分の意図を説明することが出来ればもう少し後処理の簡かん単たんな気体を利用することも可能だっただろう。だが、母かあさまにはもう、そんなことは出来なかった」

　何を、と一いつ瞬しゆん戸惑い、すぐにその言葉の意味に気付く。

　錬れんは生命維持槽に浮かぶ女性の虚うつろな顔を薄うす闇やみの向こうに見つめ、

「アリスさんの力でも、無理な演算だったんだね」

「限界を超えた情報制御を行使したことで母さまの脳細胞は死滅し、生物としての死を迎えた」サクラは感情が抜け落ちたような声で呟つぶやき「母さまは最後の力で自分のＩ─ブレインをこの大たい気き制せい御ぎよ衛星の制御中ちゆう枢すうに接続し、雲全体の情報構造と直結することで一つの論ろん理り回路を形成した。遠い将来、誰かがそのネットワークから雲にアクセスすることで、世界に再び青空を取り戻すことが出来るかも知れないと信じて」

　立体映像の地ち球きゆうが消え去り、頭上を覆おおうシャッターが取り払われていく。差し込む陽光が透明なドームを明るく照らし、咲き乱れる花々の姿を鮮あざやかに浮かび上がらせる。

「……その役目を、アリスさんはウィッテン博士に託した」錬は、再び姿を現わした太陽を視界の端に見つめ「まさか、雲を除去するために普通の人が邪じや魔まになるなんて、思いもしなかったんだろうね」

「きっと、そうなのだろうな」サクラは息を吐き、生命維持槽から手を離はなして「母さまは最さい期ごまで父とうさまを愛していた。父さまの生きる場所を奪うような選択など、何があっても望まなかっただろう」

　呟つぶやいて視し線せんをうつむかせる少女を、錬れんは無言で見つめる。

　と。

「──ほんなら、お前はなにをやってんねん」

　斬きり付けるような、声。

　とっさに振ふり仰あおぐ錬の前、イルは怒っているような悲しんでいるような奇妙な表情で両の拳こぶしを握りしめ、

「お前はいったい何をやってんねん！　お前の親は自分をいじめた世界に仕返しするために雲をばらまいたんやない、みんなを守るために、未来に希望を託したんやろ？　その娘のお前が人類を滅ぼして、それでええんか……！」

　血を吐くような声で、少年が叫ぶ。

　それに、少女は穏おだやかな笑え顔がおで応こたえ、

「ああ、貴方あなたの言う通りだ幻影イリユージヨンNo.17」足下に揺れる色とりどりの花をしばし見つめ「例えば、『母さまが最期にシティへの復ふく讐しゆうを試みた』──そんな答が待っていれば、良かったのかも知れないな」

「サクラ……？」

　独り言のように呟く少女の意図が理解出来ず、錬はとっさに一歩足を踏み出す。

　が、サクラはすぐに顔を上げ、鋭するどい視線で目の前の二人ふたりを見つめ、

「だが、解はすでに定まった。この世界は人類の失敗によって一度滅びの危き機きを迎え、一人ひとりの魔ま法ほう士しによって救われた。それが真実だ。……ならば、この世界に対して第一の権利を有しているのは彼人ら類では無い、我々魔法士だ。母かあさまが命を懸かけてこの世界を守ったのならば、私にはそれを受け継ぎ、未来へとつなげていく義務がある」

　何を、と呟つぶやく声が、言葉にならない。

　呆ぼう然ぜんと見つめる錬の前で、サクラは手袋に包まれた右手を差し出し、

「私と共に来て欲しい、天あま樹ぎ錬、幻影イリユージヨンNo.17。我々の力で旧ふるい者を打ち倒し、この星に我々と、我々の子孫のための新たな世界を築いて欲しい」




　敷しき詰められた色とりどりの花々が、人工のそよ風に吹かれた柔らかな音を立てた。

　錬は自分の置かれた状況の何もかもを忘れて、黒い手袋に包まれた少女の手にただ見入った。

「……待って……僕は、だから……」

「無む論ろん、貴方あなたがここに送り込まれた経けい緯いについては察しが付いている」どうにか絞り出した声をサクラが鋭するどく遮さえぎり「おそらくフィアがシティに捕らわれているのだろうが、それについては私が何とかしよう。月つき夜よのことが気がかりなら、彼女がＩ─ブレインの埋め込み手術を受けられるように取りはからっても良い。どちらも、貴方が首を縦たてに振ってくれればすぐに始めることが出来る。賢けん人じん会かい議ぎの代表として、約束しよう」

　頼む、ともう一度手を差し伸べる少女。

　と、その手を遮るように、白髪の少年が錬れんの前に進み出る。

「冗じよう談だんはそのくらいにしといてくれへんか」

「幻影イリユージヨンNo.17……」少女は困ったようにため息を吐つき「いかにも貴方あなたらしい答だが、私は貴方にも協力して欲しいと思っている。どうだろう？　シティなどそろそろ見限って、私と共に来てはもらえないだろうか」

「ふざけんな」

「冗談を言っているつもりは無い」サクラは少年に向かって一歩足を進め「貴方は見事だ。幻影イリユージヨンNo.17。貴方はこれまでシティのために命を懸かけて戦い、多くの人々を救ってきた。貴方の行いは人々から貴方に対する偏見を取り払い、貴方は英雄と崇あがめられるようになった。それは間違いない。……だが、その結果は？　貴方という存在は、シティにおける魔ま法ほう士しの立場を変えることが出来たか？」

「黙だまれ」

「拒否する幻影イリユージヨンNo.17。今日きようこそは、はっきりと言わせてもらう」少女はさらに一歩足を進め「貴方の力をもってしても、人類と魔法士の間に生じた溝みぞを埋めることは出来なかった。シティは魔法士を道具として使うことを止やめず、市民は石を持って魔法士を追い立てる道を選んだ。貴方個人に対する友ゆう誼ぎは彼らの意い識しきを変えるには到底足りなかった。……だが、貴方の行いはそれほど無価値なものなのか？　間違っているのは彼らの方では無いのか？　シティとは、本当に貴方が命を懸かけて守るほどの価値があるもの…」

「──黙だまれ言うてるやろ！」

　腹の底を突き通すような叫びが、サクラの言葉を遮さえぎる。

　イルは今度こそはっきりと殺意の籠こもった目で少女を睨にらみ付け、

「話は終わりや。お前のしょーもない話に付き合った俺おれがアホやった。時間もあらへんしな。とっとと始めてとっとと終わらせたるわ」

　数秒の沈ちん黙もく。

　サクラは視し線せんをうつむかせて深く息を吐き、

「貴方はどうなのだ？　天あま樹ぎ錬れん」

「……出来ないよ、そんなこと」とっさに首を振って少女から視線を逸そらし「月つき姉ねえやフィアだけじゃない。大切な人がこの世界にはたくさんいるんだ。そういう人達をみんな魔法士にするなんて出来ない。だから」

「そうか……」

　思いがけなく静かな、淡々とした声。

　サクラは左手の手袋をそっと外し、透き通るように白い指を陽ひの光の下に露あらわにする。

「ならば、是非も無い」

　薬指にはめられた銀ぎん色いろの指ゆび輪わが、淡い陽光に煌きらめく。精せい緻ちな細工が施されたリングに真しん紅くの宝石をあしらった豪ごう奢しやな指輪。とっさに身構える錬れんの前で、サクラは左手を口元に近づけて愛いとおしむように指輪に唇を寄せ、

「悪あく魔ま使つかい専用デバイス『賢けん者じやの石』、天あま樹ぎ真ま昼ひるの形かた見みだ。これが貴方あなた達の相手をする」

　剝むき出だしの左手を外がい套とうの裏に差し入れ、投とう擲てきナイフを三本、指の間に摑つかみ出し、

「さらばだ天樹錬、そして幻影イリユージヨンNo.17。……本当に、残念でならない」
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　翻ひるがえった真紅の騎き士し剣けんが、唸うなりと共になぎ払われた。

　ディーは左右の剣を交差させてその一いち撃げきを受け止め、反動を利用して大きく後方に跳ちよう躍やくした。

　着地と同時に地を蹴けり、目の前に立ちふさがる黒衣の騎士へと飛びかかる。左の騎士剣『陽よう』を喉のど元もとに突き込む、と見せかけて通路の床すれすれに深く身を沈め、地を這はう姿勢のまま男の背後に回り込んで右の『陰いん』を無防備な足首に切りつける。踏み込む足音と跳ねる金属音。最小限の足運びで攻撃を回かい避ひした騎士は反転と同時に長大な騎士剣を下段へと突き込み、立ち上がりざま左の『陽』を振り上げたディーはかろうじてその攻撃を弾はじく。

　跳躍して距きよ離りを取り、一息で呼吸を整ととのえる。

　狭い通路の中で、相手の武器は人の身長を軽く上回る扱いにくい長大な剣。対してこちらは小回りが利く小型の剣を使っているというのに、相手はその不利をものともしない。

　……さすが祐ゆう一いちさん……！

　踏み込むと同時に右手の『陽よう』を突き出し、『紅ぐ蓮れん』の刀身が防御に振り上がるのを視認した瞬しゆん間かん右手を強引に引き戻して跳躍する。左右の壁かべを足場に瞬時に通路の天てん井じようにまで飛び上がり、上限反転の姿勢のまま天井を蹴けって再度の跳躍。流れるように突き出される真しん紅くの騎士剣を寸前でかわし、男の背後に降り立つことに成功する。

（自己領域、展開）

　半透明な球形の揺らぎが体を包み込み、外界の時間が停止する。振り返ることなく通路を駆け出し、角を曲がって制御室に飛び込む。中央の制御装置を見つめたまま静止する仲間の魔ま法ほう士し達の前を駆け抜け、発電プラントに似た巨大な機き械かいの前にたどり着く。

　高密度の情報構造体に接触したことで、自己領域が自動的に解除される。逆手に構えた両の騎士剣を振り上げ、操そう作さ用ようのコンソールに狙ねらいを定める。

　……サクラ……

　心に生じる、一瞬の迷い。

　そのわずかな隙すきを逃のがさず、振り下ろされた真紅の騎士剣が眼前の空間を斬きり裂く。

　ちぎれ飛んだ前髪が数本、剣圧に流されて宙を舞まう。寸前でその攻こう撃げきを回かい避ひしたディーは着地と同時に再度跳ちよう躍やく、両の騎き士し剣けんを祐ゆう一いちの眉み間けんと腕、二カ所に同時に斬り付ける。

　跳ね上がった真紅の騎士剣と剣の鞘さやが、攻撃の双方を受け止める。

　瞬しゆん時じに脳内で情報解体を発動。論ろん理り回路による強化が施されているらしい鞘の強固な構造が消し飛び、強化カーボンの黒い鞘の半ばまでが瞬時に砂のように崩れ落ちる。

　演算速度の一部を鞘の破は壊かいに振り向けたことで、運動速度がほんの一瞬低下する。そのわずかな隙を逃さず祐一が剣を翻ひるがえし、首筋に向かってなぎ払われる『紅ぐ蓮れん』の一撃をディーは寸前で左右の剣を引き戻して受け流し、

　腹部に叩たたき込まれる、衝しよう撃げき。

　剣の軌道に隠れるようにして放たれた蹴りの一撃が、右の脇わき腹ばらに容赦なくめり込む。

　吹き飛ばされた体が床に跳ね、二転して反動で立ち上がる。ようやく状況に追い付いたらしい周囲の魔ま法ほう士しが驚きよう愕がくの声を上げる。ディーはどうにか両の騎士剣を構え直し、襲おそい来るであろう次の攻撃に対して身構え、

「……祐一、さん……？」

　地の底から響ひびくような、苦く悶もんの声。

　黒衣の騎士は唐突に動きを止め、自身の顔を片手で覆おおってその場に膝ひざをつく。

　長大な真紅の剣が手から滑り落ち、床に跳ねて高い音を立てる。男はそれを拾うことも出来ないまま、目を見開いて荒い呼吸を繰くり返す。

　周囲の魔法士達が、我に返った様よう子すで身構える。

　炎使いの一人ひとりが目の前に空気結晶の槍やりを生成。無防備な男の背中に狙ねらいを定め、秒速二千メートルで躊ちゆう躇ちよなく撃うち出し、

　……待って……！

　とっさに攻撃の軌道に割り込み、情報解体で槍を消し飛ばす。

　驚おどろいた様子で目を丸くする炎使いの少年に「この人は良いです！」と叫び、

「いずれ味方になってくれるかも知れない人です。今はそれより撤てつ退たいの準備を！　シティ連れん合ごうの増援が近づいています。時間がありません！」

　うなずいた少年が周囲の魔法士と共に制御室を飛び出し、次々に通路の向こうに消えていく。それを背後にディーは祐ゆう一いちの傍そばを駆け抜け、転送システムの制御システムに飛び乗る。

　……これを壊こわしたら、サクラは……

　またしても、心に浮かぶ躊躇。

　それを振り払い、両の騎士剣を逆手に構えて振り上げる。

　床にうずくまった祐一が必死の形ぎよう相そうで顔を上げる。待て、とでも言うように掲げられた男の手を見下ろし、ディーは静かに首を振る。

「すいません。止まるわけにはいかないんです」制御装置に向き直り、脳内に情報解体を呼び出して「結局、選択の余地なんか無いんです。人類が勝つか、魔ま法ほう士しが勝つか、道は二つに一つしかありません。なら、僕は──」

　ディーは一度だけ目を閉じ、深く息を吸い込んだ。

　この戦いの、自分の選択の果てに、セラが笑う世界があると信じて。

　……行こう、どこまでも……

　ディーは、両の騎き士し剣けんを巨大な機き械かいに突き立てた。
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　投げ放たれた三本の投とう擲てきナイフが、ドームを満たす陽光を貫いた。

　イルは電でん磁じ加速によって秒速三千メートルで迫るナイフをかいくぐり、少女に向かって疾走を開始した。

　二本のナイフが背中すれすれの位置を走り抜けて後方に飛び去り、残る一本が回かい避ひの間に合わない右肩に突き立つ。刃渡り十センチ足らずのナイフが存在確かく率りつを消去した右肩に接触した瞬しゆん間かんにＩ─ブレインが警けい告こくを発し、皮ひ膚ふから内部の筋肉に至る一部の組そ織しきが強引に存在を引き戻される。飛び散る鮮せん血けつと共に痛みが脳内を駆け巡る。ナイフの刀身は体組織の正確に三十パーセントを均等に破は壊かいして背後に突き通り、秒速三千メートルで後方へと飛び去る。

　痛覚を数値化してＩ─ブレインに押し付け、踏み込むと同時に自身の存在座標を書き換える。三十メートルの距きよ離りを瞬時に切り取りサクラに近接。人差し指と中指だけを伸ばした拳こぶしを少女の首筋、確かく実じつに致命傷を与える位置に突き込む。

　サクラは飾り羽根のような長い髪を翻ひるがえし、後方に一歩退しりぞきつつ身を捻ひねって拳の軌道から自身を逃がす。その背後の床から巨大なチタン合金の『腕』が出現し、同時に複数の空気結晶の槍やりが回かい避ひ軌道を塞ふさぐ位置から少女を取り囲む。

　全方位、あらゆる逃げ場を潰つぶしての同時攻こう撃げき。

　……が。

「それで終わりか？」

　呟つぶやく少女の足下から都合三本のチタン合金の腕が同時に出現し、背後の腕と周囲の空気結晶の槍へと飛びかかる。通常の人形使いの能力の範はん疇ちゆうを逸脱し、上位の騎士に匹敵する高速運動を与えられた三本の腕は周囲から迫る攻撃のことごとくを容易たやすく撃うち落とし、空中に複雑な軌道を描いて三方からイルへと襲おそいかかる。

　とっさに引き戻そうとした腕を、少女の手が素す早ばやく摑つかむ。

　存在確かく率りつを強引に引き上げられた体にチタン合金の腕が容赦なく突き立ち、後方に吹き飛ばされたイルはかろうじて倒れること無く構えを保ったまま着地する。

「イル……！」

　目を見開いた錬れんが目の前の空間に数十の空気結晶の弾丸を生み出し、その背後で三つの影かげが煌きらめく。先ほどイルを襲おそった三本の投とう擲てきナイフ。高速で飛び去ったその刃やいばが空中で銀ぎん色いろの鳥に姿を変え、身を翻して錬の背中に襲いかかる。とっさに振り返り、生成した弾丸を放つ少年。淡たん青せい色しよくの弾丸が金属の鳥に触れると同時に次々に爆ばく発はつを巻き起こし、衝しよう撃げき波はに吹き飛ばされた周囲の花々が陽光の下に緩ゆるやかに舞まい落ち、

　その下を駆け抜けて、錬の目の前に近接する黒いドレスの少女。

　投擲ナイフを両手に翻したサクラが、弾丸を全すべて放って無防備となった少年の懐ふところに影かげ法ぼう師しのように滑り込む。

　跳ね上がったナイフが錬の頰ほおを浅く薙なぎ、鮮せん血けつを飛び散らせる。錬は右手の周囲に新たな弾丸を生みだし、同時に左手のサバイバルナイフを胸の前に構える。放たれた弾丸をサクラの目の前に出現した空気結晶の盾が弾はじき、翻った投擲ナイフが再び錬の首筋を狙ねらう。防御に掲げたサバイバルナイフを投擲ナイフがすり抜ける。透過に成功した部分としていない部分に分かれて砕け散りながら少年の懐に潜もぐり込んだナイフの欠片かけらが、空中に寄り集まって金属の鳥に姿を変える。

　再び飛び散る鮮血。

　刃の翼つばさを羽ばたかせて飛びかかった鳥は錬の左手を浅く斬きり裂き、サバイバルナイフを弾はじき飛ばす。

　……こいつ……！

　四匹の鳥が螺ら旋せんを描いてサクラの肩に止まり、元通りの三本のナイフと一片の金属片となって少女の手のひらに落ちる。受け取ったナイフを手に陽光の下に構えるサクラの姿を見つめ、イルは身構えたまま攻こう撃げきに転じるタイミングを失って歯は嚙がみする。

　複数の魔ま法ほう士しの能力を模も倣ほうし、複数の能力の合成によって全く新しい能力を生み出す「悪あく魔ま使つかい」の少女。

　だが、目の前で展開された一連の攻防は、イルが知っていたはずの少女の能力を大きく逸脱している。

　合成によって生み出された特異な能力を複数同時に並列して操あやつり、あるいは見たことの無い新しい組み合わせによってさらなる未知の能力を繰くり出す。自分と錬、二人ふたりがかりの攻撃を容易たやすく圧倒し、反撃はおろか攻撃を回かい避ひすることすら容易には許さない。

　あの指ゆび輪わが、手品のタネか。

　少女の左手の薬指に光るあの指輪が、少女にこの圧倒的な戦せん闘とう能力を与えているのか。

「考え事か？　幻影イリユージヨンNo.17」

　不意に、耳元で囁ささやく声。振り返った視界の先に、ナイフを構えた少女の姿。驚きよう愕がくに見開いた視界の先で少女が一いつ瞬しゆん前まで立っていたはずの位置と少女の現在位置とを結ぶ空間が蜃しん気き楼ろうのように捻ねじれて歪ゆがむ。おそらくは光使いの、空間曲率制御の模倣。突き込まれたナイフを回避することに失敗し、無ぶ様ざまに転倒した体が花畑の上に仰あお向むけになる。

　目の前には、透き通るように白い肌の、少女の顔。

　サクラはナイフの切っ先をこっちの喉のど元もとに向けたまま静かな目で顔を覗のぞき込み、

「もう一度だけ質問だ、幻影イリユージヨンNo,17。今からでもシティを捨て、私に味方するつもりはないか」

「っざけんなやこら──！」

　周囲の空間に出現した空気結晶の鎖くさりが両手と両足を拘こう束そくする。

　イルは少女の下から抜け出そうと必死にもがき、

「誰だれがお前の言うこと聞くかボケ！　なんぼ理屈並べても、お前はただのテロリストやないか！」

「手て厳きびしいな、と言いたいところだが」サクラは呟つぶやき、口元に小さな笑みを浮かべ「気付いているか？　幻影イリユージヨンNo.17。ものの道理は今やシティではなく、私の側にこそあるのだぞ？」

「あ？　何言うとんねんお前！」

「かつて貴方あなたが言った言葉だ。百人を助けるのと二百人助けるのならば、二百人を助ける方が正しいのは当然だ、と」少女は切っ先を逸そらしたナイフを手の中でくるりと回し「今や立場は逆だ。雲を晴らす術すべもシティを存続させる術もなく滅びを待つばかりの人類とは異なり、我々魔ま法ほう士しの歴史はこの先も連綿と続く。そこで生まれる子供達は何億、何兆に達するだろう。増える見込みも生きながらえる見込みもないわずか二億の人類と、果たして真に救うべきはどちらだろうな？」

「屁へ理り屈くつぬかすな──！」

　一いつ瞬しゆんの隙すきをついて両手と両足を空気結晶の鎖から透過し、少女の下から抜け出す。両の拳こぶしを眼前に構え、裂れつ帛ぱくの気迫を込めて少女に踏み込む。

「貴方あなたらしい答えだ。……惜しいが、それでこそ貴方だ、幻影イリユージヨンNo.17」

　呟つぶやいた少女の足下からチタン合金の『腕』が生え出し、正面からイルに襲おそいかかる。とっさに存在位置を書き換えて側面をすり抜けようとするイルの前で、『腕』は瞬時に分裂して無数の金属の鳥へと姿を変える。

　存在確かく率りつを書き換えながら次々に襲い来る鳥が全身を瞬時に切り刻む。

　錬れんの悲鳴。

　それでも強引に踏み止まり、至近距きよ離りに迫った少女の顔に拳を叩たたき込もうとした瞬間、腹部に焼けるような衝しよう撃げきが走る。

　とっさに呼吸が止まり、おそるおそる自分の体に視し線せんを落とす。少女の黒い外がい套とうから転じた蝙こう蝠もりの翼つばさが、槍やりの穂ほ先さきのように先端を尖とがらせてこっちの腹を突き通す。周囲に見み慣なれた情報制御の反応。外套の先端部分の存在座標を量子力学的制御によって書き換え、短たん距きよ離り転移でこちらの至近に直接出現させたのだと頭の中にかろうじて残った冷静な部分が判断する。

　少女の手がこちらの首に伸び、小さな黒い素子をうなじに押し込む。Ｉ─ブレインが一切の機き能のうを失い、もはや逃のがれる術すべの無い体がチタン合金の『腕』に担ぎ上げられる。

　力を込めるように身をたわめた『腕』が狙ねらう先は、ドームの外周、衛えい星せいを外界と隔てる強化プラスチックの天てん蓋がいの、外側。

「さらばだ幻影イリユージヨンNo.17」

　ひどく優やさしい、少女の声。

　サクラは右手を頭上に掲げ、死刑執行の合図のように振り下ろし、

「英雄にふさわしく、壮絶な最さい期ごを遂げるがいい」
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　透明な強化プラスチックの天てん蓋がいが、数メートルにわたって粉々に砕けた。

　陽光に照らされて煌きらめく無数の破片と共に、放ほう物ぶつ線せんを描いて落下していく少年の姿を、錬は信じられない思いで見つめた。

「イル──！」

　瞬しゆん時じに跳ね上がった体が少年の後を追い、天蓋の穴をくぐり抜けて衛えい星せいの外に飛び出す。「空間曲率制御アインシユタイン」を起動し、落下を続ける少年にどうにか追い付く。気を失ったまま動かない少年の体を両腕で抱え、脳内に残ったわずかな容量に「分マ子ク運ス動ウ制エ御ル」を起動して周囲に呼吸可能な大気をかき集める。

　さざ波のようなノイズが、Ｉ─ブレインの中に断続的に響ひびく。

　眼下、数十メートル下は水すい平へい線せんの果てまで広がる遮しや光こう性せい気体の雲。情報制御の行使を許さないその領域に吞のまれれば呼吸もままならず、助かる術すべは無い。

　血にまみれたイルの体を肩に担ぎ直して重力方向を変更。壁かべのようにそびえ立つ大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの外がい壁へきに垂直に着地し、

　……Ｉ─ブレインに警けい告こく。

　背後から出現したチタン合金の腕に体を打たれ、錬れんは衛星の外壁の上を容赦なく弾はじき飛ばされる。

　衝しよう撃げきで吹き飛んだイルの体が垂直な壁面の上を転がり、うつ伏せに倒れたまま動かなくなる。錬からの距きよ離りが遠とお退のいた事で「空間曲率制御アインシユタイン」の影えい響きようが弱まった少年の体が、本来の重力方向である真下、雲の方に向かってゆっくりと滑り落ちていく。

　無我夢中で駆け寄り、落下寸前の少年の腕を摑つかむ。

　同時に、背後で軋きしんだような羽音。

　秒速三千メートルで飛来する金属の鳥を、錬は空気結晶の盾でかろうじて防ぎ止める。

　Ｉ─ブレインの容量不足により「空間曲率制御アインシユタイン」の効果が弱まり、気を失ったままのイルの体重が残らず錬れんの左手にのしかかる。悲鳴を堪こらえつつもう一方の手でイルの体を摑つかみ、その間にも絶え間なく飛来する金属の鳥を「分マ子ク運ス動ウ制エ御ル」で受け止め続ける。脳内にすさまじい勢いで負荷が積つみ上がる。「空間曲率制御アインシユタイン」が少しずつ機き能のうを失い、体が次第に衛えい星せいの外がい壁へきを滑り落ちていく。

　とっさにイルから片手を離はなし、外壁に等間隔に設置された作業用の手すりを摑む。

　そこに。

「……無ぶ様ざまだな、天あま樹ぎ錬」

　静かな、どこか疲れたような少女の声。

　見上げた先、サクラは衛星の外壁に垂直に佇たたずみ、悠然と錬を見下ろして、

「こんな状況だが、今一度問おう。私に手を貸し、共に魔ま法ほう士しの世界を築くつもりは無いか？」

　歯を食いしばって全身の力を両手に込めたまま、どうにか首を横に振る。

　と、少女は「そうか」と息を吐き、

「では貴方あなたは何をする？」

「え……？」

　意味が分からず、呆ぼう然ぜんと少女を見つめる。

　サクラは眉まゆ一つ動かさず、死の危き機きに瀕ひんした二人ふたりの少年を見下ろしたまま、

「答えろ天樹錬。私の道を否定する貴方はどんな道を選ぶ。その手で、その力で何を為なす」

　静かに問う少女の顔を、錬は呆然と見上げる。これまで幾度となく考えた問い。結局答を出すことが出来ずにいた問い。それを突き付ける少女に何一つ言葉を返すことが出来ず、錬はただ目を見開く。

「……そうか」数秒。少女は諦あきらめたように息を吐き「事ここに至って、この世界の有り様を目まの当あたりにして、貴方あなたはそれでも何の答えも見み出いだすことが出来ないのか」

　リボンで束ねられた長い黒髪が飾り羽根のようにたなびく。少女は両の拳こぶしを握りしめ、視し線せんを遠く空に向ける。

　しばしの沈ちん黙もく。

　少女は遠い場所を見上げたまま、独り言のように、ぽつりと、

「……真ま昼ひるが哀あわれだ」

　何を、と目を見開く錬の前で、少女が右手を水平に動かす。衛えい星せいの外壁から巨大なチタン合金の腕が出現し、錬の体を弾はじき飛ばす。衝しよう撃げきにイルの腕を摑つかんでいた手が離はなれ、少年の体が眼下の雲海へと落下していく。慌てて後を追おうとした体が外壁から滑り落ち、Ｉ─ブレインが警けい告こくを発する。

（蓄ちく積せき疲労限界。空間曲率制御デーモン「アインシュタイン」再起動まで五秒）

　……そんな……！

　自由落下を開始した体が見る見るうちに加速し、紫電を纏まとった漆しつ黒こくの雲が目の前に迫る。じれったいほど長い五秒の果てにＩ─ブレインが機き能のうを回復する。瞬しゆん時じに加速して下方を行くイルに追い付き、血にまみれた体を摑んでどうにか体勢を立て直し、

（ノイズ量限界値を突破。Ｉ─ブレイン機能停止）

　足下、爪つま先さきの先端は、すでに雲海の中。

　重力に引かれた体が、落下を再開する。

　呆ぼう然ぜんと見上げた視界の先に、長い黒髪が揺れる。サクラは衛えい星せいの外壁に立ち尽くしたまま、雲に吞のまれて行く二人ふたりをただ見つめる。その顔が泣いているような錯さつ覚かくに囚とらわれ、錬はとっさに目を凝こらす。透き通るような青空の下、少女の口が何事かを告げるようにゆっくりと動き、

　──暗転。

　緩ゆるい泥のような感触が全身にまとわりつき、全すべてを闇やみが包んだ。













　　　幕間　空に落ちる　～Sky, blue sky～







　──落ちていく。

　闇やみの中を、どこまでも落ちていく。

　いったいどれほどの時間が経過したのか、脳内時ど計けいが停止したこの状態では分からない。おそらく数秒のはずだが、数十分、あるいは数時間も落下し続けているような気もする。大たい気き制せい御ぎよ衛星の姿はすでに見えない。一面の闇。時折走る紫電も視界を照らすことは無い。

　肌に感じる風は意外なほど暖かく、この雲の特性によって内部に熱ねつ量りようが保持されていることが分かる。皮ひ膚ふには今のところ異常は無い。毒では無い、それだけが唯一の救い。だが、どのみちこの大気は人が呼吸出来るように作られてはいない。たとえ肺に害が無くとも、酸素濃のう度どの足りない空気を吸い続ければすぐに酸欠で意い識しきを失うことになる。

　腕の中の体を、必死に抱きかかえる。

　血にまみれた白髪の少年。その体からは、少しずつ体温が失われつつある。

　この雲の厚さはどれほどだったか。正せい確かくには思い出せないが、落下した距きよ離りはまだ全体の十分の一にも達してはいないだろう。雲の下に抜け出し、再び情報制御が可能となるまであと何秒必要なのか。考えただけで気が遠くなる。

　少年は保もたない。おそらく、自分も保たない。

　この雲の層を突破する前に、自分達には確かく実じつな死が訪れる。

　現実感が次第に遠とお退のき、闇やみが意い識しきを塗りつぶしていく。これは現実なのか、夢なのか。いや、そもそもどこからが現実だったのか。自分は本当に大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいに至ったのか。そこで本当に真実を見たのか。少女は本当に人類を滅ぼすつもりなのか。

　全すべては闇の中。希望も、絶望さえも、もはや遙はるかに遠い。

　意識が途と切ぎれる。

　錬れんは雲の向こうの空に目を凝こらし、最期に一度だけ天に向かって手を伸ばし、

　……その向こうに、光を見た。




　水のように透き通る、一面の青空だった。

　伸ばした指の先に広がった光は瞬またたく間に天を満たし、地平の果てに巡る太陽が雲の切れ間にその姿を露あらわにしていた。

　脳内に渦巻いていたノイズが跡形も無く消失し、Ｉ─ブレインが機き能のうを回復する。空間曲率制御アインシユタインを起動して落下速度を調ちよう整せいし、分マ子ク運ス動ウ制エ御ルによって自身の周囲に呼吸可能な空気をかき集める。

　気を失ったままのイルの体を、どうにか肩に担ぎなおす。

　焦点の定まらない意識のまま、遙はるか頭上遠く、空の中心に浮かぶ巨大な物体を見上げる。

　直径二百メートルの完全な球形の人工物体。大気制御衛星の白い表面がかすかに波打ち、少しずつ形状を変化させていく。荷電粒子砲、電でん磁じ射出砲、幾つもの機き械かいの腕、有ゆう線せん操そう作さの無人攻こう撃げき機き──あらゆる兵器を数限りなく身に纏まとい、衛星は巨大な要よう塞さいへとその姿を変えていく。

　数千を超える砲塔の一つが、眼下の氷原を捉とらえる。

　落下を続ける錬れんの至近をかすめ、降り注いだ光が、シティ連れん合ごうの前線基地に小さな穴を穿うがつ。

　空を満たしていた一面の青空が、地平の果てからゆっくりとその領域を失っていく。少しずつ、少しずつ、再び広がり始めた遮しや光こう性せい気体の雲が陽光を遮さえぎり、青空を浸食していく。

　とっさに重力方向を変更し、上昇しようとしたその目の前に黒い雲が壁かべとなって立ちはだかる。既すでに青空は痕こん跡せきすら無く、世界は元通りの一面の闇やみに覆おおわれる。

　最後までわずかにのぞいていた大気制御衛星の姿が覆い隠され、視界から消失する。

　錬は、それをただ呆ぼう然ぜんと見上げた。
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　南なん極きよく点てん上空を中心に出現した青空は、数百キロの距きよ離りを隔てた海上からも見えていた。

　ニューデリー自じ治ち軍ぐん輸ゆ送そう艦かん、艦内。息を吞のんで見守るファンメイの視界の先で、陽光に照らされた南極大陸の氷の大地は眩まばゆく輝かがやいた。

　時間にしてほんの数十秒。青空は出現した時と同様に唐突に消え去り、鉛なまり色いろの雲が再び世界を覆おおう。ファンメイは隣となりのエドと顔を見合わせ、まだ何かが起こるのではないかと固かた唾ずを吞んで空を見上げる。

『……そーだ。とりあえず、祐ゆう一いちの旦だん那なは回収した』

　背後の通信画面から声。

　先行するHunterPigeonに乗り込んだヘイズが、別な通信画面の向こうで待機するリチャードとルジュナに背後の黒衣の男を示し、

『でかい怪け我がとかがあるわけじゃねーんだが、とにかく今にも死にそうな感じだ。すぐに検査出来るようにそっちで準備しといてくれ』

　一足先にニューデリーに到着しているというリチャードが『分かった』とうなずく、

　その姿を横目に見つめ、ファンメイはエドに顔を寄せる。

「ねー……これから、どうなると思う？」

　エドは困ったように眉まゆ根を寄せ、首を大きく左右に振る。そうだよね、と息を吐き、強化プラスチックの冷たい窓に頰ほおを押し当てて息を吐く。

　分からない。

　世界はこれからどうなるのか、自分達はこれからどうすれば良いのか、ファンメイには本当に、何一つ分からない。

　大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいは賢けん人じん会かい議ぎの手に渡ってしまったのだと、ヘイズからは聞いている。シティ連れん合ごうはアフリカ海かいで戦力の多くを失い、今回の南なん極きよくでの作戦にも失敗したことで完全に打つ手を失った。衛星に突入したはずの錬れんとイルがどうなったのかは分からない。人ひと質じちとして囚とらわれているはずのフィアがどうなってしまうのかもまるで分からない。不安と焦りばかりが募る。叫び出したくなる衝しよう動どうを抑え切れず、とっさに膝ひざの上に座った黒猫姿の小龍シヤオロンを強く抱きしめる。

　小龍シヤオロンは抵抗せず、甘えるような心配するような頼りない鳴き声を上げる。

　ファンメイはうつむいたまま、黒猫の背中を無心に撫なで、

『──地ち球きゆう上じよう、全すべての人類と全ての魔ま法ほう士しに、ご挨あい拶さつ申し上げる』

　通信画面の向こうから、聞き覚えのある声。

　とっさに振り返った視界の先で画面が切り替わり、黒いドレスを纏まとった黒髪の少女がノイズ混じりの映像の向こうに姿を現わす。

『今日きようは皆様に報告があり、このような形を取らせていただいた。……知っている方も多いとは思うが、本日、我が賢人会議は南極側の大気制御衛星を奪取、その全ぜん機き能のうを掌しよう握あくした』

　淡々と告げる声に、輸送艦内の兵士達が騒さわぎ出す。

　慌ただしく通路を行き交う無数の足音が、扉越しに客室の中にまで聞こえる。

『我々が間違いなく衛星を手中に収めた証拠として、先ほど、一つデモンストレーションを行った』少女は陽光が降り注ぐドームの中央で悠然と椅い子すに腰掛け『南なん極きよく周辺におられた方は目もく撃げきしただろう。遮しや光こう性せい気体の雲が晴れ、青空が姿を現わす瞬しゆん間かんを。……あれこそが我々賢けん人じん会かい議ぎの正当性を示す光。我々が確たしかに雲を除去する手段を保持しているという証拠に外ほかならない』

　輸送艦かんの窓からのぞく周囲のニューデリー自じ治ち軍ぐん艦艇の動きが慌ただしさを増す。幾つかの艦艇が隊列を離はなれ、南極大陸方面へと引き返していく。

『今回の実じつ験けんは雲の一部のみの分解に成功し、しかもそれがすぐに元通りになるという結果に終わった。全すべて、皆様がご覧らんになった通りだ』少女は地表の混乱を余よ所そに淡々と言葉を続け『……が、先せんだってお伝えした通り、雲を完全に除去するには条件が必要となる。Ｉ─ブレインを持たない全人類の完全な殲せん滅めつ。それが為なされた時世界は青空を取り戻し、地上には我々魔法士のための永遠の王国が築かれるだろう』

　小龍シヤオロンが膝から飛び降り、威い嚇かくするように通信画が面めんに牙きばを剝むく。とっさにその体を抱き上げ、ファンメイは画面を見つめて息を吐く。

　本当に、自分に出来ることなどあるのか。

　暗あん澹たんたる気持ちで唇を嚙かむファンメイの前で、賢人会議の代表たる少女は悠然と椅い子すから立ち上がり、最後の言葉を告げた。

『これより、最終作戦を発動する。──全ての魔ま法ほう士しはシティと人類に対する全面攻こう撃げきを開始。遠い日にこの世界を歩くであろう我らの子々孫々のため、地ち球きゆう上じようから彼ら旧ふるき者を駆逐せよ』













　　　　なかがき







（近況）ボードゲーム棚の整理が順じゆん調ちように進行した結果、友人の誰だれかが所有していたり国内のショップで割と簡かん単たんに入手できたりするゲームが消え去り見事に海外直ちよく輸ゆ入にゆうの日本に持ってる人間が数えるほどしかいないであろう珍品ばかりが残りましたとさ。正直「やっちまったぜ」感が漂うゲーム棚を前に、さてこいつをどうしようかと途方に暮れる日々です。ねーこのゲームどうやって遊ぶの？　ごめん俺おれもよく知らないんだ。とりあえず、その箱の中に入ってる説明書と英語がびっちり書かれたカード五百枚翻ほん訳やくして日本語シール自作するから、暇だったらそこにあるプラスチック製のフィギュア百個に色塗ってて。




　前作から一年以内に続きが出ただけで全力で驚おどろかれると、こう、改めて自分の人生について考えますね（挨拶）

　ともあれお待たせしました、三枝さえぐさです。

　ウィザーズ・ブレイン９「破は滅めつの星ほし」上巻、お届けします。

　結局十ヶ月もお待たせしてしまい申し訳ありません。最近いろいろ感覚が麻ま痺ひしてきて「まだ一年経ってないし、俺、良くやったよな」と勘違いしそうになっている作者ですが、どう考えてもそんなはずは無いので次はもう少し早くお届けしたいと思います。毎回毎回同じことを書いてますが、次こそはもう少し早くお届けしたいと思います。大事なことなので二回書きました。

　……がんばろー（おー）。




　さて。

　８下の衝しよう撃げきのラストからどう話が続くのか心配されていた読者の方もたくさんいらっしゃると思いますが、こうなりました。もはや冒頭の四行詩すら吹っ飛び、地球が地球が大ピンチです。この辺、作者としては全部最初からの予定通りなのですが、いかがでしょうか。正直、昨今の流行からするとちょっと展開が暗すぎる気がしないでもないですが、今さら軌道修正も出来ませんのでこのままどこまでも突っ走ろうと思います。ついでにエピソード全体で最後まで残っていた例の謎なぞも明かされましたが、これについてはネットなんかである程度正せい確かくに予想されてた方がいたのでびっくりしました。「んなことねーよ全く予想外だったよ！」という方は心ゆくまでびっくりしてください。

　あと、前の後書きで「物語はこいつに収束する」とか書かれてたのに状況に翻弄されるばっかりで良いとこ無しの主人公ですが、彼の処遇もちゃんと考えてありますのでファンの方は神社に藁わら人にん形ぎようとか打ち付けないでください。大丈夫！　次もたぶんあんまり良いところ無いけどマジで大丈夫だから！




　ってことで、上巻なかがきはこの辺で。

　次回は「ウィザーズ・ブレイン電でん脳のう編へん」。ネットゲームの世界に閉じ込められた魔ま法ほう士し達が現実世界へのログアウトを目指して……ダメだ、こいつらの演算速度でネトゲなんかやらせたらひどいチートであっと言う間にあらゆる問題が解決してしまいます。昨今流行の「俺おれＴＵＥＥＥＥＥ」ってやつですね。ん？　なら良いのか（良くない）。




　まあそんなこんなで、次こそは半年ぐらいで皆様にお会いできますように。




　十月某日自宅にて。「Trigger」を聞きながら。


三枝さえぐさ零れい一いち
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三枝さえぐさ零れい一いち

１９７７年兵庫県原産。テレビで老人介護問題の特番を見ながら「僕って何歳ぐらいまで現役でガチゲーマー続けられるかなあ」と呟いたら周りの人間に全力で呆れられた。それが何より大事だろうがっ！
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イラスト／純すみ 珪けい一いち

最近は小さいフライパンで短時間に作れる料理に凝りだしております。今回の作業用ＢＧＭはドラゴンズドグマダークアリズンから「Coils of Light」







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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